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第 1 次調査全景（遺跡東方から、 やや右上に甲斐国分寺跡を望む 1993年12月撮影）



序

本書は、 山梨県土木部による県営一宮団地建設工事に伴い、 1993·1994年度の両年にわたっ
て行われた、 山梨県東八代郡 一宮町塩田に所在の北中原遺跡における発掘調査の成果をまとめ
たものであります。

本遺跡が位置する一宮町は、 甲府盆地東部にあって、 原始・古代から中世へと長きにわたっ
て人々の生活が展開されてきた地域であり、 このことを物語る埋蔵文化財の濃密な分布が見ら
れる地域としてもよく知られているところであります。 とりわけ古代における地方行政単位で
ある

“
国

”
の中核施設とも呼べる国分寺が置かれたていたこともあって、 周辺にはたいへん重

要な遺跡が点在しております。 それらはこれまでの町や県などの行ってきた発掘調査により実
態の解明が進められてきていますが、 本遺跡もそうした国分寺周辺遺跡群の一翼をなすものと
いえます。

調査の結果、 平安時代中頃の竪穴住居跡77軒を中心に、 縄文および平安から中・近世までの
士坑131基、 中世の溝跡や道路状遺構などを主な内容とし、 墨書上器を含む 9 世紀から11世紀
にかけての土器類をはじめ豊富な出土遺物も得られております。 その成果は、 概して言えば、
国分寺に近接した平安集落の一定範囲の様相を明らかにし、 また伝説的にいわれることの多い
中世塩田郷の実像に一歩迫るものといえるのではないかと思われます。

北中原遺跡における今次の調査は、 県営団地建設予定地6,000 面について全面を対象にした
ものではありますが、 建築工事との兼ね合いの中で細切れの調査区割りを余儀なくされ、 また
その調査行程も工事と調整しながらの複雑なものとなってしまいました。 こうしたこともあっ
て十分な調査であったか危惧されるところもありますが、 本報告書が本県における平安時代か
ら中世にかけての地域社会の解明の一助となれば幸甚であります。

末策になりますが、 調査にあたり種々ご指導• ご協力いただきました関係各位、 並びに調査
に従事された皆様に厚くお礼申し上げます。

1995年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所 長 大 塚 初 重



例 言

1 本書は、 山梨県東八代郡一宮町塩田585に所在する北中原遺跡の発掘調査報告書である。
2 本調査は、 県営一宮団地建設工事に伴うものであり、 県教育委員会が県土木部の委託を受け実施した。
3 発掘調査および整理調査は、 県教育委員会の調査機関である山梨県埋蔵文化財センタ ー が行なった。
4 調査はつぎの 2 次にわたって実施されたが、 本報告ではこれらをまとめて報告する。

第 1 次調査（平成 5 年度本調査） 1993年11月17 日 -12月27 日
第 2 次調査（平成 6 年度本調査） 1994年 4 月17 日 -12月27 日

5 本書の編集及び執筆は、 出月洋文が行った。
6 遺構については各担当者が担当し、 遺物の撮影は出月洋文が行った。
7 本調査に係る資料（出土遺物、 記録図面·写真等） は一括して、 山梨県埋蔵文化財センタ ー に保管してある。
8 発掘 ・ 整理調査に際し、 下記の方々 ・ 機関からご協カ・ ご教示を頂いた。 記して感謝申し上げたい。

一宮町役場、 一宮町教育委員会、 帝京大学山梨文化財研究所、 猪股喜彦 ・ 瀬田正明（一宮町教育委員会）、
望月和幸（御坂町教育委員会）、 室伏徹（勝沼町教育委員会）、 芹沢昇（釈迦堂遺跡博物館）、 萩原三雄 ・

鈴木稔•畑大介•河西学•宮澤公雄• 平野修·櫛原功ー（帝京大学山梨文化財研究所）
（順不同 ・ 敬称略）

凡 例

1 遺構番号は、 原則として発見順に付している。
2 掲載遺構図の縮尺は、 とくに断りのない限り、 住居跡が80分の 1 、 カマドが40分の 1 、 土坑が80分の 1 、 溝

状遺構 ・ 道路状遺構が200分の 1 となっている。
3 掲載遺物図は、 平安時代遺物および遺構外の各時代の遺物が 4 分の 1 、 銭貨が 2 分の 1 、 縄文時代土器が 3

分の 1 、 縄文時代の石器が、 石鏃が 2 分の 1 以外は 4 分の 1 となっている。
4 平安時代土器の断面には、 墨塗りで須恵器を、 網点で灰釉陶器を、 砂目のスクリ ー ント ー ンで緑釉陶器を表

示している。
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序章 調査報告のあらまし

1 はじめに
北中原追跡は 、 東八代郡一宮町の塩田地区にある古

代の追跡の一つです。
この報告書は、今回の北中原追跡における発掘調査、

すなわち字北中原585番地の約6,000m'を対象にした埋
蔵文化財記録保存のための間査の成果をまとめたもの
ですが 、 この章では本沓を利用する際の手引きとなる
よう 、 閣査の概要を整理しておきます。

2 調査の進められ方
(1)調査に至るまで

この調蒼が実施されることとなったのは 、 当地で県
営住宅建設の計画がなされたからで、 事前に試掘閥査
を実施し 、 埋蔵文化財の確認をしたところ平安時代の
集落が営まれていたことが明らかになりました。 この
試掘結果を受けて建築主休の県土木部と県教育委員会
とで協議し 、 認められた期間内に建設工事を完了する
必要から、'93 (平成5)年と'94年の2年に分けて発
掘閤査し 、 閥査成果をもって記録の上で保存するとい
う対応がとられることになりました。 経過や調査の体
制は第1箪に詳述されます。
(2)調査の方法

初年度に約1,000111'を調＿杏し、 翌年度に残り5,000111'
を閣査するという 、 2年がかりの調査であったことは

先に述べましたが、 その調沓の方法は共通で 、 まず試
掘調査でわかった埋蔵文化財までの深さのデ ー タをも
とに、 そのすぐ上までの土を重機によって除去し、 そ
の後は人手によって追構確認や追構の掘下げ、 追物の

取上げなどを進めていきました。 どのような配置で住
居跡などの追構が確認されたか記録を取るため 5 m間
隔の杭（グリッド）を設定し、 それに基づいて測属し
たり 、 各段階での写真撮彩などを行いました。 現地調
杏終了後は、 出土追物のデ ー タ化や闊査中の図面・写
貞等による記録類の整理などを進め 、 本書が作成され
ました。 調査方法の詳細は第2章にあります。

3 調査で発見されたもの
細かな内容は第4洋に報告のとおりですが、 第4章

が追構ごとの説明であるのと別に 、 ここでは発掘調査
の成果を年代順に概観します。
(1)縄文時代

追樅としては、 梨石追朴'iが1、 土坑が 7 確認されて
いますが、 いずれも縄文前期の諸磯式の時期のものと
考えられます。 また閥査区束端部の谷状の地形の部分
には同じ時期と見られる包含陪が形成されていまし
た。 このほか追梢は伴わないものの前期から中期、 後
期 ・ 晩期の土器片が謂杏区のそこここから採集されて
います。
(2)弥生～古墳時代

この時期の追構は見つかっていませんが、 遺物はた
いへんわずかながら確認されています。

なお、 古墳時代の後半から奈良時代の末頃までの遺
構や追物は確認されませんでした。
(3)平安時代

今回の調杏ではこの時代の竪穴住居跡群が主体的に
確認されました。 いくつか重複が見られますが、 全部
で77庫f分の住居跡が見られ、 これらに伴う比較的豊富
な追物が出土しました。

住居跡は大部分が角が丸みをもった四角形、 いわゆ



る隅丸方形の平面形の、 半地下式（竪穴） のもので、
東北や南東の隅などにカマドが作られていました。 カ
マドは言うまでもなく煮炊きを行うためのもので、 石
を組んでその周りを粘土で固めて椛造される、 この時
期、 この地域において一般的に見られるものです。

追物としては、 土器類で土師器 、 須恵器 、 灰釉陶器、
緑釉陶器があり、 国分寺が近いこともあって丸瓦や平
瓦などの古代の瓦も見られました。 また釘や刀子 、 斧
などの鉄製品、 砥石などの石製品といったものも出土
しています。

竪穴住居跡以外に今回の調査では130あまりの土坑 、

すなわち円形や楕円形の素掘りの穴が見られました
が、 縄文や中世 、 近世と時期が特定されたものは1割
程度で大半は時期がわかる追物が伴わないものでし
た。 ただいくつかの土坑が平安時代の住居跡を壊して
作られ 、 またいくつかのものが中世の道路状遺梢の下
から確認されていることもあり 、 その多くは平安時代
の終わりごろのものではないかと推測されます。

(4)中世以降
調査区の東北部での竪穴逍枯1、 東南部で部分的に

確認された道路状遺構 1、 4条の消跡 、 土坑が数韮と
いった中世のものと見られる追ii情が確認されていあま
す。 追物では、 その大半は追梢に伴うものではありま
せんが、 中国製と見られる青磁の碗の破片、 常滑焼の
壷などの破片などがありました。

住居の廃棄を物語る住居跡内のカマド材の礫 (34住）

近世では、 2つの土坑が確認され、 このうち寛永通
宝が 1点見られた96号土坑は墓穴である可能性も見ら
れます。

なお井戸の跡と推定される95号土坑は逍物が伴わな
いのではっきりした時期はわかりませんが、 平安時代
の住居跡を掘り込んでいることから、 中世ないし近世
の井戸はないかと考えられるものです。
(5)年代不確定の遺構

閤査区の中央からやや東寄りの位置に掘立柱建物の
存在がうかがえる柱穴群が見られましたが 、 これにつ
いては年代を特定する手掛かりが得られませんでし
た。 平安時代から中世までの幅が推定されます。

4 調査の結果わかったことと今後の課題
第4章に報告の成果について、 いくつかの視点で検

討を行った結果は、 つづく第5章に記述されますが、
大まかには次のようなことになります。
(1)遺跡の歴史的位置づけ

調査成果の中心は、 平安時代の 、 9世紀から11世紀
にかけての躾落跡の把握にあったといえます。

この追跡の西側には 1畑も隔てないところに 、 奈良
時代の終わり頃、 甲斐国の国分寺が建てられたことも
あって 、 奈良時代から平安時代にかけては甲斐国の中
心地（現在の県庁所在地周辺のような状況） でありま
した。 このため、 北中原逍跡の周りには国分寺跡や国
分尼寺跡などを初めとして 、 重要な逍跡が集中して見
られます。その詳細は第2章にも触れられていますが、
北中原追跡はそうした国分寺追跡群の中の一つである
ことが明らかになりました。
(2)平安集落のあり方

i)集落構成に見られる計画性
確認された平安時代の住居跡は 、 数時期にわたって

営まれているので、 一度にどのような配置であったか
が問題となりますが、 全体的に個々の住居の方向性や
間隔などに計画性が見られるように見受けられます。
扇状地の基盤をなす地山の礫が露出していて、 竪穴住
居を造るのに適さないと思われるような所にも配置さ
れたり、 重要なところには何度も立て替えしながら作
り続けられるような傾向がうかがえます。

＂）竪穴住居の造営と廃棄
謂査した70軒あまりの竪穴住居の一つひとつには、

造られ（建築）、 使われ（居住）、 片づけられる（廃棄）
というサイクルがあります。住居を新たに造るときは 、

先にふれた造る場所の選定のことの他に 、 竪穴住居の
床（土間） の下に利器を埋めるなどの地鎮祭がとりお
こなわれたような痕跡が見られたりしました。 また集
落が終わりを迎えたとき 、 カマドを解体したりしなが
ら 、 住居を閉じるお祭りをしているような状況も観察
されています。
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iii) 墨書土器
平安の住居群からは、 日常の食器などを中心に様々

な生活遺物が出土しましたが、 その中で一つ、 注目さ
れる遺物として墨書土器があげられます。 これは、 上
師器の杯などに墨で文字が書かれたものです。 これも
平安社会における精神活動との関わりで理解されるも
のと遺跡の機能などに結びついたものがあることが知
られていますが、 北中原遺跡の場合、 比較的古い段階
の住居から、 1点の土器について一文字のみが墨書さ
れた例が主体的で、 精神活動に関連したものと見られ
ます。
(3)中世の時期の北中原

調査成果の中心をなすものは、 平安時代の集落跡で
あることはすでに見てきましたが、 その後の、 いわゆ
る中世の、 武士社会の中で営まれた土地利用の痕跡が
見られたことも、 平安時代の成果に次いで、 注目され
ましょう。 遺跡のある一宮町塩田地区は、 塩田の長者
の伝説が伝わるところで、 これまでの周辺の発掘調査

でも、 この地に勢力を張った人々がいたことがうかが
えるような内容が断片的に確認されてきていますが、
この北中原遺跡でも、 道路状遺構や青磁碗の破片など
の遺構遺物を通じて中世の塩田の実像にふれるものと
見られる資料が確認されていあます。
(4)今後の課題

このたびの北中原遺跡の発掘調査は、 エ期が大変限
定された住宅建設の工事に関わって行われたもので、
大部分が工事と平行して進めざるを得ないような状況
にありました。 このため一度に全体を見渡して調在す
ることができず、 遺構の把握に十分でないところなど
が問題点が多く残りました。 資料整理も遺跡の位誼づ
けや集落跡の動態的把据などに迫るためにはやはり不
十分なものとなってしまいました。 ここに報告する成
果がこの地域の、 ひいては本県の歴史研究に反映され
ていくよう、活用されていくことを望むところですが、
そのために掘り下げが不十分なところは、 今後の課題
として引き続いて研究されるべきものと考えられます。
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第 1 章 調査の経緯 と 概要
第 1 節 発掘調査に至 る 経緯

今回の北中原遺跡の発掘調査は、 山梨県土木部 （建築住宅課所管） による県営一宮団地の建設に先立つ埋蔵文
化財の記録保存を 目 的に行われたものである。

士木部では、 既に供用されていた一宮団地の北側に用地を追加取得し、 平成 5 - 6 年度に、 R C 5 階建て 2 棟
を建設することを計画したが、 当 該地は甲斐国分寺跡にも近接した、 埋蔵文化財の多く点在するところでもある

ことから、 県教育委員 会学術文化課と協議を持 ち 、 計画地における埋蔵文化財の有無を事前に確認することとさ
れた。

この協議を受けて、 平成 5 年10 月 に、 山梨県埋蔵文化財センタ ー が試掘調査を実施したところ、 計画地 6,000
m'の全城に遺構 ・ 遺物の存在が明らかになった。

この試掘結果を踏まえて、 土木部建築住宅課 • 県教育委員 会学術文化課に県埋蔵文化財センタ ー を加えた3者
で、 計画地における埋蔵文化財の取扱いを協議 ・ 調整した結果、 当 該住宅建設が国 （建設省 ） の補助事業として
事業期間内の工程確保が必至とされたものであったため、 急遠調杏体制を確保し、 本格的な発掘調査に取り組む
こととなった。

第 2 節 発掘調査の概要
前節に見たよ う な経緯で発掘調杏が実施されることとなったが、 調脊は平成 5 年と 6 年の両年にわたり、 とく

に 2 年次には、 団地の建設工事と並行しながらの困難な調査であった。 結果的に、 平安時代半ば過 ぎに営まれた
集落跡についての好資料を得ることができた。 ここで、 その調査全体の概略を確認しておきたい。
( 1 ) 試掘調査

試掘調査は平成 5 ( 1993) 年の10月 19 8 から10 月 22 日 まで実施した。 周知の埋蔵文化財包蔵地ではなかったが
前述のとおり国分寺跡に近接する場所であり、 建設工事に先立って埋蔵文化財の有無確認が必要とされたことか
ら、 用地買収をまって ト レ ンチ調査を実施した。 この結果、 平安期を主とした集落遺跡の存在が判明し （第 3 図 ） 、
遺跡所在地の小字名に拠って北中原遺跡と命名、 直 ち に周知化が図られ、 以下に見る緊急の本発掘調杏に至った。
( 2 ) 第 1 次調査 （平成 5 年度本調査）

第 1 次調査は、 試掘調査の翌 月 、 1 1 月 17 8 に着手し、 12 月 27 日 までの間、 1 棟 目 の建設に必要な1,000 m'分につ
いて行い、 石組 カ マ ド をもつ竪穴住居跡20軒と20数甚の土坑、 縄文前期の土坑 6 基を確認して いる。
( 3 ) 第 2 次調査 （平成 6 年度本調査）

第 2 次調査は翌 6 ( 1994) 年度に、 4 月 17 日 から、 建設工事と並行して残り約5,000 m'を対象に進め、 第 1 次調
査と併せ77軒の住居跡な ど を確認し、 12 月 27 日 をもって現地での発掘調査を終えた。 なお、 9 月 からは報告書の
作成作業についても年度内刊行を 目 指して進めてきた。

第 3 節 調査組織
北中原遺跡の発掘調査 · 整理調査にかかわる組織は以下のとおりである。

調査主体 山梨県教育委員 会 （所管課 ： 学術文化課）
調査機関 山梨県埋蔵文化財センタ ー

調査担当 者 調査研究課調査第 一担 当 山本茂樹 • 野代幸和
” 調査第二担当 澤登正仁 • 今福利恵 （以上、 平成5年度）

調査研究課調査第五担当 出月 洋文 ・ 澤登正仁 （平成6年度）
発掘調査作業員 芦沢津屋子、 雨宮滋美、 荒川 公子、 荒川 奈津江、 池谷馨、 岩間藤江、 岩間行子、 小幡裕巳、 金

子浩江、 久保田留代、 弦間すみ子、 河野茂、 越石力、 小林よ志子、 坂本逸郎、 志田由記子、 志
村悟、 平頂蔵、 千須和貴子、 内藤巳喜子、 長坂清、 中村郁子、 中村君子、 名 取静、 西脇誠、 橋
本和美、 平山勝子、 藤巻公恵、 藤巻ひさ江、 保坂武子、 星野松子、 水上五郎、 水上秀樹、 宮川
ともゑ、 村松おとめ、 村松まさみ、 矢崎米子、 渡辺徳子、 渡辺初江 （以上、 現地調査）
雨宮洋子、 飯田みづ ほ、 石原清子、 石原由美子、 荻原光代、 小野恵、 武田きく江、 内藤富代、
中込星子、 中村隆代、 正木なつ子、 丸山輝雄、 矢崎緑、 渡辺和 子 （以上、 現地調査および整理）
斉藤律子、 佐野慎雪、 塩島冨美子、 清水友美子、 中込み ち 子、 古屋茂子、 望 月 厚子、 渡辺洋子

（以上、 整理）
なお第 2 次調杏の際に、 海外技術研修員の雨森サン ド ラ 奈美さん （ ブ ラ ジ ル ） が 8 - 9 月 に参加している。

- 1 -



／

ロ

／
 

令

· · ··•· ·· · · ·· ·· ···· ·· ·· · · • · . · ·· ·· ·  · ·· ·· ·· ······· ·· ··•· 

第 1 図 調査対象範囲 と 調査前地形
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第 3 図 試掘調査の実施結果
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第 2 章 遺跡の環境

第 1 節 遺跡の位置 と 地理的環境
北中原遺跡は、 東八代郡一宮町塩田の字北中原に所在する。
調査対象地は大小あわせて8筆に及んでいた（第 1 図参照） が、 県営団地建設事業にかかる公有地化に拠って

合筆 さ れ、 調査時以降、 字北中原585番地 と なっている。
本遺跡の立地は、 笛吹川 支流の金川が形成した扇状地の扇央部にあって、 調査対象地における標高は376-380

m と なっている。 南東から北西へ100 m に対し 4 m 程下がるといった緩斜面で、 また遺跡周辺には扇状地特有の
細かな起伏が見られ、 調査地内にあっても小 さ な尾根状部 と 谷状部が 平行する状況が観察 さ れた。

遺跡周辺における土地利用現況を見る と 、 調査地も含め、 大部分がモ モまたは ブ ド ウ を栽培する果樹園 と なっ
ている。 遡って、 近代以降の土地利用の変遷を見る と 、 扇状地 と いう地形的制約から、 当初はク ワ に比重が置か
れた畑作が中心であったが、 部分的に遺跡の東側400 m を流れる田垂川 の流域な ど では水田も形成 さ れていた。
しかし、 1945年以降、 畑作地は徐々 にク ワ からモ モを主体 と した果樹に転換しは じ め、 1960年代にはそ うした傾
向が加速し、 かつて水田の見られた と こ ろも含め見渡す限り と 形容 さ れるほ ど と なり、 国 内有数生産量を誇る果
樹園地帯 と なった。

こうした土地利用下にあって、 次節に見るように、 本遺跡周辺には多くの埋蔵文化財の包蔵地が分布しており、
そ れらの遺跡は、 大抵の営農行為においても大 き く損なわれるこ と なく、 今 日 まで伝わって き ていた。 しかし、
本遺跡の南側 100 m を東西に通過する中央 自 動車道の1980年前後の建設工事を契機に、 近年、 農業経営における
状況変化な ど から、 果樹園地が徐々 に道路や そ の他の公的施設、 商工業施設な ど に変わるこ と が目立って多くな
って き ており、 開発事業に伴って行われる今回のような埋蔵文化財の事前調査等の件数も増加して き ている。

第 2 節 遣跡周 辺の歴史的環境
本遺跡がのっている金川 扇状地は、 はるか昔の地質時代から長い年月をかけて形成 さ れたもの と い え るが、 こ

の地城で人の暮らしが明確にたどれる 1 万年余り前には、 現在 と ほぼ同様の状況になっていた と 見られる。 この
金川扇状地にあっては、 国分二寺が造営 さ れた古代を中心に、 相互に関連性をもつような遺跡が比較的濃密に分
布する状況は周知の と おりであり、 遺跡の面からこの地域に原始古代から中世にかけて継続的に土地利用がな さ
れて き たこ と が指摘 さ れる。

ここで周辺の遺跡の状況について時代を追って概観しておく と 、 旧石器時代から縄文時代にかけては、 金川 扇
状地（特に右岸側） の標高360-380 m 前後 と 東方、 京戸川 扇状地の標高440-450 m 辺り と に分布が見られる。 本
遺跡も含まれる前者では、 国分寺西遺跡、 国分寺南遺跡、 豆塚遺跡、 北堀遺跡な ど があり、 後者は 釈迦堂遺跡群
に相当する。

続く弥生時代から古墳時代にかけては、 本遺跡に隣接する塩田地内や国分地内な ど でも遺物の 出土が散見 さ れ
るが碁本的に希薄で、 遺跡分布の中心は標高360 m 前後から下、 扇端部に向かっていく傾向が見られる。

古墳時代も後半になると、 この周辺には横穴式石室を有す後期古墳が多 く築造 さ れるようになる。 金川 沿岸城
の四 ッ 塚古墳群や長田古墳群、 塩田（楽音寺） 古墳群、 国分築地古培群な ど 、 また京戸川 右岸の千米寺古墳群な
ど がそれで、 県下でも有数の後期古墳群の集中域として知られる。

7 世紀代までの開発形態の限界からか、 専ら奥津城 と しての位窟づけが主であった本遺跡の周辺も、 つぎの 8
世紀以降になる と 、 政治経済的な土地利用がにわかに高まりを見せるような状況になる。 すなわち 集落遺跡等が
増加し、 と くに本遺跡の西側 1 km 内に国分僧寺、 国分尼寺の造営が開始 さ れ進展する奈良時代末から 平安時代半
ば過ぎまでは、 当地に古代甲斐国の一大拠点たる活況がもたら さ れたこ と を物語るように、 濃密な遺跡群の分布
が確認 さ れている。 本遺跡に近接する塩田周辺に限って見ても、 笠木地蔵遺跡、 北堀遺跡、 東新居遺跡な ど で中
央 自 動車道建設の際の面的な発掘調査により実像の解明が進んでおり、 また一宮町教育委員会によって継続的に
行われている国分寺周辺地城の調査成果からも、 該期における当地方の繁栄ぶりが明らかに さ れて き ている。

『甲斐国志』 は建長 7 (1255) 年に甲斐国分寺の諸堂の焼亡を伝 え るが、 そ の少し前から集落遺跡は影を潜め
て いる。 しか し そ れは周辺に社会的 な動 き がなくなったということではなく、 竪穴住居で構成 さ れる従前の形態
の集落からの変化を意味すると見られ、 実際断片的ながらもこの周辺一帯には中世遺物を 出土 さ せる遺跡が、 他
地域より高い密度で確認 さ れている。 そ れは中世塩田郷に勢を張った と さ れる塩田長者の伝説のバ ッ クグ ラ ンド
に相当するもの と 見るこ と がで き よう。

以上に見たような遺跡環境にあるが、 改めて強調的に確認しておくこ と は、 本遺跡が甲斐国分寺跡の東に直線
距離0.5kmの近接した位置関係にあり、 今後も含めて注目の さ れるとこ ろ である と いう こ と である。
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1 北中原遺跡 2 甲斐国分寺跡 3 甲斐国分尼寺跡 4 北堀遣跡 5 東新居遺跡 6 天神原遺跡
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30二之宮遺跡 A 国分築地古墳群 B 四 ッ 塚古墳群 C 長田古墳群 D 塩田 （楽音寺） 古墳群

E 千米寺古墳群
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第 5 図 調査区全体図



第 3 章 調査の方法 と 層序
第 1 節 調査区の設定 と 遣構調査
( 1 ) 調査区設定

今 回の北中原遺跡の発掘調査では、 東八代郡一宮町塩田字北中原585番地の約6,000 m' の全面を対象に本調査事
業が実施された。

調査の原因となった県営住宅の建設計画は、 敷地の中に R C 5 階建ての30戸棟および20戸棟の 2 棟を建て、 そ
の周囲に駐車場その他の外構施設を配置する内容であった。 建築 自 体が補助事業で認可事業期間 内に工事工程の
確保をする必要から、 初年度に30戸棟一棟分の建築に必要な範囲約1,000 m' を調査し、 終 了 後は直 ち に 1 棟 目 の建
築工事側に引き渡し、 翌年度には建築工事と並行しながら、 残 り 5,000 m' を調査するとい う 行程がとられ、 その年
度割 り の調査区設定は第6図のとおりとなっている。

( 2 ) グ リ ッ ド配置
第 1 次調査の着手段階で、 調査対象地全体を見渡して最も効率よい任意の方向を甚準に 5 m方眼のグ リ ッ ド 設

定を行 い 、 第 2 次調査でもそれを踏襲した。 グ リ ッ ド には、 東西方向に西から東へ 1 から25まで番号付けし、 南
北方向に南から北へ順に A からMまでの ア ル フ ァ ベ ッ ト を割り当て、 それぞれの組み合わせで G - 4 あるいは
H -15などのよ う に グ リ ッ ド 名を表示した。

なお こ の調査で用 いた グ リ ッ ド は国土座標と整合するものではないが、 周辺で調査を進めている一宮町教育委
員 会では遺跡相互の関係を把握し、 こ こ の調査成果を体系的に見るために国土座標を基準にした グ リ ッ ド 設定を
行っており、 本調査の成果もそれらと関連付けできるよ う 土地区画の測量成果に基づいた座標系を第 6 図の中に
示した。

( 3 ) 遺構調査の方法
遺構調査手順は原則として 、 重機による表土 ・ 耕作土の剥 ぎ取りを行 い 、 埋蔵文化財包含層の直上からは人手

によって薄く土を削りながら遺構の検出作業を進めた。 確認された遺構は 、 遺構 ごとに検出順に遺構番号を付し、
遺構内に堆積した土 （覆土） の掘下 げを行 い 、 遺物の検出や遺構 自 体の把握につとめた。

遺構図面の作成には、 1 /20ス ケ ー ルでの平板実測とグ リ ッ ド 杭を碁準にした 1 m 方眼の遣り方実測を併用し
ているが 、 カ マ ド の精査などにおいて 1 /10の、 道路状遺構などの広範囲に及ぶ遺構では 1 /40のス ケ ー ルによ
る実測を行っている。 また遺構全体図作成においては、 複雑な調査行程のためその都度 1 /100ス ケ ー ルで遺構
平面の記録を進め 、 併せて2.5 m メ ッ シ ュ で遺構面の レ ベル記録を行った。 現地調査終了 の段階で数枚に別れた こ
れらの実測図を集成し、 20cm 間隔の コ ンタ ー を描き起 こ して、 全体図としている。

空中写真撮影は、 初年度の終了段階に実施しているが、 2 年次は 2 棟の団地建物を建てながらの調査であった
ため、 実施を見送り、 建築中の建物の最上部などからの撮影により、 欠を若干なりとも埋めるよ う 留意した。

なお、 竪穴住居跡の調査については、 一般的な調査の進め方のほか、 とくに調査後半段階での カ マ ド 施設の精
査でセ ク シ ョ ン記録を略し、 替わりに石組みの見通し図作成に重点を置いていると こ ろ がある。 また住居内に点
在した礫や カ マ ド 石組みの用材としての礫などは、 水洗いし通し番号を付した後 、 大きさや煤の付着状況などを
観察しデ ー タ を取るよ う にしたものもある。

第 2 節 基本層序
今回調査の実施範囲における埋蔵文化財包含蔵層を含めた標準的な層序は、 第 7 図に例示したよ う な状況であ

った。 同図は、 平安期の29号住居跡とそれより新しく掘り込まれた中世の頃の50号土坑にかかる部分の現況地表
面からの土層の記録で、 図中の I 層は暗褐色土で、 常時耕作が及ぶ表土層であり、 11 層も暗褐色土であるがやや
黒味と締まりが増し、 十数年あるいはそれ以上の頻度で作物の改植のための深耕や土壌改良のための天地返しな
どが及 ん だ 層と見られる。 まば ら に遺物が混 じ る。 m 層は地山の上部にあたる暗黄褐色土で、 遺物を含まず、 基
本 的には こ の層の上面が遺構確認面となっている。 W 層は黄褐色の砂質土で、 大小の礫が多く混 じ る 、 地山の基
盤をなす土層である。 調査期間中に、 工事引き渡し後の J -13グ リ ッ ド 周辺で、 合併処理槽埋設のための掘削工
事の際の観察では、 表土下 3 m余りのと こ ろまで礫が大型化するものの同様な扇状地に普遍的な堆積が確認された。

なお、 11 層と 皿 層の間には、 縄文遺物を包含する暗褐色土層が H -22グ リ ッ ド 周辺で、 平安時代遺物を包含す
る暗褐色土層が H - 15グ リ ッ ド 周辺などで、 中近世遺物を包含する暗黒褐色土層が K - 12グ リ ッ ド 周辺でそれぞ
れ部分的に確認されている。 また、 m 層とW 層の境界は数十cmの幅で上下の変化が有り、 高 い と こ ろ では W 層が
直に竪穴住居跡の床面や遺構確認面にまで露頭する状況も見られるが、 こ の集落跡の構成を考 え る上での参考と
するため、 N層の露頭が確認される範囲を第 8 図に模式的に示した。
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第 4 章 発見 さ れ た 遺構 と 遺物

こ こ では今回の 2 年次にわたる北中原遺跡の発掘調査の中で確認 さ れた遺構と遺物について報告する。
調査の結果、 発見 さ れた遺構は、 竪穴住居跡 （平安時代） 77、 土坑 （縄文、 平安～ 中 世 ） 131、 特殊小坑 （平

安時代） 3 、 竪穴遺構 （平安～ 中世） 1 、 柱穴群 （平安～ 中世） 1 、 溝跡 （ 中世） 5 、 道路状遺構 （ 中 世） 1 、
集石土坑 （縄文時代） 1 、 遺物集 中 区 （縄文時代） 1 な どがあった。 以下、 遺構の種別 ごとにその出土遺物も合
わせ見ていく。

第 1 節 遺構 と 遺構 に伴 う 遺物
( 1 ) 竪穴住居跡

第 1 次調査で22軒、 第 2 次調査で55 軒、 合わせて77軒の竪穴住居跡が確認 さ れた。 いずれも平安時代の半ば頃
を中 心とするもので、 多くが内部施設として石組み カ マ ド をもっているものである。 それぞれの住居 ごとに、 発
見の状況や重複関係、 形状 · 規模や施設、 出土遺物な ど について、 項 目 立てて説明する。

1 A 号住居跡 （ 遺構 ： 第 9 図 、 遣物 ： 第43図 • 第76図 1 )

（概要） 調査区の中央部西寄り、 D - 8 · D - 9 · E - 8 · E - 9 グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡である。
（重複） 1 軒の住居跡として調査を進めたが、 途 中 か ら 同位置で 1 B 号住居跡と重複するものと判明し、 その前

後関係は l B 号 （旧 ） → l A 号 （新） と理解 さ れた。
（形状） やや歪んだ隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.5 m X 南北4.l m 。 床面までの深 さ は南壁で28cm、 北壁で10cmを測る。
（床面） 床面標高は376.57 m を測る。 南側半分ほ ど に 撹乱を受 けているほかは、 貼り床も確認 さ れ、 全体的によ

＜ 踏み 固 め ら れている。
（施設） 壁溝、 柱穴な ど は確認 さ れていない。 カ マ ド は、 北壁の中央よりやや東寄りに付設 さ れる。 石組み カ マ

ド で、 袖石が部分的に遺存している。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 · 2 ) 、 高足高台付杯 ( 3 ) 、 小型甕 ( 4 ) 、 甕系鉢 ( 5 ) および羽釜 ( 6 ) な ど がある。

1 B 号住居跡 （遺構 ： 第 9 図 ）
（概要） 調査区の中 央部西寄りで、 1 A 号住居跡とほぼ同位置に、 東に 1 m ほ ど 偏して確認 さ れた竪穴住居跡で

ある。
（重複） l A 号住居跡と重複し、 l A 号 に 切 ら れている。
（形状） やや歪んだ隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.l m X 南北3.5 m 。 床面までの深 さ は南壁で28cm、 北壁で10cmを測る。
（床面） 床面標高は376.60 m を測る。 大部分 1 A 号住居跡に切 ら れているが、 東辺部寄りで比較的良好な床が 1

A 号より若干高め の レ ベルで確認 さ れている。
（施設） 壁溝、 柱穴な ど は確認 さ れていない。 カ マ ド も l A 号住居跡と重複する関係か確認 さ れなかった。
（遣物） 土師器片な どが若干見 ら れたが、 図示できるものはかった。

2 号住居跡 （遺構 ： 第 9 図 、 遣物 ： 第43図 • 第80図 1 •30)

（概要） 調査区の南西、 E - 3 か ら F - 3 グ リ ッ ド に か け 位置する竪穴住居跡である。
（重複） 3 号住居跡と重複し、 関係は 3 号 （旧） → 2 号 （新） である。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.3 m X 南北3.3 m 。 床面までの深 さ は南壁、 北壁ともに30cm ほ ど であった。
（床面） 床面標高は376.5 7 m 。 比較的平坦で、 よく踏み 固められてい る 。 竪穴内南側で、 床面よ り やや浮い た 状

態で、 20cm内外の礫が点在していた。
（施設） 壁溝はない。 南西隅 に 寄ったと こ ろに深 さ 20cm ほ ど の小土坑が見 ら れた。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に 付設

さ れていた。 石組み カ マ ド で、 部分的に 解体 さ れ、 用材の礫を積み上 げた状況が観察 さ れる。 積まれた
礫の下部 に は、 左右の一部の袖石が原位置を保っており、 焚き口部での幅は40cm程度と推定 さ れた。

（遺物） 土師器が主で、 杯 ( 1 - 3 · 5 - 9 ) 、 皿 ( 4 ) 、 甕 ( 10-14) および羽釜 ( 15 ) な ど が見 ら れた。 また
鉄製品で刀子 （第80図 1 ) 、 釘 （ 同 図30) があった 。
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3 号住居跡 （遺構 ： 第 9 図 、 遺物 ： 第43図 ）
（概要） 調杏区の南西、 F - 3 · F - 4 グ リ ッ ドに位置する。
（重複） 2 号住居跡と重複し、 関係は 3 号 （ 旧） → 2 号 （新） である。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を星す。
（規模） 東西4.5 m X 南北3.5 m 、 床面までの深さは南壁で32cm 、 北壁で23cmを測る。
（床面） 床面標高は376.57 m 。 貼床が確認されている。
（施設） カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に 付設される。 石糾み カ マ ド
（遣物） 土師器で杯 ( 1 · 2 · 5 ) 、 llil ( 4 · 6 ) 、 高足高台付杯 ( 3 ) 、 および羽釜 ( 7 ) などがある。

4 号住居跡 （ 遺構 ： 第1 0図 、 遺物 ： 第44 · 45図 • 第80図 3 )
（概要） 調査区の中央部、 F - 13 · F - 14 · G - 13 · G - 14グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.5 m X 南北3.6 m 、 床面までの深さは南壁で33cm 、 北壁で17cmを測る。
（床面） 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は北東 コ ー ナ ー に付設される。 石組み カ マ ド で左右の並びが確認され、 焚き口部での幅は35cm ほ

どである。
（遺物） 士師器で杯 ( 1 -20) 、 羽釜 (21) などのほか 、 甕 (22-24) がある。 このう ち 土師器の杯の19 · 20は

墨書が見られ、 19は体部外面に 正位で 「有」 と説める。 20は判説困難であるが、 体部外面に逆位で記せ
られたものと見られる。 ほかに第80図 3 に示した鉄製品 （釘か） がある。

5 A · 5 B 号住居跡 （ 遺構 ： 第1 0図 、 遺物 ： 第45図 • 第80図28)
（概要） 調杏区の中央部南寄り、 E - 13グ リ ッ ド に位置し、 ほぼ同じ位置に主軸をやや異にして 2 軒の竪穴住居

跡が存在する。 撹乱等により確認が容易でなかったため、 調査中は明確でなかったが、 平面形や カ マ ド
位置などの検討により 2 軒重複と理解された。

（重複） 16号住居跡と重複し、 関係は古い方から新しいものへ16号→ 5 B 号→ 5 A 号となっている。
（形状） ともに隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 5 A 号住居の方が東西2.8 m (推定） X 南北3.5 m 、 5 B 号は東に0.8 m 寄って軸方向を西に振った状況だ

が規模は 5 A 号とほぼ同じくらいで、 東西3.0 m (推定） X 南北3.7 m と見られる。 床面までの深さは 、
ともに南壁で10cm 、 北壁で17cm程度となっている。

（床面） 床面標高は、 ほ ぼ同じで376.82 m 。 貼床 · 硬化面は良好に観察されていない。
（施設） カ マ ド は、 5 A 号住居跡については東壁北寄りに付設される。 石組み カ マ ド と見られるが、 残存状態は

よくなく、 右袖の一部の石が残るのみである。 また 5 B 号のカ マ ド は不明だが 5 A 号と同じ辺りとも見
られる。

（遺物） 土師器で皿 ( 1 - 3 ) 、 杯 ( 4 ) 、 高足高台付杯 ( 5 ) 、 甕 ( 6 · 7 ) などのほか 、 鍋と考えられるもの
( 8 ) が見られた。 以上の図化されたものは、 いずれも 5 A 号住居跡に帰属する。 なお 5 B 号住居跡で
は、 第80図28に示した刀子が 1 点、 東壁際の覆土上部より出上している。

6 号住居跡 （遺構 ： 第1 0図 、 遺物 ： 第45図 • 第80図 2 • 4 )
（概要） 調査区の中央部南寄り、 E - 11 · E - 12 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を皇し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.0 m X 南北3.2 m 、 床面までの深さは南壁で13cm 、 北壁で 5 cmを測る。
（床面） 床面標高は376.75 m 。 東半分に畑灌用送水パ イ プ埋設による錯乱があるなど状態はよくない。
（施設） カ マ ド は南東コ ー ナ ー に付設される。 石組み カ マ ド の可能性が考えられるが全壊 に近い。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 - 3 ) と、 甕系鉢 ( 4 ) がある。 また第80図 2 の刀子 、 4 の釘も見られた。

7 号住居跡 （遺構 ： 第1 1 図 、 遺物 ： 第46図 • 第76図 2 )
（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - 6 · F - 7 · G - 6 · G - 7 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 8 号 、 14号 、 15号 、 68号の各住居跡と切り合っている。 8 号より新しく、 そ の外のものに先行する。
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（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形 を呈す。
（規模） 東西3.3 m (推定） X 南北3.8 m 、 床面ま での深さは、 調査時期と状況が異なるが、 南壁で30cm、 北壁で

15cmとなっている。
（床面） 床面標高は376.23 m 。 貼床 ． 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は南壁の東寄りに付設される。 石組み カ マ ド であったと思われるが、 原位置 を 保つ袖石等は残ら

ない。
（ 遣物） 土師器で杯 ( 1 - 3 ) 、 高足高台付杯 ( 4 ) 、 甕 ( 7 · 8 ) などのほか、 転用硯かと見られる須恵器の甕

の体部破片 ( 6 ) 、 灰釉陶器の椀 ( 5 ) があっ た。 1 の杯には、 体部外面に逆位で 「親」 と判読される
墨書が見られた。 ほかに第76図 2 の丸瓦片が出土している。

8 号住居跡 （遣構 ： 第1 1 図 、 遺物 ： 第46図 • 第76図 3 - 4 · 第80図 6 • 第81 図 9 )

（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - 7 グ リ ッ ドに位置する。
（重複） 7 号、 15号住居跡などと切り合っていて、 本住居が先行する。
（形状） 長方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形 を 呈す。
（規模） 東西3.0 m X 南北1.5 m 以上、 床面 ま での深さは南壁で35cm を 測る。
（床面） 床面標高は376.34 m 。 貼床が部分的に確認されている。
（施設） カ マ ド は東壁の南寄りに付設される。 石組み カ マ ドだが解体が進み 、 左袖石 を 一つ残すのみである。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 4 ) 、 高足高台付杯 ( 5 ) 、 甑 ( 6 ) 、 甕 ( 7 ) 、 甕系鉢 ( 8 ) などが見られた。 こ のほ

か覆土内より北宋銭の熙寧元賓が 1 点出土している。 ま た平瓦片や鉄製品 （鎌） などもある。

9 号住居跡 （遣構 ： 第1 1 図 、 遣物 ： 第46図 • 第81 図1 5)

（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - 7 · F - 8 · G - 7 · G - 8 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 10号、 14号、 15号、 68号住居跡などと重複関係 をもち、 最も新しい。
（形状） 長方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形 を呈す。
（規模） 東西4.0 m X 南北4.8 m 、 床面ま での深さは南壁で35cm、 北壁で20cm を 測る。
（床面） 床面標高は376.20 m 。 重複の関係で、 貼床としての状況が確認されている。
（施設） カ マ ド は西壁の北寄りに付設される。 焼土の堆積が確認されたのみで、 石組みかどうかも明確にしえな

し ヽ。

（遣物） 土師器が主で、 杯 ( 1 - 3 ) と、 皿 ( 4 ) 、 甕 ( 5 ) 、 甕系鉢 ( 6 · 7 ) などがある。 ま た覆土内より北
宋銭の至和通賓が 1 点出土している （第81図15) 。

1 0号住居跡 （ 遣構 ： 第1 2図 、 遣物 ： 第47図 ）
（概要） 調査区の中央部西寄り、 G - 7 · G - 8 グ リ ッ ドに位置する。
（重複） 9 号、 14号、 69号住居跡などと重複関係 をもち、 9 号、 14号より古く、 69号より新しい。
（形状） 長方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形 を 呈す。
（規模） 東西4.0 m X 南北3.5 m 、 床面 ま での深さは南壁で35cm、 北壁で20cm を 測る。
（床面） 床面標高は376.15 m 。 貼床は明確でないが、 中央部で硬化が確認されている。
（施設） カ マ ド は東北 コ ー ナ ー に付設された石組み カ マ ド で、 両側の袖石の並びがよく残る。 焚き口部の幅は35

cm を 測る。 焚き口部の中ほどに支脚かと見られる小礫が置かれていた。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 3 ) 、 高足高台付杯であ る 可能性が高い皿 ( 4 ) 、 羽釜 ( 6 ) などのほか、 灰釉陶器の

椀 ( 5 ) が見られた。

1 1 号住居跡 （遺構 ： 第1 2図 、 遺物 ： 第47図 • 第76図 5 )

（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - 9 · F - 10 · G - 9 · G -10グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形 を 呈す。
（規模） 東西4.l m X南北3.7 m 、 床面ま での深さは南壁で23cm、 北壁で16cm を 測る。
（床面） 床面標高は376.37 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設される。 石組み カ マ ド であっ たが、 解体が進み両側の袖石の一、 二 を 残す

程度であった。
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（遺物） 士師器で杯 ( 1 - 3 ) と、 甕 ( 4 ) がある。 ほかに丸瓦片 （第76図 5 ) もある。

1 2号住居跡 （遺構 ： 第1 2図 、 遺物 ： 第47図 • 第81 図 5 )
（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - 9 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を星し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.9 m X 南北2.3 m 、 床面までの深さは南壁で22cm、 北壁で21cmを測る。
（床面） 床面標高は376.54 m 。 貼床・硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は東壁の南寄りに付設される。 カ マ ド 構造は石組みによると思われるが、 解体が進んでおり、 本

来の構造を残していない。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 3 ) と第81図 5 の鉄滓が見られた。

1 3号住居跡 （遺構 ： 第1 3図 、 遺物 ： 第47 · 48図 • 第81 図 4 • 第82図 1 )
（概要） 調査区の南西、 D - 4 · D - 5 · E - 4 · E - 5 グ リ ッ ド に位置する。

（重複） 他の遺構との重複関係はないが、 南東側に土坑 ( 16号土坑他） が集中して存在する。
（形状） 隅丸方形の平面形を星し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.0 m X 南北2.7 m 、 床面までの深さは南壁で26cm、 北壁で17cmを測る。
（床面） 床面標高は376.55 m 。 貼床・硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は南東コ ー ナ ー に付設される。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 - 5 ) 、 Illl ( 6 · 7 ) 、 壷かと見られるもの ( 8 ) 、 甕 ( 10- 12) 、 小型甕 ( 13) があり、

灰釉陶器の椀 ( 9 ) も見られた。 また第81図 4 に示した碗形の鉄滓も出土している。

1 4号住居跡 （遺構 ： 第1 3図 、 遺物 ： 第48図 ）
（概要） 調脊区の中央部西寄り、 G - 7 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 7 、 9 、 15号住居跡などと直複関係をもち、 7 · 15号より新しく、 9 号より古い。
（形状） 長方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西1 .8 m (推定） X 南北2.0 m 、 床面までの深さは、 周囲すべて他の住居跡と重複しており、 セ ク シ ョ

ン観察での数値であるが、 東壁で20cm程度である。
（床面） 貼床・硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は東北 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 4 ) が見られた。

1 5号住居跡 （遺構 ： 第1 3図 、 遺物 ： 第48図 ）
（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - 7 · F - 8 · G - 7 · G - 8 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 7 · 9 · 10 · 14号住居跡などと重複し、 10号より新しく、 7 · 9 · 14号より古い。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.0 m 以上X 南北3.4 m (推定） 、 床面までの深さは東壁 カ マ ド 付近で35cmとなっている。
（床面） 貼床・硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は東南 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 士師器で杯 ( 1 - 5 ) 、 高足高台付杯 ( 6 · 7 ) のほか、 灰釉陶器の椀 ( 8 ) が見られた。

1 6号住居跡 （遺構 ： 第1 4図 、 遺物 ： 第48図 ）
（概要） 調査区の中央部南寄り、 D - 13 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 5 号住居跡と重複し、 16号 （ 旧 ） → 5 号 （新） である。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を星す。
（規模） 東西4.3 m X 南北3.9 m 、 床面までの深さは南壁で 9 cm程度と全体に浅い。
（床面） 貼床・硬化面は全く確認されていない。
（施設） カ マ ド は南東 コ ー ナ ー から付設される。
（遺物） 土師器で皿 ( 1 · 2 ) 、 高足高台付杯 ( 3 ) がある。
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1 7号住居跡 （遣構 ： 第1 4図 、 遣物 ： 第49図 ）
（概要） 調査区の中央部南寄り、 E - 14· F -14グリ ッ ド に位置する。
（重複） 20号住居跡と重複し、 20号（旧） →17号（新） である。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.0 m X 南北2.8 m 、 床面までの深さは南壁で35cm 、 北壁で20cmを測る。
（床面） 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマ ド は南東 コ ー ナ ー に付設される。 石組 カマ ドと見られるが残りはよくない。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 · 2 · 5 - 7 ) 、 皿 ( 3 · 4 ) 、 小型甕 (11) 、 羽釜 ( 9 · 10) 、 甕 (12· 13) 、 須恵器の

甕 ( 8 ) な ど が見られた。

1 8号住居跡 （遣構 ： 第1 4図 、 遣物 ： 第49図）
（概要） 調査区の西端 、 E - 3 グリ ッ ド に位置する。
（重複） 55号住居跡と重複し、 55号（旧） →18号（新） である。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.7 m X 南北4.0 m 、 床面までの深さは南壁で29cm 、 北壁で24cmを測る。
（床面） 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマ ド は北東 コ ー ナ ー から付設される。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 · 2 ) 、 皿 ( 3 · 4 ) 、 高台をもつ杯系鉢 ( 5 ) 、 甕 ( 6 · 7 ) がある。

1 9号住居跡 （遺構 ： 第1 5図 、 遣物 ： 第50図）
（概要） 調査区の中央部西寄り、 F - B · F - 9 グリ ッ ド に位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.3 m X 南北2.5 m 、 床面までの深さは南壁で36cm 、 北壁で20cmを測る。
（床面） 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマ ド は東壁の中央部や や南寄りに付設される。 石組の残りはよくない。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 · 2 ) のほか、 灰釉陶器の長頸瓶 ( 3 ) と思われるものの底部が見られた。

20号住居跡 （ 遣構 ： 第1 4図 ）
（概要） 調査区の中央部南寄り、 E - 14· F - 14グリ ッ ド に位置する。
（重複） 17号住居跡と重複し、 20号（旧） →17号（新） である。
（形状） 隅丸方形の 平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.7 m (推定） X 南北2.5 m 、 床面までの深さは17号住居跡の下部で10cm前後である。
（床面） 貼床· 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマ ド は確認されなかった。
（遺物） 少量で、 図示されるものはない。

21 号住居跡 （遣構 ： 第1 5図、 遣物 ： 第50図）
（概要） 調査区の南寄り、 A - 15グリ ッ ド に位置する竪穴住居跡であ る。 すべての住居跡の中で最も南に位置し、

遺跡立地からしてこの住居の本来の周辺生活面の標高 はもっと高かったと見られるが、 結果的に削 平 が
激しく、 残存状況はかなり悪い。 なお、 本住居跡以降 は 2 年次め ('94年） の調査によるものであ る。

（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 残存部は浅いが本来 は箱形の断面形状を呈したものと思われる。
（規模） 東西2.9 m X 南北2.7 m 。 床面までの深さは南壁で12cm 、 北壁で 4 cmを測る。
（床面） 床面標高 は377.94 m 。 南西側に床面に達する撹乱が見られる。 全般に地山の礫の露頭が見られ、 踏み固

めの状況も弱い。
（施設） カマ ド は 、 南東 コ ー ナ ー 付近に付設される。 残存状況は悪く、 袖石を抜 き 取った状況が見られることか

ら、 両袖石の間が30cm弱となる石組み カマ ド であったと見られる。
（遣物） 図示で き た遺物に、 土師器で杯 ( 1 · 2 ) 、 皿 ( 3 ) がある。
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22号住居跡 （遺構 ： 第1 5図 、 遺物 ： 第50図 • 第76図 6 • 第82図 2 )
（概要） これも調査区の南寄り、 B - 16 · C - 16グ リ ッ ド にあって、 残存状況のよくない竪穴住居跡である。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.l m X 南北3.0 m 。 床面までの深さは南壁で 8 cm、 北壁で 4 cmを測る。
（床面） 床面標高は377.81 m 。 地山の礫がそこここに露頭しているが、 比較的平坦で、 周辺部を除いてよく踏み

固められている。 竪穴内南側で、 床面よりやや浮いた状態で、 20cm 内外の礫が点在していた。
（施設） 壁溝はない。 南西隅 に 寄ったところに深さ20cm ほどの小土坑が見られた。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設

される。 石組みカ マ ド で、 部分的に解体され、 用材の礫を積み上げた状況が観察された。
（遺物） 土師器、 瓦、 砥石などが検出されている。 このう ち 、 図示できたものは、 土師器で杯 ( 1 - 3 · 5 · 6 ) 、

皿 ( 4 · 7 · 8 ) 、 高足高台付杯 ( 10) 、 杯系鉢 ( 9 ) 、 小型甕 ( 11) 、 甕 ( 12) などがある。 瓦は第76図
6 に示した平瓦の残欠で、 カ マ ド 内より、 砥石は第82図 2 のものが北壁寄りの覆土中から出土している。

23号住居跡 （遺構 ： 第1 6図）
（概要） 調査区の南、 C - 17 グ リ ッ ド に位置する。 調査段階では住居跡として進めたが、 直接に伴う遺物が認め

られないので、 確実なことはいえないものの、 平安時代の竪穴住居とは周壁の立 ち 上がり方などにおい
て若干様相を異にし、 形態等から平安以降の竪穴遺構の可能性も考えられる。

（重複） 他の遺構との重複関係はない。 ただし、 次に見る24号住居跡が、 東側に10cm弱まで近接しており、 これ
との同時存在はありえず、 状況から24号 （旧） →23号 （新） との前後関係が推察 さ れる。

（形状） 平面形はややくずれた隅丸方形で、 断面形状はJIIL形を呈す。
（規模） 東西2.9 m X 南北3.2 m 。 床面までの深さは南壁で 8 cm、 北壁で 7 cm。
（床面） 床面標高は378.00 m を測る。 貼床は確認されず、 ほぼ平坦な床面には、 全体的に大小の地山の礫の露頭

が見られた。
（施設） 壁溝や柱穴のほか、 カ マ ド も確認されなかった。
（遺物） 覆土に混入した少量の土師器片のみで、 図化し得るものはなかった。

24号住居跡 （遺構 ： 第1 6図 、 遺物 ： 第51 図 • 第80図 7 )
（概要） 調査区の南東寄り、 C - 17 · C  - 18 · D - 17 · D - 18グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡である。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。 ただし、 前項でふれたように23号住居跡が西側に近接し、 24号 （ 旧 ） →

23号 （新） の前後関係が考えられる。
（形状） 平面形はややくずれた隅丸方形で、 断面形状はJIIL形を呈す。
（規模） 東西4.4 m X 南北3.2 m 、 床面までの深さは南壁で15cm、 北壁で10cmを測る。
（床面） 貼床は確認されず、 床面には南北に二分するような東西方向の段差が認められ、 カ マ ド 前付近の床面標

高は377.88 m 、 北半部で377.94 m とな っ ている。 この段差の前後でかなりの床面硬化が見られる。 なお
いくつかの ピ ッ ト が認められたが、 その性格は特定できなかった。 また床面 上には、 カ マ ド 前周辺を中
心に大小の礫の投入が観察されている。

（施設） 壁溝、 柱穴は見られないが、 大小の ピ ッ ト が 4 ヵ 所確認されている。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設され
た石組みカ マ ド であったと見られるが、 残存情況が悪く、 左側の袖石 1 つを留めるのみであった。

（遺物） 土師器で杯 ( 1 · 2 ) 、 fill ( 3 · 4 ) 、 高足高台付杯 ( 5 ) や羽釜 ( 8 · 9 ) 、 甕 ( 10) などがあり、 灰
釉陶器の椀 ( 7 ) や輪花椀の破片資料 ( 6 ) も出土している。 7 は完形で、 見込み底面 に平滑化した範
囲や口縁部に墨痕と思われるものが観察されることなどから、 転用硯と理解 さ れる。

25号住居跡 （遺構 ： 第1 6図、 遺物 ： 第51 • 52図 • 第82図 3 • 第80図 8 • 9 )  
（概要） 調査区の中央部南寄り、 F - 15から G - 15 グ リ ッ ド にかけて位誼する竪穴住居跡である。 床面からやや

浮いて焼土層が一面に覆っていて、 火災住居の可能性が見受 けられた。
（重複） 西側で33号住居跡と重複し、 その関係は33号 （旧） →25号 （新） である。
（形状） 歪みのある隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.7-3.l m X 南北4.4 m 。 床面までの深さは南壁で37cm、 北壁では33cmとなっている。
（床面） 床面標高は376.83 m の カ マ ド 前面部と他 （床面標高は376.90 m ) を画すような形で矩の手状に、 24号住

居跡と同様な段差が見られた。
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（施設） 壁溝、 柱穴および カ マ ド 以外の施設は確認されていない。 カ マ ド は 、 北東 コ ー ナ ー に付設された石組み
カ マ ド だが、 解体がなされ、 両側に袖石が部分的に残る程度であった。

（ 遺物） 遺物量は豊富で、 住居内全般に散見され、 焼士層にあるものは二次的な被熱を受けたと観察されるもの
も見られた。 上師器では坪に外面調整にヘ ラ ケ ズ リ のあるもの ( 1 · 2 · 4 ) とないもの ( 8 - 19 · 25) 
が混在し、 皿にも前者 ( 3 · 7 ) と後者 (20-24) がある。 5 は墨書土器で、 体部外面に複数の文字が
認められるが、 判読困難なものである。 6 · 26 · 27についても、 いずれも杯の小破片だが墨書が見られ
る。 他に高足高台付杯 (28) 、 小型甕 (33) 、 甕 (32 · 34) な ど があった。 須恵器には二次的な利用が認
められる甕の破片 (30) や 「壺 G 」 (29) があり、 また良 質な緑釉陶器椀 (31) も覆土焼士層中より出
土している。 このほか凝灰岩製の砥石 1 点 （第82図 3 ) 、 第80図 8 · 9 の鉄鏃等も検出されている。

26号住居跡 （ 遺構 ： 第1 7図 、 遣物 ： 第53図 • 第81 図 7 )
（概要） 調査区の中央部東寄りの F - 17 · F - 18 · G - 17 · G - 18グ リ ッ ド にかかる位置に確認された 、 比較的

小ぶりの竪穴住居跡である。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.7 m X 南北2.6 m 。 床面までの深さは南壁、 北壁それぞれで28cm程度となっている。
（床面） 床面標高は377.28 m を測る。 中央部を中心にさほ ど 強くないが硬化面が確認された。 なお、 カ マ ド 前面

の床面上には、 間層をほとん ど 置かない状態で、 その形や煤の付着状況な どから カ マ ド の芯として用い
られていた礫が重なり合うように見られたことが注意された。 本住居跡の カ マ ド 石組みは、 次にも触れ
る通り解体された状況にないことから、 他の竪穴住居跡のもの を 投入したと見られる。

（施設） 壁溝や柱穴な どは見られない。 カ マ ド は東壁の中央部から南寄りに付設された石組み カ マ ド で、 前後の
梁石まで残っていて、 石組み構造の残存状態はたいへん 良 好であった。 焚き口部での袖石の間隔は内法
で45cmとなっている。

（ 遺物） 土師器が主で、 杯 ( 1 - 6 ) および甕 ( 7 · 8 ) など がある。 ほかに第81図 7 の石杵も見られた。

27号住居跡
（概要） 調査区のほぼ中央の、 G - 14 · G - 15 · H - 14 · H - 15グ リ ッ ド にあって、 東西 3 m 、 南北 4 m の範囲

に遺物の分布が認め ら れたため、 27号住居跡として調査を進めたが、 明確な床面や カ マ ド 等が確認され
ず、 また遺物も図化 困難な13点ほ どの土師器が得られたのみであったため、 整理段階の検討により、 住
居跡でなく ゴ ミ 捨て場的な遺物だまりとして扱うこととし、 27号は欠番とした。

28号住居跡 （遺構 ： 第1 7図 、 遺物 ： 第53図）
（概要） 調査区の中央部北東寄り、 I - 15 · I - 16グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡である。 調査区を細分した調

査行程の関係で、 西側 3 分の 1 (94/5 月 ） と東側残り部分 (94/11月 ） と、 二時期に分けて調査した。
なお、 覆土中にはカ マ ド 前を除いて、 多量の礫が入っているのが特筆される。 礫は人頭大かそ れ以上の
大きさのものもあるが、 拳大までの大きさの石が多く、 カ マ ド 用材の投げ込みとは様相を界にするよう
に受け止められるものであった。

（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 東西に長い隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.3 m X 南北2.4 m 。 床面までの深さは南壁で18cm 、 北壁で10cmを測る。
（床面） 床面標高は376.86 m 。 カ マ ド 前から住居中央部にかけて硬化が見られた。
（施設） 壁溝や柱穴な どは見られない。 カ マ ドは南東 コ ー ナ ー に付設される。 残存状況が良 く なく 、 袖石な どは

見られないが、 おそらく石組み カ マ ド であったと思われる。 煙出し側に露頭した地山の礫が黒くすすけ
た状態になっているのが観察された。

（遺物） 遺物量はそう多くなく、 図示しえたものも小片が多い。 土師器の杯 ( 1 - 3 · 5 ) 、 皿 ( 4 ) な どがそ
れである。 5 は杯の小破片だが、 底部外面に墨書が見られる。

29号住居跡 （ 遺構 ： 第1 7図 、 遺物 ： 第53図 ）
（概要） 調査区のほぼ中央部で、 H - 14から I - 14 グ リ ッ ド かけて確認された。 本遺跡では大きい部類の竪穴住

居跡である。

- 14 -



（重複） 本住居跡の東北 コ ー ナ 一 部に、 出土遺物から中世のものと見られ る 50号土坑が掘り込まれてい る 。 また
住居内の北西よりの部分に 2 つの、 推定径50cm ほどの掘り込みが存在した。 これらもセ ク シ ョ ン観察こ
そできなかったが、 内部の礫の詰まり方などから後世の土坑であったと考えられ る 。

（形状） 隅丸方形の平面形を星し、 断面形状は箱形を星す。
（規模） 東西4.5 m X 南北4.9 m 、 床面までの深さは南壁で22cm、 北壁で15cmを測 る 。
（床面） 床面標高は377.12 m 。 貼床は認められず、 平坦な床面は、 周辺部を除いて硬化していた。
（施設） 壁溝や柱穴などは見られない。 カ マ ド は南壁の南東 コ ー ナ ー に付設され る 。 石組み カ マ ド で、 両側の袖

石の配列の遺存が良 好であった。 両袖石の間隔は、 焚き口部で45cm程度と広めであ る 。
（遺物） 土師器が主で、 杯 ( 1 ) 、 皿 ( 2 - 5 ) 、 高足高台付杯 ( 6 - 9 ) 、 甕 ( 10- 12) などがあ る 。

30号住居跡 （遺構 ： 第1 8図 、 遺物 ： 第54図 • 第80図1 1 )
（概要） 調杏区の中央北側、 J - 15 · J  - 16グ リ ッ ド にまたがって位罹す る 竪穴住居跡で、 本住居跡も28号住居

跡と同様に94年 5 月 と12 月 の 2 回に分けて調査す る ことを余1義なくされたものであ る 。
（重複） 本住居跡の南東 コ ー ナ 一 部に、 より新しいと見られ る 129号土坑が半分甫複して存在した。
（形状） やや東西に長い隅丸方形の平面形を星し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.5 m X 南北3.3 m 、 床面までの深さは南壁で22cm、 北壁で18cmを測 る 。
（床面） 床面標高は376.48 m 。 貼床は見られず、 とくに中央部付近が踏み 固められていた。 住居内の中央やや東

寄りの床面直上に、 17- 8 点の人頭大もしくはそれ以上の礫のまとまりが認められた。
（施設） 壁溝や柱穴などは見られなかった。 カ マ ド は北壁の北東 コ ー ナ ー に付設されていた。 残存状況は良 好で

なく、 本来は石組み カ マ ド であって、 おそらく解体を受けたものと思われ る 。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 ) 、 高足高台付杯 ( 3 - 5 ) 、 杯系鉢 ( 2 ) 、 甕 ( 7 ) があり、 灰釉陶器で椀 ( 6 ) があ

った。 また第80図 11の用途不明の鉄製品が、 西壁寄りの床面上より出士してい る 。

31 号住居跡 （遺構 ： 第1 8図 、 遺物 ： 第54図 • 第80図1 0 . 第82図 4 )
（概要） 調査区中央部の北側、 J - 14から K - 14グ リ ッ ド にかけ位置す る 竪穴住居跡であ る 。
（重複） 東壁側において35号住居跡と重複し、 関係は35号 （ 旧 ） →31号 （新） であ る 。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.8 m X 南北3.0 m 、 床面までの深さは南壁、 北壁ともに35cm前後となってい る 。
（床面） 床面標高は376.18 m 。 薄い貼床が認められた。 住居内には床面に接す る 形で人頭大の礫が点在していた。

なお北壁際の貼床の下部から刀子の先端と柄側が破損したものが検出されてい る 。
（施設） 壁溝や柱穴などは見られない。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設され る 。 石組み カ マ ド で、 両側の袖石の配

列が大変よく遺存していた。 T寧な組み方の袖石には、 煤の付着も明瞭に看取された。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 9 ) 、 高足高台付杯 ( 10) などのほか、 甕 ( 12) と置き カ マ ド の残欠 ( 1 1 ) が見られ

た。 また第80図 10は、 先に見た貼床下部からの刀 子であ る 。 このほか砂岩製の砥石も 1 点 （ 第82図 4 )
検出されてい る 。

32号住居跡 （ 遺構 ： 第1 8図 、 遺物 ： 第55図 ）
（概要） 調査区の中央部東寄り、 F - 15 · F - 16 · G - 15 · G - 16 グ リ ッ ド にかけて確認された竪穴住居跡であ

る 。
（重複） ほぼ中程で51号土坑と、 東壁部分で52号上坑と頂複す る 。どちらも本住居跡より新しい。
（形状） 東西に長い長方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.2 m X 南北2.8 m 、 床面までの深さは南壁で16cm、 北壁で20cmを測 る 。
（床面） 床面標高は377.05 m 。 西壁寄りで部分的に貼床が確認されてい る 。 カ マ ド 前の床面上には、 40cm大のも

のを主とす る 礫がまとまって見られた。
（施設） 壁溝や柱穴などは確認されない。 カ マ ド は北東 コ ー ナ ー に付設され る 。 石組み カ マ ド で、 両側の袖石が

原位置を保っていた。 焚き口部での袖石の間隔は内法で30cm程であ る 。
（遺物） 上師器で杯 ( 1 - 5 ) 、 高足高台付杯 ( 6 ) 、 甕 ( 8 ) があり、 灰釉陶器で瓶の破片資料 ( 7 ) が出土し

た。
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33号住居跡 （ 遺構 ： 第1 9図 、 遺物 ： 第55 · 56図 ）
（概要） 調査区中央部やや東寄り、 F -14· F -15· G -14· G -15 の各 グ リ ッ ド に か け て存在した竪穴住居跡

である。
（重複） 東側半分近くを25 号住居跡に 切られている。 すなわち重複関係は、 33号 （旧 ） →25号 （新） である。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.7 m (推定） X 南北3.3 m 、 床面までの深さは南壁で36cm 、 北壁で34cmを測る。
（床面） 床面標高は376.83 m 。 貼床は認められず、 床面の硬化はさほど強くないものであった。
（施設） カ マ ド は北壁の西寄りに 付設されていた。 石組み カ マ ド で、 両側の袖石がの こ り、 焚き口部での袖石の

間 隔は内法で5 5 cmとなっている。 カ マ ド内には、 士師器甕類を主に遺物が多く、 また カ マ ド 内のほぼ中
央 には支脚の役割を果た し ていたと見られる立石が存在した。

（遺物） 上師器が主体で、 杯 ( 1 - 6 ) 、 fill ( 7  -10) 、 小型甕 (11 ・ 12) 、 羽釜 (13·14) 、 甕 (15·16) および
甕系鉢 (17·18) などがあった。 10の1II1 には底部外面に 墨書が認められる。

34号住居跡 （遺構 ： 第1 9図 、 遣物 ： 第56図 • 第76図 7 )

（概要） 調査区の中央部北端、 K -14グ リ ッ ド に位岡する竪穴住居跡である。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.3 m X 南北3.0m 、 床面までの深さは南壁で37cm 、 北壁で25 cmを測る。
（床面） 床面標高は376.09 m 。 貼床は見られない。 周辺部を除いて硬化が見られた。 石組み カ マ ド の用 材であっ

たと見られる人頭大前後の大きさの礫が、 カ マ ド 前と北壁側の床面上 にまとまって確認されている。
（施設） カ マ ド は東壁の南寄りに 付設される。 石組み カ マ ド で、 榮石を失い、 左側の袖石も 2 個程度抜き去られ

ているが、 右側 には袖石の脇を固める貼り石がよく現状を保っていた。 焚き口部の幅は、 据え方などか
ら45 cm前後と見られる。

（遺物） い ずれも土師器で、 杯 ( 1 - 3 ) 、 fill ( 4 · 5 ) 、 杯系鉢 ( 6 · 7 ) 、 羽釜 ( 8 -10) 、 甕 (11) および置
き カ マ ド の破片資料 (12) などがある。 こ の う ち 5 の1II1は 、 特異な形態で、 見込み に 貫通しない 2 つの
小孔が認められるが、 他 に 類例を知らず、 用途に ついても不明である。 また カ マ ド内より平瓦片 （第76

図 7 ) が出土している。

35号住居跡 （遺構 ： 第1 9図 、 遺物 ： 第57図 • 第82図 5 • 6 )

（概要） 調査区の中央部北側 、 J -14から J -15 グ リ ッ ド にかけて位置する竪穴住居跡である。
（重複） 西側 3 分の 1 近くを31号住居跡に 切られている。 すなわち重複関係は 、 35 号 （ 旧 ） →31号 （新 ） であ

る。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.2 m (推定） X 南北3.8 m 、 床面までの深さは南壁で56cm 、 北壁で35 cmを測る。
（床面） 床面標高は376.25 m 。 貼床は確認されず、 床面の顕著な硬化も認められなった。 カ マ ド の前面に 、 煤で

黒ずんだ礫が床面直上で 2 - 3 点見られた。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られないが、 住居の中央東寄りに 、 径20cm 、 深さ18cm ほどの小 ピ ッ ト が存在したが、 性

格は不明である。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に 付設されていた。 残存状況のよくなかったが、 おそらく石組
み カ マ ド であったと見られる。

（遺物） 土師器がほとんどで、 図示しえたものに 坪 ( 1 - 5 ) 、 皿 ( 6 ) 、 羽釜 ( 7 ) および甕 ( 8 · 9 ·10) な
どがある。 こ のほか砂岩製の砥石も 2 点 （第82図 5 · 6 ) 検出されている。

36号住居跡 （遺構 ： 第20図 、 遺物 ： 第57図 ）
（概要） 調査区の東北端、 J -21· J -22· K -21· K -22 グ リ ッ ド に位置する。 全体的に 激しく削平を受 け 、

果樹の苗の植え込み用の穴 による撹乱もあったりして、 たいへん残存状況が悪い竪穴住居跡であった。
とりわけ 西半は削平の影響が床面まで達している。

（重複） 2 つの土坑が重複する。 いずれも本住居跡より新しい。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.3 m (推定） X南北2.9 m 、 床面までの深さは南壁で13cm 、 北壁では数cm程度となる。
（床面） 床面標高は377.60 m 。 床面の遺存状態は悪く、 硬化面の分布などは確認しえなかった。 住居周辺が地山
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の礫の露頭する範囲に当 たっており、 生活時の床面にも礫の露頭があった と推定される状況である。
（施設） 壁溝、 柱穴な どは存在しなかったと見られる。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設され石組み カ マ ド であった

が、 袖石が押し倒されているような状況が見受 けられる。 本来は焚き口の幅45cm前後の規模の石組み カ
マ ド であったと推定される。

（遣物） カ マ ド 内とその前面周辺からの出士で、 図示しえ たものとして、 土師器の杯 ( 1 - 3 ) 、 皿 ( 4 ) な ど
がある。

37号住居跡 （遺構 ： 第20図 、 遺物 ： 第57図）
（概要） 調杏区東北部、 J -20から J -21グ リ ッ ド にかけ位置する竪穴住居跡である。
（重複） 他の遺構との重複関係は見られない。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈し 、 断面形状は箱形 を 呈す。
（規模） 東西4.0 m X 南北3.l m 、 床面までの深さは南壁で25cm 、 北壁で17cm を 測る。
（床面） 床面標高は377.08 m 。 周辺部 を 除いて良 好な床面が形成されてい た 。 床面上には、 カ マ ド 前 を中心に 、

カ マ ド 用材であったと見られる礫が散乱していた。
（施設） 壁溝 、 柱穴な どは確認されない。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設される。 焚き口側に礫が積まれるな ど 、

ある程度解体の進ん だものではあるが、 左右の袖石列のほか煙出し側の梁石も 1 つほ ぼ現状を 留めるな
ど 、 比較的遺存の良 好な石組みの状況が確認された。 焚き口部での幅は30cm ほ ど である。

（遺物） 土師器の杯 ( 1 · 2 ) 、 皿 ( 3 · 4 ) 、 小型甕 ( 5 ) 、 甕 ( 6 ) な どがある。

38号住居跡 （ 遺構 ： 第20図 、 遺物 ： 第58図）
（概要） 調査区の中央部北端 、 J - 11から K - 11グ リ ッ ド にかけて位置する竪穴住居跡である。
（重複） 北側に43号住居跡が甫複し、 新旧関係は38号 （旧） →43号 （新） である。
（形状） いくぶん東西に長い隅丸方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形であった。
（規模） 東西3.7 m X 南北2.9 m (推定） 、 床面までの深さは東壁で23cm を 測る。
（床面） 床面標高は375.63 m 。 基本的に貼床は確認されず、 床面の硬化もさほ ど 強くはない。 カ マ ド 前面に径 1

m 余り、 深さ30cm ほ ど の掘り込みがあり、 長さ約70cmの石が埋め込まれ た状態になってい たが、 竪穴住
居跡の構築時に邪魔な大石 を 埋め込んで処理したものかと推察される。

（施設） 壁溝、 柱穴な どは見られない。 カ マ ド は東壁の南東 コ ー ナ ー 寄りに付設されていた。 石組み カ マ ド と推
定されるが、 石組みはほとん ど 原形 を 留めない。

（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 7 · 9 ) 、 JIIl ( 8 ) 、 杯系鉢 ( 10) 、 甕 ( 16- 18) な ど があり、 9 の杯の小片には体部
外面に正位で墨書が見られる。 須恵器はいずれも破片で杯 ( 11) 、 「壺 G 」 ( 12) がある。 さらに、 灰釉
陶器のlIIl ( 13) および瓶 ( 14) や緑釉陶器の輪花lIIl ( 15) も出土している。

39号住居跡 （ 遺構 ： 第21 図 、 遺物 ： 第58-59図 • 第76図 8 • 第82図 7 )
（概要） 調査区の中央部北寄り、 I - 11から I - 12グ リ ッ ド にかけて確認され た 竪穴住居跡である。
（重複） 住居の北辺中央に、 より新しい65号土坑が重複している。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈し、 断面形状は箱形 を 呈す。
（規模） 東西3.7 m X 南北3.2 m 、 床面までの深さは南壁で36cm 、 北壁で35cm を 測る。
（床面） 床面標高は375.85 m 。 貼床が認め ら れ、 床面 はほぼ平坦で、 壁際 を 除き硬化していた。
（施設） 壁溝、 柱穴な どは認められなったが、 南辺中央付近によって径約80cm 、 深さ20cm弱の皿上の掘り込みが

存在した。 カ マ ド は北壁に 2 ヵ 所確認された。 便宜上、 西側隅寄りに付設されたもの を A カ マ ド 、 北壁
の ほ ぼ中央に確認され た もの を B カ マ ド とした。 後者は65号士坑が掘り込まれている影響もあってか、
若干の焼土が認められた 程度で、 遺物も伴わない。 この ため、 両者の前後関係は断定できないが、 状況
から後者から前者に造り替えられたのではないかと見られる。 前者の A カ マ ド は石組み カ マ ド であった
と見られるが、 残存状況はよくない。

（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 5 ) 、 皿 ( 6 ) 、 小型甕 ( 9 ) 、 甕系鉢 ( 10) 、 甕 (11-14) な ど 、 須恵器で杯 ( 7 ) 、
灰釉陶器の瓶 ( 8 ) な ど が見られ、 また 第76図 8 に示した 丸瓦の破片や第82図 7 に示した 緑色凝灰岩製
の砥石も覆士中より出土している。
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40号住居跡 （ 遺構 ： 第21 図 、 遣物 ： 第59図 • 第82図 8 )
（概要） 調査区の中央部北西寄りで、 H -9 · H - 10 · I - 9 · I  - 10の各 グ リ ッ ド にかけて位置する竪穴住居

跡である。
（重複） 西半で54号住居跡と重複し、 関係は40号 （旧 ） →54号 （新） である。 また北辺の カ マ ド 付近では、 85号

土坑も本住居跡を切り込む形で重複している。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.l m X 南北2.9 m 、 床面までの深さは南壁で47cm、 北壁で41cmを測る。
（床面） 床面標高は375.68 m 。 貼床は確認されず、 床面の硬化もさほ ど 強くはなかった。 床面上に はやや浮いた

状態で、 大小の礫が点在している。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない 。 カ マ ド は北壁の中央やや東寄りに 付設されていた。 カ マ ド に 差しかかって85

号土坑が掘り込まれている こ ともあるが、 左側 に袖石と思われる石が 1 点検出されたのみで、 石組み カ
マ ド のかなり解体が進んだものではなかったかと見られる。

（遺物） 土師器の坪 ( 1 - 5 ) 、 須恵器の杯 ( 7 ) と杯蓋 ( 6 ) 、 「壷 G 」 ( 8 ) な ど がある。 土師器の 1 - 4 はい
ずれも墨書を有する杯で、 1 は底部外面に 「三」 が、 2 は 「大」 が底部外面に、 3 は 「有」 と判読され
るものが底部外面に、 4 は体部外面に 「行」 かと判説されるものが逆位で、 それぞれ墨書されている。
なお 3 の杯 には見込み に漆らしい付着物が 目 につく。 こ れら 4 点の黒書上器の う ち、 1 が北西隅、 2 が
北東隅、 3 が南東隅寄りの、 それぞれ壁際床面上に上向きで出土した、 完形ないしはほぼ完形 に近いも
のであり、 こ の 3 点の在り方は住居の廃絶行為と結びついたものではないかと考えられるものである。
須恵器の杯身と杯蓋は前者の方が口 径が大きく組み合 う ものではない 。 また 8 はいわゆる壷 G の口 縁と
底部を欠 いた残欠だが、 カ マ ド 前面から出土した 5 片が接合したものである。 こ のほか花岡岩製の砥石
も 1 点 （第82図 8 ) 検出されている。

41 号住居跡
（概要） 調査区の北側、 K - 10グ リ ッ ド において、 その一部を確認したもので、 大部分が調査区外 に続く。 調査

段階で住居跡として進めたものの、 床面がたいへん不安定で、 直接的な遺物も見られない こ とな どから、
最終的には竪穴住居跡ではない 可能性が高いと判断される。

42号住居跡 （遺構 ： 第21 図 、 遺物 ： 第60図 ）
（概要） 調査区の中央部北寄り、 H - 12 · I - 12 グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡である。
（重複） 他の遺構との重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.3 m X 南北3.0 m 、 床面までの深さは南壁で26cm、 北壁で24cmを測る。
（床面） 床面標高は376.12 m 。 貼床は見られない 。 床面は ほぼ平坦で、 さほ ど 強くないが硬化が認められた。 1主

居のほぼ中央 に ひときわ大きな礫が床面上に転じていたほか、 南半 に いくつか礫が点在している。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない 。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に 造られた石組み カ マ ド で、 両側の袖石の並びが残る

が、 解体の影響か、 使用時のままとは言い難い状況にある。 焚き口部での幅は40cm前後 になる。
（遺物） 土師器が中心で、 杯 ( 1 - 9 ) 、 皿 ( 10- 13) 、 小型甕 ( 14 · 15) 、 甕 ( 16 · 17) な ど がある。

43号住居跡 （遺構 ： 第22図 、 遣物 ： 第60図 • 第82図1 0)
（概要） 調査区の中央部の北端で、 K - 1 1 グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡で、 北側半分程が調査区外 になる。
（重複） 38号住居跡と菫複しており、 土層観察 により新旧関係は、 38号 （ 旧 ） →43号 （新） である。
（形状） 南半を調査したのみであるが、 隅丸方形の平面形を取るものと見られる。 断面形状は箱形。
（規模） 東西2.9 m X南北1.2 m 以上。 床面までの深 さ は南壁で14cmを測る。
（床面） 床面標高は375.50 m で直複する38号住居跡に比して10cm余り深 い。 南西側で地山の礫が床面上 に 露頭し

ているもののほぼ平坦で、 安定された床面が形成されていたが、 貼床は観察されなかった。 床面に 接す
るよ う に、 中央やや西寄りと カ マ ド 前面に長さ50cm前後の石があり、 また人頭大の礫が両者の中間 にま
とまって見られた。 人頭大の礫の集中の周りには炭が 多く散っていたのが注意された。

（施設） 壁溝、 柱穴は見られない 。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設される石組み カ マ ド であるが、 かなり解体が進
み、 右側の袖石が 1 つ残る程度であった。

（ 遺物） 出土点数はそ う 多くなく、 図示できた遺物としては、 土師器の杯 ( 1 ) 、 甕 ( 4 ) のほか、 灰釉陶器の
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椀 ( 2 ) 、 瓶 ( 3 ) な ど で、 いずれも覆土中からの破片資料である。 また砂岩製の砥石 （第82図10) も
見られた。

44号住居跡 （遺構 ： 第22図 、 遺物 ： 第61 -62図 • 第80図1 2 • 13) 
（概要） 調査区の中央部の北端、 K - 12 グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡である。
（重複） 北西側 に 1 m 程度ずれて45号住居跡が重複しており、 土層観察から44号 （ 旧 ） →45号 （新） の切り合い

が確認された。
（形状） 南半のみ確認であるが、 隅丸方形の平面形を有し、 断面形状は箱形を呈すものと見られる。
（規模） 東西3.l m X 南北1.5 m 以上、 床面までの深さは南壁で39cmを測る。
（床面） 床面標高は375.55 m 。 さほ ど 強くないが カ マ ド 前を中心 に硬化が認められた。 45号住居跡との切り合い

の関係もあって明確にはとらえきれなかったが、 土層観察 によると カ マ ド 周辺 に 比べて 7 cm ほ ど 西側が
高い、 24 · 25号住居跡な ど で確認されたような段差が認められる。 また床面上 にはいくつか礫の点在が
見られた。

（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 カ マ ド は、 石組みカ マ ド で、 東壁の南東 コ ー ナ ー 寄り に 付設されている。 焚
き口側の梁石を失う程度で、 比較的良 好な遺存状態である。 焚き口部の幅は約40cmとなっている。 右側
の袖には、 34号住居跡の場合と同様なカ マ ド 脇を固める貼り石が設けられている。

（遺物） 遺物量は豊富で、 図示できたものだけでも38点になる。 このうち 土師器では、 杯 ( 1 - 11 · 13- 18 · 24 
-27) 、 皿 ( 12 · 19-23) 、 高足高台付杯 (28-31) 、 羽釜 (35) 、 甕 (36-38) な ど があり、 灰釉陶器で
椀 (32) 、 瓶 (33 · 34) な ど がある。 このう ち 上師器の杯の24-27の 4 点は、 いずれも細片で判読困難
だが、 墨書が確認されるものである。 また32の椀の見込みに、 擦って平滑 に なった範囲が認められる。
33の瓶は体部下半の大型破片で、 そのまま火 にかけ、 鍋として再利用したような状況が観察される。 こ
のほか、 第80図12に示した刀 子、 同図13の釘な どの鉄製品の出土も見られた。

45号住居跡 （遣構 ： 第22図 、 遺物 ： 第62図 • 第76図 9 • 第82図 9 • 第81 図 1 )
（概要） 調査区の中央部の北端、 K - 12 グ リ ッ ド に位岡し、 北側の大部分は調査区外 に なる竪穴住居跡である。
（重複） あとから南西側 に 寄って設営された44号住居跡と重複している。
（形状） これも南半のみ確認であるが、 隅丸方形の平面形を有し、 断面形状は箱形を呈すものと見られる。
（規模） 東西3.4 m X 南北1.2 m 以上、 床面までの深さは南壁で42cmを測る。
（床面） 床面標高は375.45 m で、 重複する44号住居跡の カ マ ド 側床面 に 比べ10cm ほ ど 低い。 貼床は確認されず、

床面の硬化もさほ ど 強くはなかった。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に 付設されていた。 44号住居跡との切り合いの関係 に

より、 たいへん残りが悪い。
（遺物） 士師器が主で、 杯 ( 1 - 9 · 13- 15) 、 皿 ( 10- 12) 、 小型甕 ( 16) 、 甕 ( 17 · 18) な ど がある。 このう

ち 土師器の杯の13 - 15の 3 点は墨書土器で、 13は体部外面 に 倒位で 「而」 と説める。 他は細片で判読困
難であるが、 体部外面 に 逆位に 記されたものと見られる。 またこのほか丸瓦の破片 1 点 （第76図 9 ) と
砂岩製の砥石 1 点 （ 第82図 9 ) 、 フ イ ゴの羽口 （第81図 1 ) も検出された。

46号住居跡 （遺構 ： 第23図 、 遺物 ： 第63図 ）
（概要） 調査区の西北端、 K - 3 から L - 3 グ リ ッ ド にかけて確認された竪穴住居跡である。 西側の大半は調査

区外 に 及 んでいる。
（重複） 東辺で47号住居跡と重複し、 関係は47号 （旧） →46号 （新） で、 さらに 89号土坑と重複する。
（形状） 東半のみ確認であるが、 隅丸方形の平面形を有し、 断面形状は箱形を呈すものと見られる。
（規模） 東西1.6 m 以上 X 南北4.3 m 、 床面までの深さは南壁で39cm、 北壁で20cmを測る。
（床面） 床面標高は375.46 m 。 貼床は認められず、 床面の硬化もさほ ど 強くはなかった。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 カ マ ド は北壁の北東 コ ー ナ ー 寄りに 付設される。 焚き口側の槃石を失う程度

の、 やや良 好な遺存状態の石組みカ マ ド であった。 焚き口部の幅は23cmで比較的狭く、 煙出し側 に 細長
く伸びる構造となっている。

（遺物） 出土点数は少なく、 図示できた遺物も土師器の杯 ( 1 ) と皿 ( 2 ) のみで、 いずれも カ マ ド内からの出
土である。
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47号住居跡 （ 遣構 ： 第23図 、 遺物 ： 第63図 • 第83図1 1 )
（概要） 調査区の西北、 K - 3 · L - 3 グ リ ッ ド に位置する竪穴住居跡である。
（重複） 西側に46号住居跡が重複していて、 こ の住居跡に切られている。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.4 m X 南北3. l m 、 床面までの深さは南壁で23cm、 北壁で20cmを測る。
（床面） 床面標高は375.53 m で、 切り合 い関係にある46号住居跡に比べて 7 cm ほど高くなっている。 床面は平坦

で、 周辺部以外は硬化が認められている。 住居の中ほどに径75-65cm、 深さ40cmの掘り込みがあり、 上
面が平坦な長さ45cmの平石が床面から 2 - 3 cm出る程度に水平に据 えられ、 平石の周りには貼り床が形

成されて い た のが注 目 される。 礎石と理解する こ とも可能だが、 状況的に見て工作台的な性格を優先し
て考 え た い。

（施設） 壁溝、 柱穴等は見られない。 カ マ ド は南東コ ー ナ ー に付設された石組み カ マ ド で、 両側の袖石の並びを
残して い た。 焚き口部の幅は40cmである。

（遣物） 土師器の杯 ( 1 - 4 ) 、 皿 ( 5 · 6 ) 、 高足高台付杯 ( 7 ) 、 甕 ( 8 - 9 ) があり、 砂岩製の砥石 （第83
図11) も出士している。

48号住居跡 （ 遣構 ： 第24図 、 遣物 ： 第63図 • 第76図1 0 . 第77図1 1 • 第80図1 4)
（概要） 調査区の北西、 K - 4 · K - 5 · L - 4 · L - 5 グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 49号 · 50号住居跡と重複し、 関係は古い順に50号→48号→49号である。 またさらに95号土坑が北壁東寄

りに重複するが、 土坑がより新しい。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西5.6 m X 南北3.9 m 、 床面までの深さは南壁で40cm、 北壁で30cmを測る。
（床面） 床面標高は375.30 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 カ マ ド は 2 ヶ 所確認され、 双方共に石組み カ マ ド で、 南西 コ ー ナ ー 、 南東 コ

ー ナ ー に付設される。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 ) 、 羽釜 ( 2 ) などがともに B カ マ ド に見られた。 土師器の杯には、 見込みに刻書があ

り、 「女」 と見られる文字ではないかと思われる。 ほかに瓦および釘かと見られる鉄製品がある。

49号住居跡 （ 遺構 ： 第24図 、 遣物 ： 第63図 • 第80図1 5)
（概要） 調査区の北西、 L -45グ リ ッ ド に位置する。
（重複） 48号 · 50号住居跡と重複し、 48号 ・ 50号の両住居跡より新しい。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西6.0 m X 南北2.8 m 以上、 床面までの深さは南壁で35cmを測る。
（床面） 床面標高は375.30 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 また カ マ ド も確認されなかった。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 ) 、 杯と見られる土器 ( 2 ) はともに墨書土器で、 判読困難ではあるが 1 は底部外面に、

2 は体部外面に謁書が認められる。 また 第80図15の釘も出土している。

50号住居跡 （ 遺構 ： 第24図 、 遺物 ： 第64図 • 第77図1 2)
（概要） 調査区の北西、 K - 4 · K - 5 · L - 4 · L - 5 グ リ ッ ド に位置し、 48号住居跡の下部に確認された竪

穴住居跡である。
（重複） 48号 ・ 49号住居跡と重複し、 関係は古い順に50号→48号→49号である。 また95号土坑が住居床面を掘り

抜 いて存在する。
（形状） 隅丸方形の平面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.5 m X 南北3.l m 。 床面までの深さは、 確認面である48号住居跡の床面からの計測で、 20cmとなっ

ている。
（床面） 床面標高は375.lO m 。 貼床はほとんど見られる こ となく、 中央部を中心にそ れほど強くない硬化面が確

認されている。
（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 カ マ ド は東壁のほぼ中央に付設される。 残存状況は不良で、 構造等 は不明。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 9 ) 、 甕 ( 10) が見られた。 こ の う ち 1 · 2 は墨書土器で、 1 は判読困難であるが底

部外面に記せられ、 2 も底部外面で こ ちらは 「上」 と読める。 また 第77図 12の丸瓦の完形のものが焼土

- 20 -



を 被 る よ う に 検 出 さ れて い る 。 こ の ほ か焼上 に 混 じ っ て 多量の 粘土塊が確認 さ れて い る が 、 ス サ が 人 っ
て い る も の も あ り 、 ま た 一部で か な り の 高温 を 受 け表面 が溶融す る ほ ど の も の も 見 ら れ る 。 焼 き 物の焼
成窯 に相 当 す る よ う な 施設 を 構成 し て い た も の が解体 さ れ、 住居の廃絶 と と も に 投棄 さ れた も の と 考 え
ら れ る が 、 こ の点 は 第 5 章で再度検討す る 。

51 号住居跡 （遣構 ： 第23図 、 遣物 ： 第64図）
（概要） 調査区の北西寄 り 、 I - 5 か ら J -5 グ リ ッ ド に か け て確認 さ れた も の で 、 残 り の よ く な い 浅 い 竪穴住

居跡で あ る 。
（重複） 東壁側の 一部 を 52号住居跡に 切 ら れて い る 。
（形状） やや歪んだ隅丸方形の平面形 を も つ 。 断面形状 は、 浅 いの で確か な こ と は い え な い が箱形 と 見 ら れ る 。
（規模） 東西3.2 m X 南北3.3 m 、 床面 ま での深 さ は南壁で 8 cm 、 北壁で 7 cm と な っ て い る 。
（床面） 床面標高は375.87 m 。 貼床は確認 さ れず、 平坦な床面 に は し っ か り し た硬化 は 見 ら れな い 。
（施設） 壁溝や柱穴 と 見 ら る も の は な い が 、 中 央 に 径25cm 、 深 さ 15cm の ピ ッ ト が存在 し た 。 カ マ ド は不 明 で 、 52

号住居跡 と 切合 う 部分に存在 し た 可能性 も あ る 。

（遺物） 出土点数 は 多 く な い 。 図示で き た も の に 、 土師器の杯 ( 1 · 2 ) 、 1IIl ( 3 ) が あ る 。

52号住居跡 （遺構 ： 第23図、 遺物 ： 第64図）
（概要） 調査区の北西寄 り で、 I - 5 · I - 6 · J - 5 · J - 6 の各 グ リ ッ ド に か け て位岡す る 。 調査段階で竪

穴住居跡 と し て の扱 い で調査 を 進め た が 、 カ マ ド が確認 さ れな い こ と や遺物 に 確か な も の が 見 ら れな い

こ と な ど に よ り 、 住居跡で な い可能性 を 残す も の で あ る 。
（重複） 西側で51号住居跡 と 菫複 し 、 関係 は51号 ( IB ) →52号 （新） で あ る 。
（形状） やや東西に長い隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を 呈す。

（規模） 東西3.2 m X 南北2.7 m 、 床面 ま での深 さ は南璧で13cm 、 北壁で11cm を 測 る 。

（床面） 床面標高 は375.66 m 。 貼床 は 見 ら れず、 中央が低 く な る 揺 り 鉢状 的 な 床面 で 、 安定 し た床面 と は認 め ら
れな い も の で あ っ た 。

（施設） 壁溝、 柱穴は も と よ り 、 カ マ ド も 確認 さ れ な か っ た 。

（遣物） こ こ で も 遺物は少な く 、 図示で き た 土師器の杯 ( 1 · 2 ) も 、 いずれ も 細片 で あ る 。

53号住居跡 （遺構 ： 第25図 、 遺物 ： 第64図 • 第83図1 2)

（概要） 調査区の ほぼ中央の G - 11か ら G - 12 グ リ ッ ド に か け て確認 さ れ た 竪穴住居跡で あ る 。 住居の やや 西寄
り を 南北に横切 る 畑灌送水管の埋設 に よ る 撹乱が 見 ら れ る が 、 床面 に 達す る ほ ど の も の で は な か っ た 。

（重複） 他の遺構 と の 重複関係 は な い 。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を 皇す。

（規模） 東西3.0 m X 南北2.7 m 、 床面 ま での深 さ は南壁で17cm 、 北壁で11cm を 測 る 。
（床面） 床面標高 は376.68 m 。 貼床は確認 さ れて い な い 。 中 央部 を 中 心 に硬化 し た 面 が 見 ら れ た 。 な お カ マ ド 前

か ら 中 央部 に か け て40-15cm大の礫が 分布 し て い た 。

（施設） 壁溝、 柱穴は 見 ら れな い 。 カ マ ド は南壁の 中央部か ら や や東寄 り に 付設 さ れ る 。 石組み カ マ ド で 、 一部
の袖石 と 思 わ れ る も の が見 ら れ る が 、 原位置か ら 動い て い る よ う で あ る 。

（遺物） 土師器 の 杯 ( 1 ) 、 高足高台付杯 ( 2 ) 、 灰釉陶器の椀 ( 3 ) と 壷 ( 4 ) な ど が あ る 。 ま た こ の ほ か に砂
岩製の砥石 （第83図12) も 出土 し て い る 。

54号住居跡 （遺構 ： 第25図 、 遺物 ： 第65図 • 第77図1 3)
（概要） 調査区の 中 央部北西寄 り 、 H - 9 · H - 10 · I  -9 · I  - 10の 各 グ リ ッ ド に か け て 位置す る 竪穴住居跡

で あ る 。 細分 さ れた 調査区の境界 に 当 た っ た 関係で、 工事行程 と の 調整上の 不備 に よ り 、 西端 を 確認す
る こ と が で き な か っ た 。 な お覆土 中 に は大小の礫が 多量に 含 ま れて い た 。

（重複） 40号住居跡 と 重複 し 、 新旧関係は40号 （旧） →54号 （新） と な っ て い る 。

（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を 呈す。
（規模） 東西1.9 m 以上 X 南北3.0 m 。 床面 ま での深 さ は南壁で40cm で あ っ た 。
（床面） 床面標高 は375.85 m で 、 重複す る 40号住居跡 と よ り 15cm ほ ど 上位 に あ る 。 先 行 し て確認 さ れた40号住居

跡の調査途上 に こ の住居の存在が判明 し た と い う 状況の た め 、 床面の状態等 に つ い て は 明確に把握 し え
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な か っ た 。

（施設） 壁溝、 柱穴は見 ら れ な い 。 カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に あ っ て 、 石組み カ マ ド で 、 残存状況の か な り 悪い も
の で あ っ た 。

（遺物） 土師器が 中 心で、 胚 ( 1 - 3 · 5 ) 、 皿 ( 4 ) 、 高足高台付坪 ( 6 ) 、 甕 ( 7 ) が あ る 。 こ の ほ か丸瓦の
破片 （ 第77図13) が 出土 し て い る 。

55号住居跡 （遺構 ： 第25図 、 遺物 ： 第65図）
（概要） 調査区の南西、 中 央部西寄 り 、 E - 2 か ら E - 3 グ リ ッ ド に か け確認 さ れ た 竪穴住居跡で、 東半 は第1

次調査 と 第 2 次調査の境界 に 当 た る 。 第 1次調査での調査範囲の西端 に 出 て い た 18号住居跡は 、 東西が
2.4 m 分確認 さ れ、 さ ら に 西 に 延長が見込 ま れて い た た め 、 第 2 次調査 に お い て そ れに該当 す る 位置で精
査 を 進め た と こ ろ 本住居跡が確認 さ れた 。 当初は18号住居跡の延長 と し て 見 て い た が 、 床面標高 と 南北
幅が合わ な い の で 、 東側 を 再精査 し た と こ ろ 、 本住居跡床面の 15 cm ほ ど 下位か ら 18号住居跡の西壁の立

ち 上が り が見出 さ れ、 切 り 合い関係に あ る 2 軒の住居跡で あ る こ と が認識 さ れた経過が あ る 。 こ の段階

で そ れ以上東側 は工事が行われて お り 、 本住居跡の東半 を確認す る こ と は不可能であ っ た 。
（重複） 東側で18号住居跡 と 重複 し 、 18号住居跡に切 ら れて い る 。
（形状） 隅丸方形の 平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を呈す。
（規模） 東西2.5 m 以上 X 南北4.6m 、 床面 ま での深 さ は南壁で13cm 、 北壁で17cm を 測 る 。
（床面） 床面標高 は376.25 m 。 貼床 は確認 さ れず、 硬化状況 も そ う 確か な も の で は な か っ た 。
（施設） 壁溝、 柱穴は見 ら れな い。 カ マ ド は確認で き な か っ た。

（遺物） 図示で き た も の に 、 土師器の 杯 ( 1 ) 、 皿 ( 2 · 3 ) 、 高足高台付杯 ( 4 ) 、 甕 ( 6 · 7 ) 、 灰釉陶器の椀
の破片資料 ( 5 ) な ど が あ る 。

56号住居跡 （遺構 ： 第25図 、 遺物 ： 第65図）
（概要） 調査区の南西端、 B - 6 か ら C - 6 グ リ ッ ド に か け て位置す る 竪穴住居跡で あ る 。 21号住居跡な ど と 同

様 に 削平 さ れ残存状況が悪い。
（重複） 他の遺構 と の重複関係 は な い 。
（形状） 隅丸方形の 平面形 を 呈 し 、 断面形状 は残 り が悪いので は っ き り し な い が 箱形 を 呈 し て い た と 見 ら れ る 。
（規模） 東西2.8 m (推定） X 南北3.9 m 、 床面 ま での深 さ は南壁で17cm 、 北壁で21cm を 測 る 。

（床面） 床面標高 は377.16m 。 貼床 は確認 さ れず、 部分的 に地山の礫が露頭す る 床面 は あ ま り 良好で は な い 。
（施設） 壁溝、 柱穴は見 ら れ な い 。 カ マ ド は北東 コ ー ナ ー に付設 さ れ る 。 残 り が た いへん悪 く 焼土の分布が確認

さ れ る 程度の も の で、 詳細 は不明 で あ る 。
（遺物） 図示で き た も の に 、 土師器 の 杯 ( 1·3) 、 甕 (4) 、 灰釉陶器の段皿 (2) な ど が あ る 。 3 は小片の た め に

皿 で あ る 可能性 も 否定 し き れ な い も の で あ る が 、 と く に判読は で き な い も の の 、 体部外面 に逆位で墨書
が行われて い る 。

57号住居跡 （遺構 ： 第26図 、 遺物 ： 第65図）
（概要） 調査区の南西、 B - 5 · C - 5 グ リ ッ ド に か け て位置す る 竪穴住居跡で あ る 。

（重複） 他の遺構 と の 重複関係 は な い 。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 星 し 、 断面形状 は箱形 を 呈す。
（規模） 東西2.9 m (推定） X 南北3.4 m 、 床面 ま での深 さ は南壁で10cm 、 北壁で 3 cm を測 る 。
（床面） 床面標高 は377.05 m 。 貼床 ・ 硬化面 は全 く 確認 さ れて い な い 。

（施設） 壁溝、 柱穴は見 ら れな い。 カ マ ド は北壁の北東 コ ー ナ ー に 付設 さ れ る 。
（遺物） 土師器で甕 ( 1 ) が 見 ら れた 。

58号住居跡 （遺構 ： 第26図 、 遺物 ： 第66図 • 第83図1 3)

（概要） 調査区の北西寄 り 、 J - 6 · J - 7 · K - 6 · K - 7 グ リ ッ ド に位置す る 。
（重複） 他の遺構 と の重複関係 は な い 。

（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を呈す。
（規模） 東西2.8 m X 南北2.9 m 、 床面 ま での深 さ は南壁で21cm 、 北壁で16cm を測 る 。
（床面） 床面標高 は375 .61 m 。 貼床 ・ 硬化面 は全 く 確認 さ れて い な い 。
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（施設） 壁溝、 柱穴は見られない。 カマドは東壁の 2 ヵ 所にみられ、 A カマドは南東 コ ー ナ ー 寄りに、 B カマド
は中央部やや南寄りに付設される。

（遺物） 土師器で坪 ( 1 - 4 ) 、 fill ( 5 ) 、 高足高台付杯 ( 6 ) 、 羽釜 ( 8 · 9 ) 、 小型甕 ( 10 · 11 ) 、 甕 ( 12- 14)
があり、 また灰釉陶器では椀 ( 7 ) があった。 ほかに第83図13の砥石が見られた。

59号住居跡 （遺構 ： 第26図 、 遣物 ： 第66図 • 第83図1 4)
（概要） 調査区の北西寄り、 J - 7 · J - 8 · K - 7 · K - 8 グリ ッ ドに位置する。
（重複） 71号住居跡 と 重複し、 関係は71号（旧） →59号（新） である。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を星す。
（規模） 東西2.7 m X 南北4.l m 、 床面までの深さは南壁で26cmを測る。
（床面） 床面標高は375.58 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは南壁の南東 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 ) 、 高足高台付杯 ( 3 ) 、 杯系鉢 ( 2 ) があり、 須恵器では蓋 ( 4 ) が見られた。

60号住居跡 （遺構 ： 第27図 、 遺物 ： 第66 · 67図）
（概要） 調査区の中央部北西寄り、 J - 8 · J - 9 · K - 8 · K - 9 グリ ッ ドに位置する。
（重複） 他の遺構 と の重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を里し、 断面形状は箱形を里す。
（規模） 東西3.8 m X 南北4.5 m 、 床面までの深さは南壁で27cm 、 北壁で18cm を 測る。
（床面） 床面標高は375.67 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは北壁の北東 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 7 ) 、 fill ( 8 - 10) 、 甕 ( 13 · 14) 、 灰釉陶器の椀 ( 1 1 ・ 12) がある。

61 号住居跡 （遣構 ： 第27図 、 遺物 ： 第67図）
（概要） 調査区の中央部西寄り、 H 7 · H  8 · I 7 · I  - 8 グリ ッ ト に位置する。
（重複） 他の遺構 と の重複関係はない。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を里し、 断面形状は箱形を星す。
（規模） 東西2.9 m X 南北3.5 m 、 床面までの深さは南壁で26cm、 北壁で18cmを測る。
（床面） 床面標高は375.85 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは北壁の 中 央部から西寄りに付設される。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 - 10) 、 fill ( 1 1 - 13) 、 甕 ( 15- 18) があり、 杯のう ち 7 は墨書土器で判説困難ではある

が体部外面正位にそ の文字が認められる。 また灰釉陶器で瓶 ( 14) がある。

62号住居跡 （遺構 ： 第27図 、 遺物 ： 第68図 • 第80図1 6-1 9)
（概要） 調査区の東寄り I - 18 · I  - 19 · J  18 · J  19グリ ッ ドに位置する。
（重複） 63住、 77住、 72住、
（形状） 隅丸方形の 平面形を呈し、 断面形状は箱形を星す。
（規模） 東西3.2 m X 南北3.4 m 、 床面までの深さは南壁で 5 cm 、 北壁で 5 cmを測る。
（床面） 床面標高は376.62 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは東壁のほ ぼ中央部に付設される。
（遣物） 土師器で皿 ( 1 - 7 ) 、 杯系鉢 ( 8 ) 、 甕 ( 9 ) など、 また第80図16- 19に鉄斧ほかの鉄製品がある。

63号住居跡 （遺構 ： 第28図 、 遺物 ： 第68図 • 第80図20)
（概要） 調査区の東寄り、 I - 18 · I - 19 グリ ッ ドに位懺する。
（重複） 62住、 72住、 77住 ？
（形状） 隅丸方形の 平 面形を星し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.9 m X 南北4.4 m 、 床面までの深さは南壁で33cmを測る。
（床面） 床面標高は376.89 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは北壁の中央部から北東寄りに付設される。
（遺物） 土師器では杯 ( 1 - 3 ) 、 皿 ( 4 - 8 ) 、 高足高台付杯 ( 9 ) 、 羽釜 ( 12) 、 甕系鉢 ( 15 · 16) 、 甕 ( 13 ·
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14) な ど 、 灰釉陶器では椀 ( 1 1 ) 、 輪花椀 ( 10) な ど があった。 第80図20の用途不明の金具も見られた。

64号住居跡 （遺構 ： 第28図 、 遺物 ： 第69図 • 第78図1 4 • 第80図21 -23)
（概要） 調査区の西北寄り、 H - 7 から 1 - 7 グリ ッ ド にかけて位置する竪穴住居跡である。
（重複） 73号住居跡と重複し、 新 旧関係は64号（旧） →73号（新） である。 また116 · 123 · 124号上坑とも重複

する。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.5 m (推定） X 南北4.l m 、 床面までの深さは南壁で47cmとなっている。
（床面） 床面標高 は374.68 m 。 床面は大部分が73号住居跡に切られていて、 貼床や硬化の状況については詳細に

把握し得 なかった。
（施設） カ マ ド は東壁の南隅寄りに付設される。 石組み カマ ドで、 部分的に構造が残り、 甕の破片 な ど が点在し

た。 カ マ ド 以外の壁溝、 柱穴等の施設は見られない。
（遣物） 土師器で、 杯 ( 1 - 4 · 7  - 11) 、 Illl ( 5 · 6 ) 、 羽釜 ( 13) 、 小型甕 ( 14 · 15) 、 甕 ( 16) な ど があり、

灰釉陶器で壷 ( 12) な どが見られた。 杯のう ち 7 -11 は墨書土器で、 7 は底部外面に、 8 - 1 1 は体部外
面にそ れぞれ文字が認められる。 ほかに第78図14に 平瓦、 第80図21-23に鉄製品がある。

65号住居跡 （遺構 ： 第28図 、 遺物 ： 第69 • 70図 • 第78図1 5-21 )
（概要） 調査区の西寄り、 I - 6 · I - 7 · J - 6 · J - 7 グリ ッ ド に位置する。
（重複） 73号住居跡と重複し、 関係は65号（旧） →73号（新） である。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 新面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.2 m X 南北3.8 m 、 床面までの深さは北壁で47cmを測る。
（床面） 床面標高 は375.41 m となっている。 貼床はとくに確認されてい ない。
（施設） カ マ ド は南東 コ ー ナ 一 部にあったものと推定されるが、 73号住居跡との切り合いによって失われたもの

らしく、 確認されてい な い。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 - 3 · 7 ) 、 皿 ( 4 - 6 ) 、 高足高台付杯 ( 8 ) 、 小型甕 ( 13 · 15) 、 羽釜 ( 1 1 · 12) 、 甕

( 14 · 16) 、 須恵器で甕 ( 9 · 10) な ど がある。 杯のう ち 2 の見込みには線刻が見られる。 こ れは破片で
多くを失っており、 こ のため全体的にはよくわからないが、 文字というより絵画的 なものの可能性が高
い。 また7 は 杯と思われる小片であるが墨書土器で、 1本部外面に文字が認められる。 判読 はで き な い 。
須恵器で甕のう ち 10は転用硯と思われる。 また第78図に 平瓦 ( 15 · 16) 、 丸瓦 ( 17-21) がある。

66号住居跡 （遺構 ： 第29図 、 遺物 ： 第70図 • 第80図24 • 25 • 第83図1 5 • 1 6) 
（概要） 調査区の中央部東寄り、 I - 16 · I  - 17グリ ッ ドに位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係は な い。
（形状） 隅丸形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.6 m X 南北3.8 m 、 床面までの深さは南壁で27cm 、 北壁で18cmを測る。
（床面） 床面標高は376.76 m 。 貼床 · 硬化面は全く確認されてい な い。
（施設） カ マ ド は東壁の南 2 コ ー ナ ー 付設される。
（遣物） 土師器で、 杯 ( 1 - 7 ) 、 高足高台付杯 ( 8 -11 ) 、 蓋 ( 12) 、 羽釜 ( 14) 、 甕系鉢 ( 15) 、 甕 ( 16-20)

があり、 また灰釉陶器では椀 ( 13) な ど が見られた。 8 の高足高台付杯は脚端打欠 き が顕著である。 こ
のほか第80図24 · 25に鉄製品 、 第83図15 · 16に砥石がある。

67号住居跡 （遣構 ： 第29図 、 遺物 ： 第71 図 • 第80図26)
（概要） 調査区の西、 I -20グ リ ッ ドに位置する。
（重複） 他の遺構との重複関係は な い。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈し、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西2.8 m X 南北2.6 m 、 床面までの深さは南壁で25cm 、 北壁で30cmを測る。
（床面） 床面標高は376.97 m 。 貼床 · 硬化面は全く確認されてい な い。
（施設） カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 土師器で、 杯 ( 1 - 3 ) 、 皿 ( 4 ) 、 高足高台付杯 ( 5 - 8 ) 、 甕 ( 9 ) がある。 なお高足高台付坪につ

いては体部内外面にタ ー ルが付着しているものがある ( 5 · 6 ) 。 ほかに用途不明の鉄製品がある。
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68号住居跡 （遺構 ： 第29図 、 遺物 ： 第71 図 • 第78図22 • 23 • 第79図24)
（概要） 調杏区の 中 央部西寄 り 、 G - 6 · G - 7 グ リ ッ ド に位猶す る 。
（重複） 7 、 9 、 14 、 15号 と 重複す る 。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を呈す。
（規模） 東西3.9 m X 南北3.5 m 、 床面 ま での深 さ は北壁で13cm を 測 る 。
（床面） 床面標高は375.25 m 。 貼床 ・ 硬化面は全 く 確認 さ れて い な い 。
（施設） カ マ ド は北東 コ ー ナ ー に 付設 さ れ る 。
（遣物） 士師器で 、 杯 ( 1 ) 、 小型甕 ( 4 ) 、 羽釜 ( 3 ) 、 甕 ( 5 ) な ど が 見 ら れた 。 ま た 灰釉陶器で椀 ( 2 ) が

あ る が 、 こ れ ば灯明llI1 と 思われ、 灯明芯の痕 を 示す煤が明瞭に付着 し て い る 。

69号住居跡 （遺構 ： 第30図 、 遺物 ： 第71 図 • 第79図25 • 26) 
（概要） 調査区の 中央部西寄 り 、 G - 8 · H - 8 グ リ ッ ド に位岡す る 。
（重複） 9 住 、 10住 と 重複 し 、 こ れ ら に先行す る 。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を 呈す。
（規模） 東西4.0 m X 南北3.0 m 、 床面 ま での深 さ は北壁で 12cm を 測 る 。
（床面） 床面標高は376.28 m 。 貼床 ・ 硬化面 は全 く 確認 さ れて い な い 。
（施設） カ マ ド は東壁の 中央部か ら 南寄 り に 付設 さ れ る 。
（遺物） 上師器で 、 杯 ( 2 ) 、 皿 ( 1 ) 、 甕 ( 4 ) 、 羽釜 ( 3 ) が あ る 。 な お 2 の 杯 に つ い て は 、 見込み に放射状

の線刻 が あ り 、 摺鉢の機能が与 え ら れて い た 可能性 も あ る 。 ほ か に 第29図25 · 26の瓦片 も あ る 。

70号住居跡 （遺構 ： 第30図 、 遺物 ： 第72図 • 83図1 7)
（概要） 調杏区の 中 央部西寄 り 、 H - 9 · 1 - 9 グ リ ッ ド に位置す る 。
（重複） 1 19 、 120 、 121 、 122号土坑に切 ら れて い る 。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を呈す。
（規模） 東西3.4 m X 南北4.3 m 、 床面 ま での深 さ は南壁で35cm 、 北壁で 8 cm を 測 る 。
（床面） 床面標高は375.87 m 。 貼床 ・ 硬化面は全 く 確認 さ れて い な い 。
（施設） カ マ ド は南東 コ ー ナ ー に 付設 さ れ る 。
（遺物） 土師器で坪 ( 1 ) 、 高足高台付杯 ( 2 · 3 ) 、 甕 ( 5 - 7 ) 、 灰釉陶器の段fill ( 4 ) や砥石 （第83図17)

な ど が見 ら れた 。 と く に 2 の 高足高台付杯 につ い て は 、 脚端部 に打欠 き し た 状況が顕著に観察 さ れ る 。

71 号住居跡 （遺構 ： 第30図 、 遣物 ： 第72図）
（概要） 調査区の 中央部北西寄 り 、 J - 7 · J - 8 · K - 7 · K - 8 グ リ ッ ド に位誼す る 。
（重複） 59号竪穴住居跡 と 重複 し 、 関係 は71号 （旧） →59号 （新） で あ る 。
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を 呈す。
（規模） 東西3.6 m X 南北4.8 m 、 床面 ま での深 さ は北壁で22cm を 測 る 。
（床面） 床面標高は375.59 m 。 貼床 ・ 硬化面は全 く 確認 さ れて い な い 。
（施設） カ マ ド は東壁の ほぼ中央部 に 付設 さ れ る 。
（遺物） 出士点数 は た いへん少な く 、 図化 で き た の は 1 の緑釉陶器の耳皿の残欠 の 1 点 の みで あ る 。

72号住居跡 （遺構 ： 第31 図 、 遺物 ： 第72図）
（概要） 調査区の東寄 り 、 I - 18 · I  - 19グ リ ッ ド に位置す る 。
（重複） 他の遺構 と の重複関係は62号 、 63号 、 77号
（形状） 隅丸方形の平面形 を 呈 し 、 断面形状 は箱形 を 呈す。
（規模） 東西2.4 m X 南北2.5 m 、 床面 ま での深 さ は東壁で50cm を 測 る 。
（床面） 床面標高は376.78 m 。 貼床 ・ 硬化面は全 く 確認 さ れて い な い。
（施設） カ マ ド は東壁の 中 央 に 付設 さ れ る 。
（遺物） 図化で き た の は土師器の甕 ( 1 ) の 1 点のみであ る 。

73号住居跡 （遺構 ： 第31 図 、 遺物 ： 第72図）
（概要） 調査区の西寄 り 、 I -6 · I - 7 グ リ ッ ド に位置す る 。
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（重複） 南壁側に64号住届跡が、 また北壁側に65号住居跡が重複 し 、 いずれの住居跡よりも新 し い。 また西壁側
で125-127号上坑と重複 し 土坑より古いことが土層観察により確認された。

（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈 し 、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.9 m X南北4.8 m 、 床面までの深さは東壁で47cmを測る。
（床面） 床面標高 は375.68 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは北東 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 ) 、 皿 ( 2 - 4 ) 、 柱状高台付Illl ( 5 ) 、 羽釜 ( 9 · 10) 、 小型甕 (11) 、 甕 (12) 、 灰釉陶

器で瓶 ( 6 ) な ど が見られた。 また 7 と 8 は須恵器甕の破片で、 内面に磨痕が認められる。

74号住居跡 （遺構 ： 第31 図 、 遺物 ： 第73図 • 第80図27 • 第81 図 2 )
（概要） 調査区の北東寄り、 J - 18 · J - 19 · K - 18 · K - 19グリ ッ ドに位置する。 火災住居と見られる。
（重複） 他の遺構との重複関係は な い。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈 し 、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.9 m X 南北4.3 m 、 床面までの深さは南壁で27cm 、 北壁で25cmを測る。
（床面） 床面標高 は376.62 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは南東 コ ー ナ ー に付設される。 たいへん遺存状態のよい石組 カマドであった。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 · 2 · 5 ) 、 高足高台付杯 ( 3 · 4 ) 、 甕系鉢 ( 8 · 9 · 11 ) 、 甕 ( 7 · 10) 、 灰釉陶器の

椀 ( 6 ) な ど が見られた。 とくに 5 の杯 は 、 体部から底部外面にかけて タ ー ルが付着 し ている。 また3
の高足高台付杯 は 、 体部周辺と脚端を再調整 し た状況が見られる。 ほ かに鉄製品で刀子（第80図27) や
フ イ ゴ羽口（第81図 2 ) もあった。

75号住居跡 （遺構 ： 第32図 、 遺物 ： 第74図 • 第83図1 8)
（概要） 調査区の北東寄り、 K - 16 · K - 17グリ ッ ドに位置する。
（重複） 76号竪穴住居跡と重複 し 、関係は76号（旧） →75号（新） である。
（形状） 長方形の 平 面形を呈 し 、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西4.9 m X 南北2.5 m 、 床面までの深さは南壁で21cmを測る。
（床面） 床面標高 は376.30 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは南東 コ ー ナ ー に付設される。
（遣物） 土師器で杯 ( 1 - 7 ) 、 皿 ( 8 - 13) 、 高足高台付杯 (14 · 15) 、 灰釉陶器で椀 (16) な ど 、 また緑色凝

灰岩製の砥石（第83図18) も見られた。

76号住居跡 （遣構 ： 第32図 、 遺物 ： 第74図 ）
（概要） 調査区の北東寄り、 K - 17グリ ッ ドに位誼する。
（重複） 75号住居跡と重複 し 、 関係は76号（旧） →75号（新） である。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈 し 、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西l.O m 以上X 南北1.7 m 以上、 床面までの深さは東壁で38cmを測る。
（床面） 床面標高 は376.33 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは南東 コ ー ナ ー に付設される。
（遺物） 土師器で杯 ( 1 - 4 ) 、 Illl ( 5 ) 、 甕 ( 6 · 7 ) な どが見られた。

77号住居跡 （遣構 ： 第32図）
（概要） 調査区の東寄り、 I - 18 · I - 19 · J  - 18 · J - 19グリ ッ ドに位岡する 4 つの竪穴住居跡の重複の中に

確認 さ れ た も ので、 切 り 合いのた め 残存状況のよくない住居跡である。
（重複） 62号、 63号、 72号の各住居跡と重複 し 、 前後関係はそ れらに先行するものである。
（形状） 隅丸方形の 平 面形を呈 し 、 断面形状は箱形を呈す。
（規模） 東西3.9 m X 南北3.9 m 、 確認面から床面までの深さは、 北壁で41cmを測る。
（床面） 床面標高は376.68 m 。 貼床 ・ 硬化面は全く確認されていない。
（施設） カマドは東壁の中央部 から南寄りに付設される。 大部分72号住居跡に切られて いることもあって残りが

わるい。
（遺物） 出土遺物はわずかで、 図示で き るものは な かった。
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ff.l',No. 所(£ グ リ ッ ド 名 ., 湘i形

! A llft居跡 U - 8 · D - 9 · E - 8 · F. - 9 隅 丸 /j形

t 8 1/住居跡 D - 8 · D - 9 · E - 8 · E - 9 隅丸Ii形

2 l}f! 居跡 E 3 · F  3 隅 lt li形

3 1/ftlol跡 F - 3 · F - 4 隅 丸 J;形

, ,m居跡 F ー 13 · F - 14 · G - 13 · G  - 14 隅 丸 J;形

S A りftし，，跡 E - 13 隅Ji.Ii形

s e •m居跡 F. - 13 隅 丸 Jj形

6 l}UI祁跡 E - 1 1 · E - 12 隅丸/j形

7 1/ff. 居跡 F - 6 · F - 7 · G - 6 · G - 7 隅 丸 Jj形

8 りU居跡 F - 7 隅kl;形

9 り住居跡 F - 7 · F - 8 · G - 7 · G - 8 隅 丸 };形

101/11居跡 G - 7 • G - 8 隅 丸 };形

l l l}(t居跡 F - 9 · F  - 10 · G  - 9 · G  - 10 隅丸Ii形

121/ff. 居跡 F - 9 隅 丸 };形

131/1£  居跨 D - 4 · D - 5 · E - 4 · E - 5 隅丸Ii形

14 1/1£"1跡 G - 7 隅 丸 /j形

15り1£居跡 F - 7 · F - 8 · G - 7 · G - 8 隅丸Ii形

161/ff.�i跡 D - 13 隅丸/j形

171}/t居跡 E - 14 · F - 14 隅 丸 /;形

18>/1£ 居跡 S - 3 隅 丸 /j形

191/ftl>I跡 F - S · F - 9 隅 丸 /j形

2011ft居跡 E - 14 · F - 14 隅 Ji. Ii形

21 '11! 居跡 A - 15 悶丸J;形

22 '11£ 居跳 8 - 16 · C - 16 隅丸Ii形

23'1ftv. 跡 C - 17 隅 k l;形

241/ftl'I跡 C - 17 · C - 18 • D - 17 · D - 18 隅 Jt /;形

251}11居跡 F - 15 · G - 15 隅 丸 /j形

祁l}f!V;跡 F - 17 · F - 18 · G - 17 · G - 18 隅 丸 J;形

Z/ 1/ftW跡 G - l4 · G 一 15 • H - 14 · H - 15 

28りft居跨 I - 15 · I ー 16 隅 丸 /j形

29けIE居跡 H - 14 · I ー 14 隅 丸 /j形

30'1住居跡 J - 15 · J ー 16 隅丸/j形

a1 •m居跡 J ー 14 · K - 14 隅 丸 J;形

32 >/I F.  居跡 F - 15 · F - 16 · G - 15 · G - 16 隅 J,. /j形

33'}住居跡 F - 14 · F - 15 · G - 14 · G - 15 flil )l /j形

341/fE居跡 k ー 14 隅 丸 J;形

35 りft居跡 J - 14 · J ー 15 隅 丸 J;形

36り住居跡 J -21 · J  -22 · K  -21 · K  -22 隅丸Ii形

371/住居跡 』 -20 · J -21 隅丸/j形

38りft.居跡 J - 1 1 · K - 1 1  隅 丸 Ii影

391/ff.W跡 I - 1 1 ・ I - 12 隅丸/j形

船号住居跡 H - 9 · H ー 10 · I - 9 · I ー to 隅 II. I;形

41 けft居跡 K - 10 

位 1/(t居跡 H - 12 · l  - 12 隅Jr.Ii形

43'1!11� 跡 K - 1 1  隅 Jr. /j影

44 1! 住居蹄 k ー 12 隅)LJ;形

.. ,m居跡 K - 12 隅 丸 /j形

妬1/flsW跡 K - 2 · K - 3 · L - 2 · L - 3 隅 丸 /j形

471/ff. ↓祁跡 K - 3 · 1 . - 3 隅 Jt /;影

481}1£1舘跡 K - 4 · K - 5 · 1. - 4 · L - 5 隅J,./;形

49 1}住居跡 L - 4 · L - 5 隅 Ji. Ii形

50け!till跡 K - 4 · K - 5 · L - 4 · L - 5 隅丸J;形

51 >/flSI', 跡 1 - 5 · J - 5 隅丸Ii形

521/!ll,J跡 I - 5 · I - 6 • J - 5 • J - 6 隅l<Jj形

531tft�i跡 G - 1 1 · G - 12 隅 Ji. /j形

54 り住居跡 H -9 · H  - JO · I  - 9 · I  - 10 隅丸Ii形

551/1£1柑跡 E - 2 · E - 3 隅)LJ;形

551m居跡 B - 6 · C - 6 隅丸/j形

57け住［戟跡 B - 5 · C - 5 隅 丸 J;形

58 りl ie居跡 J - 6 · J - 7 · K - 6 · K - 7 隅 丸 J;形

59引t居跡 J - 7 · J - 8 · K - 7 · K - 8 隅 k J;形

oo•m居鰭 J - 8 · J - 9 • K - 8 · K - 9 隅丸J;形

6H}ft居跡 H - 7 · l - 7 · H - 8 · l - 8 隅 丸 /j形

62りfll'l跡 I - 18 · I  - 19 ・ J ー 18 · J - 19 隅 丸 J;形

631/{lslq跡 1 - 18 · I - 19 隅 人 Ii形

“ りflW跡 H - 7 · 1 - 7 隅 丸 J;形

65 けltW跡 1 - 6 · 1 - 7 · J - 6 · J - 7 隅丸J;形

661/111>1跡 1 - 16 · 1 - 17 隅 丸 };形

匂<}ft計跡 1 -20 隅 J, /;形

681/ftW跡 G - 6 • G - 7 隅丸};形

69りft居跡 G - S · H - 8 隅 丸 J;形

10•m居跡 H - 9 · 1 - 9 隅 J< J;影

7 I IJIE居跡 J - 7 · K - 7 · K - 8 隅 k li形

72け(£居跡 I ー 19 隅丸Ii形

731/IH•l跨 1 - 6 · 1 - 7 隅 Ji. Ji 形

741/1£ 居騎 J - 18 · J ー 19 · K - 18 · K - 19 隅 Jt /j形

751/n居跡 K - 16 · K - 17 隅kli形

761/化しq跡 K - 17 隅丸}j形

77>}{1居跡 I - 18 · I ー 19 • J - 18 • J - 19 隅 丸 I;形

第 1 表 竪穴住居跡一覧表
東州 ,ff北
( m )  C m )  

深 さ {<"GI )

3.5 4.1 S : 28 � :  10 

4.1 3.5 S : 28 I\ • 10 

13 3�1 S ' 30 � : 30 

4.5 3.5 S , 32 l\ : 23 

3.5 3.6 S : 33 � :  17 

2.7 3 .. 'j S : to N : 17 

2.7 3.5 s to � :  11 

3.0 3.2 s : 13 !'.; : 5  

'3.3 3.8 S 30 N : 15 

3.0 - s . J.'j 

4.0 4.8 S , 35 � : 20 

4.0 3.5 S . 35 JI. : 20 

4.1  3.7 S 23 t-. : 16 

2.9 2.3 S 22 � :  21 

io 2.7 S : 26 � :  17 

' 1 .8 2.0 E ' 20 

,3.0 •3.4 E ,  35 

4.3 •3.9 s : g  

,.o 2.8 S 35 S . 20 

2.7 4.0 S :  29 ;ヽ . 24 

2.3 2.5 S : 36 I'\ : 20 

•2.1 2.8 S : 40 N : 24 

2.9 2.7 5 12 S : 4 

3.1 3.0 s : s  j'l,; ; 4  

2.9 3.2 S : 8 ;ヽ . 7 ... 3.2 S 15 S 10 

2.7-3.1 4.4 S : 37 N' .  33 

2.7 2.6 S :  28 N 28 

3.3 2.4 S : 18 !\ 10 

4.5 4.9 S : 22 1' 15 

4.5 3.3 s : 22 !'. . 1s 

2.8 3.0 S : 3.5 N 35 

4.2 2.8 S : 16 N : 20 

2.7 3.3 S : 36 N 34 

3.1 3.0 5 · 37 N お

•3.2 3.8 S : 56  N , 35 

•3.3 2.9 N : 13 ?\ 5 

3.5-4.0 3.1 S : 25 N : 17 

3.7 2.9 E : 23 

3.7 3.2 S 36 N 35 

3.1 2.9 S 47 � :  41 

3.3 3.0 S : 26 Jl.i : 24 

2.9 >1.2 S 14 

3.1 >1.5 S :  39 

3.4 :>1.2 S :  42 

,1 .6 4.3 S : 39 N · 20 

3.4 3.1 S : 2'J N' :  20 

5.6 3.9 S : 40 N : 30 

6.0 >2.8 S :  35 

as 3.1 S :  20(4811: ド）

3.2 3 .. 1 s : s  N : 7  

3.2 2.7 S 13 N : 1 1  

3.0 2.7 S : 17 rli : 1 1  

> l .9 3,0 S : 411 

>2.5 4.6 S : 13 � :  17 

·2.8 3.9 S : 17 N · 21 

'2.9 3.4 s : 10 N 3 

2.8 2.9 S 囀 21 N : 16 

2.7 41  s : 26 

3.8 4.5 s Z7 N : is 

2.9 3.5 S 26 � :  18 

3.2 3.4 S 5 � : 5 

3.9 4.4 S : 33 ··� 4.1 S : 47 

4.2 3.8 S : 47 

3.6 3.8 S : '27 � 18 

2.8 2.6 S 25 !\ 30 

3.9 3.5 N , 13 

4.0 3.0 N : 12 

3.4 4.3 s : 3.5 N : a  

3.6 4.8 N , 22 

2., 2.5 E : 50 

&9 4.8 1-: . 45 

3.9 4.3 5 ' 27 X 25 

4.9 2.5 S 21 

1 .0 1.7 E : 38 

3.9 3.9 I'\ : 41 

床 レ ペル
( m l  

376.57 

376.00 

37657 

376�7 

376.65 

376.82 

376.82 

376.75 

376エ

376.34 

376.20 

376.15 

376.37 

376.54 

376.55 

376.15 

37620 

376.95 

376.90 

376.14 

376.28 

376.85 

m.94 

377�1 

378.00 

Jnぶ8

37�83 

m. 邸

37� 汲

377.12 

37a48 

37a1s 

3n.05 

376,83 

37�00 

37�25 

3n.60 

377. 偲

375.63 

375.85 

375.68 

37�12 

37�50 

a1s.as 

37�45 

37�46 

375.53 

375,30 

375.:IO 

375.111 

375�7 

:175.66 

376.68 

375.85 

,1a2s 

377.16 

377.05 

375.61 

375.58 

375.67 

375.85 

376.62 

a1a ... 

374.�S 

375.41 

376.76 

376.97 

375.25 

376.28 

375.ff/ 

375.59 

37�78 

375.68 

376.62 

376.30 

376.33 

37�68 

カ マ ド 情 紺

1:, 11'1 構辺 依II度

北辺 一 束 ｛ 消I 直袖の 部残

イ渭l

東辺 ー ,ff 1 ;  糾 '"抽の ・ 頷残

,ff 東隅 1 ;M1 直抽の ·部残

東北隅 1 ;  絹l 両袖残

東辺 ー 北 I 漬I Ii抽の •部残

イ渭I

,ff 東隅 1 ;  絹1か 令墳

,ti辺 一 東 1 ;fl1か 全頃に近い

東辺 ー ,ff 1 ;  絹 Ii. 抽の 郷残

村辺 ー 北 杓91 令壊に近い

東北隅 “軋I 悽 { j を 給 い て 残

東ポ隅 1 ;  糾 紺抽の •邸I{

東辺 ー ,ff f itll 令瑣

東1ffl!ll l ifil 前部<j! { ; も 残

東北隅 1 ;  糾 li抽ほぼ残

如悧隅 Ii糾 前部渠Ii も 残

東iii隅 イ澗1

東rfil隅 1 ;  絹か 全墳

東北隅 f 漬l 両袖と 関1111渠I,残

東辺 ー • I • I 漬1か 全墳

心91

東州隅 I 消lか 全填

東,ff隅 ｛ 漬1カ• t墳

利II

東巾隅 l 消Iか ,, 抽 - 1 ;残

東北隅 1 ;  紺 両抽の 福残

東辺 一 内 “軋I ほぼえII

東iii隅 1 ;  絹I力• 全墳

東,Ii隅 1 ;  刹I 貞紬ほぼ残

東北隅 1 ;  計1 全壊

東 巾餌 Ii糾 両袖と 奥lllJ'j!I;残

東北隅 （ 消l 貞袖ほぽ残

北辺 一 洒 “絹l 直袖の 部9曳

東辺 一 ,ff , ;  組 ,, 袖 f· 欠

東辺 ー �i 1 ;  紺か 令壊

巾 東隅 “絹l 両袖崩墳

lfi 東隅 ＂尉l 両 抽 と 襄園!tli残

東辺― ,ff h絹l U抽 一部残

A :  北辺 一 西 ｛ 渇L力• 全墳

B : J図 — • I • 心" 店昨部のみ

北辺 一,, , 1 ;  絹l 1,, 袖 樺残

1ff 東隅 1 ;  糾 噸抽残

如ti隅 , ;  紺 /; 袖 部残

東辺 ー .� 1 ;  紺 直 袖 と 員IIIJ渠fi残

東巾隅 I i絹1か 培託部のみ

北辺 ー 東 fi絹l 両袖と 奥llll'l!fi残

東,H隅 I i糾 I属袖残

A :  和H隅 ＂員l 貞 袖 と 奥没残

u :  東1偵隅 l i肩I 両抽の ·部残

k確品

東辺 一 • I • 心VI 駐1i部のみ

4、籠品

よ硝品

,ti辺 ー 東 1 ;  絹lか 両抽崩墳

,ff辺 ー 東 1 ;  軋I I属抽崩墳

人確品

東北隅 1 ;  糾か 培●田部のみ

東北隅 “絹1か 部{it.f残

A 東辺 ー ,11 1 ;Nlか 部 /;If残

B ,  束辺 ー 1 1 1 “絹lか 櫂J;ll残

如H隅 1 ;  騎I Ii袖残

東北隅 1 ;  絹 両袖0) 祁残

北辺 ー 州 h絹I 両 抽 と 渠 1 ; 繹残

東辺 一 , , , 1 ;  紺 直 袖 と 'l!fiほぽ残

北辺 ー 東 1 ;  紺 直袖ほぼ残

東辺 ー ,fl 1 ;  糾 ／』：袖の 1111反

ィ渭I

東 1餅隅 h絹I 両袖残

如惰濁 I 漬I 内袖Q) 罪残

東!�潤 “絹1か 令墳

東，＂隅 ィ渭I 駐庭部のみ

如H隅 I 漬 I 貞抽ほぼ残

東辺 ー ’ ’’ I i絹I k袖 Ii残

束辺 ー lfi I漏l 直袖の 郡残

東北隅 1 ;  絹I 前部1t 1 ;欠

東,ff隅 / ,ijl ほぼえ(/

東,ff隅 i 漬 I 令燦に近い

ll(,lj隅 1 ;  紺か 令填

東辺 ー ,ff / illか 令積l
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屯 柑 時閉 佃考
焚II艇

35 l B f! ょ IJ 新 ③Ill 

- I A f t よ り 古 不明

140) 3 1 l よ り 断 ②岡

(35) 2 ft よ り 占 ③期

35 I 溝よ り 占 ②岡

不明 5 8 · 161£ よ り 断 ①聞

- S A i t よ り 古 ぷ明

不明 ④期か

ィ；明 8 · 15 · 68化よ り 断 . 9 · W t よ り 占 ③Ill 

不明 7 • 15ft よ り ,•; ③期

不明 10 l4 · l5 · 68{t よ り 断 ④潤

35 69ft よ り 新 . 9 · 14ftよ り 占 ③閉

(371 ③Ill 

1渭I ①Ill 

,o ③Ill 

イ渭i 7 · !Sit よ り 術 . 9 f tよ り 古 ③期か

40 10/ t よ り 新 . 7 · 9 · l4fl よ り 古 ③岡

- S A ilよ り ,•; ①閉

不明 2011 よ り 断 . 1 洞 · 2 洞よ り 占 ③りl

32 55ft よ り 祈 ①閉

HI ①閉

- 17(f. よ り 占 不明

（叩） ③期

,f,●I ③閉

平安関如か

イ；明 ①期

35 33IF. よ り 断 ®閉

45 ③岡

欠番

,r-1111 ②期

45 50 1: 坑 よ り 古 ①閉

イ；剛 129 I: 坑 よ り 占 ④阿

鉛 35ft よ り 11i ®闊

30 51 · 52 1: 坑よ り 占 ①岡

55 251� よ り 占 迄潤

(45) ②期

ィ剛 3111; よ り 、I; ③期

(45) 53 · 54 l:lたよ り 斯 ®りl

30 ＠闊か

ィ叫 43f
t
. よ り ,•, ②聞

ぷ明 39(l B カ マ ド よ り 薪 (11期

イ渭l 66 1: 坑 よ り H 不明

イ;Ill “化よ り Ii ①剛

欠番

40 ®期

イ'lij 認It よ り 新 ③閉か

,o ,mよ り 断 岬
不町 “化よ り K ②期

23 47ff. よ り 新 ®期

40 船ff.ょ � .•; ③りi

30 49ff. よ り 9り、 50f
f
. よ り 新 ③期

35 49ft よ り 占、 50ft よ り 祈 ®期

一 位 · 50/ 1 よ り 篇 ①期

利91 48 · 4911, よ り ,,, ①期

- 52ftよ り �i ①期

- SHE よ り 祈 ③期か

｛渭l ③期

利II 401J, よ り 新 ③期

- 18( l ょ ij �; ®渭

イ;IIJ ①期か

不剛 ①期か

イ渭I S8fl: B カ マ ド よ IJ 新 ④閉

イ'�I 58fU カ マ ド よ り 古 ③期

ィ渭I 71ftよ り 新 ©Ill 

45 ®期

35 ②期

40 63I E よ り ,•;、 72 · 77化 よ り 断 ③岡

35 62 · 72 · 77ft よ り 翫 ®岡

73f t よ り �i. 1 1 6 1: 坑よ n ,•, ③期

- 73f t よ り ,'; ①湖

35 ④期

ィ渭l ③岡

イ渭J o n よ り ,•;. 1 (E よ り 断 ①期

イ渭II • · !Of t ょ IJ 古 ④Ill 

35 1 19 ・ 120 · 121 ・ 122 J: 坑よ り 古 ①閉

ィ渭J 59ft よ り 占 ③瑚か

↑●I 63 · 6311; ょ 1) 8 . Tiftよ り 11i ®Illか

30 64 · 651� よ り 斬 . 125 1: 坑亨よ り 占 ]JIii 

35 ①閉

{'明 76f t. よ り 断 ①阿

ィ明 75{ < よ り ,'; ®岡

イ；明 62 · 6."I •  72ft よ り 占 ィ明



1 A · B号住

入》A
 

Cl
 

Ice 
9 鴫●●土 C
2 ●●色土｛圧...土

ー

遺土粒●む｝
3 ●e土,,.土・・粒を含む）
． ．．色土｛燻土●●●く●Cl 
' &●●土｛●土賣でし享る、

••Jal 

ICD 

2号住

3号住

B-

A＿
 

g
 

”
 

J
 

B-
9 ●渇色土
2 ●●渇色土
3 ●●●土（ローム粒を含む）
● 褐色土9ロームプロックを●む）
S 渇色土9 ロームnを含みL玄る）

3号住

A-

2号住
C-"

O
 

A- B-

心 1 ●●●土
2 疇鼻鳩色土
3 ●鳩色土( C-ム...c, 
4 疇●●色土（ローム＂●立つ9
5 ●色工(C-ム土多く●Cl 
, ．色士(C-ム ●n●みし軍●）
9 彎鼻渇色土O長くしまる． 込')ぼ）

C- 隕● g
 
．

 
，

 
，

 
D＿
 

2号住

9\ 

Dl
 d-

c一 ,s\ d I ー ＇＂匹 の

＼ 
g
 

＇
 
，

 
，

 
D-

1 A号住 カ マ ド

2m 

9'
 

9 ●鳩色土
2 鴫●灰●土（農・灰"●�· 
9 ●褐e土（慎エ）
4 鴫●色土（慎エ·•多く●む）
S 鴫●褐色±<慎土含む）
9 鳩e土（慎土·佼●みしまる）

0 50cm 
I • I 

ご）

a b C 

こ�-●�-
2号住 カマド

2m 

Q "'' m l 
d 

一 m
 
c

 

゜
いi

gClel
含

5

ac.
内
9

CE
 

+-

”
5””

 ｀
 

戻
色
．
 

．
 
臼
土
4{,̀

 
土

土

圧
慎
復

9し，．`
土
工
土

土

●

慎土．．．．
 

渇
土

色
鳩
陽
鳩
●
●
●

渇

鴫
●
疇

鴫
疇

渇

〇

ー

二
第 9 図 1 A 号 ・ 1 B 号 ・ 2 号 ・ 3 号住居跡 ( 1 / 80 · 1  / 40) 

2 m  3号住 カマド
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..01 .01 “‘ H 4号住

喜□
旦

D 
I I — 

叫

し

旦 lllOOO

主

__...... 褐色土（蟻土少•懺●
土量ブ

じ

ロるッlク富(;)

C 

�,--..-
2
3
＇ 鴫

．

●．
e
鴫

土
色

（
土
純土

50cm D 一 JHX(l

4号住 カ マ ド

. -· 
1/(I 

2m 

21 鴫●縄帽
e
色
色

エ
土
:t.{（小0-璽J..砂f!I置

を
入
會(.'1)

彎膏II:::.1 

4
3 鴫

●
膚

鴫e土
ームブロックをSC)S6 鴫

鳩
鳩

e土
!..:t（ロ

(
ー
ロ

ム土多く會C)

5A· B号住
《》 引

-, 

b
 

f

住号B
 

5
 

＼ーー1
/
1 '
i
l

＼

ー
／
ー
／
ii
iI
I
Iー[ーノ

a-I
I
I
I
—

I

-_
 

住号A
 

5
 

／
 

e 
心》

C- m= 

A- B-
9 鴫糟●土9虞土●●C) 
2 ●鳩●土

0 50cm 
I , I 

A-

5A号住 カ マ ド 三 f-

彎
9 鴫縄e土
9 鴫●土(Dーム...,, 
3 鴫色土(Dーム工多く量じる）

倣
5A号住居内土坑Iレヘ

・
ーション

2m 

6号住

心》

A-
B-

⑦
 

'\. 

a_
 

oo
 
＇

 
．

 
，

 
＞

 

b-

6
 ｀
 

吻

B 一 m=

9 ●●色土
2 ●e土（ローム＂少量●"' ， ．．色土(Cーム・累”を●<·< 
. .. 土（ローム土多く●"' 

二
； 如叩ぶ

;;;;� 彦多 0 5-0cm 
I · I  

6号住 カマド

2m 

第10図 4 号 • 5 A 号 • 5 B 号 ・ 6 号住居跡 (1 /80 • 1 / 40) 
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0 50cm 
I , I 

内）

7号住 カマド

心》

住号

B-
14
 

1 0 
10 

2m 

，
 
d ー '""'

9 ●●eェ
9 灰●e土
3 虞土
. ... 土
S 鴫e土
9 疇●e土

0 50血
I , I 

どに1

m l  

8号住

� 

1 5号住

I> 
"
◎
 

1 疇褐色ニ
2 膚色土
3 ●褐•=
4 疇鴻●ニ � 

8号住 カマド

2m 

ど

a-

O so,m ’ ’ ’  
9号住 カマド

心 -;:_::±-=--=-+= == == :::::-:: 
□ �/ ! 〗

I I 
I I 
I I 

/ I \ I \ 1 
ヽ

I I 
_,, 

1/ 

� I/ 
I 1 
I I ! 

旦

ぃ ヂ ii｀ i i I 

ミ:.:::::.-:::::::...--:::___- バ
ミ:::::::三 e ,,.匹

9号住

b 
- "● m  -

二三こ

2m 

7 号- 9 号住居跡 ( 1 / 80 • 1 / 40) 

- 30 -

第1 1 図



／
 

.01 © 

|ゞ
 

i

叫

1 0号住 N 

([SJ 
� ブニ一

―――二—•---::==: 

／／
゜

\ 
( 

叩 ?0 翌厨
I � 

賛
-. ()怠

囚

0 50cm 
I · I 

g
 
．

 
9
 

J
 

d-

叫

『『
c-B-A-

1 5号住

炉
1 0号住 カ マ ド

g
 
，

 
.,

 
，

 
B-

9 鴫●●土（饒作土）
2 ●●土
9 鴫渇色土
. .. 土
S 鴫●●土
. .. 土 （ ローム＂皇入）
， ．．土
. .. 土（ローム土置人）

2m 

� I 

. . � 二三二゚

\＼
＼□

OI
 

／

rY ＼
い[ \ー
ロ

d-

01 

Qi 乙

1 1 号住

cn l 

9 鴫鴫e二I 遺土多く●Cl 
2 ●鴫色土I慎土”少量置人）
3 鳩e土1 0-ムn●Cl 
4 ●鳩色土

8
 
，

 
．

 
＇

 
，

 
d-

叫
c-

士A-

0 "'"' 
I , -l 

1 1 号住 カ マ ド
9 ●●●土（ 蝸二n濃入I

B
' ●●色土
， ．．．土

覆且
- ,  ●●●土,.ニn還入）

ふ
へ S ●eェ

, ．．．土
� ' ●●色土

, ... 土
9 ●●鳩色二
" ●e土

2m 

A-
モ 4誕央一

竺I '三

.,I 
d-

.,1 

.ol 

C-

b

守

I )> 

＂
い� 

1 2号住

B
 3こs

§

9 鴫褐色土
, ．渇e土9慎二 戻少●遷入）
3 鳩色"'●●を含C)
4 ●鳩色が慎土 反少量遭入）

0 50,m 
I , I 

2m 

1 2号住 カ マ ド

1 0号-1 2号住居跡 ( 1 / 80 • 1 / 40) 

- 31 -

第1 2図

/q 

9 ●鴻eェ
， ．．色土9慎工”少●這入）
3 ●●色土{Cーム.., ... �, 



1 3号住

® I)> .0 1 

ご》

t11 l  
lo. 

IID 

9 ●鳩●土
2 ●膚●土（●土＂少量置入）
3 鴫鳩●土（鑽土●やや●く●Cl 
4 ●褐●土（ 煩土•震●く書みし●●）
S ●帽●土（慎土フロ•n●く含む）
, ．膚●土
9 褐●土

c―
 

1 4号住
1 3号住 カマド

A-
5
-叶

9 鴫鳩e土9●惰土）
2 鴫鳩e土"●u●●土）
3 鳩色土
9 鴫鳩色土
S 疇褐色土
9 ●鳩色土9慎土•·灰含む）

1 4号住 カマド

1 5号住 @ 
心》

B-

．
 土_ ， 

II
Il
11

11
/

 

＼
 

＼
 

-l
o
 

[
 

A-

c-

1 4号住

10 

7号住

O
ク

。

lo 

_Q
 ロ

A-

e
-

10 

9 鴫鳩色土（●作土9
2 鴫鳩色工"彎a●●土l
3 鳩色土
● 鴫鴻色土（慎土●少●ヱじる9
S ●鴫e土

1 5号住 カマド
i , , , T 

第1 3図 1 3号-1 5号住居跡 ( 1 /80 · 1 / 40) 
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d-

ro l  

d "'� 1 鴫鳩e土（農少量還入l
, ... 土（辰やや●く●Cl 
9 鴫褐色土（煩土・農少し●Cl 
4 鴫膚色土（慎土·慶多く●<·> 
9 彎●""'農•小●濃入9
9 褐e土（小●●立つ9
9 ●●e土

0 50cm 
I , I 

0 50,m ’ ’ ’  

fl
 

., 1  

9 ●鳩●エ9填土●く●土·慶少●●む）
2 ●●●土9●土m少●這じる）
3 ●鳩●土9燻土●く●CJ 
4 膚●土9ローム•·••少し●CJ 

0 50,m 
I , I 



1 6号住

心》
c ー手一一 5 A号住

‘
ii
�

 

B-

｀
》

\oA 

／ 
�--― -—-

L----ーフ

八＿／／
旦 m=

ヽ O

1 7号住

A一

゜
0

Q

 

゜
o

゜で犀
｀

゜

Al
 

� 三 — 麦二戸
―

i 砒, .. .. 

1 8号住

窯I i> 3号住

9 ●褐色土
2 鴫鴫色土 § 

： 出OームフO,?亀· � 

B 一 m�

20号住

A- 一 ,,,_

2m 

＠ 

ml 

C- p - ""� 

1 7号住 カマド
m
 

2
J
 

c::_ d 

�
-' 

e-

2m 

1 8号住 カマド

第 1 4図 1 6号-1 8号 ・ 20号住居跡 ( 1 /80 · 1 / 40) 
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.01 

d＿
 

ro l 

2m 

0 50cm 
I , I 

.CJ 

f-

f ー '"=

0 50,m 
l 'ヽ I



1 9号 住

心〗

c一 g
 
．

 
，

 
＇

 
d-

一 '"�

2m 

1 9号住 カ マ ド

2 1 号住

心》 (jJ .01 

C-

A- oo
 
＇

 
．

 
，

 
J

 

B-

2 1 号住 カ マ ド

2m 

22号住

.0 1 

ご》

c-

g
 
．

 
＇

 
J

 
B- � 歪三 i 研;',慎土濃）

22号住 カ マ ド
2m 

第1 5図 1 9号 ・ 21 号 ・ 22号住居跡 ( 1 / 80 • 1 / 40) 
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0 50cm 
I , I 

d 副
- "●四

n, [  

d - "'= 

0 50,m 
I , I 



25号住

24号住

D 
ニこ _ .. -

E- F-

心》
JO 

主

-―
 

/
jI
I
I
I

All-

' ... ェ
9 ●褐●工（貶ブロック置I
3 鴫●色工
9 鴫●●●工（ 讀工夏）
, ．鳩●土（ ●n遭）

9 疇鳩●工, ... 

2m 

2m 

23号住

心

主
lo

�
' 

9 ●  .. ェ
ー――C '-, � 

—― — 
, ••i 

.01 .01 

.,1 
() 

C)
 

£. ニこー 一—

24号住 カ マ ド

..01 .01 

ミ
.,I c-

定
25号住 カ マ ド

第1 6図 23号-25号住居跡 ( 1 / 80 • 1 / 40) 

- 35 -

g
 

”
 
，

 
B-

2m 

d ― ― rn= 
9 ●褐eェ， .. 土9小●言みしエる）
3 ●●e土9 慎土やや●く含Cl
ヽ ●●●色土9 讀土多く倉Cl
5 ●●色土9讚土すこし倉Cl
. ... 土

0 50cm 
I I 

I"' 

口
IO" 

0 50,m 
I , I 



.01 26号住

＠ 
旦

JO 

⑲ \I 

ml e 

Ji 

,c. 
ーB JJI 700 le 

I" 

臼
d-

f
 

゜

la-

� 

e-
『
夏

f 0 50cm 一 ’ ’ ’
2m 

28号住

I> 
®

I> 26号住 カマド

C>
R
U
 

，
 

-" I 

qo 

二
.,1 "'I 

2 旦 ，moo
3"72
8
 

B
 

\<5 

2m 

一ツ
0 50cm 
I , I 

29号住 心》
28号住 カマド

/0 

1c- .01 

A- 急
◎Po

 

，
 

゜

c-

1111 

bl
 

c- g ，
 
，

 
，

 
d-

{QLJJl齊
d-A- g

 
．

 
’̀

 
，

 
B-

cl
 

『 戸ァ怒r;;;,;, • , .  ,, .. , ク,. ,/, ”
仰/

 

、/危＇

C- D- 29号住 カマド
0 50,m 
I , I 

i\\ _____ _ 

i'/ 
砂盗

琥

必
移

ク笏忽
0-

，＇
 

‘“
7
 
／
 
，＂

 
2m 

第 1 7 図 26号 ・ 28号 ・ 29号住居跡 ( 1 / 80 · 1  / 40) 
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30号住
N

じ さ）

d-

m l  
c- .Q ,,. 血

ゴ 。 50cm 
I , I 

\ 。
旦 u●四 30号住 カマド

31号住

® '〇 叫 �© ..01 

”〗
主

0 の
lo 

Q 
I'? 

"'' 1%' C .. , 一 HfllJ:I

きL%�_ ",j'70; 心-___J' e.,,_ 頃噌/ 0 

2m 

32号住

3 1 号住 カマド

/0 

� .01 IO'"J 

ロ『い喜
ロ 旦 .↓ 

ニ

四

.01 

.,j 

A-

7
§
 

0 50,m 
I , I 

32号住 カ マ ド

第1 8図 30号 -32号住居跡 ( 1 / 80 • 1 / 40) 
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33号住 9
@
 

"'I 

/0 
内）

.01 

心 /0 

.,1 
c- 旦 ，"匹

� 
lo ーいlo 

B 

A —
B 

JII心

� ,;, ＇， 

• 
2m 

34号住
@ 

＠ 
.O[ 

J O 1 0 叶2

33号住 カマド

cu l  ml 
£.. 

o, 
旦

旦―

〗尉応戸旦 "'匹

le � 10 B 
� "'細

2m 

34号住 カマド

35号住

心》

c- 旦 ，,m

三
35号住 カマド

2m 

第1 9図 33号-35号住居跡 ( 1 / 80 · 1  / 40) 
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1cr 

[., 

I I 
50cm 

10-

lo,  

0 50,m 
I , I 

cal  

0 50cm ’ ’ ’  



36号住 CB 10 10 

--=― ――- -
(0 ..0/ 

＼ ＼ 佗� .. 旦三

〗 ：
cal  ml 

C 旦 m 匹' - " 

文 50cm 

lo 

’、- --

36号住 カマド
2m 

37号住
J 主’

“ 
& 

I 
10 

/C) 尊

ml .,J 
一d Jll如

0

, 言 50cm Q 

ーB JH:.00 

10 

10 A 

37号住 カマド
2m 

.a 1 
I 

：ミぐ〗 ..01 
38号住

=Cヽ"� 
／ ヽ k-

f
O 

® ’‘ 
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( 2 ) 土 坑
発見された土坑は、 全部で 130悲ほ どである。 形状や性格、 また年代的にも幅があると見られるが、 伴 出する

遺物もたいへん少なく、 個 々 明確に把握することはで き なかった。 年代的に大別すると、
土坑 A =縄文時代の所産になる土坑。 数は多くないが、 15号土坑、 69号上坑な ど がそ れである。
土坑B =住居群の年代にや や遅れて造られたもの。 すなわち 古代末から中世の初めと推定される。 大部分の土

坑がこれに含まれる。 62号土坑な どはそ の典型で、 袋状の形態になるものが 多い。 32号住居跡を掘り込
んで造られた51号および52号土坑のように、 平安期の住居を切るものもある。

土坑 C =中世の土坑で、 50号土坑や95号土坑な ど がある。
土坑 D =近世の土坑で、 30号土坑、 96号土坑な ど がある。
これらの一つひとつの土坑についての状況は、 第2表にまとめたものにゆずり、 以下にとくに注目されたもの

についてのみ概観する。

1 5号土坑 （遣構 ： 第35図 、 遺物 ： 第75図 9 -1 2)
（概要） 調査区の南西寄り、 D - 5 に位置する。
（形状） 長径1 .5 m 、 短径1 .0 m ほ ど の、 東西方向に長軸を持つ不整形の 平 面形で、 確認面からの深さは約20cmを

測る。
（特記） この土坑の覆土からは第81図 9 - 12をは じ め若干の諸磯 B 期の縄文土器の破片資料が見られ、 土坑自 体、

縄文時代前期の所産と見られる。

30号土坑 （遺構 ： 第36図 、 遺物 ： 第75図 8 )
（概要） 調査区の東南端、 B - 16グリ ッ ドに位置する。 29号土坑と重複し、 そ れより新しい。
（形状） 長径2.0 m 、 短径1 .5 m ほ ど の、 南北方向に長軸を持つ楕 円 の 平面形で、 確認面からの深さは約 10cm程度

とごく浅いものであった。
（特記） この土坑からは内耳土器の焙烙の残欠が 出土して いる。 お そ らく近世の所産と見られる。

36号土坑 （遺構 ： 第37図 ）
（概要） 調査区の東南端、 B -20グリ ッ ドと C -20グリ ッ ドにまたがって位誼する。
（形状） 径1 .2 m ほ ど の円形の 平面形で、 確認面からの深さは約40cmを測り、 いくぶん袋状気味の形態をしている。
（特記） この土坑の辺りを南北にとおって確認されている道路状遺構と重複しており、 中世前半の時期が予想さ

れる 1 号道路状遺構は、 この36号士坑を貼って構築されていることが土層観察により確認され、 本遺跡
における大部分の同様な土坑の年代を考 え る手掛かりとなるものと見られる。 またこの北側 5 m 前後に
は20基近くの土坑が重なり合って密集しているのが確認されたが、 そ れらもみな36号上坑同様、 道路状
遺構の下に造られたものであることが判明している。

50号土坑 （遺構 ： 第36図 ）
（概要） 調査区のほぼ中央部で、 I - 14グリ ッ ドに位置し、 29号住居を切る。
（形状） 長径1 .4 m 、 短径 l . l m の、 東西方向に長軸を持つ楕 円 の 平 面形と、 確認面から66cm ほ ど の深さを有し、

や や揺鉢状の形態を呈している。
（特記） この土坑は29号住居跡と重複しており、 この竪穴住居跡を一 部掘り込 んで構築されている。 土坑覆土か

らは常滑焼と見られる陶器な ど が 出土しており、 本遺跡における土坑の中では比較的新しい部類に属す
ものと思われる。

52号土坑 （遺構 ： 第36図 ）
（概要） 調査区のほぼ中央部やや東寄り、 G - 16グリ ッ ドに確認された土坑である。
（形状） 長径1 .4 m 、 短径l.O m ほ ど の長円形の 平面形で、 深さは約40cm。
（特記） 32号住居跡の カマド近くに、 この住居を切り込 む形で造られている。 この土坑は、 もともと住居 内に投

棄されていたと見られ、 この士坑を掘るに当たって、 掘り 出されたと判断される礫 3 個が、 堆積土の下
部に人っていた。 ほかに51号土坑も同様にこの住居を切っている。
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I: 坑No. グ リ ッ ド f, 'l'· 1fii形

1 11 1: 坑 D - 3  梢l'I形

2 1)1: 坑 E -10 不整楕1'1形

3 1)1: 坑 E ー IO ィ；整lfll'I形

4 1/1: 坑 F - 1 1  9えffPJlf�

5 1/:1: 坑 F - 1 1  ほぼ,.,形

o •n坑 F - 1 1-G -1 1  楕1•1形

7 1/1: 坑 F -10- F - 1 1  1/ii'llfl 

8 >/ i: 坑 F -12 ほぼl'I形

9 1/ I: 坑 F -12-G -12 ほぼ,.,形

101) [·.lh F -12-G -12 ほぼP!Jf�

1 1 1/ 1: 坑 F - 13 及i'I形

12りJ:坑 D - 6  不整l'I形

13'}:l:�t F -12 ほぼlり形

"'''1..·, C - 6 - D - 6  不整l'I形

15り l:l D - 5  ,, 幣形

161/ t坑 D - 5  ほぼI ll形

171/l:t,t 0 - 5  9まほ�IりlfJ

181)1けi C - 5 - D ー 5 惰l'I形

19り l:h, C - 5  9ま9まl'!WJ

2011 I: 坑 C - 5  ほぼl'I形

21 りJ:t,t C - 5 不棺桁1'1形

221)1:1;( D - 5  不整1111り/fl

23りI:坑 0 - 4  ほぼf ll形

241} 1: 抗 E - 3 - E - 4 侑l'J形

25 >/.t.li( E - 3  桁"'形

261).1: 坑 E - 3 不整l'I形

Z,l}.I: 坑 E - 3  lfil'I形

2s1/ I: 坑 E - 3  桁l'I形

29り· l:ff, B - 16 Pl形

so•,'I: 坑 B - 16 楕111形

31 1} l:lた E - 16 Pl形

32けl:tn. E -16 l'I形

33り.I:坑 F - 19 不幣I'/形

3'1/:1.h'( G -19 円形

35りI:坑 G - 19 ほぼl'I形

36りI:坑 8 -20- C -20 ほぼl'I形

37f/J:li£ C -21 1ま1まlりIf!

381/ I: 坑 c -20- c -21 ほ；｛まPllfタ

39f/ l:l;i C -22- C -23 ほぼl'I形

401/ -1". 坑 C -22 ほぼPl形

41 1/1:Ji( C -21 llil'I形

42 りII.坑 C -21 Htl'IJfi 

43り ：I: 坑 0 -21 lffl' J形

44 1/j: 坑 D -21 �, 形

451H. 坑 1) -21 ほぽIり)f'

461/ I·. 坑 D -21 長l'I形

471/ I: 坑 D -21 ほ'fまl'lffク

絡り：I: 坑 D -21 Hil'J形

49けI:坑 D -21 iま／まドII杉

50けt.坑 J -14 梢,.,形

s1 </ I: 坑 G - 16 ほぼl'I形

52,a坑 G ー 16 l!l'I形

53サ上坑 J -22 ほぼIり形

54けi:坑 J -21ー J -22 ほぼPl形

55サ＿い坑 D -21 l'I形

お</土坑 D -21 l'I形

57り l:l D-21 1111'1形

58>}上坑 D-21 1111り形

59じ}.t坑 D -21 楕111形

60'}土坑 I - 1 1  1'1形

6!fH坑 l ー 10 1•1形
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第 2 表 土坑一覧表

節 ゲ l:t;iNo. グ リ ッ ド 名 ., 勺r,;形

611/ le坑 H - 18 Pl形

68け 1:1/C H -18 · H - 19 ぷ整J杉

r,9>/ 1.Jic G -l9- H -I9 ィ；整惰l'I形

70り 1:1;, H -1 1  ほぼ,.,形

n r} I t,t G - 10 ほぼ円形

72り 1:1,t G - 10 ほぼ�,形

73け I坑 G - 10 H -10 ほ：／まIり凡ク

74 1} I t,t G - 1 1  ほぼ楕Pl形

75'/ Ht H -10 ィ屯整I']形

76り 1-.Ji( H - 10 イ；整楕1'1/l'J

771/ lot 11 - 10 ほぼ!'llfJ

781) l:t;( G -1 1  ほぼl'llli

79 1/ l·J,t II ー 1 1 ほぽl'I形

SOI/ I 1/c H -11  ほ:Iまi im

81 '/ l:l,t H ー 1 1 1/li'I形

82り l:J-i'a: II ー 1 1 不整,,,形

831,l I J/C H -1 1  ィ；整l'I形

84 け lt,t H - 10 ーイ渭が1形

851) 1-J,t I ー 10 侑Jq形

86り l:Ji'i G - 2 · G - 3  ll - 2 11 - 3  イ屯が1形

871} l:J-,t G - 3 ほ:!まIりJft

88>,' l·.J/( G - :l 不整111形

89りiotk K - 3 1111'1形

90り I:坑 』 - 3 · J - -l · K - 3 · K- 4 ほぼlり形

•nJ u,t D -21一 D -22 楕l 'I形

92 け I坑 D -21- D -22 楕円形

93>/ I—,,,, c -21- c -22 ほぼl'I形

叫 1/ 1:坑 B -12 ィ笠l'I形

95り 1:1,t L - 5  ィ；整,.,形

P - 13 96け Ul( C - 7  ほぼPl形

袋状 97り I:坑 B - 7 - C - 7  ほぼPl形

98り l:t;, C - 8  I'! 形

伐が、 切り 11,t C- 7  ほぼPl形

100り11;, B - 8 WI'/形

101'/ I: 坑 C - 7  1'f!l'I形

I サ辺路状氾椙よ ,, ,•; 102り l:.ti( B - 7  ほぼ"'形

103け le坑 Jl - 7 惰fl!形

1041/ I·. 坑 C - 7  楕111彩

105り l:ti'( H - 8  1'整楕,.,形

106SJ l:t1t H - 7  梢l'I形

い｝辺路状辺構よ り 古 1071/ l·.t;( H - 7 不整桁Pl形

108け \:坑 11 - 7  円形

1091/ l:t;, 11 - 7  fl! 形

” UOi} I—:.ti'( G - 7  1 11形

H P} l:.t1t H - 7  ィ＄整桁Pl形

112 1,� J t/( .J - 9  ぶ整ijif'l/fj

113�} l:t,'( J - 9 I'! 形

11-li} l:ti'( J - 9 �'!l'!!fii'I形

1 151,'J:t/i: J - 9  fll形

29けfl;居跡よ I) 新 l l61) \:Ii( 1-1 - 6 - 11 - 7  円形

32'/ft居跡よ IJ 新 1171} l:ti� 1 -20ー I -21 1'1形

UBS} l),t 1 -20- .1 -20 l'I形

361/11,\•; 跡ょ 『J 新 1191,' I: 坑 1 - 9  ほぼl'I形

120り 1,1;, J - 9 ほぼ楕l'I形

i i/氾路状迅構よ IJ 』'i 121 り 1:1;, I - 9 ほぼ1111'1形

12211 1:1;, 1 - 9  1111'1形

1231/ lli( H - 6  11JJfJ 

12•1り 1-.,;, H - 6 Iまi忠Pl伯｝

125り 1:1£ 1 - 6  不整fffl'I形

12GりI:坑 I - 6 ほぼIり形

1271/ I l)'c 1 - 6 ほ:!fl'/Jf�

袋状 128りI:坑 1 - 6 ほぼl'I形

129り I:坑 J -16 ィ整l'I形

1ao11 I: 坑 I -16- I -17  ほぼlり形

39r/fH•i跡よ り 新 1311} l:J-/( c -21 1111'1形

132り IJ冗 D -21 楕1•1形
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62号土坑 （遺構 ： 第38図）

（概要） 調査区の ほぼ中央部の北西寄 り 、 I -10グ リ ッ ド に確認 さ れ た 土坑で あ る 。

（形状） 確認面での 口 径 が 1.25 m ほ ど の 円形の平面形で、 深 さ は約70cm 。 フ ラ ス コ 状の形態 を も ち 、 底 か ら 10cm

上 に あ る 最大径 は 1.4 m を 測 る 。

（特記） こ の 土坑の周辺 は地山 の礫層 ま で が深 く 、 し た が っ て礫層上の黄褐色砂層 が屏い た め 土坑 な ど を 掘 る の

は比較的容易だ っ た と 見 ら れ、 た いへん丁寧に掘 り 込 ま れて い る 。 土坑覆土 中 に丸瓦の破片が 1 点 見 ら

れ た 。 こ の 土坑 に つ い て も 性格不明 と い わ ざ る を得ない も の で 、 何 ら か の 手 が か り を 求め る た め 、 埋め

戻 し に 要 し た 土の 鼠 を 測 る こ と に よ っ て そ の容量 を 確認 し た と こ ろ 、 お よ そ 800 リ ッ ト ル と い う 数字 が

得 ら れて い る 。

69号土坑 （遺構 ： 第36図 ）

（概要） 調査区の東寄 り 、 G -19か ら H - 19グ リ ッ ド に か け て 見 ら れ た 土坑で あ る 。

（形状） 長径2.5 m 、 短径l .l m ほ ど の長円形の平面形で、 深 さ は約80cm を 測 る 。

（特記） こ の 土坑の周辺 に は縄文前期、 諸磯 B 式期の遺物が比較的濃密 に 分布 し て お り 、 こ の 土坑内 か ら も 数点

確認 さ れて い る こ と か ら 、 本土坑は縄文前期の所産 と 見 ら れ る 。

95号土坑 （遺構 ： 第33図 ）

（概要） 調査区の北西端で 、 L - 5 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で あ る 。 48 · 49 · 50号住居跡 と 重複 し 、 そ れ ら を 切

り 込 ん で構築 さ れて い る 。

（形状） 径0.8 m ほ ど の ほ ぼ円形の平面形で、 確認面か ら の深 さ は約109cm を 測 り 、 円筒形に 近 い形態で あ る 。

（特記） こ の 土坑は ほ ぼ同 じ レ ベ ル で切 り 合 う 48 · 49号住居跡お よ び さ ら に そ の下層 に あ る 50号住居 と 重複す る

も の で 、 最下層の50号住居の床面 を さ ら に50cm ほ ど 掘削 し て底面 に達す る 。 時期的 に は 中 世以降の所産

と 見 ら れ る が 、 土坑の形態や砂の堆積が見 ら れた底面の状況か ら 井戸の可能性 が推測 さ れ る も の で あ る 。

96号土坑 （遺構 ： 第35図 、 遺物 ： 第81 図 4 )

（概要） 調査区の南西寄 り 、 C - 7 グ リ ッ ド に確認 さ れた土坑で あ る 。

（形状） 径約l.O m の 円形の平面形で、 確認面か ら の深 さ は約20cm程度の浅めの土坑。 底面 に は礫の路頭が 見 ら れ

る 。

（特記） こ の士坑か ら は 「寛永通賓」 が 1 点出土 し て い る 。 確認面 か ら の深 さ は浅い も の で あ っ た が 、 か な り 削

平 を 受 け て い る と 見 ら れ、 状況的 に 見 て 近世の墓坑の 可能性 が考 え ら れ る も の で あ る 。 94号土坑な ど も

伴 う 遺物 は 見 ら れ な か っ た が 、 同様 な性格が考 え ら れそ う な も の で あ っ た 。

( 3 ) 特殊小坑

土坑 と 呼ぶほ ど の規模で な く 、 半完形の遺物が収 ま っ て い る 程度の大 き さ の小 ピ ッ ト を 特殊坑 と 仮称 し 、 そ れ

ら の検 出状況 を 報告す る 。

1 号特殊小坑 （遺構 ： 第40図 、 遺物 ： 第75図 3 )

（概要） 調査区の北東部、 K -20グ リ ッ ド に確認 さ れた小 さ な掘 り 込みで、 土師器の半完形の杯が 1 点出土 し て

い る 。 37号住居跡の北壁の 中 央 か ら 70cm ほ ど 北に位置 し て お り 、 性格 は 不明 だ が 、 そ の位置関係か ら し

て37号住居跡 と 何 ら か の 関連 を 持つ か と 考 え ら れ る 。

（形状） 調査小区境 に 当 た っ て い た た め 西端 を 確認 し 得 な か っ た が 、 長 さ 80cm (推定） 、 幅30cm の 東 西 に 細 長 い

平面形 を 有 し 、 黄褐色深 さ は 3 - 4 cm程度で あ っ た 。

（遺物） 土師器で残存立50%余 り の 杯 （第75図 3 ) が 1 点 見 ら れた 。

2 号特殊坑 （遺構 ： 第40図 、 遺物 ： 第75図 5 )

（概要） 調査区の 中 央北寄 り 、 J -13グ リ ッ ド に位置す る 。 3 号溝の東側の脇に接 し て確認 さ れて い る 。 こ れに

つ い て は 、 位置関係か ら 溝跡 と の 関連 が あ り そ う に も と れ る が 、 遺物の時期等 か ら 両者 は年代的 に 隔 た

り が見 ら れ、 溝跡 と の 関係 と は別 に そ の意味が検討 さ れ よ う が 、 そ の性格 を 明 ら か に は し え な い。

（形状） 径30cm ほ ど の 不整円形の平面形 を 呈 し 、 断面形状はす り 鉢形の小土坑で あ る 。

（遺物） 土師器の羽釜の 1 / 3 程度の残存率の も の が 1 点 （第75図 5 ) が 見 ら れた 。
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( 4 ) 竪穴遺構 （遺構 ： 第40図 ）
一つだ けではあるが、 通常の竪穴住居に類似した形態ではあるが、 詳細に見ると次 ぎに見るような諸点で得意

な様相が見 ら れるため 、 竪穴遺構として区別した。

1 号竪穴遺構
（概要） 調査区の北東寄り 、 I - 17 · I  - 18か ら J - 17· J  - 18グ リ ッ ド にか けて確認された竪穴状の遺構であ

る。
（形状） やや歪ん だ隅丸方形の平面形を星し、 断面形状は]Ill形を呈す。
（規模） 東西2.4 m X 南北2.6 m 。 床面までの深さは南壁で28cm 、 北壁で10cmを測る。
（床面） 床面標高は、 南側で376.70 m 、 北側で376.80 m となっており 、 中央部で10cm ほどの段差が見 ら れる。 覆

上中には人頭大程度の礫が多く見 ら れたが、 カ マ ド の構築材のような煤の付着や被熱痕等は認め ら れな
かった。 床面はかなり強く硬化しており、 1IIl状にゆるやか に 立 ち 上がる壁面の下部まで続く効果状況が
見 ら れた。 また床面中央部に 柱穴と見 ら れる ピ ッ ト が確認されている。

（遺物） 覆土中に上師器の小片等が若干見 ら れたが、 そ れ ら は埋没過程で混人したもので、 確実にこの遺構に 伴
う遺物は確認されていない 。

（特記） 遺物が1半わないため、 明確には言 い 切れないが、 中世の遺構で、 床面の状況などか ら 工房的なものの可
能性が推定されるものであった。 類似したものが近隣の笠木地蔵遺跡など においても確認されている。

( 5 ) 柱穴群
調査区の中央部やや南西に偏した位懺に確認されたもので、 建物跡の可能性もあるが、 その配列に乱れがあり 、

確実なことはいえない状況 にあった。 ピ ッ ト は確認面で径20cm 程度、 深さ30-50cmとなっている。 建物であると
すれば、 3 間 X 2 間の大きさで東側に柵列が取り付くかたち になる。 直接伴う遺物が認め ら れなかったので時期
は明確にしがたいが、 主軸方位などか ら 平安時代のものと推定される。

( 6 ) 溝状遺構
1 か ら 5 号までの 5 本の溝状遺構が確認された。 とく に 1 号溝と 3 号溝は調杏年次がことなったため、 はじめ

別な溝と考え ら れたが、 最終 的に連続する 1 本の溝であることが確認されている。
1 号溝か ら 3 号溝は、 調在区中央 に ほぼ南北方向で検 出されたもので、 いずれも幅50-70cm 、 深さ20-30cmで、

あった。 1 · 3 号溝は延長が約30 m で、 これと平行する 2 号溝は約10 m の長さが確認されている。 2 号溝と 3 号
溝の北側は途中で確認が出 来なくなっており 、 1 号溝と 2 号溝の南側は続きは削平を受 け消失している。 これ ら
の溝の覆土か ら は平安期の遺物が多く 、 わずかなが ら 中世に係ると見 ら れる土器・ 陶器片が認め ら れている。 1 
. 3 号溝は 4 号住居跡と重複しており、 住居跡を切っていることもあり 、 遺物の状況も合わせ見て中世の溝と見
ら れる。 なおこれ ら の溝は、 常時水流があったとは考え ら れない。

4 号溝は B - 12 グ リ ッ ド に、 5 号溝は H - 5 · H - 6 グ リ ッ ド に確認されたど ち ら かというと東西方向の溝で、
これ ら は 1 - 3 号溝とは方向も異なり 、 追物をほとんど含まないことや断面形などの点でも様相を異にしており、
1 - 3 号溝より新しいものと見 ら れる。

( 7 ) 道路状遺構
1 つだ け 、 調香区のやや東寄りのところを南北に 、 直線的に 横切るかたち で確認されており、 初め ば性格不明

遺構 (SX05) として、 調査を進めたが、 後で以下の諸点を勘案して 1 号道路状遺構と改めた。
そ の幅は約 4 m で、 長さ約29 m にわたって確認された。 南側の延長はさ ら に調在区外 に 続くと見 ら れる。 北側

については途中か ら 確認できなくなったが、 おそ ら く真っ直 ぐ北に続いていたものと推定される。 部分的に側溝
が確認されたが、 甚本的には浅 い lIIl状の断面形をしており、 幅の中程では良 好な硬化面が認め ら れたが、 両側寄
りでは硬化が弱くなるといった状況のものであった。 これを逍路と見たのは、 道路以外の遺構としては考え ら れ
ないような長さと幅をも ち 、 加えてほとん ど 平坦な底面 に 強 い硬化面 が形成されているからで、 積極的に 道路跡
と呼称してもよい かとも思われる。

この道路状遺構の年代は 、 一部で平安末ないし中世の初めと見 ら れる土坑を覆うように造 ら れていることや 、
硬化面近くで蓮弁文青磁碗片 （第74図 7 ) が出土していることなどか ら 、 中世の所産で、 細かくは14世紀前後 ＜
ら いではないかと推定される。 周辺地形に合わせて南 か ら 北に傾斜を持つものの、 直線的に通過していく点に特
徴があるといえよう。
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(8) 遺物集中区 （遺構 ： 第42図 、 遺物 ： 第84 • 85図 、 第88図 1 - 3 )
調査区東北寄りの H -21 グ リ ッ ド周辺に見られる小さな谷状の地形に、 縄文時代前期の諸磯 B 式段階の薄い包

含層が見られ、 これを中心にさらに周辺に土器の分布が見られた。 谷状地形以外では中期や晩期の土器も混在し、
具体的な遺構の把握も、 層 的な分離もで き なかった。 出土遺物は、 土器（第84· 85図）、 石器（第88図 1 - 3 )  
がある。

( 9 ) 集石土坑 （遺構 ： 第42図 ）
調査区の南西部の E - 3 グ リ ッ ドに、 長径2.5 m 、 短径1.6 m 、 深さ55cmの土坑が確認され、 覆土中には礫が集

中して 詰まっていたため、 確認段階から集石遺構としていたものを途中から 1 号集石士坑に改めた。 縄文時代前
期 （諸磯 B 式か） の遺物が認められたが、 図示しうるほ ど のものはなかった。
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19 IU I: ( P -961 

20 覆I. ( P -431 

21 カ マ ドI� ( P -261) 他

22 カ マ ド Iり ( P - 5 ) 他

23 カ マ ド lり ( P - 6 ) 他

24 カ マ ド 内 ( 1' -23) ll!J 

I !i j I: ( P - S ll!i) 

2 覆I ( P -:12他）

3 1:1/C内 ( P - 1 )

4 IV昧"J' ( l' -29)

5 カ マ ドlり ( P - 9 他）

, ra I: 1 r - 16l 

7 カ マ ド IAJ ( P - 2 / 3 )

8 カ マ ド 内 ( l' - 1 )

l 覆J:

2 Ill I: 

3 預I. ( P - 7 )  

4 カ マ ド 内 ( I' - I 他）

I 覆 I: ( P - l l l  

2 I!! I :  I P - 151l!il 

3 RI !: ( P - 18) 

4 隕 I. ( 1' -·151 

帷 WI 器 II

I: 師苔 lf 

l濶器 M 

.I: 師器 “足科台I・t'f

l・・fill器 小4り気

I Mi岱 喪系鉢

I削i器 羽釜

I: 師沿 H 

1.Mi?-1 坪

I師沼 坪

l潤i因 Oil

I: 師沿 tf 

雌出i; lf, 

l:lll澤 坪

I: 師?.l Jf 

.I: 師沿 牙

I: 師器 甕

J:oP沿 災

I師沿 甕

I糾i沿 甕

I: 帥沿 褒

K糾i器 羽釜

I. 師岱 杯

I: 師 沿 tf 

I: 師器 Jfか

I: 師困 皿

I: 師器 H 

I: 師 ill n n  

l帥困 羽釜

l·.l•li堺 杯

K師沿 奸ヽ

1:MI悩 牙｀

雌i沿 坪

I: 師悩 杯

1:Mi憐i If 

1:/lli沼 'f 

l:llli沼 杯

I: 師 沼 杯

1:/l躇i 坪

I: 帥沿 坪

J: 師 沼 H 

r:rorr悩 杯

lc�Ji沿 �'

I: 削i沿 �:

:1·01i沿 杯

I.Mi器 杯

I.Mi沼 坪

I: 帥沿 * 
I: 師 岱 * 
I: 師岱 キl釜

I: 師 器 翌

I: 師 沼 翌

1, 師岱 甕

J·J•! 沿! 1111 

1,�11?., nu 

1·1111r.1 an 

I糾i名1 'f.

Hli閤 麻足A
・

紆台付杯

I.Mi路 甕

l糾i名i 甕

I: 師器 鍋 ？

I: 帥器 杯

I: 師器 tf, 

I: 帥器 If, 

I: 師困 甕糸針�

l:h! 因 t(. 

I: 師沿 tj: 

K師沿 杯

雌脱I 科足r,;台f,J杯

第 3 表 土器類観察表 ( 1 )
nm 屁I呈
(a,) (w) 

(13.3) 

(9.7) 

(9.4) 

( 14.0) 

(20.0) 

(23.0) 

15.0 6.1 

l l ! .81 

(IO.o) 

(13.0) 

(4.6) 

- (5.2) 

- (4.0) 

- (5.Il 

- (6.0) 

( I邸）

(23.8) 

(32.6) 

(:i,.o) 

(31.6) 

(23.4) 

(9.4) 

( 1 1.2) 

( 14.2) 

04.0) 

- (5.4) 

- (4.6) 

(232) 

(14.21 6.2 

14.4 5.8 

(H.0) (6.ll 

115.8) 

41 

42 

5.2 

5.5 

( 17.1) (5.9) 

(U.7) (6.7) 

12.0 4.7 

1 1 .8 4.7 

- (7.0) 

6.2 

- (6.4) 

- (5.8) 

( 12.7) 5.0 

(13.21 (5.0) 

( 1 1.2) 

- (6.2) 

(23.4) 

33.0 

(29.4) 

8.0 

10.5 4.8 

10.1 4.2 

(9.8) 4.8 

075) 

(32.4) 

(26.4) 

(2�8) 

(12.2) 

(13.4) 

�2 

(32.7) 

(13.0) 3.6 

(122) 6.5 

- (6.4) 

:IIA'! ＂ さ
残(/'f'

(<m) { g )  

12 10% 

18 15% 

8 5 %  

28 15% 

� 82 58% 

f>8 < 5 %  

5.0 I印 05% 

10 <10% 

- 16 15% 

9 10% 

- 21 

ー I I

- 22 

- 16 

- 1 1  

- 26 

- 25 

- 180 

- 55 

- 230 

- 58 

20% 

10% 

20% 

10% 

<ID% 

< 5 %  

< 5 %  

,10% 

<10% 

15% 

, 5 %  

r, 5 %  

- I I  

一 閲

10% 

20% 

3 5 %  

- 74 

- 31 

— 幽

'·" n 

4.6 !05 

3.7 18 

- 44 

- 52 

- 2\l 

- 12 

- 59 

5.4 45 

4.1 42 

3.2 62 

3$ III 

- ii; 

- ao 

- 21 

- 17 

4.3 60 

4.0 21 

ー 19

- 12 

- 1280 

- 2340 

- 2000 

- 230 

2.9 70 

2 5 81 

:u 81 

- 21 

- 205 

ー [,0

- 139 

- IOI 

20% 

20% 

15% 

15% 

70% 

15% 

30% 

55% 

40% 

40% 

<0% 

20% 

40% 

90% 

85% 

,0% 

:l5% 

20% 

20% 

45% 

15% 

15% 

10% 

茄％

50% 

80% 

<5% 

70% 

85% 

80% 

10% 

50% 

< 5 %  

<!0% 

<10% 

• 5 %  

- 59 

- 42 

- !Ml 

2.7 75 

3.3 41 

- 30 

- 121 

< 5 % 

15% 

'10% 

碑

10% 

20% 

45% 

技法 · 形態•JI.I徴

外） ナ デ

外） ナ デ ． 底） 糸�)IJ

外） ナ デ

外） ハ ケ 、 内） ｛本部はナデ

クト ・ 1り） 9 ヽ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ スり

外） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 底） ヘ フ ケ ズ リ

外 ・ IJ'f) ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ �"(;) ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ b'f) ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナデ． 底I 糸 切 り

外 ・ 1�) ハ ケ メ

外 • 内） ナ デ

クト ・ 1り） I \ ケ メ

外 ・ ilsJ) ハ ケ メ

外 内） ハ ケ メ

鍔部） ナ デ

外） ・J・ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ ． 底） 糸UJIJ

外） ナデ． 底） 糸切り

外 . I�) ハ ケ メ

外） ヘ ラ ケ ズ リ
m 外/!ii をヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ ズ リ
m 外/hi をヘ ラ ケ ズ リ

外 ， 豚） ヘ ラ ケ ズ リ

9卜） ヘ ラ ケ ズ リ

クト ・ h'�) " ラ ケ ズ リ

外 ・ 府） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ ズ リ
託） 糸V)IJ

外） ヘ ラ ケ ズ リ
h�) 外ltdをヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ . ht) 糸 U) IJ

外） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナデ｀ 託） 糸ijjlJ

外） ナ デ . m 糸 切 IJ

外） ナ デ、 m 糸 切 り

外） •J• デ、 底） 糸 切 り

外） ナ デ 、 b 糸 切 り

外） ・） デ . li,I 糸 切 り

外） ナ デ 、 m 糸 UJ IJ

外） ナデ、 底I 糸VJ り

外） ナデ． （
―

t平欠）

外） ナデ、 m 糸UJ り

外 ） 9 ヽ ケ メ ． 内） ナ デ

外 ・ I�) ハ ケ メ

外 ） I ヽ ケ メ 、 l'-i} ナ デ

外 ・ 1�) , ヽ ケ メ ． 底） 木然紺

外） ナ デ ． 豚） 糸 U) IJ

外） ナ デ 底I 糸 VJ IJ

ff) ・/··デ. m ,jWJ/J 

外） ・J・ デ、 (t� 欠）

外） 1デ . m 糸VJI交脚f.t

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 · Iり） ナ デ

外 · I�) ナ デ

外） ナ デ. (I'平欠）

外） ナ デ ． （
―

F'f.欠）

峠） 糸ijJIJ

外 ・ 1/i) / ヽ ケ メ

外） ヘ ラ ケ ズ リ ．
託） 糸 切 り

外） ナ デ ． 底I 糸 VJ IJ

外） ナ デ 、 or) 糸 切 り

外 ・ 内） ナ デ
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色 閲

囮色 ； 7.5Y l! 6 / 6  

にぶい褐色 ； 7.5 Y H 5 / 4  

R色 . 5 Y l< 6 / 8

褐色 , 75 Y H 4 / 4

哨赤柑色 ， 7.5Y H :l / 2

にぶい赤褐色 ： 5 V l! 4 / 4  

外 ） 灰柑色 ： 7.5Y 1! 4 / 2  
内） m色 ： 7.5Y R 2 / 1  

lり1赤褐色 ： 5 Y I! 5 /  8 

褐色 . 7.5Y Iし 4 / 4

lりl赤褐色 ； 5 Y l< 5 / 6  

,,1赤褐色 ： 5 Y Iし 5 / 6

ふ褐色 ： 5 Y H 4 / 6  

にぷい褐色 ： 7.5 Y H 5 / 4  

R色 . 5 Y H 6 / 6

にぶい小褐色 . 5 'ヽ H 5 / 4  

暗赤褐色 ： 5 Y lt :-1 / <I  

Iり1赤褐色 ： 5 \' 1 ! 5 / 6  

lり1,/i;IIJ色 ， 5 Y ll  5 / 6  

にぶい赤氾色 ： 5 Y 1\ 4 / 4  

外） 黒褐色 ： 7、5\' 11 3 / 1
内） 褐色 ： 7.f> \' [! 4 / 3  

にぶい赤褐色 ； 5 Y H 4 / •I 

にぶい囚色 ： 7.5Y H 5 / 3  

にぷい褐色 , 7.S Y R S / 4

に ぶい黄R色 ： lOY R G / 4  

釘色 ； 5 'ヽ 11 6 / 6

にぶい黄褐色 ： IOY H S / 4  

位色 ； 5 Y H 6 / 6  

赤褐色 ； 2.5Y l< 4 / 6  

外 ） !11褐色 ； 7.5 'ヽ H 3 / I
内） 褐色 ： 7.5 Y H 4 / 3  

にぶい赤褐色 ： 5 Y H 4 / 4  

褐色 . 7.5Y H 4 / 3  

褐色 ； 7.5Y H 4 / 3  

Iり1赤褐色 ， 5 Y H 5 / 6

lり1赤褐色 ： 25Y H 5 / 6  

外） 祖色 . 5 Y H 6 / 6
内） !ll色 . 5 ヽ' H l.7/ 1

'"赤褐色 ： 2.0Y l! 0 / 8  

n色 ； 7.5Y H 7 / 6  

Iり1赤褐色 , 2.S Y ll 5 / 6

Iりl赤褐色 , 2., Y ll 5 / 6  

赤褐色 , 2.5Y l! 4 / 6

にぶい9が出色 ： 5 Y R 4 / a  

111)ふ褐色 ： 5 YH 3 / 3  

外 ） 円色 ： 5 Yl ! 7 / 6  
内） 杓色 ； 2.5 V I! 6 / 8  

規色 . 5 Y H 7 / 6

にぶい赤褐色 ： 5 Y H 5 /  4 

lり1赤褐色 ： 2、5 Y ll 5 / 8

柑色 ； 2.S Y H G / 8  

灰田色 ； 5 \' 1 1 4 / 2  

ふS褐色 ； 2.5Y lt 4 / 6  

にぷいふ,111色 ； 2.SY H 4 / 4  

に ぷいA潤@ ; S Y R 4 / 4  

にぶい赤褐色 ： 2.5Y R 4 / 4  

にぶい赤褐色 ； 5 Y H 4 / 4  

に ぶい阻色 ； 5 Y R 6 / 4  

にぶい赤柑色 ， 5 Y B 4 / <I

祖色 , 5 Y I! 6 / 6 

叫k褐色 , 2.5 Y ll  5 / 6  

にぷい赤褐色 ； 5 Y H 4 / 4  

にぶい褐色 ， 7.5 Y R 5 / 4 

にぷい赤N色 ： 5 '\' 1{ 5 / 4  

にぷい出色 ； 7.5\' H 5 /  4 

外） 棺色 ： 7.S Y H 6 / 6  
内） ：U色 ； 7.SY l! l .7/ I 

位色 ： 7.5Y 1<6/6 

にぷ！ ヽふ潤色 , 5 Y H 4 / 4

にぷいふ潤色 ； 5 Y R 5 / 4  

191褐色 ； 7.5 \' H 5 / 8  

ljJ赤褐色 ： 5 Y l! 5 / 8  

柑色 , 7.5Y H 7 / G 

胎 I: 柑i 号

h 色IH-. 赤祖徴粒f

脚部のみ

h色IH

“赤色IH. 緻w.·· 「!II色上器」

勾部のみ

/:! 足,:i台I・tlf.の "I能"'あ り

泣入か

r!AI色土器J

,to;, こMIii!

底部l'lltづ く り

見込みに擦棋 あ り

%'I 「ii」 （体部外面一 ,El

喝;•1 r口J (I松部和,;一迎か）

22と liil一伽体か

脚部IT欠 き

「m色i:四」

渇;•1 「親」 か (I糾届外,i;一逆）

底面に板 U f!l

脚部打欠 さ

rll!. · hmUJ I > 内数伏は反転に よ る 推'1!地、 残11中の< 5 % は 5 % 1>滴



挿1,1 追構名併 I/

ITT461·� 7 1/{t 

8 りIf.

” 
” 

9 1)11: 

'll47t,I 10りft

” 

’‘ 

‘’ 

l l f/11; 

’’ 

121m 

” 

131/11' 

” 

” 

叩8�1 ” 
” 
’‘ 

14'/fl: 

” 

15'/llc 

161/11; 

’’ 

” 

笛49t>I 171/lt, 

‘’ ” 
. 

＾ 

N<>、 /11 1:1、).11

5 買I.

6 覆I I P - 2 )  

7 lij l 

8 覆 I: ( P -32) 

I 覆I: l l' - 1 1他I

2 カ マ r1'-I , r- 1 > 

3 カ マ ド l"I ( P - 3 )  

4 関 . I: C P - 13他）

5 覆I: ( l' - 3  

6 カ マ ド Iり ( P - 5 他）

1 ia 1. 

8 カ マ ドIり ( P �2Q)

I 001. 

l:! t'(I I. ( P - 128) 

3 閲 I. ( P - 1公5他）

4 覆 I:

5 カ マ ド lり ( P -54)

6 閲；l: ( P - 1 )  

7 カ マ F lり ( P ー出） 他

I 閃I: ( P - 1 )  

2 閃 I: I P ー325)

3 1111: ( l' -324) 

4 覆 I: I P - 9 1  

5 覆I. ( l' - 1 1 )  

，； 図I: ( l' -971 

I 隕I: ( P -521 

2 Ill I. ( P -53) 

3 fq I. ( P -21/27) 

,j l'tl.l幽 ( P -57)

I 覆 I: ( P - 4 他）

2 覆 I: < r - 1 他）

3 図I:. カ マ F l'-1

1 カ マ ド l'i ( P - 13) 他

2 カ マ ド 周辺

3 ブJ マ ド 内 ( P - 10)

4 覆I: ( l' -461 

5 カ マ ド 内 ( p - I )  

6 頌 I. ( 1' - 18他）

7 覆 I. ( l' - 4 11!!) 

8 カ マ ド IM込！

9 カ マ ド11� ( P - 2 ) 他

to )iji: ( P -4 1 1  

I I  カ マ ド 内 ( P - 5 ) 他

12 カ マ F lり ( P - 3 N 他）

13 カ マ ド Iり ( P - 14他）

I 図 （・
・ ( P - IO a ) 

2 覆I: ( P -389) 

3 覆 I: ( P - 6 )  

4 11 1  ( !' - !O b )  

1 カ マ ド I勺 ( P - 3 )  

2 t'UI ( P - 8 ) 他

3 カ マ ドl'-1 ( P - 7 )  

4 カ マ irrり ( P - 6 )

5 # マ ドti� ( P - 9 )  

6 悶I: I P ーお他）

7 悶J: C l' - 17) 

8 m I: ( P - 19) 

I 覆 I: ( ド ー 5 1

2 覆I: ( P - 9 1  

3 貼床 ド ( P - 1 )

1 カ マ ド l'i ( P - 2 )  

2 Iぷ ドl坑他

3 I�\·. I P 一認I

4 覆I: 1 1' - !5仙I

5 II/ii� I' ( P - 3 )  

6 カ マ ド Iり ( P - 2 )  

7 カ マ ド 内 ( P - 5 )  

8 覆 I: ( P 一23)

9 カ マ ド l'-1 ( P - 8 他）

10 カ マ F l'i { P - 5 )  

種 別

灰釉陶沿 椀

須息芯 梵

J: 帥岱 甕

I: 師店 翌

t紺i苫 杯

I: 師芦 H 

J: 糾印器 J.f 

le師器 牙

器 ,n

I: 師芦 ''足,1台f-tlf

I: 帥沼 甑

I: 師 沿 虔

I: 師器 翌系鉢

t師沿 杯

I: 師器 杯

J. 師 沿 杯

IM沿 "

_f綽沿 安

I: 師沼 翌系絆

l:llli笛 翌系井

l:ll酎召 * 
l:lll?.l * 

J: 師苔 杯

I: 師 沿 Ill! ? 

灰柚附答 椀

L師器 羽釜

＇：師溢 杯

k師沿 坪 ？

"師沼 H咋＇

_I: 師器 虔

L師器 )f 

I: 師器 H 

l師召 H 

l:ll印5 "' 

U吋;.; l-F 

_I: 帥器 杯

l:llli岱 H

I: 帥岱 牙、

l: 師 沿 1111 

\: 師 溢 1111 

l: 帥岱 、/; ?

灰釉淘沼 椀

L師岱 褒

le帥沿 翌

I: 師召 翌

t師器 小咽視

Jc師匹 If 

le師吝 '• 

I: 師苫 U 

J師沼 杯

''"''沼 �;

I: 師器 H 

t師沿 杯

J: 師 沿 坪

土帥沿 杯

I: 師 召 必足!lftf.tlf

l:iゆ四 1:1足,·:nr,t牙

灰釉困岱 椀

J: 師召 皿

t師召 皿

I: 師因 “足ぶt,f・t杯

I: 師苫 U 

上師沼 坪

t帥沿 "" 

H)il; 1111 

I: 師岱 "' 

須恵沿 杯

le師器 �; 

I, 師因 疫

須也匹 羽 釜

J帥器 羽釜

第 4 表 土器類観察表 ( 2 )
I l l! 底Ii
(,ml l"l  

- 17.01 

(21.21 

(30.7) 

( 1 1.0) 52 

( 1 1.31 5.0 

U:t6) 

5,4 

- 16.7) 

沿,:, i「（ さ
(cm) ( g ) 

- 21 

- 5G 

- '7 

- 97 

3.0 56 

3.0 郎

- 20 

- 61 

- 79 

残Ii>!'

5 %  

< 5 %  

< 5 %  

10% 

40",/, 

70% 

40% 

50% 

30% 

- (10.6) 56 10% 

(28.6) 

1 17.4) 

( 14.41 6,8 

( tr,.8) 

r,.u 

(10.21 (5.0) 

(32.0) 

(:14.0) 

(29.4) 

( 12.0) 

- (5.3) 

( 13,4) 

( 15. 1 1  17.\l) 

(2181 

14.6 5.4 

- (7.41 

(26.8) 

1 1 .9 7.0 

I:l.3 i.1 

(12.01 

12.8 r,2 

12.4 5.4 

141 ,;s 

5.U 

6.7 

11 .4 1;,s 

11 .9 5.5 

5.7 

13.5 7.1 

(311.8) 

(28.4) 

8.5 

- "' 
- 138 

4.3 70 

10% 

IO% 

40% 

8 <10% 

- 32 

2.1 27 

� I&S 

- 4 1  

- 318 

- 15 

- 17 

- 16 

- 26 

6.9 102 

- 30 

4.9 1 1 1  

- 64 

- 51 

- 130 

4.6 ll5 

6.6 156 

- I I  

32 96 

4.0 1 14 

.J.0 210 

- 48 

- 8() 

4.0 42 

2.2 65 

- 89 

4.5 161 

- 45 

- 103.S 

- 920 

30% 

35% 

<10% 

< 5 %  

30% 

15% 

JO% 

!0% 

10% 

40% 

10% 

fi0% 

20% 

15% 

10% 

85% 

�S% 

5 %  

80% 

75% 

100% 

30% 

f,()% 

65% 

65% 

25% 

70% 

< 5 %  

35% 

40% 

15.2 7.0 14.4 660 80% 

( ! IA) 

(13.2) 

( 1�2) 

1 1 0.4) 

112.0) (r,.<) 

( 1 1.0) 

11:l.O) 

02.8) 

5.1 

14.0 

14.ll .. , 
(7.8) 

(7.9) (4.6) 

16.0 

( 13.7) (�O) 

12,4 48 

12.2 G.8 

12.2 5.R 

110.4) 

II:l.41 6.5 

- (5.01 

118.3) 

(20.5) 

2 < 5 %  

3 < 5 %  

2 < 5 %  

4 .: 5 %  

3.0 :ir, 

- 23 

30% 

15% 

6 10% 

- 29 

- 50 

- 246 

- 42 

6.0 196 

- 19 

l.6 18 

- 163 

4.1 52 

4 1 108 

2.8 100 

2.2 87 

35% 

25% 

妬％

IO% 

85% 

25% 

35% 

60% 

40% 

90% 

100% 

95% 

8 < 5 %  

32 18 

- ,0 

- 178 

- 230 

- 131 

20% 

10% 

<10% 

IO% 

<ID% 

技法 形他の1,¥徴

付け,-s台

外） ク 9 キ メ

ク � 11,J) ' ヽ ケ メ

外 • 内） ナ デ

外） ナ デ . m 糸ijJIJ

外） ナ デ . m 糸ij)IJ

外） ヘ ラ ケ ズ ., . (底欠）

外） ナ デ . fU 糸 切 り

外） ナ デ

外 · 内） ナ デ

外. 1'�) " ケ メ

外 内） 1 , 'r ;.  

外） ナ デ、 m 糸 UJ IJ

外） 1 デ ， （ ド 平欠）

外） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナ デ 、 底I 糸UJ り

外 · Iり） I ヽ ケ メ

外） ナ テ' . Iり） I ヽ ケ メ

外） ハ ケ メ ． 内） ナ デ

外） ナ デ . I ド f欠）

外） ナ デ ．

m 糸UJ IJ

外 ・ 1勺I ·/・ デ

付け絲台

クト ・ 11-J) ' ヽ ケ メ

外） ナ デ 、 fit) 糸りM

外） ナ デ ． 脱I 糸UJ IJ

外 ・ ,�1 ナ デ

外 ・ I'll ·/ デ

外） ヘ ラ ケ ズ リ . I"!) 11ft 文 ．

底） 糸ijjl)

外） ヘ ラ ミ ガ キ . Iり） Pり 文 ．
ot) ケ ズ リ 1.·,n

外） ヘ ラ ケ ス
. ., . l"I) llfi 文

外） ナ デ . ·�) 糸ijJ り

外） ナ デ . fi�) 糸ijJIJ

外） ナ デ ， 底I 糸�JI)

外） ナ デ ． 託） 糸切 り

外） ナ デ ． 底I 糸 切 り

外） ナ デ 、 if\) 糸�JIJ

外） ナ デ . h�) 糸 切 り

外） ナ デ 、 1り） 水ぴさ

付け益台

外 ・ l'i) ハ ケ メ

外t ・ 1"1) / ヽ ケ メ

外） ハ ケ メ 、 内 ） ナ デ

外 ） 9 ヽ ケ メ . Iり） ナ デ

外） ナデ、 I F 1'欠）

外） ナ デ. ( l' f· 欠）

外） ナ デ 、 I I' 平欠）

外） ナ デ 、 1 1' 1' 欠 I

外） ナ デ 、 m 糸UJtJ

外） ナ デ ． （ ド 平欠 I

外） ナ デ . 1 1' 1'欠I

外） ナ デ. I I' 平欠I

外） ナ デ 、 /1�) 糸 VJ り

外） ナ デ

外） ナ デ

釉 ッ ケ ガ ケ 、 f.lけ'ヽ令

外） ナ デ 、 < F f· 欠）

外） ナ デ . m 糸UJIJ

外） ナ デ

外） ナ デ . b�) 糸 ijJ IJ

外） ナ デ 、 底） 糸 切 り

外） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナ デ、 底I 糸 VJ I)

外） ナ デ . I Iヽ
・

半欠）

外） ナ デ 、 ,�1 糸�JIJ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ク ク キ ，，

外 . , り ） 9 ヽ ケ メ

外 ・ l"il , ヽ ケ メ

- 109 -

色 ,II 

灰 r ,色 ： lOY II 7 / l 

J:f..(I 色 , 10'1' Iし 7 / l

褐色 , 7.5\' R 4 / 3  

!I\褐色 ： 7.5Y H 3 / 2  

Iり!,!,Ill色 , SY H S / 8

にぶい泳褐色 . 5 Y ll 5 / 4

明黄柑色 ； IOY H 6 /  6 

Ill赤褐色 ' 5 \' Iし 5 / 6

191赤褐色 , 5 Y H 5 / 6

団色 . 5 ヽ' R 6 / 6  

lりJ,/j,柑色 , 2.5 Y H 5 / 6  

lit, 柑色 , 7.5 Y R 3 / 4

lり1赤褐色 , 5 Y H 5 / 6

外 ） Iり/,が出色 ， S Y R S / 8
内 ） !!\色 ； 7.SY l! ! .7/ 1 

l!l,h\llJ色 ： 5 \ 'H S / 6  

Iり] ,/ii.褐色 , 5 Y H 5 / 6

オ リ ー プ川色 ； 2.5Y 4 / 4  

にぶい柑色 ： 7.5Y R 5 / 4  

にぷいA潤色 ： 5 Y H 4 / 3  

191赤褐色 . 2.5Y R 5 / 6

ぷ褐色 ， 2.5Y l< 4 / 6

外） 柑色 . 5 Y R 6 / 8  
内 ） ！！！色 , 7.SY I< 2 / 1  

1(l色 . 7.5 Y I! 6 / 6  

Is( / 色 . 7、5 \'1! 8 / 1

ぷ'�色 , 5 Y R  4 / 8  

h1.(!l : 5 \' lt 6 / 8  

にぶ\ I位色 ： 7.5 Y R 7 / 4  

,,1赤褐色 ： 5 YH 5 / 6  

にぶい赤褐色 . 5 Y H 4 / 3

191赤褐色 ： 2.SY H S / 6  

191赤褐色 ； 2.S Y R S / 6  

19JJ\褐色 , 2.5\' 1< 5 / 8

ljJ赤褐色 ： 2.5 \' R 5 / 6  

にぷい褐色 ； 7.5Y U 5 / 4  

叫旧色 ： 7.5Y H 5 / 6  

柑色 , 7.5 Y l< 4 / 6

叫褐色 , 7.5Y H 5 / 6  

阻色 , 2.5Y B 6 / 6

杞色 ： 5 \ 'H 6 / 6  

にぶい褐色 ； 7.5 \' H S / 4  

灰貨褐色 , IO Y H 6 / 2

にぶいふ濁色 ： 5 Y R 4 / 4  

,,1ふ褐色 ； 7.5 Y H  3 / 2  

昭赤褐色 ： 7.5Y R 3 / 2 

!!IIU色 ； 7.S Y R  3 / 2  

叫褐色 . 1., rn s / 6  

代 色 ； 2.5 1" R 6 / 6  

19)�'褐色 ： 2.5 1"  ll 5 / 6  

＂．色 . 5 Y I! 6 / 6  

191赤褐色 ： 5 Y H  5 / 6  

哨，;-,紺 色 . 5 Y I! 3 /  2 

阻色 , 5 \' H 6 / 6  

にぶい貨褐色 ， IO Y H S / 4

にぷい黄柑色 . IO Y H S / 4

Iり1褐色 ： 7.5 Y H  5 / 6  

柑色 ： 7.5\" 1! 6 / 6  

lli( J 色 ： 5 Y 7 / 2  

IVI赤出色 ： 2.5Y R 5 / 6  

R色 . 5 \' R 6 / 6  

にぷい赤褐色 , 5 Y R 4 / 4

外 ） !II色 , 10 Y H 2 / 2
lり） m色 , IO Y R 2 / l  

叫,A';柑色 ： 2.S Y H  5 / 6  

IIJJ,Ji·; 柑 色 , 5 Y H 5 / 6

俯色 ： 5 y Iし 6 / 6

叫赤褐色 , 5 Y R 5 / 6  

にぷい黄褐色 ， IO Y H S / 4

Kt色 ， 5 Y H 6 / 6

貨灰色 ； 2�'j Y  6 /  1 

赤IU色 ： 5 \' Iし 4 / 6

叩赤1U色 . 5Y R 3 / 4  

胎 I. 船 考

転Ill硯か

U込みに ス ク ン プ ？

脚部If 欠 さ

外·lfliに煤f.t ll . 1り頂iはlfflt

瓜I色 I. 沿J

f!JI色 I:苔J

,1"6足""'台Iすか

鍔部欠失

h泊fli に 板 WIヽ

絲足秘台が付 く か

i冷足科台が付 く か

µ込み に部分的に煤1-tn

I*部l勺iiliに 祁分的に煤fct/l. I祁
に探紺

,_, 柑部に煤I・I ll . htifiiに 阪 II 腹

麻,r,rに板I輝｛

底1屑1こ 板 IH/l

駁部l'IHづ く り ． 底面に板 LIi/i

体部外if•ilこ託近 く に ク ー ル ク）!\ti寸

掛II紺It. l'I. ね絆的に使Illか

脚/\Ill!欠 き

U込みに煤r、tll

脚部If欠 き

f!II色 l?.1」

転111硯か

l l if . 底i全の ( l iり数値は反転に よ る樅定地、 残It半の< 5 %は 5 %-I<涵



挿I汝I
迅 柑 名番 I}

第49因 171/lt 

” 

181,'(.1: 

” 

” ” 

” 

筍50柑l 191H.I: 

2 1 '/lt 

22\Jii' 

” 

” 

” 

lil51閃 2,1}110 

” ” 

” ’ 

‘’ 

’’ 251}11: 

．、

． 鼻•

” ” 

” 

“ 

． 
箱52t,II

” 

’’ 

“ . 
” 

” ’’ 

’’ 

,, 
‘’ ” 

“ 

” 

’’ “ 

ヽ ” 

‘’ ” 

” 

No. 111 1:1 

1 1  覆 I: ( P -29) 

12 カ マ ドlり ( P ー IO)

13 カ マ ド I� ( P - 1 ) 他

1 覆 I. ( 1' - 171\li) 

2 00 I. ( P - 18111!) 

3 カ マ ド1,,i { P - :-1) 

4 カ マ ド 11.i ( p ー IO)

5 カ マ ド11-J ( P - 2 他）

6 カ マ ド Iり ( P -2'l)

7 カ マ ド 内 ( P - 1 1) 他

1 カ マ ド 内 I P - I ) 他

2 m l  ( I ' ー 2 他）

3 禎 I l l' - 5 1  

I 預 I. ( P - 18) 

2 カ マ ド lり ( P -32)

3 閃I: ( p 一切-29)

I f!J I ( J> - 9 1  

2 カ マ ド Iり ( P - 7 / 8 )

3 l�J. I P -20B) 

4 カ マ ド I� ( P -36)

5 覆 I: ( P - 4 )  

6 覆 I: C P -23/2.Sl 

7 覆I. ( P -20A )  

s m I I P - 181 

9 カ マ ド 内 ( P - 5 / 6 )

10 隕 I ( P -2�1 

11 Iii I: I P -29他）

12 カ マ ド l'i ( I' - 9 ) 他

I It! I: ( P -8511!!) 

2 I� I: ( f> - 2 1  

3 覆 I· ( l' - 8 / 9 )

4 カ マ ド 内 I P - 5 )

s lij I ( l' -6:l/64) 

6 カ マ l'I� ( P - 9 )

7 カ マ ド11i ( P - l )

8 カ マ ド11.J ( P - 3 )  

9 }ij I. ( l' -66) 

IO 覆I. ( l' - C,O) 

l 覆 I. ( l' -252仙I

2 m le ( P -23811!!) 

3 柑 I. ( P -132他）

4 覆 I. ( P - 152他）

5 rUI. ( P 一双2)

6 悛 I ( l' -751 

7 覆 I. ( l' -76) 

8 阻I. ( P -245他）

9 カ マ ド l'i ( P - 8 ) 他

10 隕 I: ( l' -74他）

11 ra t: c r -2641 

12 悶 I. ( P - 139) 

13 I�I: I I' -42/ 47) 

14 lll l. ( P - 181他）

15 図 I I P -72他）

16 fl! I: ( P -216他）

17 悶 I: ( P -2211!!) 

18 覆I: < r - 156他）

19 覆 I: I P -82他）

20 I� I. I P - 195) 

21 覆 l—, I P - 169) 

22 覆 L ( P -781 

23 問I: ( P -2IO) 

24 覆 I: ( P -266) 

25 柑J_ ( P -150他）

26 閲 I ( P -308) 

27 覆 I. ( P -324) 

28 閃 le ( l'-209他）

29 f(J I: ( P ー 1 14他）

冥I 1'!1 1—: ( P -70) 

31 閥_I: I P -134他）

32 カ マ ド 内 ( P - 26) 他

33 カ マ ド 内 ( P - 19) 他

枡 1:,1 器 帷

Jc師；；； 小咽喪

l: 師器 慨

t師笞 喪

I: 師 器 �: 

·!:Mi降； �:

u,1, 沿 1111

l:llli吝 nn

J: 師器 杯糸針

.1: 師沼 喪

H躇器 視

I: 師 沼 �: 

1:1,1; 僻 JI

灰釉掬器 l<lli瓶

t師沼 H 

H咋.. �: 

l:D)?.I りII

I.r,i器 �:

_I師器 ） 1' 

I糾i 器 坪

J: 師器 IJJI 

H,o器 杯

I: 師器 M 

J: 師器 1111 

.1:1帥器 1111 

±f甜器 /.f'系鉢

J·. 師 器 ,i',\)山,·r,台I寸11'

Jc師器 小11哭

J: 師器 褒

t師器 �; 

J: 師器 JI 

上師器 1111 

I: 師 器 !Ill 

:I: 師 器 料地,,仔'""�'

灰袖困器 帖IE/!ii

灰釉肉笞 愧

K師；；； 羽釜

u叶i器 >Pl径

Jc師器 喪

.I師沼 �' 

1:n犀芯 �' 

.I: 師器 l皿

.t師ill lf 

cl: 師苫 Jf 

J: 師 器 杯

cl: 師 器 1111 

cf: 師 沿 �; 

cl: 飾器 ij; 

J: 師器 'I' 

t師笞 H 

I: 師吝 杯

HU名l Iイ；

I: 師硲 杯

上師岱 材；

上師:;; �= 
」絲沼 �: 

11'印召 H 

l師沼 杯

I. 肌i悩 1111

l·Mi名! llll 

I: 師 器 1111 

l:Cl! 岱 011

.I: 師:II 011 

K師沿i ).f, 

l·.I叫i 器 材；

」1吋i器 tj:

I: 師器 ,-i,l必台f-tlf.

釘i.�伐§ r磁 G 」

!Ii恵沼 翌

緑釉困路 椀

I間i笞 梵！

IMI器 ,Jヽ，\\烹

第 5 表 土器類観察表 ( 3 )
l

―

Ht 底If
(,m) (cm) 

( 1�6) 

(8.6) 

" :u 
" 3.0 

42 

3.4 

21.7 10.6 

- (12.7) 

(34 6) 

(9.9) (4.7) 

( 1 1.6) 

5� 

12.1 6.0 

(12.6) 

( l l.9) 4.8 

142 5.0 

12.0 3.5 

( l Ui) 

1 13  6.8 

- (6.6) 

- (6.8) 

9,7 4.4 

(9.7) 4.4 

- (10.G) 

(13.0) 

(30.0) 

12.4 7.2 

l:l,6 6.2 

1 1 .5 5.4 

5.8 

12.0 5.5 

（ 瓜6)

1&5 7.2 

(22.4) 

(22.9) 

- (9.2) 

1'.5 6.2 

12.9 5.2 

12.2 43 

( 14.0) 7.8 

(15.0) 5.6 

(13.9) 

1 1.5 4.4 

12.6 5.6 

13.4 5.4 

12.1 6.0 

12.5 5.7 

1 1 .8 4.9 

(129) 5.6 

12.2 (5.0) 

(13.3) 

5.1 

5.4 �· 
- (6.4) 

1 1 .8 5.1 

1 1 .4 4.3 

12.1 4.8 

12.5 5,7 

( 1 1.4) (�4) 

12、2 5.6 

14.6 

- !4.4) 

1 1 . 1  (;.6 

(30.5) 

(I0.8) (8.0) 

沿1.r, ff! さ
fr,) ( g ) 

- 29 

- 52 

一 349

- 98 

- 55 

- 28 

- 20 

ao ,20 

- "" 
- 29双｝

4G 48 

ー 18

- 36 

•1.2 102 

- 17 

:l.3 8.5 

6.2 196 

6,0 1 10  

- w 
2.0 66 

- 32 

- 51 

1.7 51 

1.7 52 

- 90 

- 50 

- 2!l 

ー 以0

4.0 113 

3.4 l�J 

2.2 80 

- 55 

8.2 160 

- 42 

4.6 169 

- 172 

- 155 

ー 115

4 ,6  21 1  

3 .9  2 1 1  

2.7 60 

4.0 31 

·� 12 

ー 12

2.2 4:l 

4.2 1 19 

4.3 112 

as 86 

4.8 139 

4 I 120 

3.3 76 

4.4 53 

- 29 

- 52 

- 55 

- 34 

- 52 

25 92 

2.8 89 

2.6 80 

2.5 71  

2.1 31 

4 I 91 

残 (I'!<

< 5 %  

< 5 %  

15% 

100% 

60% 

30% 

30% 

75% 

20% 

30% 

<0% 

10% 

<10% 

50% 

20% 

[,0% 

100% 

97% 

15% 

60% 

20% 

20% 

50% 

40% 

10% 

45% 

< 5 %  

40% 

90% 

茄％

50% 

30% 

90% 

30% 

100% 

<10% 

<IO% 

<IO% 

85% 

80% 

80% 

40% 

45% 

<10% 

50% 

95% 

100% 

70% 

100% 

100% 

65% 

40% 

15% 

35% 

30% 

加％

50% 

100% 

100% 

80% 

85% 

35% 

70% 

1 < 5 % 

1 ( 5 %  

- 1 13 

- 13 

- 138 

" "' 
- 1102 

15.1 389 

50% 

< 5 %  

< 5 %  

55% 

30% 

70% 

技法 ・ Jll!lliの特徴

外 • 内） 9 ヽ ケ メ

外 ） 9 ヽ ケ メ ． 内 ） ナ デ ． 底）
＊然紺

・

外 ・ 内） I ヽ ケ メ

外） ナ デ . !�) 糸 り M

外） ナデ. /1�) 糸 切 り

外） ナ デ 、 m 糸切 り

外） ナデ. h�) 糸 切 り

r:i台付 き

外 ・ I�) i デ

外 • 内） ・ト テ
’

外） ヘ ラ ミ ii キ 、 Iり） llfl文

外） へ う ミ ii キ 、 内） Iii)文

I寸,mt,

外） ナ デ ． 底） 糸�JI)

外） ナ デ . ( l''I'欠）

外） ナ デ ． 託） 糸切り

外） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナ デ 、 11''1'欠）

外） ナ デ . m 糸り!IJ

外） ナ デ . m 糸 V) IJ

外） ナ デ . m 糸ijjl)

外） ナ デ . m 糸ijJI)

外） ナ デ . m 糸VJ り

クfl ,. テ'. h"() ,j',OJ IJ

外 ・ I'll 1· デ

外 ・ •'<> ·J· デ

,� ・ fl,j) , ヽ ケ メ

外） ナ デ 、 峠） 糸切 り

外） ナ デ ． 底） 糸り11)

外） ナ デ ． 底I 糸 切 り

外） ナ デ 、 Ull 糸切 り

外） ナ デ

釉 ツ ケ ガ ケ

外 ・ IJ.t) I ヽ ケ メ

クト ・ 11,J) ハ ケ メ

ク� JI�) J I ケ メ

外. · IJ.t) ヘ ラ ケ ス. 1J 

外 ・ It�) ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 底） へ 9 ケ ズ リ

外） ケ ズ リ . h�J 糸切 り

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ IJ

外） 1 デ, 1 1' '1'欠）

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ m ナ デ

外） ナ デ ． 駁） 糸U)IJ

外） ＊ デ ． 峠） 糸 切 り

外） ナ デ . h�) 糸ijJ IJ

外） ナ デ . m 糸 VJ I J

タ ト ） ナ f ' , m •WJ IJ 

外） ・） デ、 條I 糸りJ り

外） ナ デ 、 （ ド平欠）

外） ナ デ ． 峠） 糸 切 り

外） ナ デ 、 b�I 糸 切 り

外） ナ デ ． 託） 糸ij)IJ

外） ナ デ 、 m 糸 切 り

外） ナ デ 、 庇） 糸 切 り

外） ナ デ . ,�1 糸切 り

外） ナ デ 、 b�) 糸 切 り

外） ナ デ 、 託） 糸切 り

外） ナ デ ． 底） 糸 切 り

外） ナ テ . m 糸 切 り

外） ヘ ラ ケ ズ リ

ht) 糸りn妥ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ

底） 糸り,,,

外） ク タ キ メ 、 内） 当l!紺

付け絲台

クト [A/) I ヽ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ 、
庭） ＊鮒，/t
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色 ,II 

•91#.IU色 ： 5 Yll 5 / 6  

にぷい赤川色 , 5 Y H 5 / 4  

にぶい赤褐色 ： 5 Y R 5 / 4  

相色 ， 7.5\' Iし 6 / 6

にぶい阻色 ： 7,5 Y H 0 / 4  

叫赤褐色 ： 5 Y 11 5 / 6  

悦色 ： 7.5Y l! 6 / 6  

19M11U色 ： 5 Y l! 5 / 6  

11ft赤褐色 ； 7.SY Iし 3 / 2

哨,h\褐色 ； 7.5 Y H :l / 2  

明赤褐色 ； 2.5 Y H  5 / 8 

11/1赤褐色 ： 5 Y ll 5 / 6  

灰白色 ： 5 Y 7 / I  

Iり1赤褐色 ： 2.5Y l! 5 / 8  

位色 ； 5 Y Iし 6 / 6

叫赤田色 ； 5 Y ll 5 / 6  

Iり1赤褐色 , 5 Y H 5 / 6

にぷい橙色 ： 7.5 Y H 6 /  4 

りl赤褐色 ： 2.5 Y H  5 / 8  

ふ1褐色 , 5 Y l< 4 / 6  

191ふ褐色 ： 5 Y ll 5 / 6  

にぷい褐色 , 7.5 Y H 5 / 4

代色 . 7., Y l ! 6 / 6

悦色 ： 7.5V 1! 11 / 11 

m色 . 5 Y H <i / 6

褐色 ： 7.5Y H 4 / 6 

!I\出色 ： s rn :v ,  

にぷい4潤色 ： 5 Y lt 4 / 4  

Iりl赤lU色 ； 2.5Y H 5 / 6  

IIJI赤褐色 ： 5 Y ll 5 / 6  

阻色 . 5 Y l! 6 / 6  

柑色 . 5 \' H  6 / 11  

にぷい黄褐色 ： IOY H S / 4  

黄仄色 ； 2.5Y 6 / 1  

灰黄色 ： 2.5Y 6 / 2  

ljJ褐色 . 7.5\' I! 5 / 6  

褐色 . 7.5 Y ll ,\ / :l  

!II褐色 ： 5 Y Iし 2 / 2

lり1赤褐色 ： 5 Y l! 5 / 6  

にぶい赤褐色 ： 5 Y R 5 / 4  

にぷい赤旧色 , 5 Y lt 5 / 4

にぷいふ>IU色 ； 5 Y R  5 /  4 

柑色 . 5 Y l! 6 / 6  

IりI赤褐色 ： 5 Y lt 5 / 6  

付色 ： 5 Y B  11 / 6  

灼色 . 5 \' H 6 / 6

にぷい褐色 ： 7.SY H S / 3  

位色 ； 5 Y 1 1 1; / 6  

ljJ赤IU色 ； S Y l< 5 / 6  

Iり1赤褐色 ； 5 Y H 5 / 6  

にぶい褐色 ： 7.5Y B 5 / 4 

柑色 , 5 Y ll 6 / 6  

紅色 . 5 Y l! 6 / 6

柑色 ； 2.SY l< 6 / 6  

にぶい黄R色 , 10 Y H 6 / 4

椙色 ； 7.5Y R 6 / 6  

にぶい赤褐色 ， 5 Y R 5 / 4

赤褐色 ： 5 Y I! 4 / 6  

円色 , 5 Y H 6 / 8

規色 , 5 \' R 6 / 6

赤褐色 ： 5 Y H 4 / 6  

にぶい褐色 ： 7.5 Y U 5 / 4  

外） に ぶいふ潤色 ； 5 Y H 5  
/ 4  
内 ） m色 , 7.5Y H 2 / l 

明赤柑色 . 5 Y R 5 / 6  

にぶい柑色 ： 7.5Y H 6 /  4 

にぷい褐色 ： 7.SY R S / 4  

黄灰色 . 2.5\" 6 / I

黄灰色 , 2.SY 4 / 1  

オ リ ー プ灰色 ， 10 Y 4 / 2

に ぶい赤褐色 ， 5 Y H 4 / 4

にぶt 沫褐色 ， 5 Y H  ,1 / ,1 

胎 I 俯i ,!· 

体部外lhi煤f.tlf

/\Tl 

11m造 り

灯Iり1 皿 ([I絃部に煤f.f'n)

!�,!I 「JLJ {I� 部ク屈i一 逆）

ドm辺 り

駁i前に 板 I」 収

灯l!JIIII (芯Jj{に煤l./'111

n緑部に渇,1, . 兒込に探紺

lll,'I 「DDJ 及び渇pij ? (外,r;i

甚Iii} 「附」 II松部外illiー iEl/11

「l籍部に煤 多 く 1m

二次被熱

二次被然

二次被熱

!)191りII、 さ ら に部分的 こ次被熱

部分的に二次被熱

二次被然

二次被熱

ご次被然

二次被然

二次被烈

＂赤色"
―

{-、 級密
＂

限＼色I.沿J

緻密、 赤色粒i· IJ/ 1.つ ,4.!I 「口」 <I本部I勺面）

渇;11 「D」 (/J密部外而）

屈台Ifち 欠 さ

転Ill硯 ？

LIii 』 ( ) .� 数偵は9え転に よ る 推定地. ,w中の< 5 % は 5 %-lc満
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No. 11\ 1:f,\沢

:u 覆J: ( J> - 2 /151) 

1 覆：I: ( P -31/43) 

2 覆：I: ( P -39) 

3 覆 I: C P -28) 

4 カ マ ド 内 ( P - 8 ) 他

5 闊 J: ( P - 5 1  

6 カ マ F'IAI ( P - 1 1 )  

7 覆 t. げ ー 15)

8 覆.1: ( l' -26) 

I 覆 I: C P - 8 11!1) 

2 覆 t ( P - 1 10111!) 

3 覆J: ! P - 108) 

4 カ マ 1-· 1り ( l' - 1 ) 他

5 覆 t

I lllJ: ( I' -臼）

2 覆」: ( P -392) 

3 カ マ l'Iり ( P - 1 )

4 カ マ ド 1'-1 { P -53他）

5 カ マ ド.� ( l' -47) 館

6 1!1:1: ( I' —函）

7 覆上 ( P -393)

8 覆J: ( P - 188他）

• 111上 C P 一箕雌）

10 111:t ( P -50) 

n ヵ マ ド 内 C P -40) 他

12 カ マ ド l'i { P -61館）

I lllct ( P - 1351 

2 覆 1: ( P - 121館）

3 覆J: ( P ー1051111)

4 覆J: ( P - 12311!!) 

5 覆J: I P - 131 )  

6 覆 �- ( P ー 130)

7 カ マ r ,り ( P - 4 他）

I 覆I: ( P ー19911!!)

2 覆.t ( P - 127他）

3 覆.I: (p -t.f t )  

4 カ マ ド Iり ( P -24)

5 カ マ ドlり ( P ー 15)

6 覆」： ( P ー213他）

7 闊J: ( P-215) 

8 覆J: ( P -82) 

9 覆J: ( P -83) 

10 覆 I: ( P -22) 

1 1 覆I: ( P - 18) 

12 覆上 ( P -57/58)

l カ マ ド 1り ( P -261111)

2 Ill I: ( P -75) 

3 匿J: ( P -41 l  

4 Ill上 ( p ー 124他）

5 覆.t ( P -匹）

6 カ '? F lり ( P -24)

7 覆.1: ( 1' -nl

8 カ マ ド 内 ( l' -7) 他

1 カ マ ド,� c r -01>

2 カ マ ド l'i ( P - 1-1他）

3 覆.I: ( P - 159) 

4 覆J: ( P - 130) 

5 覆上 ( P -54)

6 賢_t ( P -6311!1) 

7 覆 I: ( P -741 

8 霞1: ( P -50曲）

9 覆：� ( P —薗他）

10 lllJ: ( P - 1邸）

II カ マ r ,り ( P -5011!1)

12 覆：I: ( P -7/83) 

13 ヵ マ ド Iり ( P -22)

14 カ マ ドIり ( P -24)

15 カ マ ド I� ( P -26) il!J 

16 カ マ ド 内 ( P - 27)

17 カ マ ド 11.J ( P -73) 

18 カ マ ド 内 ( P -23)

柑 別

I鱗醤 笈

上師沼 杯

J: 師器 牙

I: 師苫 牙

J; 鑢冨 杯

I—鱗悶 H 

I: 師苫 H 

1:111: 暑 鸞！

国苫 髪

I: 師苫 年

J: 師笛 片

I: 師器 杯

I: 師日 皿

l:fll苫 H

J; 師苫 H 

J: 師器 皿

i:111苫 nn

•国笛 皿

1:/lli悶 皿

笞 帷

.I: 鱗笞 A'lli!Altr付坪

1: 師笛 ‘‘足!'!l'!f.llf

I: 師苫 “足“台f・tlf

J鋳冨 “足d°!fl(;t坪

I鍋器 遵

J: 帥笞 I!! 

t師苫 聾

J: 師召 U 

I: 師苫 杯系体

I: 鍋器 “足{.liflf•ttf

·I: 師召 .. , 足,1台(;t}l'

J: 師器 “足“令l•llf.

仄釉陶笛 椀

上師苫 曳

:t師苫 杯

l:llliZI >f. 

j・鱗為 牙

k師溢 年

虜温 杯

l緯器 H 

K師;i; It' 

t.llli器 坪

」·鯰冨 H 

j釦笛 ,lJ山i'l台f.t'I'

l: 鱗器 沢 カ マ If

J緯沼 祖

l:Jll苫 ·�

l:lll笛 牙

I: 帥笛 H 

J: 師笛 年

I: 鱗苔 M 

I: 鱗苫 r.&Jl!,li'II寸月

灰柚困笛 Jlli 

t師岱 髪

_t師醤 杯

�Jlli器 杯

上師笛 杯

I: 鱗笞 H 

U碩醤 H 

上帥四 u 

1漬『II nn 

.t鱗冨 nn 

H鯖冨 un 

I: 師召 皿

I: 師笛 •Jヽ咽褒

j鍋塁 小咽褒

上紺i器 材釜

上師醤 ＊釜

J:師磁 褒

I: 綽四 鸞

k輯i苫 甕糸針

H鱗冨 鸞糸鈴

第 6 表 土器類観察表 ( 4 )
1 1 1 1.  託If.
(a,) <,�, 
(25.2) 

12.6 4.9 

1 1.8 .. 。
13.2 3.3 

6.0 

6.0 

- (6.0) 

(23.5) 

9.0 

(13.5) 

( 13.2) （印6)

ー (4.4)

( 12.9) 

苫ぷ ,re さ
(a,) ( g ) 

- 91 

4.1 ●2 

3.4 81 

6.4 911 

- 33 

- 18 

- 24 

一 閲

― 町1

- 16 

残(/'I<

< 5 %  

訊

80% 

65% 

20% 

20% 

匹％

<10% 

30% 

15% 

(3.0) z, 15% 

- 21 

- 29 

15% 

30% 

2 < 5 %  

( 1 4.9) 7.6 (3.5) 濁 40%

8.6 3.9 

9.9 4.5 

(9.0) 4.5 

(9.5) 4.6 

9.6 5.8 

5.2 

(32.4) 

(33.4) 

- 13.4 

3.8 

Zl.6 1 1 .4 

(17.0) 

15.3 

(IS.9) (7.0) 

ほIU)

15.1 43 

12.5 3.6 

- (6.01 

Ci6.2) 

( 17.0) 

16.B 7.1 

5.9 ... 
5.6 

(24.0) 

( 12.4) 5.0 

( 13.9) 

( 1 1.9) 

- (�O) 

,., 

(30.2) 

12.4 3.9 

( 12.2) 4.9 

(13.0) (4 .1 )  

(13.0) (3.21 

- (4.7) 

4.2 

( 1 1.7) 5.0 

1 1 .8 4.5 

( 12.4) 4.4 

(12.0) (4.8) 

18.3 

l l8.0) 

(Z"/.0) 

(24.0l 

(26.4) 

(30.D) 

(29.4) 

(33.4) 

2.2 46 

2.4 89 

2.3 25 

2.0 25 

3.5 83 

- 43 

- 61 

- 47 

- 88 
- 920 

- 1800 

- 32 

7.0 74 

- 178 

- 1,10 

- 328 

5.6 79 

- 160 

6.8 82 

5.6 00 

ー "

- 31 

- 32 

3.7 17< 

- 53 

ー お

- 32 

- 7ll 

- 102 

- 78 

3.4 73 

98% 

100% 

50% 

50% 

90% 

50% 

30% 

30% 

< 5 %  

30% 

40% 

15% 

20% 

35% 

80% 

00% 

35% 

5 %  

00% 

箪

15% 

10% 

30% 

70% 

釦

25% 

20% 

寧

< 5 %  

< 5 %  

4<1% 

5 5 %  

- 12 

- 20 

- �, 
- 50 

ー 1⑱

- 738 

4.0 90 

3� お

3.2 40 

3.3 公J

- 19 

- 35 

2.3 3.1 

2.1 23 

2.1 33 

2.5 19 
- 670 

- 45 

- 241 

- 410 

- 40 

- 611 

- 'J/.f1 

- 225 

ID% 

10% 

幻％

10% 

10% 

40% 

70% 

60% 

碑

40% 

20% 

3()% 

50% 

40% 

40% 

20% 

40% 

<10% 

10% 

25% 

5 %  

5 %  

10% 

15% 

枝法 ・ 形態のI年11l

外 ・ 内） 9 ヽ ケ メ

外） ナ デ . m 糸りII)

外） ナ デ. h�) 糸UJIJ

外） ナ デ . h�) 糸切り

外） ナ デ． 託） 糸UJり

外） ナ デ . h�l 糸切り

外） ナデ． 託） 糸切り

外 · Iり） I ヽ ケ メ

外） ナデ． 内） I ヽ ケ メ ．

庇） 木億U!

外I ヘ ラ ケ か） . ( F f· 欠I

外） ナデ． 託） 糸UJIJ

外） ヘ ラ ケ ズ IJ •
m ,1-,UJ IJ 

外） ナデ. < F 平欠）

m 糸UJ�

外） ナデ. h�) 糸切り

外） ナデ. I�) 糸 切 り

外） ナデ、 m 糸VJIJ

外） ナデ. m 糸りJ り

外） ナデ. ill 糸UJIJ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外 · 内） ナ デ

外） ナデ． 内） I ヽ ケ メ

外） 9 ヽ ケ J . I�) ナ デ

外） ナ デ ． 峠） 糸VJ り

外） ナ デ . k�) 糸切り

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

釉9 ヽ ケ ガ ケ . HIU、台

外 ・ 内） 9 ヽ ケ メ

外） ナ デ . m 糸VJIJ

外） ナデ. h�) 糸UJIJ

外） ヘ ラ ケ ズ 'I . l�l •11文 ．

託） 糸�J後）Ml哨ヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ ズ リ . < F 'It欠）

外） ナ デ . ( F l'欠I

外） ナ デ ． 託） 糸ij)り

外） ナ デ ． 底） 糸ijJ IJ

外） ナ デ ． 底） 糸切り

外） ナ デ ． 託） 糸VJI)

外） ナ デ

外 ・ 11,i) ハ ケ メ

外 ・ 1り ） ヽ ヽ ケ メ

外） ナデ｀ 託） 糸ijJIJ

外） ナ デ . I l' f· 欠）

外） ナデ. I l' f· 欠）

外） ナデ. 1 1' 1'欠）

外） ナデ． 託） 糸UJIJ

外 • 内） ロ ク ロ ナ デ

外） ハ ケ メ ' Iり） ヘ ラ

外 ・ la}) ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ .,

外 ・ m ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ /J.'t) ヘ ラ ケ ズ IJ

外一fl'E) ヘ ラ ケ ズ リ

外一底） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ ft.�) ヘ ラ ケ ズ り

外 . kl) へ 9 ケ ズ 『J

外一底） ヘラ ケ ズ ,,

外 · 峠） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ 内） 9 ヽ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ l'fl ハ ケ メ

外 ・ l'i) I ヽ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ I�) ハ ケ メ

外 ・ 内） 9 ヽ ケ メ
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色 讃 胎 I: 俄 ” 
!11111色 ： 5 \" 11 3 / 1  

J>褐色 ： 5 Y R 4 / 8  

にぷい貨褐色 ： IOY H 5 /  4 

にぶい褐色 ： 7.5Y ll 5 /  4 

にぶい阻色 ： 7.5Y U 6 / 4  託lfiiに板LI 艇

にぶい褐色 ： 7.5 Y lt 5 / 4  

�,IIJ色 ： 5 V R 4 / 6  

哨llJ色 ： 7.5Y R 3 / 4  

!11褐色 、 7.5Y R 3 /  1 

にぶい褐色 ： 7.5Y R S / 4  

19)赤JIJ色 ： 5 Y R 5 / 6  

!II褐色 , 7.SY R 3 /  l 

褐色 , 7.SY R -1 / 6  

'9M>褐色 ； 5 Y R 5 / 6  堪；り 「口」 1託部外,in

R色 , S l' R 6 / 6  

にぶい赤褐色 ： 5 Y R  5 /  4 

1(1色 ： H R 6 / 6  tflijUR Cn1かにぷ“煤H?J>

にぶい;,,\i褐色 ： 5 Y H 5 / -I 

にぶいぷ褐色 ： S Y H S / 4  

19JJ·,111色 ： S Y H S / 6  

にぶい褐色 ： 7.5Y R 5 / 4  見込みに →次楕熱

にぷい位色 ： 7.5Y ll 6 /  4 

ぷ褐色 、 S Y R 4 / 6  

!!\色 ； 7.5Y R 2 /  l 

仄褐色 , 7.5Y R 4 / 2  

Ji, 褐色 ； 5 Y R 4 / 6  

叫ふ褐色 ； S Y H S / 6  

,,1ふ褐色 ： S Y R S / 6  底面に阪au、

褐色 ； 7.5Y R 4 / 3  J! 込みに ク ー ルf.111

明�-,褐色 ； S Y H S / 6  

にぶい褐色 ： 7.5Y R 5 / 4  f*i詈内外面に ク ー ルf.t ll

灰( 1色 ： 7.5Y 7 / l  

昭�'褐色 ： 7.5Y R 3 / 2  

にぷい阻色 ； 7.5Y tt 6 /  4 託面に板11"!

叫�'褐色 ； 2.5Y R 5 / 6  

IりM>褐色 ： 5 Y R 5 / 6  ill人

191�,111色 ： S Y  R S / 6  

にぷい赤褐色 . 5 Y R 4 / 4

N色 ， 7.5Y R 4 / 3 体郎の 3 ""'にrt遁少孔あ り

�'Ill色 ： 2.5Y R 4 / 8  

ふ褐色 ： S Y R < / 8  託面に板LIUヽ
にぷい./,:褐色 ： 5 V Iし1 / 4

n色 ； 5 Y R 6 / 6  

暗赤褐色 ： 5 Y R 3 / 2  

ふIll色 , 5 Y R 4 / 8

ijJ�\111色 ： 5 Y R 5 / 6  

ijJJ, 褐色 ： S Y R S / 6  

叫赤褐色 ： S Y R S / 6  

IVJ�\)U色 , 2.5Y R 5 / 6

にぷい褐色 ： 7.5V R 5 /  4 

Ill色 ： 7.5\' R 4 / 6  、10を擦って 1り調整

灰オ リ ー プ色 ： 5 Y 5 / 2  

にぶい赤褐色 ： 5 ヽ' H 4 / 4

にぶい褐色 ： 7.S Y H 5 / 4  

�. 褐色 ： 5 V  R 4 / 6  

にぶい赤褐色 ： 5 \' H 4 / 4 

哨赤褐色 ： 7.5 Y R 3 / 2  

にぶいN色 ： 7.5Y H 5 / 4  

にぶいが褐色 ： S Y H 4 / 4  

111 .. 1-. 褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

哨褐色 ： 7.SY R 3 / 3  

�· 褐色 ； 5 Y R 4 / 6  

R色 ： 5 Y R 6 / 6  渇,!I 「口 （ 給 力 ） 」 （託部外面）

11/1,/j, 褐色 ； 5 Y R 3 / 2  

にぶいふ褐色 ： 2.SY R 4 / 3  

ふ褐色 ： 5 Y R 4 / 8  

にぶいふ褐色 ： 5 Y R 4 / 4  

褐色 ； 7.5Y R 4 / 6  

ふ褐色 . S Y R 4 / 6

IVJふ褐色 ： H R  5 / 6  

19J�l褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

I l l長 · 底ffiの （ ） 内改傾は）i.l公に よ る 推定地、 残lf't<(l)< 5 %1よ 5 %未満
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“ “ 
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＂ ヽ
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” 
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” " 

” 

401/IIS 
” ” 
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No. 111 1:l/1. 『l

1 カ マ ド Iり ( P -45) 他

2 カ マ ド Iり ( P -47) 他

3 カ マ ド内 ( P - 4 )  

4 覆I: 1 1' - !71 

5 カ マ ド ii< I P -38) 

6 覆I: ( P -421 

7 覆：I: I P -42) 

8 覆l: ( l' -4'} 

9 カ マ ド Iり ( l' -26他）

10 カ マ ド内 { I' 一39他）

11 カ マ ド l'i ( P - 12) 他

12 カ マ ド l"I ( P -60) 

1 沼：I: C P - 14他）

2 図t ( P - 3 他）

3 覆J: ( P -63) 

4 預I: ( P - 15他）

5 闊J·. I P -56) 

6 カ マ ド内 ( P -9) 他

7 カ マ ド IAJ ( P - 17) 

8 カ マ ド fl! ( P - 2 ) 仙

9 カ マ ド ill I P - 6 ) 他

10 カ マ ド 内 I P - 13) II!! 

I 賊I. ( P -34) 

2 覆：I: ( r -38他）

3 覆I:

4 カ マ ド 内 ( P - 5 ) 他

1 カ マ ドl'i ( P -31fl!I) 

2 覆:I: ( P -60) 

3 カ マ F iり ( P -24他）

4 カ マ ド内 ( P -25)

5 カ マ ド内 ( P ー出）

6 闊I: ( P -28) 

1 カ マ ド11l ( !' - !) ) 他

2 覆I: ( l' - 17011!!) 

3 覆.I: ( P -3751\!J) 

4 覆I I P -30仙）

5 覆I: I P - 1!13) 

6 頌：I: C P - 138) 

7 l!lJ: ( P -224) 

8 覆；I: ( I' -431) 

9 覆·I:

10 覆I: < r -3411他）

1 1 援J: ( P -427) 

12 覆I: l l' -46) 

13 覆：I: I P -2421 

14 カ マ ド内 ( P - 5 )

15 覆；I :  1 1' -3771 

16 カ マ l'l'I ( l' - 3 )  

17 覆J ( P -15) 

18 覆.I: ( P -398) 

1 悶J: ( P -416) 

2 覆I: I P - 14511!1) 

3 覆I: ( P -<17) 

4 図.I: ( P -327) 

5 覆I: ( P -435他）

6 窟上 I P -278)

7 覆土 ( P - 1811

8 閾I. I P - 124他）

9 覆；l: l P -276) 

10 閥土 { P -412fl!l)

1 1 覆t { P -388他）

12 A カ マ ド IJ.i ( P - 6 他）

13 覆土 { P -418) 

14 M_t ( P -245) 

I 覆土 ( P - 1 12)

2 図土 ( P - 19)

3 I'll土 ( P -ll l )

4 Ill土 ( P -89他）

5 mJ, ( P - 121 

6 覆J: ( P -451\!J) 

帷 !)J

I: 師器 杯

I: 姉岱 杯

J: 師沼 杯

l·Mi名; llll 

器 種

I糾i岱 1111 1 

I: 師 沿 杯系鉢

i".Oli沿 杯系鈴

;l·.�11器 羽釜

I·. 師器 羽釜

:I·. 師沿 *I釜

.I: 帥器 甕

.I: 師沼 訊 カ マ F

t師沼 M、

I: 師匹 Jf 

.I: 師器 Jf 

.I: 師芯 �: 

J:I叶i岱 杯

.I. 師岱 1111 

l師僻 羽釜

.I: 糾i沿 伐

I: 師沿 疫

.1, 師 沿 虔

雌瞑' Jf 

l甜i悶 H

I: 師沼 U 

I: 姉�' on

I: 帥器 1f, 

.I: 師器 H 

」：師悶 l皿

.I: 師苔 IIll 

l·Mi器 小1り褒

.I: 糾i悩 甕

」:IりIi沿 H

.I: 師器 坪

K師器 杯

1:Mi器 杯

J-. 飢i器 杯

I: 師ill * 

cl: 師器 H 

J: 師悶 nn 

I:  師器 杯

I: 帥困 杯系井

須恵笛 杯

紺I息悩 :/1.G 

灰釉附器 ill[ 

灰釉約召l llli 

緑釉陶路 帖/£1111

HI; 器 甕

:l: 師岱 翌

t�I笞 甕

J:�I器 牙

I: 師苫 )f 

.I: 師沼 杯

J: 師沿 杯

J: 師器 Jf 

l削i器 m,

須\l(器 杯

灰釉渕俗I l!li 

J: 師器 小11牡尼

土師岱 甕系針

J: 師器 視

上糾l器 喪

I: 師器 喪

I: 師器 虔

J: 師苫 M 

t師器 杯

.I: 帥器 H 

I: 師沼 杯

I: 師器 坪

須恵岱 硲A

第 7 表 土器類観察表 ( 5 )
1こIII 庭径
(o,) (o,) 

02.7) 5.9 

{13.8) 6.1 

6.4 

12.2 5.1 

7.6 5.2 

22.5 1 1 .0 

(23.6) 11.4 

(28.0) 

(24.0) 

（邸0)

(14.4) 6.5 

12.1 5.8 

02.0) 5.6 

15.0 邸

(11.2) 6.4 

( 1 1.6) 4.8 

(22.2) 

(27.0) 

(28.4) 

(41.2) 

140 5.7 

14.6 6.0 

7.2 

10.7 5.0 

5.5 

1 1.2 5.5 

(15.6) 

8.6 

(28.2) 

137 5」

14.7 6.7 

(12.9) 5.3 

( 138) (6.0) 
- (5.2) 

- (4.81 

- (6.0) 

( 1 1.8) 41 

(9.6) 

(23.2) 

- (6.0) 

(8.2) 

- (9.6) 

14.7 7.2 

9.2 

(29.8) 

(32.6) 

器<'6 ,R さ
(,�) ( g )  

3.3 65 

4.9 83 

- 33 

2.7 03 

0.0 37 

7.1 544 

8.0 405 

- 82 

- 430 

- 633 

- 420 

- 225 

4.0 99 

3.8 122 

4.0 41 

4.1 102 

3.8 38 

3.1 64 

- 190 

ー 105

- 810 

- 110 

3.9 175 

4.3 162 

- 48 

2.7 78 

- 66 

- 56 

2.4 78 

- 33 
ー 120

- '8 

3,8 77 

5.1 190 

3.8 68 

残(/>f,(

70% 

70% 

30% 

!00% 

80% 

100% 

f,0% 

<10% 

30% 

20% 

10% 

< 5 %  

40% 

80% 

30% 

75% 

45% 

50% 

<10% 

<10% 

30% 

<10% 

00% 

90% 

50% 

70% 

30% 

20% 

70% 

2-0'6 

, 5 %  

<10% 

00% 

95% 

50% 

(:l.5) 33 25% 

- 27 

- 23 

- 20 

2.1 50 

:JO% 

15% 

20% 

40% 

3 < 5 %  

ー 18

- 32 

5 %  

20% 

6 < 5 %  

6 .:: 5 %  

- 97 

:u 152 

ー 173

ー 123
- 69 

<10% 

05% 

< 5 %  

<10% 

< 5 %  

12.4-
13.7 

,.1-4.8 
4.2 100 95% 

(13.3) 4.6 

(14.0) 5.0 

(14.0) (41) 

14.8 6.2 

02.6) (3.2) 

(151) 

(10.5) 

(15.8) 

（岱.6)

(27.0) 

(36.0) 

- (8.6) 

- (8.4) 

10.0 M 

10.4 5.8 

1 1.4 6.7 

( 11.0) (U) 

( 12、2)

12.0 

4.2 71 

』.. 50 

41 33 

4.5 N9 

2.5 19 

65% 

40% 

25% 

95% 

25% 

5 < 5 %  

- 39 

- 21 

- Joi 

- 95 

- 215 

- 82 

- 63 

3.9 99 

4.4 I叩

·� 133 

41 45 

- 21 

3.0 78 

<10% 

< 5 %  

<10% 

< 5 %  

<10% 

<10% 

<10% 

80% 

100% 

95% 

45% 

25% 

85% 

技法 形態の特徴

外） ナデ． 底） 糸UJ り

外） ナ デ． 底） 糸UJり

外） ナデ． 底） 糸OJIJ

外） ナデ、 底I 糸切り

外） ナ デ、 底I 糸V} IJ

外） ロ ク ロ ナデ. h\:) 糸切り

外） ロ ク ロ ナデ、 底） 糸切り

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

内） ハ ケ メ

外 • 内） ハ ケ メ

外 . I�) ハ ケ メ

外） ナデ. m 糸ijjり

外） ナデ、 底I 糸UJり

外） ナデ. m 糸UJ り

外） ナデ｀ 底） 糸UJ り

外） ナデ． 底I 糸切 り

外） ナデ、 b�) 糸切 り

内） ヘ ラ ナ デ

外 ， 内） ハ ケ メ

外 ） I ヽケ メ 、 内） ヘ ラ ナ デ

外 • 内） ハ ケ メ

外） ナデ、 條） 糸切り

外） ナデ． 底） 糸切り

外） ナデ. !�) 糸切I)

外） ナデ、 •�> 糸切 り

外） ナ デ、 底） 糸切り

底） 糸UJり

外） ナデ. �t) 糸OJIJ

外） ナデ. ff平欠）

託I 楳/j{

ク�) ) ヽ ケ メ ． 内） tデ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナデ、 しr> 糸切り

外） ナデ、 底I 糸切り

外） ナデ、 m 糸VJり

外） ナデ. m 糸切り

外） ナデ． 底） 糸UJIJ

外） ナ デ、 庇） 糸UJIJ

外） ナデ． 託） 糸ijJIJ

外） ナデ. (Iいト欠）

底） ヘ ラ ケ ズ リ

m 糸切 り 後 ナ デか

外 ・ 内） ロ ク ロ ミ ズピキ

釉ツ ケ ガ ケ

付け絲台

甜台I勺にこ·叉 l・ チ ン ，Ji

外） 9 ヽ ケ メ 、 内） ・)· デ、
底） ＊艇収

タト ・ 内） 9 ヽ ケ メ

外） ナ デ亀 内） ハ ケ メ

外一庇） ヘ ラ ケ ズ リ

外一底） ヘ ラ ケ ズ リ

外一底） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ ズ 1J

外） ナデ、 ·�) 糸VJり

外一庇） ヘ ラ ケ ズ リ

外 • 内） ロ ク ロ ミ ズ ピキ

タト ・ 1AJ) ' ' ケ メ

外 • 内） ハ ケ メ

外 • 内） ハ ケ メ

タ� 1"1) J ヽ ケ メ

外） ナデ. l'i) ハ ケ メ ．
m *岱収

外 • 内） 9 ヽケ メ . m 木紺II!

底） ヘ ラ ケ ズ リ . 11込） 哨文

底） へ 9 ケ ズ リ . ll込） 暗文

底） ヘ ラ ケ ズ リ . l↓込） 暗文

底） へ う ケ ズ リ ， ll込） 哨文

内） 110文

外 ・ 内） ロ ク r.l ミ ズ ピ キ

- 112 -

色 潤 胎 J: 備 号

19)赤1U色 , 5 Y R 5 / G 灯明Dll (litかにぶ糾煤l•I行）

にぷい川色 ： 7.5 \' H 5 / 3  ·�· 面に板H腹

杞色 ； 5 YR 6 / 6  底面にg;a狽

にぷい赤褐色 , 5 Y H 4 / ,\

相色 . 5 Y R 6 / 6  見込みに 2 つの小.fl

にぶ\ I柑色 ， 7.5Y H 5 /  4 at-I� 部に二次被熱

ljJ,j",11)色 ： 5 Y R 5 / 0  底iliiに板ll lii

赤褐色 ： 5 Y ll 4 / r,  

位色 , 5 Y lt 6 / 8  

IQJ;h\褐色 , 5 Y H 5 / 6

•VJ赤N色 , 5 Y H 5 / 6

!!IIU色 ： 5 Y ll 2 / 2  

褐色 ； 7.SY H < / 6  

明赤1U色 ： 5 Y H  5 / 6  底j面に板Udl

にぷい褐色 ： 7.5\' lt 5 / 4  

111;A>褐色 ： 5 Y I< 5 / 6  

Ill/赤褐色 ： 5 Y I !  5 / 6  

赤褐色 ： 2.5 Y R 4 / 6  

氾色 ， 7.5Y R 4 / 3

" �  赤褐色 ： 5 Y H 3 / 4  

lり1赤褐色 ： 5 Y H 5 / 6  

11,1赤褐色 , 7.5 Y R :l / 2  

叫褐色 ： 7.5Y  H 5 / 6  灯lり11111 I芯腹に煤I寸m

にぷい黄褐色 , IOY H 5 / 4  

褐色 . 7.5Y H 4 / 6  

祖色 ： 7.5Y R 6 / 6  

位色 , 7.5Y R 6 / 6

褐色 , 7.5V ll 4 / 6  

にぶい阻色 , 7,5Y H 6 / 4

にぶい位色 ： 7.5Y H 6 /  4 

灰褐色 , 7.5 Y R 4 / 2

灰褐色 ： 7.5 Y R < / 2  

阻色 ， 5 Y ll 6 / 6

褐色 ： 7.5Y R 4 / 4  "'''''に板H痕、 二次被然

191,,, 褐色 ： 5 Y H 5 / 6  

にぶい赤旧色 , 5 Y Iし ,t / 4 麻川iに板日痕

褐色 . 7.5Y R 4 / II

赤褐色 ； 5 Y R 4 / 6  

明�\Ill色 ： S Y l! S / 6 

,,1�, 柑色 , S YH S / 6  hti面に板印K

赤褐色 ： S Y l! 4 / 6 !1111 「口 （／＼ 力 ） J (f� 部外面― ,E>

外） 出色 ： 7.5Y H 4 / 4  1\-IJ. 「！！！色土笛J内） !II色 ： 7.5Y Iし 1.7/ 1

灰色 ， 5 Y 5 / I ＊搾あ り

灰色 . 5 Y 4 / l  

灰黄色 ； 2.5Y 7 / 2  

灰色 ， 5 Y 5 / I

灰オ リ ー プ色 ： 7.5Y 5 / 3  口｝糾部の一部に ク ー ル1寸行

/II色 . 7.5Y R 2 / 1  

哨赤褐色 ： 7,5Y R  :J / 2  

暗ふ褐色 ： 7.51" I< 3 / 2  

IJIふ柑色 ： 5 Y H 5 / 6  ,m状に歪み を も つ . f村国内外,m
に ク ール付行

,,1赤褐色 ： 2:s\' H S / 6  

にぶいふ潤色 ： S Y H S / 4  

ふ,l>J色 ： 2.S Y R 4 / 6  

IYJ赤褐色 ： 5 Y ll 5 / 6 底部1'111づ く り ． 胎.1:1こVJ紺

にぶい,At褐色 ； 5 Y Iし 5 / 3

灰黄色 , 25Y 6 / 2 火禅あ り

,� オ リ ー プ色 , 5 Y (; / 2  

哨赤川色 , 5 Y R 3 / 3

／こぷい赤褐色 . 5 Y R 4 / 4  

にぶい赤褐色 , 5 Y H 4 / 4

Ill褐色 , 5 Y R 3 / I

灰IIJ色 . 5 Y R 4 / 2

ふ褐色 . 5 Y R 4 / 6

Iりl赤川色 , 5 Y R 5 / 6  渇iり 「もJ

IH;A>褐色 , 5 Y R 5 / 6 渇;11 「大」 （庇部外面）

叫赤褐色 , 5 Y H 5 / 6  忠lり 「ii」 （庇部外面） ． 漆 7 1-t行

191ふ旧色 ； 5 Y R 5 / 6  9ふ'I 「fr ( 力 ） 」 （体部外面一 正）

IIIJ赤旧色 , 5 Y ll 5 / 6  

灰色 ： 5 Y 4 / l  

[ii沿 · Mlfの （ ） 内数値は反転に よ るj(fi;�地、 残 II求の, 5 %は 5 %未；；；



Wt�I 遺惜名爵I/

第59t� 401/U 
” 

弟a潤 421/ft 

” 
’‘ 

” 

” 
” 

43>/lls 

” 

第6ltll 441)11, 

” 
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" 

” 

’’ 

箱62柑l
’’ 

’’ 

” 
” 

45'H1' 

" ’’ 

” 

No /1\l.l((Wt 

7 覆土 ( P -9211!1)

8 覆J: ( P -37他）

1 カ マ ド内 ( P - 2 ) 他

2 l�I: ( P -85) 

3 カ マ ド 内 < r - rnl 他

4 隕土 ( P - 75他）

5 カ マ ド 内 e r - G > 他

6 覆 Jc ( P -76) 

7 カ マ ド 内 ( P - I ) 他

8 柑；t I P - 1 )  

9 覆le I P -33他）

10 覆上 ( P -82他）

11 預土 ( P -9311!!)

12 団」： ( P -26他）

13 覆土 ( P -8ll

14 覆Jc ( P ー以他）

15 覆土 ( P - 7 )

1 6  カ マ ド Iり ( P -20)

17 カ マ ド JA/ ( P -22) 他

I 覆t ( P -33他）

2 覆1: ( P - 6 )  

3 買J: ( P -30) 

4 覆J: I P - I }  

l 援；I: I P -245) 

2 カ マ ド 内 ( P -30) 他

3 カ マ ド 内 C P -21) 他

4 覆J: ( P -307) 

5 覆t ( P -308) 

6 覆 I: ( P -241 1  

7 覆Jこ ( P - 147他）

8 カ マ ド 内 ( P - 1 )

9 覆J: ( P -28211!!) 

10 カ マ F l'i ( P - 3 )  

l l  カ マ F内 ( P - 2 )

12 覆土 ( P -328他）

13 覆 J: ( P -51他）

14 覆土 I P -223)

15 Ill上 { P -2141i!t)

16 覆t ( P -31011!1) 

17 隕J: ( P -1 10) 

18 カ マ ド 内 ( P - 8 他）

19 覆上 ( P -228他）

20 骰上 ( P -20011!!)

21 カ マ F 内 ( P -35)

22 覆 t ( P -301\!!) 

23 覆Jc ( P -47) 

24 覆：le ( P -80) 

25 覆.t ( P -270) 

26 覆、t

27 図」： I P - 158) 

28 覆 l: ( P -38) 

29 111 1: ( P -25) 

30 覆」: ( P -23) 

31 カ マ ド内 ( P -10他）

32 隕J. ( P -309) 

33 I�I: I P - 242) 

34 覆 I: I P -2951 

35 I閉I: ( P -234) 

36 れド Iり ( P -四） 他

37 覆 I: ( P -36) 

38 カ マ ド 内 ( P - 4 他）

I fQ I. ( P -415他）

2 l'(I :I: (P -419) 

3 閲I: I P -239他）

4 カ マ F l勺 ( P -1 1 )

5 闊I: ( P -423他）

6 覆I: ( P - 182他）

7 渭I: ( P -130他）

8 隕I. ( P -414他）

枡 �J 笞 jfi

叫9笞 H

須恵答 屯G

瑾芯 H 

I: 師；；； 杯

上師器 杯

I: 師器 H、

U面器 杯

I: 帥笞 牙

I: 師；；； 牙

I: 師苫 Hヽ

l帥沼 Jf 

I抽苫 肛I

J帥器 "" 

Jc師器 皿

le師苫 皿

Jji和召 ,Jヽ咽炎

Jc師；；； 小型甕

I: 師沼 梵

1:1坤器 翌

上器 杯

灰釉困器 椀

灰釉困器 瓶

I: 師器 甕

t師；；； 杯

上師苫 杯

t師苫 Jf 

t師器 り

t師笛 杯

_I: 師器 杯

t師苫 坪

I: 師器 H 

I: 幻器 年

I: 鱗器 M 

J: 師器 lf. 

I: 師器 Oil 

l蛉器 坪

I: 師器 杯

le帥澁 坪

L師器 牙

J: 師苫 杯

1.1>1器 M

I: 師器 1111 

l: 師器 Ill! 

U器 Dll

i: 師器 皿

.I: 師器 皿

.I: 師器 杯

I: 師器 �: 

I: 師器 杯

ナ師器 H、 ?

I: 師器 科足/."!tlf.f杯

Jc師苫 .uuinr・t•F

l:Jl頂器 必足ぶfll・tlf

K師器 麻足経f1f.ttf,

灰釉困器 椀

灰釉困困 llli 

灰釉困僻 11/i 

l雌沼 *I釜

1:/ll器 笈

I: 鯰器 烹！

.l:lll器 褒

L師符 杯

ぼ出召 杯

.I: 師器 H 

I: 師器 H 

I頷笛 M 

I: 師器 �; 

I師器 �; 

I: 師器 �' 

第 8 表 土器類観察表 ( 6 )
Ill怜 ,m 
1,�> c�i 

( 1�5) 

04JJ) 5.2 

04.1) 5.7 

12.9 6.0 

14.6 7.0 

16.9 7.1 

12.4 6.0 

122 5.0 

6.5 

5.7 

1 1.9 4.4 

(114) 4.9 

( 1 1.0) (5.3) 

5.0 

沿贔 if(さ
(a,) ( g )  

- .. 
- 1 18 

41 58 

4.1 100 

a., 87 

4.2 122 

5.8 280 

3.6 1 10 

4.0 109 

- 48 

ー 43

2.1 86 

2.6 73 

1.9 40 

- 54 

残(/'I'

30% 

40% 

35% 

印％

70% 

70% 

90% 

郎％

80% 

30% 

35% 

80% 

60% 

45% 

is% 

(U.S) 7.0 !3.l 428 邸％

(22.41 

8.1 

(28.8) 

- (5.6) 

6.2 

- (6.6) 

9.8 

114.5) 5.7 

12.4 5.0 

14.2 5.6 

(14.7) 5.7 

12.2 5.2 

15.4 6.6 

12.3 5.6 

13.7 6.3 

( 13.ll 4.9 

13.7 5.9 

12.0 4.7 

12.2 52 

(12.7) 6.2 

(12.21 4.3 

(14.7) 6.4 

52 

53 

6.3 

12.8 5.4 

13.4 5.9 

( 11.3) 15.8) 

12.0 5.0 

(12.0) (5.8) 

(14.6) 

5.2 

8.8 .. , 
8.6 

(2-1.8) 

四.0)

(32.1) 

(29.3) 

12.3 4.7 

( 12.4) 14.6) 

(13.6) (4.4) 

04.2) 

- (4.0) 

- (5.-1) 

40 

'-0 

- 78 

ー 120

- 368 
- 29 

- 38 

- 42 

- um 

5.0 83 

4.0 83 

4.5 70 

·1.5 103 

,1.5 135 

、1.4 I l l  

3.7 82 

4.0 145 

4.2 65 

,.2 162 

3.2 108 

3.9 60 

3,8 29 

3.2 68 

5.1 138 

- 73 

- 39 

- 87 

2.8 93 

2.5 70 

2.5 49 

2.7 75 

,.. 37 

20% 

20% 

15% 

25% 

20% 

<ID% 

<10% 

50% 

90% 

50% 

80% 

100% 

郎％

70% 

100% 

40% 

IOI)% 

100% 

55% 

30% 

35% 

60% 

60% 

30% 

40% 

75% 

90% 

40% 

80% 

30% 

7 < 5 %  

2 < 5 %  

2 < 8 %  

3 < 3 %  

- 32 

- 53 

- 40 

- 35 

- 158 

- 618 

- 102 

- 231 

- 188 

- 61 

- 360 

3.4 51 

3.7 25 

3.5 58 

- 30 
ー 幻

- 30 

- 50 

- 36 

30% 

20% 

20% 

20% 

25% 

30% 

15% 

<10% 

<10% 

< 5 %  

20% 

60% 

25% 

30'6 

25% 

30% 

20% 

35% 

30% 

技法 ・ 形態の柑徴

外 . l'i) ロ ク ロ ミ ズ ピ キ

外 ・ 内） ロ ク ロ ミ ズ ビキ

外 ・ 託） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナデ、 底） 糸り） IJ 

外） ナデ、 底I 糸りJ I)

外） ナ デ、 m 糸りJIJ

外） ナ デ ． 託） 糸UJI)

外） ナデ、 庇） 糸 UJ IJ

外） ナデ. m ,\W) IJ

外） ナ ア 、 底I 糸UJIJ

外） ナ デ、 -�) 糸 UJ IJ

外） ナデ、 底） 糸UJIJ

外） ナデ 、 豚） 糸切り

外） ナデ． 底） 糸UJ IJ

外） ナデ． 底） 糸ijJIJ

外 ・ 内） 9 ヽ ケ メ 、 託） ＊組,1,

外） ハ ケ メ ． 内） ナ デ

クト） ヘ ラ ？ 、 内） ハ ケ メ 、
條I 木艇が9

y� IA/) ; ヽ ケ メ

外） ヘ ラ ケ ズ リ . �l) 糸tJJ I} 

O!) 糸切 り 後、 f・trザ珀

I.fltぷ台 （剥落I

外 ・ 内） ナ デ

クトー/J.�) " ラ ケ ズ リ ｀
l! 込I 賠文

外一底） ヘ ラ ケ か｝

外一��) ヘ ラ ケ ズ リ

外一底） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外一m ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナデ． 條I 糸UJIJ

外） ナデ． 駁I 糸りJ I)

外） ナデ. m 糸UJ IJ

外） ナデ、 底） 糸VJ り

外） ナデ、 屁I 糸 UJ I)

外） ナデ、 し:11 糸UJI)

外） ナデ、 條I 糸 VJ IJ

外） ナデ、 底I 糸切り

外） ナ デ . ��) 糸UJIJ

外-ht) ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナデ、 底） 糸UJIJ

外） ナデ、 Ill:) 糸UJIJ

外） ナ デ、 邸I 糸切り

外） ナ デ、 底I 糸VJり

外） ナデ. h!) 糸UJIJ

外） ナデ、 底） 糸UJI)

外） ナデ｀ 託） 糸切り

外） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ

底） 糸 切 り 後 ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

脚接合部クHfliヘ ラ 、1,t1

付け甜内

外 Iヽ ．） ヘ ラ ケ ズ リ ， 付け絲台

外 l;I へ 9 ケ ズ リ 、 MIH!fl

外 • 内） ハ ケ メ

外 • 内） I ヽ ケ メ

外 ・ l'i) ' ヽ ケ メ

外 • 内） ハ ケ メ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

クト ・ が�) ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ

外 ・ b.l) ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ &'I;) ヘ ラ ケ ズ •J

外一底） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ b°f:) ヘ ラ ケ ズ リ

- 113 -

色 ,II 胎 !·. 紺i

灰オ リ ー プ色 ： 5 Y 5 / 2  

貨灰色 ： 2.5Y 5 /  I 

Iり1赤褐色 ， 2.5Y l< 5 / 6 µ込みに ク ー ルf.tli

明赤褐色 ， 2.5Y H 5 / 6  

にぶい赤褐色 ； 5 Y H 5 / 4  底,mに板Lilll

にぷい黄褐色 , IOY H S / 4 見込みに ク ー ル1寸汁

叫赤褐色 . 2.5Y l< 5 / 6 庇m;に 板 WU

褐色 ； 7.5Y H 4 / :-I 底面に板ll紺

にぶい赤褐色 ； 2.5 Y ll 4 / 4  l�1l1 iに板LIi/i

にぷt ヽ褐色 · 7.5 Y H 5 / 3 a�1lriに板IJ扱

ljJ,/i, 褐色 , 5 YH  5 / 6  底miに板II が9

,A<褐色 . 2.5Y R 4 / 6 豚il1iに板 IJff!

191赤褐色 , 5 Y l! 5 / 8  hぼ,r,;に 板 IJfl!

にぶい褐色 ： 7.5V H 5 / 4  

明赤褐色 ： 2.5 Y I< 5 / 6  託面に板 U 狽

賄褐色 ： 7.5'1" U :t / ,1 体部外面に伐IW顕 片

暗褐色 . 7.5\' H 3 / 3  

褐色 ， 7.5Y H 4 / 3

褐色 . 7.SY I< 4 / 3  

"I赤褐色 , 5 Y IJ 5 / 6  兄込みに刻，り （ ？ ）

汲黄色 ； 2.5\" 7 / 3  

駈色 ： 5 Y 6 / I  

暗褐色 , IOY l! :l / :,  

外） 赤褐色 ： 5 Y I! 4 / 6 
内） にぷい黄柑色 , lOY R 4 灯lり11111 I芯,uに煤JIil)
/ 3  

にぶい赤褐色 ； 5 Y H 4 / 4  託部l'lltづ く り

褐色 ： 7.5Y lt 4 / 6 

明赤褐色 ： 5 Y H 5 / 6  

柑色 ； 5 Y H 6 / 6  &� 部!'litづ く り

灰褐色 . 7.5Y R 4 / 2 �(部I'll!:づ く り

明赤褐色 . 2.5Y H 5 / 8 

i,l,n"; 褐色 ， 5 Y H 5 / 6 底部l'IHづ く り . ,郊i前に板 l'H/l

IV)赤褐色 5 Y 11 5 / 6 託1fiiに板 U 旗

阻色 ： 7.5Y H 6 / 6  屁部1'111'づ く り 、 底面にllilJ 旗

明褐色 . 7.5\' H S / 6

祐色 ； 7.5Y R 6 / 6  駁,r,;に板 U,/!

県褐色 ， 7.SY H 3 / I 

赤褐色 . 5 \'I< 4 / 6  

外 ） 19),h,Jll色 ： 5 Y ll 5 / 6  「黒色J:器J内） 阻色 ： 7.5Y H l.7/ I 

外） 柑色 ： 7.5\" lt 6 / 6  「m色J盗J内） 黒色 · 7.5Y l< l.7/ I 

赤褐色 . s Y H  4 / 6  

lり1赤褐色 5 Y I! f> / 6 

褐色 7.SY H '1  / :i  

赤褐色 ， S YH ,1 / 0

明赤褐色 ： 2.5\' H S / 8  

19)赤褐色 . 5 Y H 5 / 6  

!I\褐色 . 7.5Y H 3 / 1 屈面に板 I.I 飢

I'! 赤褐色 ： 5 Y H 5 / 6  堪;'I 「D I 禾 力 ） 」 I I�部外1mー逆）

赤褐色 . 5 Y Iし 4 / 6 渇iり 「□ （ 禾 力 ） 」 （（松部外f(oiー逆）

阻色 . S Y Iし 6 / 6 渇,'I 「口」 （体部外llii一倒I

にぶい赤褐色 ： 5 Y H 5 / 4  11\;!I 「D」 Ill部外iflj)

,,1ふ褐色 ； S Y H S / 6  

明赤褐色 ： 5 \' I< 5 / 6  

にぷい黄褐色 , IOY lt S / 4

柑色 , 7.5Y R 6 / ll 二次被熱

灰黄色 , 2.5\' 6 / 2 転Ill脱 1

黄}1i. 色 ： 2.5Y 6 / I 鍋に転Illか

黄灰色 ： 2.SY 6 / I  

にぶい褐色 . 7.5 Y  H 5 /  4 

哨赤褐色 ： 5 Y R 3 / 2  

暗褐色 ： 7.SY R 3 /  4 

暗赤褐色 ， 5 YH 3 / 2

位色 , 7.5 Y H 7 / 6  

Kt色 , 5 Y H 6 / 6

位色 ： 2.5Y R 6 / 8  

!Al褐色 , 5 Y H 3 / l

191赤褐色 ： 2.5Y R 5 / 6  

191赤褐色 ： 2.5\' I! 5 / 6  

叫，ht柑色 , 2.5Y H 5 / 6

,j\llJ色 ， 5 \' R 4 / 6

11/f. · fitlfの ( ) 内数I/iii反Iべに よ る 推定地． 残(/'i<の< 5 % は 5 %未満



t,f;t刈
迅構名番 り

第62図 45'/IE 

’’ 

第63図 46<HI: 

47l}ft 

48り11,

49りfl

'll64t<t 50 サn

‘’ 

s,,m 

52り I I

53 引 t

れ応図 54 サ f t

’’ 

5.5 引 IS

561/ft 

571Jft 

'l\661� 58りll'

No. Ill 1:1,,11 

9 Wl l·. I P -383他）

10 カ マ ド 内 { P - 15)

1 1  カ マ ド 内 ( p �422)

12 閃 I: I P - 139他）

13 囮 I. ( P -64) 

14  カ マ ド 内 ( P -69)

15 カ マ ド Iり ( p � 2 ) 他

16 悶 I: I P -408) 

17  Ill I·. I P -206) 

18 RI I: ( P  -431他）

1 カ マ ド 内 ( P - 4 ) 他

2 カ マ ド 1'-1 ( P - 1 l 他

l カ マ ド 内 ( P - 5 ) 他

2 カ マ ド 内 ( P �27)

3 111 1. I P -46他）

4 Rl I: I P -21 1  

5 淵 I I P -52) 

6 Fli t  ( P -66他）

7 111 1: ( P ―四他）

8 カ マ ド 内 ( P -23)

9 カ マ ド 内 ( P - 1 )

l B カ マ ド 内 ( P � 1 他 ）

2 B カ マ ド 内 ( P - 17他）

I 閃 I: I P - 161 )  

2 閏 I:

l カ マ ド 内 ( P - 3 )

2 図 !·.

3 11 1·. I P -24嘩）

4 覆 I: ( P -2301 

5 覆 I: ( P -2631 

6 覆 t ( P -239他）

7 カ マ ド 内 ( P - 1 ) 他

8 隕 I. ( P -254他）

9 カ マ ド 内 ( P - 4 ) 他

10 悶 I I P -278) 他

I 殴 L ( P -31他）

2 I'll I: ( P - 1 1  

3 悶 I: ( P - 8 1  

I 隕 I: I P - 4 1  

2 I� I I P - 9 1  

1 カ マ ド 内 ( P - 1 )

2 覆 I I P -57) 

3 覆 le

4 閃 !·. ( P -58) 

I 買 I: ( r � U6l 他

2 f(J I. ( P - 1 14 )  

: ,  \ij l. 

4 カ マ ド 11,i

5 カ マ ド 内

6 買 le ( P -97他）

7 カ マ ド I勺

I I� I. ( P -36) 

2 悶 I I P -44他）

3 隕 I: ( P -45) 

4 阻 I I P -461 

5 閃 I� ( P -33)

6 貰 I: I P -691 

7 lll l I P 一 49)

l W I  ( P ー 15)

2 i'Q I ( P -20) 

3 沼 I I I' 一37)

4 I'{{ l ( l' - 14他）

l 買 !·. ( P -8他）

1 閲 I I J> -51 

2 カ マ ド 1り ( l' - 1 14) 他

3 カ マ ド 内 ( P - 101他）

4 隕 L ( !' -33) 

5 潤 I ( P -35} 

6 rQ I I P - 1051 

7 買 I

8 カ マ FII-J ( I』 -23)

9 カ マ ド 11,i ( P - 1 171 

帷 >II

I帥閤 坪

l帥沼 an 

1�17.l an 

I. 師召 皿

L帥沿 M、

I: 帥岱 杯

I: 帥 器 杯

器 Hl

I·.�! 沿 小lll芝

I帥器 褒

le帥沼 棗

l師笞 H 

llll沼 illl

11,1沿 H

I: 師沼 lf 

I: 帥 沿 H 

I師沿 H 

t-.1帥沼 皿

L師沼 "" 

L帥沼 必足ぷ台f.lJ.f

I帥 沿 安

I: 帥 器 甕

I�II沿 �;

l帥沼 羽 釜

I·. 帥召 坪

t帥召 Uか

l帥沼 杯

I Mi召 �;

t·.Mi僻 �;

I: 帥 沼 杯

I: 帥 沼 坪

�I.'� 召 杯

iii恵沼 杯

イi息岱 坪

'11恵岱 杯

I�II沿 梵

I: 帥 沼 M 

I: 帥 店 lf、

I:  帥岱 皿

k帥沼 坪

I伯i悶； 杯

l糾i各; �; 

I師沿 M足f.6台付杯

灰釉肉硲 椀

仄釉囚沼 函

l帥 沼 杯

[; 帥 沿 �; 

l帥硲 �; 

1�i�; an 

I:  師店 杯

l·.lll召 必足,:,台f・14'

I·. 帥芯 梵

I: 帥沿 )f. 

I Mi岱; lili 

!Mi各; "" 

I; 師 沿 ,, 足必1'11、tlfヽ

灰釉囚沼 椀

I: 帥匹 哭

le帥沿 lll 

lc�o器 H

灰釉困器 段1111

I: 帥 岱 が か

I師芯 安

I·. 師器 視

l師沼 杯

,-. 帥器 �; 

1·.I昨沿 �; 

I: 帥沿 4: 

i師器 1111 

I: 師岱 /.°&足麻台,.,.�,

灰釉陶岱 椀

I: 帥 沼 材釜

I·. 帥笞 材 釜

第 9 表 土器類観察表 ( 7 )
I Ii f 託If
1,,,1 (c,) 

4.9 

12.6 45 

126 4.8 

( 13.4) 

1 1 2.7) 

( 1 2.2) 

1 1 5.71 

119.6) 

(27.0) 

B.4 

1 1 2.41 7.0 ... 4.4 

12.6 1;5 

1 1.6 1;2 

115.0) 6.4 

1 13.8) (5.6) 

12.0 6.0 

12.0 5.8 

12.6 7.2 

- (8.0) 

(:!5.4) 

19.4) 41 

(24.01 

U,,O) (6.8) 

5.6 

6.6 

6.2 

( 1 1.8) 

1 1 .6 6.5 

I0.9 5.8 

1 1.8 6.8 

1 1 .2 5.8 

(2:l.(;) 10.0 

1 13.4) 4.7 

1 1 .0 3.4 

10.0 4.1 

- (7.41 

- (5.2) 

10.7 4.9 

9.:J 

- (3.4) 

- ( 14.0) 

12.5 4.0 

1 1 .2 42 

- (5.2) 

( 1 2.6) 15.6) 

119.9) 

- 17.8) 

3.6 

( 10. 1 1  3.7 

10.!l 4.0 

(10.0) 

ー (6.9)

(29.0) 

(26.0) 

110.6) 

( 1 3.01 

(:l4.4) 

(32.41 

(13.6) 5.2 

{ 14.0) (6.4) 

{16,0) 

- (6.01 

( 1 1 .4) (5.6) 

- {9.7) 

0 1 .6) 

1 15.4) 

(25.2) 

器絲 t さ
(c,) ( g )  

- 31 

2.6 101 

2.1 56 

- 24 

- 24 

- 15 

代 11'1' 技法 ・ 形態の柑徴

40% 外. !J.'.t) ヘ ラ ケ ズ リ

!IB% 外 ・ II�) ヘ ラ ケ ズ リ

70% 外 . !J�) ヘ ラ ケ ズ リ

25% m ヘ ラ ケ ズ リ

10% 外） ヘ ラ ケ ズ IJ

<10% 外 ） ナ デ 、 I t平 欠 ）

- 10 5% 外） ナデ、 1
・

ト＼勺, 1

- 4 1  

- 71 

- 178 

3.8 133 

2.6 71 

3.4 108 

3.6 101 

4.0 1 1 1  

3.6 45 

2.8 1 12  

2 .6  124 

5.6 172 

- 88 

- 977 

2.9 55 

- 4印

<10% 

<5% 

IO% 

邸％

75% 

叩％

95% 

55% 

25% 

100% 

80% 

90% 

< 5 %  

35% 

65% 

15% 

5 < 5 %  

2 < 3 %  

3.8 32 

- 31 

- 30 

- 83 

- 18 

4.3 127 

3.8 88 

4.2 邸

4 2 109 

- 618 

3.4 69 

3.1 I沈

2.6 5.5 

30% 

20% 

,0% 

70% 

to% 

8.1% 

00% 

40% 

50% 

:J5% 

f,0% 

98% 

85% 

7 <10% 

- 12 

3.4 97 

- 152 

- 22 

� 238  

3.1 101 

3.4 50 

- 24 

2.3 45 

- 27 

- 51 

- 72 

- 18 

22 32 

2.5 63 

- 53 

- 21 

- 31 

- 33 

- 10 

- I I  

<:10% 

<,)% 

40% 

10% 

15% 

90% 

50% 

20% 

40% 

20% 

20% 

20% 

10% 

40% 

1\5% 

f,0% 

10% 

< 5 %  

< 5 %  

< 5 %  

<10% 

2 < 5 %  

ー 公l2

- 250 

4.2 IO 

10% 

10% 

20% 

(4.6) 70 40% 

- 48 

- :\9 

2.1 28 

- 38 

45% 

40% 

20% 

30% 

5 10% 

- I印

- 103 

IO% 

<10% 

外 ） ナ デ 、 内） ハ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ） ナ デ 1 . I勺） ハ ケ メ ．

m 木 策Ii{

外 ） ナ デ . arl 糸UJ IJ

外） ナ デ . m 糸 UJ り

外 ） ナ デ . m 糸UJ tJ

外） ナ デ 、 託I 糸UJ IJ

外） ナ デ 、 底I 糸VJ IJ

外） ナ デ． 底I 糸UJ IJ

外） ナ デ . k\) 糸 切 り

外） ナ デ 、 h\) 糸りJ IJ

外 ） ナ デ

外 ） ナ デ 、 内 ） ハ ケ メ ，
託） 木艇根

外 ） ナ デ ｀ 内 ） I ヽ ケ メ

外 ） ・J- デ、 底I 糸切り

外 ） ） ヽ ケ メ . Iり） ナ デ

底） ヘ ラ ケ ズ リ . �l込） 哨 文

外） ヘ ラ ケ ズ リ

m ヘ ラ ケ ズ リ ． 見込1 1111文

底） ヘ ラ ケ ズ リ ， 見込） Iり1文

豚） ヘ ラ ケ ズ リ 、 見込） 1111文

峠） ヘ ラ ケ ズ リ 見込） lり1文

見込I 暗 文

外 /�) ナ デ 、 託） 糸UJ り

外 • 内） ナ デ . m 糸UJ I)

外 Iり） ナ デ 、 m 糸UJ IJ

外 内） ナ デ. m 糸UJ り

外 • 内） ハ ケ メ ． 底I 木鮒Iii

外 ） ナ デ . ,�1 糸UJ IJ

外 ） ナ デ ． 底） 糸VJ IJ

外 ） ナ デ ｀ 底） 糸り� I)

外 ） ナ デ . m 糸U/IJ

外） ナ デ 、 底I 糸UJI?

外） ・1・ デ ． 底I 糸りj lJ

外） ナ デ

釉ハ ケ ガ ク 付け甜台

f.llW台

外 祁） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ IJ

外 ） ナ デ . m 糸UJ り

外 ） ナ デ 、 底I 糸りJ I)

外 ） ナ デ ． （ ド t 欠 ）

外 ） ナ デ

外 • 内） 9 ヽ ケ , . m '" 位'1/1

外 ） ナ デ ． 庇） 糸 切 り

外） ナ デ 、 m 糸UJ IJ

外 ） ナ デ m 糸りJ I)

外 ） ナ デ

f.tit必台

外 ・ l�l , ヽ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外） ナ デ ． （ 卜平 欠 ）

釉9 ヽ ケ ガ ク

外 ） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ ， 1り） ハ ケ メ

外） ナ デ l'i) , ヽ ケ メ

外 ・ 底） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナ デ . h�I 糸UJ IJ

外 ） ナ デ . I I 'ヽ 1' 欠 ）

外 ） ナ デ 、 m l(,UJIJ 

外） ナ テ' . !J\) 糸l;JJ !) 

外 ） ナ テ'

釉 ハ ケ ガ ク

外 ） ナ デ , Iり） 桁,111/1

クト ・ Jl,j) I \ ケ メ

- 114 -

色 •関 胎 le 紺 ,\' 

明赤褐色 . 5 Y R 5 / 6

にぶ\ 1, が褐色 . 5 \' H. 4 / 4  

Iりl ,A;褐色 . 2.5Y H 5 / 6

IVJふ褐色 . S Y R S / 6

ljJJ";IIJ色 . 2.5Y R 5 /  8 渇 .'I 「面」 ( (j.部外血一 倒）

Iり1赤川色 . 2.SY H S / 8 渇 h 「口J If本部外,,,; ―逆）

明,j\褐色 ， 2.5 Y R 5 / 8 IM,'f 「D I! 』’ 力 ） J I体部外,,; 一逆I

哨.�,褐色 , 5 Y R 3 / 4  

にぶt ヽ赤褐色 ， 5 Y H 4 / 4

!A\褐色 . 7.5 Y R 3 /  I 

H色 , 7.5 Y H 6 / 6 

m色 . 7.5 Y R 6 / 6 

明褐色 . 7.5 Y R 5 / 6 託部1'1 11,づ く り 、 託 面 に 板 1 」 腹

叫j".IIJ色 5 Y H  5 / ,;  firn1こけ,11 111

にぶI I黄褐色 . lO Y R 5 / 4 1i部Pillづ く り m,; , こ 板 l l li!

柑色 . 7 ..'iY H 6 /  8 

叫川色 ： 7.5 Y R 5 / 6  '� 部PIilづ く り

Iり1 債紺色 . JOY H 6 /  6 0{1fii 1:ffi l l l!! 

円色 ， 7.SY H 6 /  6 脚沿If欠 き

!!\Ill色 , 7.S Y H  3 / 2  9 と r,,r 闇f�か

哨褐色 ， 7.5Y H 3 / 4 

Iり1111色 ， 7.SY H S / 6 約I,り 「D I 女 力 ） 」 （ 見込み）

川色 ： 7.5Y R 4 / 4 

叫h潤色 ， 2.5Y H 5 / 1; 渇，., 「口」 ( Otl応外川i )

叫か褐色 , 5 Y R 5 / 6 'M,'I 「':JJ If>部外;;1

にぷい,,.\':褐色 ， 5 Y H 5 / 4 ,� . り 「D」 (o(部外爪i )

舟色 ， 2.5 Y Iし 6 / 6 '" ·  り 「 J:」 1,t部和Oil

明赤褐色 , 25 Y H 5 / 6

lり1赤出色 ： 2.5 Y Iし 5 / 6

柑色 , 5 Y H 6 / 6

汲黄色 . 2.5 Y 7 / 3

汲貨色 . 2.5Y 7 / 3 ,rnに 板 IJ!i!

灰 オ リ ー プ色 . 5 Y 5 / 2 ot,r,; rこ板 IJl!l

i� 黄色 , 2.5 Y 7 / 3  灯IJJnll (芯/Illこ煤1-tm

にぶい赤褐色 ， 5 Y Iし 4 / 4

円色 ； 7.5Y H 6 / 6  h�10ilこff;Hりi

にぷし l褐色 . 7.S Y R 5 / 4 lflOIDil.  h� 面 に 板 l llil

祖色 , 5 Y H 6 / 6

にぷp褐色 ， 7.5 Y H 5 / 4 

にぷい1"1色 ， 7.5 Y H 6 / 4 

にぶい赤褐色 ， 5 Y H 4 / 4

にぶ\ I褐色 ， 75 Y H 5 / 4

灰 ( I 色 2.5\' 7 / I 

灰貨色 . 2.5ヽ. 6 / 2  

,A._褐色 5 Y R 4 / 6  

灰褐色 、 5 YH 4 / 2

IIJI赤褐色 , 5 Y H 5 / ti  

ぷ褐色 . S Y H 4 / !i 底訊i に lli l l lJI

柑．色 ， 5 Y H 6 / 8

n色 . 5 Y R 6 / 8

灰黄褐色 . I0 Y H 4 / 2

19J ,!'; 褐色 . 5 YH 5 / 6  

明褐色 ， 7.SY H 5 /  6 

明褐色 ， 7.S Y R 5 / 6  

叫褐色 ， 7.SY H 5 / 6 

灰黄色 ， 2.S Y 6 / 2 

褐色 , 7.5Y R 4 / 4

にぷし 沫褐色 . 5 Y H 4 / 4

明赤褐色 , 5 Y Iし 5 / 6

灰黄色 . 2.5Y 7 / 2

にぶい褐色 . 75 Y H !'i / 4 渇，'I 「D」 （体部外1hi 一逆I

にぶt ヽ ,h潤色 , 5 Y H 4 / 4

にぶt ヽ,A":出色 ， 5 Y H 4 / 4

•JJI赤褐色 . 5 Y H 5 / 6

明ふ褐色 . 5 Y H 5 / 6 灯Iりl 皿、 底,,,;に 板 1 1 1/1

赤褐色 ， 5 Y H 4 / fi 兄込みに ク ー ル1,1 11

赤褐色 . 5 Y H 4 / 8

1り!Ji浪J色 ， 5 \' H 5 / 6

赤褐色 , 5 Y H 4 / !l 脚内 に ダ ー ）し 付行

灰黄色 . 2.5Y H / 2

褐色 , 7.5 \' ll 4 / Ii 

Pi)赤褐色 ， C, YH :J / 6

l l l f · btiiO> ( J iり数I/iii!<もに よ る 推’と地． 残//'i<OJ< 5 % 1よ 5 % 1泌



t,Pt刈 il'l構名番I}

lll66閃 58乃U

59号1t

60';{t 

‘’ 
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‘’ 

笥67f4
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’’ 

61 '}住

“ 
’’ 
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第681"1 62サIE
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’’ 

63>}1t 
．． 

“ 

” 

•ヽ
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No. mt1:,. 沢

10 カ マ F内 ( P ·ー 15) 他

1 1 覆 I: ( P -32) 

12 カ マ ド I勺 ( P - 7 )

13 I復J: I P - 8 11!!) 

14 カ マ ド 内 ( P - 5 他）

l 覆I: ( P -39) II!! 

2 カ マ ド Iり ( P - 1 ) 仙

3 覆 、L I P - S )  

4 覆le ( P -Slll!Jl 

I 覆 t. ( P -98) 

2 覆t ( P -91他）

3 隕 I: ( P -56他）

4 カ マ ドl"I ( P - 8 )  

5 カ マ ド内 ( P - 9 他）

6 図J: ( P -89) 

7 覆 le ( P ー邸）

8 覆 !: I P -59) 

9 買_f_ ( P -60) 

10 覆I: I P -521 

1 1 覆J: ( P -7) 

12 榎 I. ( P-34) 

13 覆I ( P - 1011\!I) 

14 カ マ ド 内 < P -25他）

I 覆I: ( P -9!1l!!) 

2 図le ( P- 1 1211!!1 

3 Ill .I: ( P -6811!!1 

4 覆 le ( P - 10711!1) 

5 図 le ( P -3711!!) 

6 IQ.t ( P ー 109)

7 \ij I I P - 1 12) 

8 覆J: I P -25) 

9 }ij I: I P - 1 10) 

10 1111: I P -7511!!) 

ll 111 1: ( P -83他）

12 fut: l P - 108) 

13 覆」, I P -82) 

14 覆上 ( P - 53111!)

15 カ マ F 内 ( P - 18他）

16 覆 I: ( P -88) 

17 覆 I: ( P ー !Sil!!)

18 カ マ F内 ( l' -27)

I 覆Jc ( p -17) 

2 fa I ( P -45) 

3 覆l: I P- 14) 

4 隕I—; ( P -69) 

5 l惧I ( P - 181 

6 覆 I: ( P - 10(1!!! 

7 預J: ( P -16) 

8 覆Jc ( P -4211!1) 

9 カ マ ド内 ( P - 5 ) 他

I IV le ( P ー 146)

2 覆J: ( P -82他）

3 Ill I: { P - 139) 

4 lll_l ( P - 155) 

5 買I: ( P - 1 10) 

6 覆I: ( P -68) 

7 覆 I I P - 119) 

8 覆 I: I P - 138) 

9 覆 I ( P -53) 

10 閲 I ( P - 119) 

1 1  1�1: I P - 159) 

12 隕 I. ( P - I7811!l) 

13 覆 I. ( P - ISCI!!) 

14 悶 I. ( P - 15-1) 

15 IU I. ( P -7嘩）

16 カ マ ド Iり ( P - 8 他）

1 カ マ ド I� ( P -36) 他

2 覆 I: ( P -IOII!!) 

3 lll l  I P -56他）

4 I� I ( P-48) 

fli 1)1 器 椛

I: 師苫 ,Jヽ，＂疫

I: 師否 ヽJヽ''安

I: 師答 災

:I. 師沼 梵！

I: 師器 烹！

t� 印料 "' 

:I: 師沿 M派鉢

I: 師沿 絲J山II台I、llf

須恵沼 面

I: 師笞 杯

I: 師笞 Ji' 

I: 師岱 杯

I: 師沼 tf 

I: 師ill ,r, 

I血器 杯

I: 師器 杯

I: 師 笛 1111 

t師笞 1111 

l:fり［化; !Ill 

灰釉剥岱 椀

灰釉陶岱 椀

l師沼 複

I: 師沼 曳

l孤器 �; 

I: 師器 杯

I: 師；；； �=

I: 師召 柘

t師器 杯

直苫 杯

k師器 杯

雌Ii沿 J.f,

I� 料i ).fヽ

I:  間沼 杯

I: 師器 1111 

1:n品器 1111 

I:llli器 OJI

灰釉閾苔 瓶

.I: 師器 喪

I: 師器 翌

I緯笛 笈

.I: 師国 安

J: 師沼 Oil 

.I: 師沿 1111 

I: 師器 1111 

:I. 師器 1111 

I: 師沼 1111 

I師名l 1111 

I: 師器 1111 

I: 姉器 杯糸針．

.I: 師笛 lll 

I: 師器 牙

l緯沼 り

l:llli器 �;

l師器 DH 

I: 師器 Oil 

I: 師器 1111 

上師；；； 1皿

Jc師器 皿

J: 師；；； ri油(I,令H妬

灰釉困笞 帖/Elli!

灰釉困器 椀

_J. 師笞 羽釜

.t師器 曳

上師器 安

虚岱 央糸井

上師器 翌系体

上師器 H 

t師沼 牙

le師芦 坪

.I: 師 器 �; 

第1 0表 土器類観察表 ( 8 )
I l jf_ mi 
<�> c�> 

(16.4) 

(15.0) 

- (6.6) 

(20.21 

(248) 

110.01 

(244) 

6.0 

17.5 7.0 

(17.7) (6.0) 

(18.4) 

52 

6.8 

4.0 

5.5 

10.7 3.8 

10.7 5.0 

10.3 4.0 

- (8. 1 )  

(20.6) 

- ( 1 1.0) 

14.4 5.2 

( 13_1) 4.2 

(14.3) �· 
13.l 5.0 

(13.0) 

113.2) (5.2) 

{16.51 (6.7) 

5.9 

5.4 

5.7 

12.8 5.9 

123 4.3 

12.6 5.8 

9.0 

(29.0) 

(31.0) 

CZlA) 

(32.4) 

123 5.6 

1 18 4.6 

1 1.0 5.0 

10.8 ,13 

12.1 47 

1 1.0 5.0 

1 1.3 4.6 

19.8 (10.4) 

(31.6) 

13.5 6.0 

14.3 5.4 

1 1 .3 4.1 

C l  1.0) 4.5 

1 1 .8 4.6 

03.0) 5.5 

( 11,1) 5.5 

1 1 .0 4.0 

9.5 5.8 

115.2) 6.6 

8.2 

128.0J 

('P.6) 

(29.4) 

("!7.8) 

- (9.5) 

( 13.4) 5.8 

13.1 5.4 

(13.01 

- (6.8) 

<it! ,n さ
(a,) ( g ) 

ー 170
- .. , 
ー 邸

- 56 
- 252 

- 24 

- 202 

- 52 
- :l6 

4.7 275 

•l.!I 43 

- 30 

- 53 

- 72 

- 22 

- 56 

2.7 68 

2.7 8:l 

2.2 57 

- I I  

- Ill 
- 48 

ー 122

4.0 131 

'·' fil 
3.8 92 

3.9 G2 
- 56 

2.9 31  

:i.s 46 

- 31 

- 31 

- 27 

2.0 78 

2.7 8(; 

2.9 115 
- 20'! 

- 297 

- 97 

- 832 

- 68 

2.1 96 

2.0 07 

2 6 68 

26 55 

,..i 94 

2.5 ,:, 

2.2 1:l 

7.1 473 

- 4糾

3.7 1 18 

4.1 13.S 

3.1 95 

2.6 62 

2.9 78 

,., 80 

2 2 77 

2.6 84 

rn 10s 

6.5 163 

- 101 

- 230 

- 280 

- 34゜
- 508 

- 224 

3.6 43 

U 130 

- 18 
- 18 

残11.Y.

10% 

10% 

,10% 

<IO% 

15% 

15% 

40% 

20% 

15% 

100% 

10% 

10% 

40% 

20% 

30% 

�S% 

100% 

印％

70% 

<10% 

5 %  

5 %  

<10% 

95% 

60% 

70% 

95% 

只5%

30% 

30% 

25% 

25% 

30% 

90% 

100% 

100% 

15% 

20% 

<5% 

40% 

5% 

100% 

100% 

60% 

55% 

100% 

55% 

60% 

00% 

25% 

80% 

80% 

100% 

55% 

80% 

50% 

60% 

100% 

95% 

50% 

30% 

10% 

10% 

10% 

25% 

10% 

30% 

80% 

15% 

10% 

技法 ・ 形態""徴

外 • 内） 9 ヽケ , . m "'徳狽

外 · l'-1) ヽ ヽ ケ メ

外） ナデ. l'i) J ヽ ケ メ ．

m 水紺根

クト ・ 1AJ) n ケ メ

外 · Iり） I ヽ ケ メ

外） ·/· デ、 (Ff欠I

外） ．） デ、 C i''t欠I

外） ナ デ

外） へ 9 ケ ズ リ

外） ナ デ． 底） 糸UJIJ

外） ナ デ． 冦） 糸UJIJ

外） ナデ、 1下,,欠）

外） ナ デ． 底） 糸UJI)

外） ナデ. m 糸UJIJ

外） ナデ、 託） 糸切,,

外） ナデ. m 糸UJIJ

外） ナ デ． 庇I 糸VJ IJ

外） ナ デ｀ 底I 糸切り

外） 1 デ． 條I 糸UJIJ

釉ツ ケ ii ケ 、 I・!'Im台

外 ・ 内） 1 ヽ ケ メ

外 . l'i) ' ヽ ケ メ か

外一底） ヘ ラ ケ ズ リ

外 ・ kl) ヘ ラ ケ ズ リ

外） ナデ｀ 底） 糸切り

外） ナデ． 底） 糸切り

外） ヘ ラ ケ ズ リ . I F -1'-欠）

外 ・ 託） ヘ ラ ケ ズ リ

外 條） ヘ ラ ケ ズ リ

外） ・｝●, 底） 糸UJIJ

外） ・1・ デ ． 託） 糸UJI)

外 ・ 峰） ヘ ラ ケ ズ リ ，
内 ） 11n文

外） ナデ、 m 糸切り

外） ·/· デ、 底I 糸V/IJ

外） ナ デ、 底） 糸切り

糸 さ IJ I&. f.tlti
・
紆台

外 ・ 1り） ハ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 · Iり） ハ ケ メ

外 ・ 内） ナ デ

外） ナ デ、 底） 糸UJIJ

外） ナ デ ． 駁） 糸UJIJ

外） ナデ． 底） 糸切り

外） ナデ、 胚I 糸 UJ IJ

外） ナデ、 託） 糸 VJ IJ

外） ·/· テ． 屈�) 糸切り

外） •I• デ . m 糸 UJ IJ

外 ） ナ デ 、 底） 糸UJ後1:,台

外 ・ I�) ナ デ

外） ナ デ ． 庭） 糸VJIJ

外） ナ デ 、 底） 糸UJり

外） ナデ ． 底） 糸W IJ

外） ナデ. or> 糸�} り

外） ナデ． 底） 糸切 IJ

外） ·)· デ． 底I 糸り） ,, 

外） ナデ． 峠） 糸 り M

外） ナデ｀ 底） 糸切り

外） ナ デ

付け秘台

釉 ツ ケ ガ ケ . HrWn

ク� r勺） Iヽ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ 1'-1) / ヽ ケ メ

外 - 1"1) ハ ケ メ

外 • jAj) I ヽ ケ メ . kl) 木艇旗

外一底） へ 9 ケ ズ リ

外） ナデ. m 糸U)IJ

外） ナデ、 I FT-欠I

外） ナデ． 祁） 糸 UJ IJ
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色 潤 胎 I. 細 与

にぶいふ潤色 , 5 Y U 4 / 4

賄赤褐色 ： 5 l' R 3 / 3  

暗褐色 , 7.5\' H 3 / 3

にぷ\ I赤褐色 ， 5 Y R 4 / ,t

にぶ＼ ヽiが褐色 ； S Y H 4 / 4  

にぶい赤褐色 ： 5 Y B 5 / 4  

明褐色 ， 7.SY H 5 / 6  n縁部内外 に煤f-t?l

にぷい円色 . 7.5Y Iし 6 / 4 脚端を部分的にjf欠 き

灰色 10\' 6 / l  

19M, 褐色 . 5 Y R 5 / 6 豚i面にりrn紺

にぷい貨褐色 ； IOY H 5 /  4 

叫赤褐色 ； S Y R S / 6  

明褐色 · 7.5 \" R S / 6 庭i面に板WU

阻色 . 5 Y lt 6 / 6  

明赤IU色 ： 5 Y R 5 / 6  底面に板[I紺

IV)赤褐色 ； 5 Y R 5 / 6  

1n..\',11J色 . 5 Y H 5 / 6 lil'. 面に板Wi!

褐色 , 7.5Y H 4 / 3 mr,, に 板 ll恨

にぶt ヽ褐色 ； 7.5Y R 5/ 4 ,,m, こ 板 Lil/l

灰(I色 , 2.5Y 7 / 1

灰白色 2.5Y 7 / l  

灰褐色 . 7.5Y H 4 / 2

哨赤褐色 ： S Y R 3 / 2  

にぶいふ褐色 ； 5 Y R 4 / 3  

哨赤褐色 . 5 Y R 3 / 3

ijJぷ褐色 . S Y R S / 6 託面に板LI腹

昭褐色 ： 7.5 Y I! 3 / 3  外面にクー●I寸行｀ 内而に付汁物

明；/ii褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

m褐色 ； 7.5Y R 3 / I  

柑色 . 5 \' 1 ! 6 / 6  掛 ，り 「口」 If本部外i葡ー ,El

,.-; 柑色 . 5 Y H 4 / 6  底miに板l'I 梃

ふ昨り色 . 5 Yl ! 4 / 6  

外 ) illふ褐色 ： 5 Y R 5 / 6  「黒色I:悩」内） )!\色 . 5 Y H !.7/ 1 

赤褐色 . 5 Y Iし 4 / 8 m面！こ札HIIH

赤褐色 . 5 Y H 4 / 8  at面に板I]収

明赤褐色 . 5 Y R 5 / 6

黄灰色 . 2.5Y 6 / 1

にぶいふIU色 ； 5 Y R 4 / 4  

•111U色 ； 7.5\' lt 3 /  4 

昭田色 ： 7.5'1" H 3 / 3  

褐色 ： 7.5Y II 4 / 4 

ijJ赤褐色 . 5 \' lt S / 6  底面に板IJ底

赤褐色 . 5 \' 1' 4 / 6  底部1'111:づ く り

赤出色 ， 5 \' R 4 / 6 胚而に板u扱

褐色 . 7.5\' H 4 / 6 

赤褐色 . 5 Y R 4 / 6 底部l'l!I:づ く り

,A, 褐色 ， 5 V R 4 / 6

明赤田色 . 5 Y H 5 / 6 底miに板 IH/1

にぶい褐色 ： 7.5Y R 5 /  4 

赤褐色 ： 5 Y I< 4 / 6  

にぷい褐色 ： 7.SY H 5 /  4 

阻色 ： 7.5 Y R 6 / 6  底面に板U飢

橙色 ： 7.5Y H 6 / 6  灯用IOU (芯棋に煤I寸Ill

にぶい褐色 ； 7.SY R 5 /  4 底面に板 U 飢

にぶい褐色 ： 7.SY H S / 4  底面に板 UIJI

明褐色 . 7.5Y R 5 / 6 r� 面 に 板 !J Iil

191,h\褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

阻色 ： 5 \'1< 6 / 6  

lり1赤褐色 ； S Y R S / 6 

灰t'llll , 2.5\' 7 / 1

灰t' I色 , 2,5Y 7 / l

赤褐色 ： S YH 4 / 6  

褐色 ： 7.5Y R 4 / 6  

赤褐色 ， 5 Y R 4 / 6

IM,Jtl色 ： 5 Y R 5 / 6  

柑色 ： 7.5Y R 6 / 6  底m;に 板 Il l/(

にぶいR色 ： 7.5Y R 6 /  4 

H色 ： 7.5Y H 6 / 6  

IごliI · amの I l r� 数値は1;,1,,に よ る推定地. IW'f<の, 5 % は 5 %未満
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筍nt,1 70'/fl' 

No 111 11/バ'1

5 覆 !·. ( P -75) 

6 買 I. ( P 一切他）

7 隕 I. ( P -NO無）

8 覆J: I P - NO無I

9 覆 t I P -NO無）

10 図 I—, I P - NO熙I

1 1  開 L ( P -NO無）

12 覆I: ( P -61)  

13 カ マ ド 内 ( P -23) 他

14 カ マ ド 内 ( P - 1 ) 他

15 カ マ ド 内 ( P - 3 他）

16 カ マ ド 内 ( P ー 10) 他

I 覆 L

2 覆 I. ( P -94) 

3 隕 t I P - 13他）

4 覆 I: ( P - 177) 

5 覆I: ( P - 144) 

6 買 I: ( P -5111!!1 

7 買t

8 覆 t ( P -25) 

9 図 le ( P -50) 

10 国 le

1 1 覆 t ( P - 15) 

12 隕 I. ( P - 18他）

l:l 隕 I. ( P - 4 他）

14 隕 I: ( P -57他）

15 阻 I: I P -461 

16 阻 l: ( l' - 129) 

I 覆 lo ( P ―認他）

2 買 I: I I' -出他）

3 覆 t ( P -83) 

4 カ マ ド Iり ( P -37他）

5 悶 I: ( P -53) . 床れ

6 覆 I—: ( P - IOII!!) 

7 lll t  ( P -23) 

8 図 le ( P -651 

9 隕 I. ( P - 3 他）

10 覆 lこ ( P -99他）

11 ill l. ( I' 一郎）

12 覆 t ( P -&S) 

13 図 le I P -40他）

14 カ マ ド I勺 ( P - 17他）

15 覆 I·. ( P - 6 他）

16 カ マ ド 内 ( P -38)

17 カ マ ド I� ( 1' -20) 他

18 カ マ ド 内 ( l' -28)

19 カ マ F lり ( l' - 1 1他）

20 買 I: I P -25他）

I Ri le ( P - 15他）

2 Ill le I P - 2 他）

3 カ マ ド 1"1 ( P - l )  

4 覆 I. I P - I )  

5 カ マ ド 内 ( P - 10) 他

6 覆I—
c ( P - 5 1  

, r«1: I P - 141 

8 閲 I: ( P - JB) 

9 111 lc I P - 181 

I 111 1: ( P - 16911!1) 

2 図1: ( P -21伯）

3 覆 I I I' - I I  

4 lllJ I P -210他）

5 f<I I: ( l' - 19511!!) 

I 悶J. ( I' -:Bl 

2 沼：l: ( l' -32) 

3 覆 1. ( 1' ―:l<>Ji 

4 頂：L I i' - I I  

l 覆I l l' - 7 1\!JI 

2 カ マ ド Iり ( I' - 1 )  

3 WJ: ( J> -43) 

4 覆 -t·. { P -55) 

5 罠 ic ( l' -40) 

粁l 別

Jc師岱 問I

J:/ll笞 au

I: 帥 笞 �' 

沿 ,n

J: 師器 杯か

I: 帥笞 杯か

H両召 杯か

le師匹 杯

灰釉困沼 故

Jjlj沿 材 釜

I: 師 沼 小咽甕

J: 帥 路 小�·,視

上師岱 褒

_J_師笞 �; 

J, 師召 �' 

le師 浴 外

J r,p沿' [II[

_I孤;!; Oil 

l:Jll:li 皿

L師溢 Hか

I: 師岱 “足,lflf.tlf

叫湛｝ 笈

�, 恵召 哭

Hりゆ岱 羽釜

le帥沿 羽 釜

le帥器 小1'!lil

U庫沿 央

i: 師沿 小�!褒

le帥沼 甕

II昨笞 tj' 

"師器 n 

I: 帥 硲 杯

Uゆ笞 �; 

U泊召 M、

le師笞 H、

l:lll沼 �:

I: 師四 ,i足i6flf.t1f

I: 師芯 a'! 足.. , 台f.t�'

I師沼 f! 足.-i台1-l'f.

l師沼 麻足絲台 1,,�;

I: 師召 滋

灰釉陶笞 椀

I: 師器 *I釜

I: 削i 器 虔糸II

t師器 甕

t:!ll: 召 烹

1:/lli召 虔

le師?.l 甕

l帥岱 央

Ull沼 H

I: 師沼 Jf 

I師路 �; 

l師笞 UII 

l帥笞 '"足9
・
打台1·1�;

i師岱 .. , 足科台I・ttj;

！：削i器 ,-i足<>"6台I寸J小

，；師笞 .. , 足絲flt・f�:

le師否 笈

I: 師器 H 

灰釉困店 椀

I: 師沼 材釜

"帥沼 小型翌

!·. 帥召 甕

L帥沼 nn 

I, 師 沿 牙

L帥沿 羽 釜

t 帥 沿 喪

雌肌岱 材

IIゆ沼 必足I,);台M杯

llll召 甜足贔台f.lif

灰釉困料 段暉

I'. 帥 沼 翌

第1 1 表 土器類観察表 ( 9 )
[ I f'f. hm 
(c,) (c,) 

128 5.4 

( 12.3) 4.8 

- 14.0) 

- (4.0) 

( 18.1) 

(22.0) 

1 17.5) 

8.8 

(:l0.31 

4.4 

- (6.6) 

6.0 

9.2 44 

(10.0) 15.0) 

5.6 

- ( 14.0) 

(20.0) 

(21.6) 

6.:1 

(22.0) 

l!Cl.71 

(26.0) 

(13.0) 6.0 

10.8 4.5 

10.8 4.6 

(16.6) 

( l l2) 

5.4 

,u 
5.7 

6.2 

8,4 

115.51 

(41 .8) 

9.0 

- 12.0 

(33.2) 

(30.0) 

(29.0) 

(13.51 (5.6) 

( 14 8) 

5.8 

1 12 5,7 

( 15.7) 

- (7.8) 

1 1 .9 5.8 

16.2 8.0 

(23.6) 

( 14.8) 

(35.2) 

1 1 .7 5.2 

- (5.0) 

(23.0) 

(31.4) 

1 1.0 5.4 

- 18.8) 

( 126) (7.21 

31.2 

沼06 項 さ
(") ( g )  

3.3 IOI 

2.4 31 

- ll 

残 111'

100% 

40% 

, 5 %  

3 < 3 %  

6 < 3 %  

I < 3 %  

7 < 5 %  

- 13 

- 83 

- 96 

- 28.1 

- 507 

- 20 

� 20 

- 35 

2.3 67 

2.5 1 l  

- 40 

<10% 

<10% 

15% 

35% 

30% 

30% 

15% 

30% 

95% 

15% 

40% 

l < 3 %  

- 60 

- 90 

- 163 

- 87 

- 120 

- 142 

- 102 

- 30 

- 121 

3.9 100 

3.1 73 

2.9 70 

- 141 

- 29 

- 35 

- 65 

- 88 

- 52 

- 130 

- 109 

⑳% 

< 5 %  

< 5 %  

<10% 

10% 

10% 

5 %  

<10% 

<10% 

70% 

60% 

60% 

50% 

20% 

15% 

20% 

70% 

30% 

30% 

40% 

4 < 5 %  

- 20 

- 51 

- 1760 

- 255 

- 414 

- 70 

- 462 

- 420 

3.2 43 

- 45 

- 60 

2.2 77 

- 54 

一 災

- 19 

一 胡

- 50 

3.5 140 

5.5 公9

- 153 

- 53 

― 四5

2.1 78 

- 12 

- 192 

- "" 
:1.0 12:l 

- 40 

- 70 

2.2 34 

- 51 

15% 

10% 

25% 

<10% 

20% 

<10% 

30% 

20% 

30% 

25% 

30% 

100% 

30% 

40% 

<l0% 

10% 

5 %  

加％

65% 

10% 

10% 

15% 

70% 

5 %  

15% 

,0% 

1沿％

15% 

25% 

2',% 

5 %  

技法 形阻り）I� 徴

外） ナ デ 、 m 糸 U) i)

外-�) ヘ ラ ケ ズ リ

底） ヘ ラ ケ ス
＇
リ ． 見込） lli't文

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ テ
・

外） ナ デ

外 ・ 内） ロ ク ロ ナ デ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ J

外 内） I \ ケ メ ， ht) ,.f.; 船lit

外 内） ハ ケ メ

外 庇） へ う ケ ズ リ

外） ナ デ、 託） 糸 VJ IJ

外） ナ デ 、 Ii() 糸 切 IJ

外 ） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナ デ . m 糸 切 り

外） ナ デ. m 糸 UJ り

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ダ ク キ メ

外） ク ク キ メ

外 内） J \ ケ メ

外 内） ハ ケ メ

外 Iり） ナ デ 、 m 糸 りJ り

外 内） ハ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 • 内） ハ ケ メ

外） ナ デ ， m 糸 VJ り

外） ナ デ. m 糸 切 り

外） ナ デ 、 m 糸 VJ り

外） ナ デ 、 （ 卜' f.欠 ）

外） ナ デ 、 （ 卜 1巧<)

m 糸UJI)

外） ナ デ 、 m 糸UJ IJ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ テ
’

外 内） ナ デ

釉ハ ケ 1/ ケ

外） ヘ ラ ， 1り） ナ デ

クf I勺） ナ •'

外 内） ナ デ、 m ,1-鯰Ji!

外 ・ 内） ナ デ . m -t-然収

外 内） ナ デ

外） ヘ ラ . l'i) ハ ケ メ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外） ナ デ . m 糸 UJ り

外） ナ デ

外） ナ 免 底I 糸UJ IJ

外） ナ デ ． 底I 糸UJ IJ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外） ナ デ

外 ・ 内） 9 ヽ ケ メ . fl U  ,t.; 鯰“

外） ナ デ. m 糸 切 り

付 け !'&台

外 ・ 内） ,, ケ メ

外） ハ ケ メ ． 内） ナ デ

外 . l'-1) ハ ケ メ

外） ナ デ . m 糸 切 り

クfl ナ テ

外 ・ 内） ハ ケ メ

外） ハ ケ メ 、 内） ナ デ

外） ナ デ ． 底） 糸 切 り

外） ナ デ

外） ナ デ

釉 ハ ケ ガ ケ 、 付け翡台

外 ・ 内） ハ ケ メ
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色 ぷ＼

191赤褐色 ， 5 Y R 5 / 6

"l,h<褐色 , 5 Y R 5 / 6

IQ色 ： 5 YH 6 / 6  

,Ai. 褐色 . 5 Y R 4 / 6

にぶt .赤褐色 . S Y H 4 / 3

叫J\IIJ色 , 5 Y R 5 / 6

Iii, か褐色 . 2.5 Y R 5 / 6

灰1· 1 色 ； 5 Y 7 / I 

にぶい赤褐色 ； 5 Y R 4 / 4  

出色 ， 7.S Y R 4 / 6 

褐色 ， 7.5Y R 4 / 6

にぶい，A'-褐色 . 5 Y R 5 / 4  

IQJ,A\褐色 ， 5 Y R 5 / 6

叫Ai褐色 ， 5 Y R 5 / 6

KJ.色 , 75 Y R 7 / 6

にぷt ヽ褐色 . 7.SY H 5 /  4 

にぶい黄褐色 ； IOY H S / 4  

19J ,I; 柑色 ， S Y R S / 6

叫h池色 ， 5 Y H 5 / 6

IりJJ";JIJ色 . 5 Y R 5 / 6

灰色 , IOY 5 /  I 

灰色 , 5 Y 6 / l  

,A'-褐色 . 5 Y R 4 / 6

にぶい赤褐色 . 5 Y H 4 / 4

Iり1褐色 . 7.5Y H 5 / 6 

にぷ\ 1, が褐色 . 5 Y R 4 / 3

にぶい赤褐色 . 5 Y R 4 / 4

紺色 , 7.5Y R 4 / 6

にぶt ヽ貨褐色 ， 10 \' H S / 4

叫川色 , 7.SY I< 5 / 6  

柑色 ： 7.5 Y R 6 / 6 

にぶい黄褐色 . IO Y R S / 3

に ぶ t ヽ柑色 . 7.5\" R 6 /  4 

にぶし ヽ 貨褐色 . lOY R 5 / 3  

にぶt ヽ褐色 ： 7.5Y R 5 / 3  

杞色 . 7.5Y R 6 / 6

191柑色 , 7.5Y R 5 / 6  

桁色 ， 7.S Y R 6 / 6 

にぶい褐色 , 7.5 Y H 5 / 4 

叫柑色 . 7.S Y R 5 / 6  

灰 ( / 色 ： 2.5 Y 7 / I  

!.\\褐色 , 5 Y H 3 / l

褐色 ； 7.5 Y R 4 / 3  

褐色 , 7.5Y R 4 / 3 

叩,A·:褐色 . 5 Y R 3 / 4

にぶい赤褐色 ； 5 Y lt 4 / 3  

,Ji� 褐色 ； 5 Y R 4 / 6  

褐色 , 7.5 Y R 4 / 3

にぶい赤褐 色 ； 5 Y H 4 / 4  

叫田色 , 7.5Y R 5 / 6

R色 ， 7.5 Y R 6 / 6  

lり1赤褐色 ， 5 Y H 5 / 6

にぶい赤褐色 ， 5 Y H 4 / 4

川色 ， lOY R 4 / 6

IりJ,A濁色 , 5 Y H 5 / 6

川色 . 7.SY R 4 / 4 

!A\褐色 ； 5 Y R 2 / 2  

に ぶし 、赤褐色 ； 5 Y U 4 / 4  

灰( I 色 ， 7.5\' 7 / I

灰褐色 . s r n  4 / 2  

赤褐色 . 5 \' R 4 / 6  

IりJ,k;PJ色 . 5 Y H 5 / 6

IOI赤褐色 . 5 Y ll 5 / 6  

にぷい祖色 , 7.5\' H 6 /  4 

叫赤紺色 ， 5 Y It 5 / 6  

オ リ ー プ柑色 ， 2.5 Y 4 / 4 

叫 旧 色 ， 7.5Y I! 5 / 11 

9りlふ·:褐色 ， 5 Y H 5 / 7

町褐色 ， 7.SY H 5 / Ii 

灰 黄 色 ， 2.5 Y 6 / 2 

ふ褐色 , 5 Y H 4 / li

胎 I 備 与

<flHIIII 、 底 ,r,;に 板LIIU

!�,'I 「口」 （駁祁外面）

渇.,, 「DJ II本部外面）

堪 .. , 「口J I体部外面）

渇 ，り 「DJ If� 部外面）

,�.·1 「OJ (f� 部外頂j)

15と 1,,1 閥i.か

兄込みに線刻pij

屁,1,;に 板 I I 痕

,M,'l 「口」 If本部外頂j)

転Ill硯 ？

底/,Illり!Iづ く り

mr,; に板 1111,

脚沿If 欠 き

I+部内外,Iiiに タ ー ル1寸fi

"郡内外1/dに ク ー ル1寸行

灯IQJIIT! I芯艇に煤r-rm

兄込みに稼刻 I椛鉢か）

ht面に 板 H 旗

脚溢jf欠 き

1 H f · arnの C I 1�1社hは反転1こ よ る 推定地 ． 残Iや名(!J< 5 % 1よ 5 %未涵
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第7額 1 16け
土坑

“ ” 

” 1 月
柑蛛，J峨

“ 2 1}ビ ， • n

“ ＂惰財遺
． 6 ,t上坑

” 1 '}辺路
状綱

． SO'H: 坑

“ 151/j: 坑

． ． 

息 釦

“ 
． 遺Ill外
“ llllll外
釦 遣構外
” 遺構外
“ 追Ill外
． 遺構外
． JIIIII外
ゎ 遺構外

No. '"上位沢

6 覆t { P ー 16他）

7 111J: ( P -56) 

1 カ マ ド 内 ( P - 1 )

1 カ マ ド 1勺 ( P - 1 )

I l!IJ: ( P - 2  b )  

2 111:1: ( P - 2  , J  

3 覆：t ( r - 7 飽I

4 カ マ ド I� ( P - 4 )

5 l!IJ: ( P -91) 

6 覆I: ( P - 9 )  

7 Ill.I: ( P ー 14)

8 覆.I: ( P - l l  

9 lllt ( P ー印他）

10 lllJ: 

11 カ マ ド 内 ( P - 3 )

1 2  カ マ l' Iり ( P - 1 )

1 BIJ: ( P - 2 )  

2 lllt 

3 111:t ( P ー18)

4 カ マ f l� ( P ー 18)

5 覆上 ( P —園他）

6 覆I: ( P -65) 

7 覆 I: ( P -45他）

8 カ マ "り < r ー 13) 他

9 Ill t. ( P -68他）

10 覆J: ( P -52他）

11 fll·I: ( P -7111!1) 

I 1'111: ( P-38館）

2 覆I: ( P -48) 

3 隕J: ( P - 4 )  

4 覆t ( P -47) 

5 覆 I: ( P -24) 

6 闊.l: ( P -53) 

7 カ マ ド I� ( P - 10低）

8 l!IJ: ( P -23紺）

9 霞 � ( P - 3 )

10 覆� ( P -40)

1 1 覆 . I: ( P - 2 )  

1 2  Ill.I: ( P - 6 )  

13 カ マ � .り ( P - 9 他）

14 薗 ：I: I P - I )  

15 覆t ( P -39) 

16 隕J: ( P ー 14)

I 霞I: ( P- 15) 

2 カ マ ド I� ( P - 13) 1111 

3 カ マ ド 内 ( P - 9 他）

4 カ マ ド 内 ( P - 12)

5 覆 I: ( P - 5 ) 鉗

6 カ マ ド内 ( P ー 1 1他）

7 lltJ: ( P -21) 

I 覆I: ( P -83/88) 

2 I'll」: ( P -71) 

3 闊J:

4 Ill t 

5 覆 I:

6 覆.I: ( P - 3 )  

7 覆t { P -3ll  

8 覆 I:

9 IVl: ( P - 2 1  

1 0  111 1: ( P - 3 )  

1 1 覆J: ( P - 4 )  

12 覆：I: ( P - 1 )  

1 I ー 1 1 ダ リ ッ ド

2 H - 8 グ リ ッ ド

3 G - 8 グ リ ッ ド

4 J - 9 グ IJ •J F 

5 K -5グ IJ "'I ド

6 J ー 1 1 グ リ ッ ド

7 J ー 1 1 グ リ ッ ド

8 J - 6 グ リ ッ ド

穂 別

上帥因 聾

土師器 甕

笛 帷

緑細苫 1/DII 

上師器 喪

土鱗器 り

虚器 llll 

土師固 on 

道冨 Ull 

瑾器 It状‘‘台I・trm

灰釉陶苫 瓶

須息器 甕

須恵笛 髪

cl:I籍畜 材釜

:t. 鱗 器 羽釜

土綽苔 小咽喪

上師苫 費

土師苫 H 

:1:111苫 牙

這沿 “足ti台f寸H

上帥器 “足“力f寸H

虚星 牙

灰釉陶笛 llil 

上師苫 曳

上師匿 棗糸外

t師冨 喪糸鉗

這冨 虔

t鰤器 甕系鉢

瑾iii * 
上師器 杯

± 鱒畠 牙

上師器 杯

U酒器 杯

上師器 H 

U蓄 柘

:�J蒻笛 皿

土師唇 皿

:1:1海苫 皿

:1:111国 1l11

上師苫 皿

:I:師冨 111l 

瑾冨 絲足●
●
、台fヽtJf.

·I緬笛 贔足'、台f寸杯

灰釉限嘉 椀

上絨i温 牙

上師器 H 

土師器 坪

�.Ill器 牙

t師蓋 皿

上師器 甕

土綽器 喪

�.Miili on 

瑾昌 沐

上師器 H 

t師昌 杯

t師嘉 材釜

,, 磁 碗

存磁 碗

内耳 I:醤 灼烙

縄文上器 深外 請磯B
． 

鼻�

． ” 

H繭器 杯

.t鱗器 Dll 

須息冨 喪

k師涵 n1中甕か

J緯嘉 蟻

·I: 鱗冨 flf,J-llllヵ•

上師冨 trf.f甕か

t師器 f'lf.l甕か

第1 2表 土器類観察表 (1 0)
l l l f  屁If
(<m) (m) 

(28.0) 

(23.8) 

(28.0) �· 
(12.01 5.5 

(9.2) 4.6 

&6 5-6 

10.0 5.8 

- (7A) 

（直LO)

(24.0) 

(14.5) 

（匹）

4.B 

4.7 

- (4.6) 

14.3 8.0 

! 15.7) 

（磁61

笛‘‘ ＂（さ
c ... , ( g ) 

- 51 

- 55 

- 12 

- 393 

- 21 

1.5 38 

2.2 64 

2.4 98 

3� 146 

- 21 
ー 公沼

- 163 

- 270 

- 102 

- 12 

- 52 

- 50 
- 33 

- 39 

- 332 

6.1 82 

- 12 

- 130 

残11'1<

< 5 %  

d0% 

< 5 %  

25% 

25% 

35% 

ll0% 

00% 

90% 

< 5 %  

< S %  

< 5 %  

<10% 

15% 

< 5 %  

< 5 %  

血

血

10% 

30% 

55% 

<10% 

15% 

碑？ 9.0 22.0 血 85% 

(39.2) 

34.2 

- ( IO.O) 

13.7 4.8 

14.4 4.8 

10.1 4.1 

7.5 

8.0 

- (�O) 

4.7 

1 1 ., 4.6 

ID.B 5.9 

10.6 4.3 

10.4 4.5 

lD.6 4.6 

(!0.4) 4.S 

10.6 5.9 

5.9 

(15.2) 

5.6 

15.6 6.0 

1 1.8 6.1 

(13.9) (7.0) 

12.7 5.9 

(30.7) 

(ZI.O) 

13.1 ... 
(14.6) 

( 14.0 6.6 

(12.0) (4.6) 

(22.2) 

( IS.I)  

(26.0) (24.0) 

( 1 1.S) a2 

( 1 1.2) 4.9 

- '"' 
- 2020 

- 121 

,.o 127 

4.2 139 

12 72 

- 106 

- 173 

- 30 

- 72 

2.8 73 

2.5 72 

2.5 70 

2.5 65 

2.5 80 

2.5 50 

3.7 80 

- 49 
ー I I
- "' 

,.a 194 

3.5 102 

4.1 53 

2.1 76 

- 805 

- 50 

2.4 108 

- 28 

,.o 90 

3.5 Sll 

- 425 

- 10 

20% 

面

10% 

70% 

80% 

97% 

叩％

30% 

20% 

70% 

80% 

85% 

97% 

85% 

100% 

50% 

碑

45% 

<I邸

20% 

碑

75% 

45% 

80% 

30% 

<10% 

65% 

寧

碑

45% 

30% 

< 5 %  

8 < 5 %  

4.4 51 

- 53 

- 25 

ー 18

- 27 

4.8 140 

2.2 65 

ー 105

- 22 

<10% 

< 3 %  

< 3 %  

< 3 %  

< 3 %  

100% 

55% 

< 5 %  

<10% 

6 < 3 %  

9 < 3 %  

3 < 3 %  

2 < 3 %  

技法・形態のM徴

外） 9 ヽケ メ . l"I) ナ デ

外 . 1J.J) / ヽ ケ メ

外 . l"I) ' ヽ ケ メ

外） ナデ、 IU ,l',UJ り

外） ナデ. m 糸切り

外） ナデ， m 糸り1111:ナ デ

外） ナデ． 託） 糸切り

外） ナデ． 既） 糸UJIJ

1-tltt! 台

外） ク タ キ メ

外） ク ク キ メ

Iり） ハ ケ メ

外 ・ l"I) ; ヽ ケ メ

外 ・ Jl.f) J ヽ ケ メ

外 . 11.f) J ヽ ケ メ

外） ナ デ. l�) 糸りjlJ

外） ナデ、 Ila) 糸ijJIJ

外） ナ デ

��) 糸切り 後脚f・tit

外 • 内） ヘ ラ ミ ガキ . ,・t 1ti、
fi 

外 ド） へ 9 ケ ズ リ 、 （底欠）

外 ・ 内） ナデ

外 ・ 内） へ , . m ,t-億紺

外 ・ 内） ハ ケ メ

外 • 内） ハ ケ メ

外 ・ 内） 9 ヽ ケ , . m 木繋痕

外） ナ ヂ 底） 糸UJll

外） ナデ． 託） 糸VJI)

外） ナデ. kt) 糸UJ り

外） ナデ ． 底） 糸UJI)

外） ナ デ . ht) 糸UJ り

外） ナデ. kl) 糸1/JIJ

外） ナデ. m 糸切り

外） ナデ． 託） 糸切IJ

外） ナデ、 託） 糸切り

外） ナデ． 峠） 糸切り

外） ナデ． 庇） 糸切り

外） ナデ． 託） 糸切り

外） ナデ． 託） 糸�)IJ

外） ナ デ

外） ナ デ

託） ヘ ラ ケ ズ リ . J i!.  込） 昭文

外） ナ デ． 麻） 糸ijJIJ

外） ナ デ. m 糸りjl)

外） ナデ. m 糸UJIJ

外） ナ デ、 庇） 糸�JI)

外 ・ 11.J) ハ ケ メ

外） ヘ ラ . 11.t) " ケ メ

外 I•) ヘ ラ ケ ズ ., . 
託） 糸 り り

外） ナデ. ( fl'欠）

外） ナデ． 峠） 糸ijJIJ

外） ナデ． 庇） 糸UJIJ

外 ・ 11.f) ハ ケ メ

Ill述弁文

絹述弁文

底） ヘ ラ ケ ズ リ - �込） 昭文

外） ナデ． 既） 糸ijJIJ

外） ハ ケ メ

外） ヘ ラ ミ ガキ

外） ヽ ヽ ケ メ

外 ） 9 ヽ ケ メ

外 ） 9 ヽ ケ メ
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色 閲 胎 :I: 罷l 与

褐色 ： 7.SY R 4 / 3  

にぷい褐色 ： 7.5Y ll 5 / 4  

灰オ リ ー プ色 ： IOV 6 / 2  

19JJf. 褐 色 ： S Y R S / 6  

Iii;\>褐色 ； S Y H S / 6  

,,1赤褐色 ： S Y R S / 6  

191褐色 ： 7.SY R 5 / 6  

褐色 ： 7.5Y R 4 / 4  

191褐色 ： 7.SY R 5 / 6  託面に板aaヽ

灰色 ： 5 Y 6 / I  

貨灰色 ： 2.5Y 5 /  I 転Ill 賊 ？

黄灰色 ： 2.SY 6 /  I 転Ill 硯 ？

にぷい赤褐色 ： 5 Y H  4 / 3  

赤褐色 ； 5 Y R 4 / G  

にぷい』t褐色 ： 5 Y R 4 / 4  

黒褐色 ： 5 Y R 3 / l  

にぶい貨褐色 ； lOY R 5 /  4 

剛ふ褐色 ： S Y R S / 6  

191赤褐色 ： 5 Y R 5 / G  llll燐If欠 き

Ill色 ： 7.5Y R 4 / 6  体樺闘l!l と 脚嬌を iり調霰

n色 ； 7.SY R 6 / 6  体一bl部外面に ク ー 朴tll

灰色 ： S V 6 / 1  

!11111色 ： 1DY R 3 / l  

ふ褐色 ： 5 Y R 4 / 6  

褐色 ： 7.5Y R 4 / 6  

�· 褐色 ； 5 Y R 4 / 6  9 と 闘 ••個体力•

灰黄褐色 ； IOY R 5 / 2  

剛泳褐色 ； S Y R S / 6  既面に板 目艇

剛..i-,111色 ： S Y l! S / 6  

にぶい褐色 ： 7.5V H 5 / 4  

にぶい黄褐色 ： lOY R 5 /  4 

にぶい褐色 ； 7.5Y R 5 / 4  

褐色 ： 7.5Y H 4 / 6  

IQ色 ： 5 Y R 6 / 6  

赤褐色 ； 5 Y R  4 / 6  

l!J褐色 ； 7.SY R 5 / 6  

19)赤褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

Iii赤褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

19M>IU色 ； S Y R S / 6  

＂色 ： 5 Y R 6 / 6  

IりI赤褐色 ； 5 Y R  5 / 6  

191赤褐色 ： S Y R S / 6  

灰「 I色 ： 5 Y 7 / I  

赤褐色 ： S Y R 4 / 6  視人

にぶい黄褐色 ； 10 Y R 5 / 4 庇面に!li ra 痕

赤褐色 ： 5 Y R 4 / 8  底部lり往づ く り

柑色 ： 7.SY R 6 / 6  屈面に 板 n 痕

IりI赤褐色 ： S Y R S / 6  

暗赤褐色 ： 7.5Y R 3 / 2  

,,1赤褐色 ： 5 Y R 5 / 6  

叫赤褐色 , 2.SY R 5 / 6  

Iりl泳褐色 . 2.SY H 5 / 6  

Ill :  S Y R 6 / 6  底面にffilJ艇

191黄褐色 ； 10Y R 7 / 4  屈面に板目旗

にぷい褐色 ； 7.5Y R 5 / 4  

灰オ リ ー プ色 ； 5 G Y G / I  他lil窯か

灰オ リ ー プ色 ： 2.5G Y 6 / l  他泉窯か

にぶいKl : 7.SY R 6/ 4 

,,1赤褐色 ； 2.5Y R 5 / 6  

剛赤褐色 ： 2.5Y R 5 / 6  

剛赤褐色 , 2.SY R S / 6

Iりl赤褐色 , 2.5Y R 5 / 6

剛赤褐色 , 2.5Y R 5 / 6 填h 「l:l'IJ カ （既郎）

剛赤褐色 ： 5 Y  R 5 / 6  託面に飯U舷

灰色7.5Y 5 /  I 転Ill鼠か

1(1 : 5 Y H 6 / 6  

Kl : 7.5Y R 6 / 6  堡飾様にI紺血J]'. ・ か孔あ り

にぶい褐色 ： 7.5Y R 5 / 4  

にぶい褐色 ： 7.5Y R 5 / 4  

赤褐色 、 S Y R 4 / 6

"'惰 · 底I怜の （ ） 内敦偵は反転によ る推定JI!!. 残II率の< 5 % は 5 %未満



l<f•M 追捐名番I/

筍75t4 辺横外

遺悟外

沿栂外

遺摺外

n構外

追椙外

坦構外

迫惜外

ill構外

俎梢外

迅構外

迫椙外

il'l椙外

追栴外

遺構外

迅椙外

俎栴外

図 泌

第76図 I 

’’ 2 

” 3 

’’ 4 

” 5 

” 6 

” 7 

’’ 8 

” ， 
’’ 10 

第77図 1 1  

’’ 12 

” 13 

第78図 14 

” 15 

” 16 

’’ 17  

” 18 

” 19 

’’ 20 

’’ 21  

’’ 22 

’’ 23 

第79図 24 

” 25 

” 26 

” 27 

’’ 28 

” 29 

” 30 

” 31 

” 32 

No. 111 11, バn

9 I -20 グ リ ·J ド

IO K - 19 グ リ ソ ド

1 1  K - 14グ リ リ ド

12 J -21 グ リ •ッ ド

13 G - 10グ リ .. , ド

14 K - 1 1 グ リ ッ ド

15 I - 14 グ リ ッ ド

16 J -21 グ リ 9 ド

17  K -15グ リ ッ ド

18 K -6グ リ ッ ド

19 C -20グ リ ッ ド

加 F - 10 グ リ ·"/ ド

2 1  A - 17グ リ ッ ド

22 K - 13-14 グ リ ·1 F 

23 J -18グ リ 9 ド

24 H - 19 グ リ ッ ド

25 C - 12グ リ ッ ド

出土追構等

I A 号住居跡

7 号住居跡

8 号住居跡

8 号住居跡

1 1号住届跡

22号住居跡

34号住居跡

39号住居跡

45号住居跡

48 · 65 · 73け (t居跡

48号住居跡

50号住居跡

54号住居跡

64号ft屈跡

65号住居跡

65号住居跡

65号住居跡

65号住居跡

65号住居跡

65号ft居跡

68号住居跡

65号住居跡

68 · 73号住居跡

68号住居跡

69号（主居跡

69号住居跡

62号土坑

H -1 1 グ リ ッ ド

I -24 グ リ ッ ド

J-3グ リ ッ ド

K -13-14グ リ ッ ド

及採

釉 別 器 柚 1 1 /f. 
1�1 

L帥沿 f相J:器 (3.4) 

I·. 師沿 Ho'. I岱 2.5 

,'t磁 碗

,'i磁 碗

,'i磁 碗

,., 磁 碗

,'i磁 碗

,'t磁 碗

,'I磁 碗

(I磁 畜 (9.6) 

困芯 fill ( 1 1.0) 

困芯 碗 (5.0) 

磁匹 碗 ( 10.2) 

内1f t.器 鍋 122.8) 

困�; 翌 (33.6) 

I�/.', 人形

I製品 人形

第1 3表 土器類観察表 (1 1 )
htil 
1,�1 

2.5 

沿,-i ,f( さ
(ra) 1 , 1  

2.6 25 

2.1 15 

残(/'!<

RO% 

100% 

9 < 3 %  

9 o: 3  % 

ー 12 , 3 %  

:1 < 3  % 

4 < 3 %  

- 36 
― 四

- 20 

< 3 %  

< 3 %  

< 5 %  

8 5 %  

- 16 

- 21 

- 32 

- 148 
- O,R 

20% 

20% 

<10% 

< 5 %  

100% 

3 20% 

仕法 ・ 形態の柑徴

H,'ね成形

f柑ね成形

鉗述11'文

紺ll!11• 文

紺述;,,文

鉗述1,, 文

鉗ll!1t'文

鎖ll!it'文

鉛述'"文

色 閥 胎 I. 紺 与

にぷい黄n色 , IOY H 6 / 4

に ぶい191赤柑色 2 S Y  H 4 
/ 4  

灰オ リ ー プ色 . 2.5 Y 6 / 2  他泉窯か

緑灰色 , 7.5GY U /  I 他泉窯か

灰オ リ ー プ色 ， IOY 5 / 2  他泉窓か

明9反 オ リ ー プ 色 , 2,5G Y 7 能泉窯か/ 1  

灰オ リ ー プ色 , lOY 6 / 2 熊泉窓か

灰オ リ ー プ色 , l()\' 6 / 2 艇泉窓か

灰オ リ ー プ色 ， 2.SG Y 6/ I 他泉窯か

灰色 . 5 Y 7 / 2

灰色 ： S Y H / 1  ぷ野焼 ・ 此6釉

にぶt 沫褐色 , 5 Y H 4 / 3 鉄釉

瀬戸X沿 ・ く ずれ網IJ 文

にぶい貨柑色 ； 10\' H 5 / 3  

哨赤褐色 ， IO Iし 3 / 2 ,;r;n焼

桁 . 2.5 Y H 7 / R k!I\天か

明赤褐色 ， S Y H S / 6 大焦犬か
1 l if · h�lfOJ I ) Iり数値は反転に よ る 推’と地、 残II'!<の< 5 % は 5 % ,lc渇

第1 4表 瓦類観察表
出 土 位 誼

閲I·.

ro I: ( B 区画）

覆I: ( P - 14) 

カ マ ド 内 ( P - 2 )

覆 J: ( P -28) 

覆 I: ( P - 2 )  · カ マ ド 内 ( P -40)

カ マ ド 内 ( P -62)

閲 I:

覆 _I: ( P -457) 

閃_I: ( P -109) 

刑_I: ( P -252 · 265) 

閥 I:

覆,t

覆上 ( P -10)

渕I. ( P - 156) 

覆 I: ( P - 3 )  

覆I: ( カ マ ド 付近 、 P - 3 )

覆土 ( P -34)

閲 I: ( P -38) 

閃 J: ( P - 54) 

カ マ ド 内 ( P -55)

図J: ( P 22 · 31 · 87) 

68(1覆土 ・ 73/lffl土 ( P - 5 )

カ マ ド 内

カ マ ド 内 ( P -5) · I  -8グ リ ッ ド ・ 試掘

カ マ ド 内 ( P - 10 · 13)

覆上

ク
・

リ ッ ド 内一括巾

D 府 中

ク
・

リ ッ ド 内一括巾

グ リ ッ ド 内 寸和,,

表面採梨賓料

種 別 頂鼠 ( g )

丸瓦 32 

丸瓦 29 

平瓦 179 

軒平瓦 ？ 137 

丸瓦 196 

平瓦 532 

平瓦 220 

丸瓦 48 

丸瓦 130 

丸J{ 482 

丸瓦 933 

丸瓦 2419 

丸瓦 431 

平瓦 189 

'l'·JC 115 

平瓦 139 

丸瓦 140 

丸瓦 101 

丸瓦 73 

丸瓦 83 

丸瓦 48 

丸瓦 482 

平瓦 21 1  

丸瓦 176 

平瓦 ？ 615 

丸瓦 400 

丸瓦 168 

平瓦 90 

丸瓦 106 

丸瓦 89 

丸瓦 151 

平瓦 90 
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焼成 色 .�1 備 考

良 暗I火黄色 ； 2.5 Y 5 / 2  

良 にぶい貨褐色 ； IOY R 5 / 3  

良 黄柑色 ； IO Y R B / 6  

やや不良 柑色 ； 5 Y R 6 / 6  

良 にぶい黄褐色 ： IOY R 5 / 3  

良 灰褐色 ； 7.5 Y R 5 / 2  

良 好 灰 -lll'fl反色 . N 3 - 4 / 0

良 灰黄色 ； 2.5 Y 6 / 2  

良 好 にぶい赤褐色 ； 2.5 Y R 5 / 4  

良 好 にぶい橙色 ； 7.5 Y R 6 / 4  

良好 にぶし ヽ橙色 ； 7.5 Y R 7 / 4 

良 にぶい円色 ； 7.5 Y R 6 /  4 

良 にぶい柑色 ； 7.5 Y R 6 /  4 

良 好 灰黄褐色 ； IOY R S / 2  

良 好 褐灰色 ； 7.5 Y R 4 / 1  

良 褐色 ； 7.5 Y R 4 / 4 

良好 橙色 ； 5 Y R 6 / 6  

良 好 橙色 ； 5 Y R 6 / 6  

良 好 にぶい橙色 ； 75 Y R 6 / 4  

良 にぶい黄橙色 ； IOY R 6 / 4  

良 にぶい橙色 ： 7.5 Y R 6 / 4 

良 橙色 ： 2.5 Y R 6 / 6  

良好 褐灰色 ； 7.5 Y R 4 / I 

良 にぶい橙色 ； 7.5 Y R 6 / 4 

良好 褐色 ： 7.5 Y R 4 / 6  

良 橙色 ： 2.5 Y R 7 / 6  

良好 にぶい赤褐色 ； S Y R S / 4  

やや;r;良 灰黄褐色 ； 10Y R 5 / 2  

良 灰 オ リ ー プ色 ； 5 Y 6 / 2  

良 橙色 ： 5 Y R 7 / 6  

良 灰黄褐色 ； I0 Y R 6 / 2  

良�f 褐灰色 ； 7.5 Y R 5 / 1  



第1 5表 鉄製品観察表
挿�I番lj- No. 11\ 1: 迫構等 種 別 此 さ (cm ) 幅 (cm ) 原 (cm ) 直 さ ( g ) ll\ l:f,1.i1'l 備 考
第80図 I 2 け11;屈跡 刀 子 12.0 1.6 0.4 13 カ マ ド 内 ( l' - 1 )

” 2 6 りー(t居跡 刀 子 7.2 13 0.3 6 覆 I: ( P -21 )  
” 3 4 IHIJ•f跡 釘か 4.0 1.3 08 7 覆I:
’’ 4 6 けfl;居跡 釘 2.0 0.6 0.4 l 覆 I: ( J> 一 19)
” 5 試掘191} ト レ ン チ 用途不叫金具 3.1 13 55 5 I、 レ ン チ内 寸和I•
” 6 S f}住居跡 鎌 18.8 3.0 0.5 37 t'(jf·. ( F - 1 )  
” 7 24 �}(1: 屈跡 扉の 金具 ？ 7.3 2.2 0.6 12 覆 I: ( F - 1 )  
’’ 8 25 号fl;居跡 鉄鏃 9.9 2.7 0.8 12 覆I: ( F - 2 )  
” ， 25 }",'住居跡 用途不明金具 32 2.8 06 4 覆 I:
” 10 3Jl}jj;lil跡 刀 子 12.8 1.5 1 2 21 覆I: ( F -238) 
” 1 1  30けfl:屈跡 用途不明金具 9.7 5.4 0.5 49 覆I. ( F - 1 )  No. 10856 
” 12 441Jfl"\•l跡 ）］ 子 90 1.7 0.7 8 覆 I. ( l' -300) 
” 13 44\}(I. 屈跡 釘 8.2 1 . 1  0.5 8 閲 I: ( P -:l l )  
” 14 48 け f l胡跡 釘 ？ 8.3 0.8 07 7 渕I: ( F - 1 )  
” 15 49け(t居跡 釘 ？ 10.7 1.6 0.8 8 翔I·. ( F - 2 )  
” 16 62 けfl,居跡 鉄斧 12.9 5.3 30 365 翔 I: ( I・, _ 5 )  
” 17 62 けfl,居跡 用途不明金貝 5.3 5.5 08 24 覆_I: ( F - J )  
” 18 62 けfU•f跡 用途不明金具 6.0 2.3 1.0 32 悦I: ( F - 2 )  
’’ 19 62 けIE居跡 用途不明金具 13.7 11 0.7 9 覆 I·. ( F - 4 )  
” 20 63 けfl:居跡 用途不明金貝 8.5 12 0.7 13 翔I: ( F - 1 )  
” 21 64 [}fl: 屈跡 釘 7.3 I . I  0.6 6 覆 I.
” 22 64け住居跡 用途不明金具 5.3 42 07 17 覆 I: ( 1' -24) 
” 23 64けfl.居跡 刀 子 ？ 16.8 18 0.7 21 覆 I.

” 24 66 リ・ f t屈跡 釘 ？ 7.5 0.9 0.7 12 覆 I. ( V - 2 )  

” 25 66 1HI. 居跡 用途府りl 金具 8.0 1.7 11 1 1 覆 I: ( F - 4 )  

” 26 67 1,'f l. 居跡 用途不11/1金具 5. 1 2.3 I . I  13 覆 I: ( I・· - 2 )
’’ 27 741Jf I: 屈跡 JJ 子 1 1.3 1 .8 1.5 17 覆 I: ( F - 2 )  

” 28 5 8 りfl;居跡 JJ 子 13.6 1 8  0.8 19 覆J: ( F - 1 )  No. 10492 

” 29 E - 6 グ リ ッ ド 用途不明金具 5.5 0.6 0.3 3 グ リ ッ ド l勺 ·t,和I• No. 10490 

” 30 2 �}(J: 居跡 釘 12.3 1 6  0.9 23 覆I·. ( F - 1 )  No. 10491 

” 31 sx-02 釘 ？ 9.1 0.9 0.7 8 覆 .I: ( F - 6 )  

” 32 sx-05 用途不明金具 64 1 .7 1 .0 5 覆l: ( F - 5 )  

第1 6表 羽 口 観察表

凶 I 油 11'.I: 退構等 種 別 此 さ (cm) 外/f (cm ) 内径 (cm) 重 さ ( g ) 形状 ・ 材'et等 出 K位 ,i'l I 備 考

第srn1 I 1 45 1} { 1: 居跡 羽口 (5.7) ( ! LO) (2.6) 60 Y11上 ( P -421)

2 74 け住居跡 羽口 (5.5) (9.2) (2.4) 53 閲t

3 H - 12 グ リ ソ ド 羽口 (5.2) (5.9) ( 1 .5) 20 柑J:

第1 7表 鉄滓 • 石製品観察表

IJI I :., ii', !: 俎構等 種 別 此 さ (cm ) 幅 (cm ) l'f. (cm)  直 さ ( g ) 形状 ・ 材質等 /1\ J: 位誼 I 備 考

第s11�1 I 4 13けfl居跡 鉄滓 9.5 88 35 153 椀形 覆 I: ( S - 2 )  

5 12 1;-n, 居跡 鉄滓 7.0 3.5 2.4 56 覆t

6 2 i;-溝 磨 り 石 10.6 44 2.8 160 粘板府 柑上

7 26けfl,居跡 6杵 19 3 4.7 48 620 練竹砂府 覆 t ( S - 1 )  

第1 8表 銭貨観察表

図 ヽ〕 出 t迫構等 /I', !:(.'r. �·t 銭 種 外if. km ) 内if. (cm ) ＇「（ さ ( g ) 銭種M報 備 考

第81図 8 試掘14 号 ト レ ン チ ト レ ン チ内 •括中 治 1う元咽 2.3 0.7 4.0 北宋 • 治平元 ( 1064) !j'./JJ鎌 笈 ，'I

” ， 8 号lHil 覆 :l: 熙玲（元賽 23 0.7 4.0 北末 ， I煕寧元 ( 1068) 'l'-lJJ鋳 !'もり

’‘ 10 1 号道路状追構 覆 I: Jし翌通賽 23 07 2.0 北宋 ， Ji:翌 元 ( 1078) 年初鋳 行，•i

“ 1 1  F -23 グ リ ッ ド グ リ ・J ド 内 ·括巾 咽末元窮 2.4 0.8 4.0 北末 ・ 建中靖If.I 元 ( I JOJ ) 年Ill鋳 笈り

” 12 96号 t坑 覆上 窮永通貨 2.3 0.7 20 江戸 ・ 寛永13 ( 1636) 年ヤJJ鋳

’’ 13 G -21 グ リ ッ ド ク・ リ 1 ド i'; -j 天兜元街 2.4 0.8 :i.o 北末 ・ 天狸元 ( 1023) 年初鋳 荻.'!

’’ 14 K - 14 グ リ ッ ド グ リ ソ ド 11,1 ·括中 '"-宋通賓 2.4 0.8 3.0 北宋 ・ mt元 ( 1038) ij'・ ヤ/J鋪 簗h

’’ 15 9 号住居 覆j・
・ 至fl)通窃 2.4 0.8 2.0 北末 ・ 至和元 (1054) 年IJJ鋳 笈 ，'l
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第1 9表 砥石観察表
挿図番号 No. 出土退構等 出土位1r1 長 さ (cm) 幅 (cm) f'/. ( cm )  重 さ ( g ) 色 調 石 材 備 考

第82似l 1 13号住居跡 覆土 ( S - 1 ) 1 1. 1  52 1 1.4 230 にぶい黄褐色 ； 10Y R 5 / 4  砂岩

” 2 22号住居跡 覆J: ( P - 7 )  9.7 4.5 2.7 140 にぶい貨橙色 ； 10Y R 7 / 4  砂岩

,, 3 25号住居跡 翔土 1 1.4 4.5 4.5 263 褐灰色 ； 7.S Y R 4 / I 凝灰岩

” 4 3 1号住居跡 覆土 ( S - 188) 10.5 47 3.8 235 明黄褐色 ； JOY R 7 / 6  砂岩

” 5 35号住居跡 覆上 ( P -69) 8.7 3.4 4.6 220 にぶい黄橙色 ； IOY R 6 / 4  砂岩

” 6 35号住居跡 覆土 12.9 5.6 6.2 510 にぶい 黄桁色 ； !OY R 7 / 4  砂岩

” 7 39号住居跡 図土 ( S - 1 ) 6.6 4.6 3.1 108 灰オ リ ー プ色 ： 5 Y 5 / 2  緑色凝灰'<-I

” 8 40号住居跡 覆土 7.7 4.7 4.5 187 灰 白 色 ； 2.5Y 8 / 2  花岡岩類

” ， 45号住居跡 覆土 ( S - 2 ) 10.5 5.5 2.2 150 黄橙色 ； IO Y R S / 6 砂岩

” 10  43号住居跡 覆土 ( P - 1 1 ) 7.1 3.3 1.7 38 黄柑色 ； IO Y R 8 / 6  砂岩

第83似l 1 1  47号住居跡 覆土 ( S - 3 ) 12.0 9.0 4.8 565 褐色 ； 7.5 Y R 4 / 3 砂岩

” 12 53号住居跡 覆土 ( S - 1 ) 6.5 33 4.4 95 にぶい褐色 ； 7.5 Y R 6 /  3 砂岩

” 13  58号住居跡 カ マ ド 内 ( P - 3 ) 8.9 4.1 40 140 浅黄橙色 ； 75 Y R 8 / 4  砂岩

” 14 59号住居跡 覆 上 ( S - 1 ) 8.2 4.0 56 210 にぶい桁色 ； 7.5 Y R 7 / 4  砂岩

’’ 15  66号住居跡 覆土 （砥{j- l )  1 1.3 5.2 5.5 250 にぶい貨橙色 ； IOY R 7 / 4  砂岩

” 16  66号住居跡 覆土 （砥石ー 2 ) 1 1 .4 4.7 4.7 260 にぶい黄橙色 ： 10Y R 7 / 3  砂岩

” 17 70号（主居跡 囮土 ( S - 1 ) 7.0 6.4 3.2 150 にぶい黄橙色 ； I0 Y R 7 / 4  砂岩

’‘ 18 75号住居跡 問上 ( S - 1 7 )  8.3 4.6 2.9 1 10 浅黄色 . 2.5Y 7 / 3 緑色涸灰柑

’’ 19 K - 9 グ リ ッ ド グ リ ッ ド 内一括巾 8.4 6.0 4.6 220 に ぶい赤褐色 ： 5 Y R 5 / 4  砂岩

’’ 20 表 採 表面採集内料 9.3 6.1 3.3 194 にぶい黄舟色 ； IO Y R 7 / 3  砂岩

＊ 第 19Ji巾の石材の鑑定は （財） 帝京大学山梨文化財研究所河西学氏に よ る

第20表 石器観察表
挿図番号 No. 出土追構等 種 別 及 さ (cm) 幅 (cm) 屈 (cm) 重 さ ( g ) 石 材 出 土 位 誼 備 考

第88!えl I 包含l!'i ( 谷状） 打製石斧 19.8 7.6 3.0 505 砂柑 包含層確認 ト レ ン チ内 （ふ 3 )
” 2 包含層 （谷状） 打製石斧 17.0 8.3 2.4 400 砂府 包含層確認 ト レ ン チ内 （ふ 2 )
” 3 包含層 （谷状） 打製石斧 16.6 8.0 2.8 450 砂柑 包含層確認 ト レ ン チ内 (Nu I ) 
” 4 試掘 9 号 ト レ ン チ 打製石斧 8.2 5.2 12 50  粘板柑 I、 レ ン チ内一括中
’’ 5 試掘13号 ト レ ン チ 打製石斧 7.5 5.6 1 .2 65 粘板府 ト レ ン チ内一括中
” 6 H - 6 グ リ ソ ド 打製石斧 8.1 5.4 1.2 70 粘板府 グ リ ッ ド 内一括巾
” 7 H - 6 グ リ ッ ド 打製石斧 6.3 4.8 I .I 45 粘板府 グ リ ッ ド 内一括 中
” 8 G - 2 グ リ ッ ド 打製石斧 10.0 4.7 2.0 98 粘板府 グ リ ッ ド 内一括中
” ， ,J - 4 グ リ ッ ド 打製石斧 10.8 3.9 2.1 105 砂柑 ク・ リ ッ ド 内一括中
’’ 10 K -l l グ リ ッ ド 打製石斧 9.3 4.0 1.4 71 粘板岩 グ リ ッ ド 内一括 中
” 1 1  7号住居跡 打製石斧 1 1.4 4.8 I .I  68 粘板府 四J: ( P -31)  
’’ 12 60号住居跡 打製石斧 8.2 3.8 1.2 40 粘板府 覆上 ( S - 1 )
’’ 13  表採 -tT製石斧 9.7 4.2 1.4 60 粘板府
’’ 14 64号住居跡 打製石斧 7.0 6.0 1.2 98 粘板n 覆上 ( S - 1 )
’’ 15  包含層 （ ピ ッ ト 状） 削器 35 2.3 0.8 6 頁岩 包含/{,J ( P -48) 
” 16 68号住居跡 打製石斧 10.8 3.9 1.3 60 粘板岩か 覆上
’’ 17  74号住居跡 打製石斧 12.9 4.0 1 5  7 0  吊湘m 悶土 ( S - 1 )
” 18 包含層 （谷状） 石鏃 2.00 ( 1 .40) 0.35 0.8 黒曜石 包含附内一括 中
” 19 E -24グ リ ッ ド 石鏃 1.50 (0.80) 0.40 0.4 規11/d石 グ リ ッ ド 内一括中
’’ 20 I -22 グ リ ッ ド 石鏃 (1 .05) ( 125) 0.35 0.5 /l\11/d:/i グ リ ッ ド 内一括中
’’ 21  I -9グ リ ッ ド 石鏃 2.20 ( 1.35) 0.30 0.6 黙曜石 グ リ ッ ド 内一括中
” 22 26号住居跡 石鏃 2.25 ( 1 .65) 0.50 1.5 黙HIH'i 覆土
” 23 43号住居跡 石鏃 1.95 ( 1 .35) 0.40 0.7 見lll/Ui 覆J: ( S - 1 )
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第 2 節 遺構外の遣物
前節で見た遺構に伴わない遺構外の遺物のう ち 主要なものについて報告する。

( 1 ) 遣構外の縄文時代遺物 （第86 • 87図 、 第88図 4 -23)
この時代の遺構外遺物としては、 第86· 87図 に掲載 した縄文土器と第88図に掲載した石器とがある。 なお、 平

安時代住居跡の覆土内から出土した縄文土器 • 石器も遺構外と して扱 っ ている。
まず土器の方 だが、 第86図52-66は前期諸磯 B 式段階のもので浮線文系のものと沈線文 系のものとがあり、 67

も縄文のみだが該期のものと見られる。 68-70は十 三菩提式に相 当すると見られるものである。 71-85は中期初
等の五領 ヶ 台式の段階のものである。 86· 87は勝坂式段階の、 88-92は曽利式段階のものである。 93-97は縄文
のみまたは無文の資料であるが中期のものと認められる。 このう ち 96は手捏ね土器である。 98- 102は後期前半
の段階のものと見られる。 103- 122は晩期清水天王山式に比定される土 器群である。

石器は第88図 4 -23 に示したものがそれである。 4 - 14およ び16· 17は打製石斧で、 9 が砂岩製である以外は
粘板岩製である。 15は頁岩製の削器である。 18-23は黒曜石製の石鏃である。

( 2 ) 遺構外の古墳時代遺物 （ 第75図 4 -1 0)
第75図で遺構外遺物の 4 - 10は、 基本的には古墳時代遺物と見られる。 4 およ び 6 - 8 はいわゆる S 字甕の破

片資料である。 5 は壺の頸部の破片資料だが、 破片の割れ口を丁寧 に研磨 し 、 2 か所に焼成後両側から穿孔した
小孔が見られる。 この小孔は破片の二次加工段階のものと推測されるが、 そうであれぱ壺の破片が垂飾の よ うな
ものに加工されたものかと考えられる。 9 と10は手捏ね土器であるが、 平安時代の可能性も否定しきれない。

( 3 ) 遺構外の平安時代遺物 （第75図 1 - 3 ) 
第75図の遺構外遺物の 1 は、 I - 11グ リ ッ ド 出土の土師器の杯で、 底部外面に 「上門 ヵ 」 と読める墨書が認め

られる。 2 は、 土師器の最も新しい段階のIlilで、 H - 8 グ リ ッ ド で出土した。 3 は須恵器の甕の破片で、 内面に
擦り痕が見られる。

(4) 遺構外の中世遺物 （第75図1 1 -20、 22 • 23) 
第75図で遺構外遺物の11- 17は、 龍泉窯系の青磁で蓮弁文のある碗の破片資料である。 おのおの接合すること

なく別々の個体である。 18は白磁の壺と見られるものの口縁部付近の破片資料である。 19は長石釉がかかる志野
焼のIlilで、 また20は鉄釉の天目茶碗の底部破片である。 この19 · 20は、 あるいは江戸期まで下る可能性がある。
22は内耳土器の鍋の口縁部破片で、 23は常滑焼の甕である。

( 5 ) 遺構外の近世遺物 （第75図21 、 24-26)
第75図の遺構外遺物の21と24-26は、 近世遺物の一部を図化したもので、 21は瀬戸美濃の染め付 け の よ く見ら

れる碗である。 24· 25は土製の人形である。 ともに 大黒天かと見られる。 26は煙管の吸い口 部であるが残りは余
りよ くない。
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第 5 章 遺構 ・ 遺物 に つ い て の検討

第 1 節 平安時代土器 に つ い て
今 回の北中原遺跡の発掘調査で、 主体をなす平安時代の土器について概観すると、 土師器 • 須恵器 ・ 灰釉陶

器 ・ 緑釉陶器の 4 種類があり、 この地域の平安時代遺跡に通例として みられるように、 出上品から見られる生活
什器の主体は土師器であり、 本遺跡においてもこの点は例外ではない。

出土した土器は、 9 世紀から1 1世紀代にかけてのものである。 このう ち 上師器については、 この時期の甲斐地
域を分布エリ アとして特徴的に存在する 「甲斐型上器」 として把握されているものと、 甲斐型としての特色は消
失するものの、 そ の延長上に位誼する 平 安時代後半の上器群に相 当する。 甲 斐地域における 平安時代上師器の編
年研究は、 1990年代にいたって 「甲斐型土器」 編年研究を機軸に一段と深化し、 整備されて き ている。

一方で須恵器については、 甲府盆地周辺における集落遺跡においては希薄で、 そ の生産や供給については、 隣
接の関東や東海、 ｛言州地方な どと比べても き わめて詳細を欠く状況にあるとい え る。 また灰釉陶器や緑釉陶器に
ついては、 生産年代や流通状況について解 Hfjが進 んでいるが、 ここでは須恵器と同様に客体的 なあり方とい え る
状況を確認したにと ど まった。

以下、 出土土師器を中心に平安時代の土器について、 一、 二の検討を行いたい。

( 1 ) 土師器の器種 と 年代
ここでは77軒の平安期の住居跡より 出土した土師器について、 器形の種類、 変遷および年代的位樅づけ等につ

いて整理してお き たい。
今回の調査にかかる土師器の器形としては、 杯、 高台杯、 高足高台付杯、 Jil1.、 高足高台付Jil1.、 柱状高台付Jil1.、

杯系鉢な ど の杯系のものと、 甕、 小型甕、 甕系鉢、 羽釜、 置 き カマドな ど が見られた。
無高台の杯についての特徴を段階的に見ると、 つぎのようになる。
①口径と底径の比が 2 : 1 程度で、 体部外面の下半に斜め方向のヘ ラ 削りが見られ、 底部は回転糸切りの後に

ヘ ラ 削りを行い、 体部 内面には放射状の暗文が施される。 甲斐型の坪の特徴をよく備 え ている。
②底径が口 径の 1 / 2 を下回るようになり、 体部外面下半のヘ ラ 削りの間隔が開 き 、 底部にはヘ ラ 削りが行わ

れなく回転糸切りがそ のまま残り、 f本部 内面には暗文は施されなくなる。 例外的に体部内面にまばらに放射
暗文が見られる資料がわずかにある。 なお同 じ 形態で1本部外面のヘ ラ 削りが行われな いものが 出てくる。 甲
斐型の特徴が衰退する。

③器形的には大 き く変わらないが、 ヘ ラ 削りはほとん ど 行われなくなり、 甲斐型が終わり、 そ れが粗雑化した
古代末の土器制作の盛期とい え る段階のもの。 柱状の粘上の台に、 帯状の粘土を巻 き 付け、 回転撫で調整を
行った後、 糸切りを行う底部円 柱造りの技法（玉口 ほ か 1984) が明瞭に観察されるものが見られる。

④つくりがさらに粗雑にな り、 底部が原くなる。 古代末の上器制作の盛期を過ぎた段階のもの。
⑤器壁が全体的に厚味を持 ち 、 小型化したものが多くなる。 古代末の土器制作が衰退していく段階のもの。
この土師器の杯に見られる特色の各段階をもって、 本遺跡の土師器に 5 つの段階設定し、 以下にそ の変遷を概

観する。
①段階

基本的 な 杯のほかに、 削り 出し高台をもつ杯、 甕があるが、 資料的に豊富とはい え ない。
甕は、 坪と同様に甲斐型の特徴をよく備 え る。 器高が比較的高く、 1本部外面は縦方向のハ ケ メ 調整、 内面

は横方向のハ ケ メ 調整がなされ、 口 縁は薄口縁型（保坂康夫1992) となる。 底部外面には木薬痕が見られる。
土師器以外では、 須恵器の杯、 杯蓋、 「壺 G 」 な ど がある。

②段階
基本的 な 坪のほかに、 Jil1.、 耳、系の鉢、 甕、 小型甕、 甕系の鉢、 羽釜、 置 き カマドな ど がある。
皿においても、 坪と同様に、 甲斐型の特徴をふま え たヘ ラ 削りのある上器と、 従的な存在だがヘ ラ 削りの

ないものがある。 また坪系の鉢としたものは、 わずかに見られるもので、 口径が22cmを越 え た、 ヘ ラ 削りの
ない杯を大型化した存在である。 甕は、 口縁が原口縁型となる。 甕と同 じ 器面調整を行う羽釜が登場する。
置 き カマドは 1 例のみ だが確認されている。

須恵器は杯と 「壺 G 」 の断片 的 な 賓料が見られるのみである。 灰釉陶器は瓶類の破片資料が若干あり、 緑
釉陶器の輪花Jil1.と小破片だが耳Jil1.が見られる。

③段階
基本的 な 杯のほかに、 皿、 扁足の高台を持つ杯、 杯系の鉢、 甕、 小型甕、 甕系の鉢、 羽 釜 な ど がある。
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こ の段階で登場する高足の高台を持つ杯は、 杯と脚の接合部の破片資料が 多く、 そ う したものの観察によ
れば、 大部分の資料が、 まず底部円柱造りにより杯部を形成し、 その後脚部を接合するとい う 手順で作成さ
れている。 こ の高足高台付き杯については、 使用状況も注意される存在である。 完形資料は非常に少なく、
使用の最終段階で破砕されている可能性が考えられるほどで、 とくに脚部の下端は打 ち 欠きが明瞭に観察さ
れるものが多い。 また 2 次被熱の痕が見られるものの何点かある。 おそらく供善用とい う よりは祭祀のため
の什器といえるのではなかろ う か。 なお、 1 点だ け 猶きカ マ ド の小破片が見られるが、 こ の段階には置きカ
マ ド はすでになく、 混入品である可能性もある。 また甑が 1 点あるが こ れも同前であろ う 。

須恵器は甕の破片資料が見られるのみである。 灰釉陶器では碗が入ってくる。 緑釉陶器についても碗がわ
ずかに入る状況にある。

④段階
基本的な杯のほ かに、 皿、 高足高台付き坪、 高足高台付き皿、 甕、 小型甕、 甕系の鉢、 羽釜などがある。
こ の段階の土師器は、 全体的に作りや器面調整が粗雑化していく。 高足の高台を持つ土器は前段階の杯的

なものほ かに、 皿に高足高台がつくものが増加する。
須恵器は急激に減少する。 灰釉陶器では碗、 段皿などが人る。 緑釉陶器は見られなくなる。

⑤段階
甚本的な杯のほかに、 小皿、 柱状高台を持つ皿、 甕などがあるが、 土器作りの上でかなり衰退の傾向が進

んでいく傾向が看取される。

( 2 ) 須恵器 と 施釉陶器、 お よ び 「転用硯」
まず須恵器について、 こ の発掘調査で確認されている器形の種類をあ げると、 杯、 杯蓋、 甕、 「壺 G 」 などが

ある。 それらのあり方を見ると、 つ ぎの2点に集約される。
まず 1 つめには、 器形を把握しうる良 好な資料は、 9 世紀代前半の北中原①期にのみ存在するとい う こ とであ

る。 具体的に見ると、 いずれも完形ではないが、 40号住居跡の杯、 杯蓋、 「壺 G 」 が各 1 点と、 50号住居跡の杯 4
点があげ ら れる程度である。

2 つめには、 甕はほとんどが北中原②期 ～④期の土師器に伴 う 破片資料であると う い こ と。 さ ら にその多くは
破片の周辺が粗い調整をされた、 手のひらくらいの大きさをした体部破片であり、 なおかつ内面に一定の範囲で
擦り痕が認められるものとなっている、 とい う こ とである。

こ の 2 点 目 については、 近年かなり注 目 されてきている、 いわゆる 「転用硯」 とよばれているものに相 当 する。
遺構外資料も含めて図示したものとしては 7 点ほどであるが、 確実に墨痕 （朱墨も含めて） が観察されたものは
なかった。

また平安期の須恵器にあって、 特徴的な器形から、 県内でもその確認が進んでいる 「凸帯付四耳壺」 について
は、 今回は明らかにそれとわかる、 すなわち 「凸帯」 や 「耳」 がついたものは 1 点も確認されていない。

つ ぎに施釉陶器について、 灰釉陶器から見ると、 器種的には碗 · 輪花碗が中心で、 ほ かに皿 · 段皿や瓶類の破
片資料がある。 時期的には北中原②期 ～⑤期に伴うが、 とりわけ③ ・ ④期に多く見られる。 鼠的には、 残りのよ
い該期の住居に 1 - 2 点が用いられているといった程度である。 形式的にい う なら、 確実な同定は行っていない
が、 黒笹90号窯式 （ 第3型式 ） 、 篠岡 4 号窯式、 大原 2 号窯式 （後半期 ） 、 新しいと こ ろで百台寺窯式 （ 第 2 型式） 、
西坂 1 号窯式、 などと考えられるものがある。

また緑釉陶器については、 碗、 輪花皿、 耳皿などの器種が認められている。 内容的には、 ③期の25号住居跡の
碗 （第52図31) は深い緑色を呈し、 入念な整形で、 胎士は白 みがかった柔 ら かめのものである。 また②期の38号
住居跡の輪花皿 （第58図 15) は、 黄色みがかった緑色 をするが、 発色は均質でなく、 胎土は灰色味を帯びたもの
である。 また高台の内側底面に三叉 ト チンの痕跡も観察できる。

なお、 こ の輪花皿には口縁部にタ ー ル状の付着物が見られ、 見込み面には擦り痕がかすかに見られる こ とから、
硯などとして転用された可能性も推定される。 また同様なタ ー ル状または墨状の付着物が見 ら れ底部内面が摩擦
の痕跡をとどめている状況は灰釉陶器においても、 24号住居跡の 7 の碗や44号住居跡の32の碗など数点確認され
てい る 。 また 4 号住居跡の17の杯のよ う に、 墨痕 こ そないが内面の擦り痕が観察されるものが、 土師器の中にも
存在する。

- 128 -



編年区分

-

� 更
甲 斐型 v n

年代ー·

800 

須恵器 ・ 施釉陶器

名

�)l� 

羽釜 置きカマド鉢甕＿

1• 疇嚢訂

高足高台 ・ 柱状高台皿坪

魯
〗
ご

時期区分

北
中
原
①
期 攣

850 
• 50-8 

▽
▽
▽
一

雫
900 

甲 斐型 X I

亨 亨」/
.q). 33-10 

□三／� 曝 4-1 1

北
中
原
②
期

瀕89
図 r�1 2

 

グ
＼
ぷ3

 
声33-1 1 

甲斐型x n

▽エフ

950 

25-31 

文
一

38- 1 5  

� 58(18)-9 ニー- �こ言戸
25-25 鬱 25-22

北
中
原
③
期

圧
廿
廿
臨
S

1
2
9

-

1 期

3 期

� 

2 期

� 

支

互

互

互
1 000 

叫1 0

可-7

�J『
66-20 ＼ I / 

＼一烏邑合8(新日 0

ニ
〗
ロ

｀
言--

66-1 -� 軍 63-7

北
中
原
④
期

陪
磁

4 期宜
1 050 

北
中
原

-漬論

73-5 

支
勾や 叉コデ て

窃 麟46-2 t.t 73-4 

て
古代末 5 期

（注） 「甲斐型編年」 は山下1992に、
「古代末編年」は森原1 994による1 1 00 

46-1 

⑤
期



( 3 ) 墨書 ・ ヘ ラ 書土器について
今回の調査で は 、 第91図 に示 し た よ う に 、 平安時代の竪穴住居跡か ら 34点 、 遺構外で 1 点 、 計35点の墨書 お よ

び墨痕 （以下墨書 と 一括 し て扱 う ） の認め ら れ る 土師器が確認 さ れた 。 ま た ヘ ラ 書の 見 ら れ る 土師器 も 2 点出土
し て い る 。 こ こ で は 、 こ れ ら の墨書 ・ ヘ ラ 書土器に つ い て 、 い く つ か の観点で所見 を 整理 し て お き た い 。

ま ず手始め に墨書 ・ ヘ ラ 書土器 を 時期的 に 見て お く と 、 北中原①期 か ら ④期の住居跡か ら 出土 し て い る が 、 墨
書 に 限 っ て 見 る と 、 ④期 と い う の は56号住居跡の 1 点のみで あ る 。 こ れに つ い て は 、 墨書 さ れ た 土器の細片が④
期の住居跡に 混 じ り 込 ん だ も の で 、 墨書 そ の も の は②の土器 に な さ れて い る 。 よ っ て 、 墨書の時期 は①～③期 と
な る が 、 ①期 と ②期 に は半世紀ほ ど の ブ ラ ン ク が あ り 、 こ れ を境に前後二時期 、 す な わ ち ①期 の 第一段階 と ②～

③期の第二段階に 分 け て 見 る こ と が適当 と 考 え ら れ る 。
な お 、 県内出土の墨書 ・ 刻書土器 を 集成 し た平野修の研究 （平野1992) に よ る と 、 墨書は基本的 に 8 世紀中頃

か ら 10世紀末 ま で見 ら れ、 と く に 9 世紀後半代か ら 10世紀代 に盛行す る と さ れて い る 。 こ れに即 し て い え ば、 北
中原遺跡の暴書土器 も 全体的 な傾向 に よ く 合致 し 、 こ こ での第一段階 は甲斐全体での 出現～発展期 、 第二段階が
甲斐全体の盛行期 に相 当 す る 。

ヘ ラ 書土器 に つ いて は 1 点 が③期 、 も う 1 点 が④期 と な り 、 ヘ ラ 書 さ れた上器 自 体 、 墨書の も の に比べて い く
ぶん新 し い傾向 に あ る こ と が確認 さ れ る 。

墨書 · ヘ ラ 書の 見 ら れ る 資料 は 、 こ こ で は基本的 に こ の時期の土師器の杯 も し く は1Illに 限 っ て観察 さ れ る の で
あ る が 、 こ の後ふれる よ う に 、 第一段階 と 第二段階 と で は 、 内容的 に い く ぶん変化 が 見 ら れ る よ う に 思 われ る 。

つ ぎ に35点の墨書の具体的状況 に つ い て み る と 、 記載内容 は 、 細片の た め確実 に 言 い切れな い も の も あ る が甚
本的に漢字で、 そ の文字数 は 、 ほぼ確実に 1 文字 と 認め ら れ る も の が 5 点 ( 14%) 、 1 文字の み と 推定 さ れ る も
の28点 (80%) 、 2 文字の も の と 2 文字以上 も の が そ れぞれ 1 点 ( 3 %) ずつ と な っ て い る 。

さ ら に堤書の行われて い る 部位 に つ い て で あ る が 、 底部外面 に 行われて い る も の 1 1点 (31% ) 、 体部外面 に施
さ れて い る も の24点 (69%) と な っ て い る 。 さ ら に体部外面の 記載の 向 き を 細 か く 分 け れば、 正位の も の 5 点 、
逆位の も の 9 点 、 倒位の も の 2 点で、 さ ら に わずか な墨痕程度の た め 、 いずれ と も 判別 で き な い も の は 8 点 を 数
え る 。 墨書の行われ る 部位 に つ い て 、 時期的 な も の を加味 し て 見 た と き 、 底部外面への墨書は 、 そ の大部分が第
一段階の も の と な っ て い る 、 と い う 傾向以外 は と く に抽出 さ れな い 。

こ れ ら の墨書の文字の 内容で あ る が 、 最初の段階に は 、 楷書 に 近い書体 を も っ て 「三」 、 「大」 、 「有」 （ 以上40
号住居） 、 「上」 (50号住居） な ど の よ う な 、 明確に判読 さ れ る 、 比較的画数の 少 な い文字が 多 い。 ま た 「上門 ヵ 」
( I  - 1 1 グ リ ッ ド ） と 2 文字の も の も 存在す る 。 こ の 時期 の 国分寺周辺 も 含め た 盆地東部の墨書土器 に つ い て
「土師器坪の底部外面 に （略） 、 中 心 よ り はずれた と こ ろ に 、 広い ス ペ ー ス の わ り に は比較的小 さ く 、 し か も 丁寧
に 記 さ れて い る こ と が特徴」 と の指摘が あ る （平野1992) が、 体部外面 に 正位で書かれた も の や底部外面 に い っ
ぱい に書かれた も の な ど 一部例外的 な 部分 も あ る が 、 基本的 に は こ こ で も そ う し た特徴が首肯 さ れ る と い え る 。

墨書土器の第二段階で は 、 草書的 な 筆運びの文字が 多 く な る 傾向が見 ら れ、 破片資料 が 多 い こ と も あ る が 、 判
読 し が た い も の が大部分 と な る 。 不確か な が ら 説みが推定で き る も の に 「有 ヵ 」 ( 4 号住居） 、 「親 ヵ 」 ( 7 号住居） 、
「几」 (24号住居） 、 「増 ヵ 」 (25号住居） 、 「是 ヵ 」 (33号住居） 、 「禾 ヵ 」 (44号住居） 、 「而 ヵ 」 (45号住居） な ど が あ
る 。 ま た25号住居の上師器杯 ( 5 ) に は体部外面 を 一周す る よ う に 多 く の文字 （一部 に 記号 も し く は絵画的要索
を 含む可能性 が あ る ） が認め ら れ る も の が あ り 、 欠損部分が 多 く 、 ま た墨の遺存 も 全体的 に か すか な も の で、 ほ
と ん ど 判読困難で あ る が 、 そ う し た 資料は希少であ り 注 H さ れ る も の と い え る 。 読み取 り 方 を 工夫 し 、 そ の 記載
内容 を 明 ら か に す る こ と は今後の課題 と し た い 。

つ ぎ に ヘ ラ 書の認め ら れ る も の 2 点 に つ い て で あ る が 、 1 点 目 は48号住居跡か ら 出土の土師器杯で、 見込み に
焼成前 に ヘ ラ 状工具で、 曲線的 な 流 れ る よ う な線で 3 画分 が書 き 込 ま れて い る も の で あ る 。 「女」 と い う 漢字 に
近 い と も 見 ら れ る が 、 と く に 漢字 と 決め て か か る 必要 は な く 、 記号的 な書 き 込み か も し れ な い 。 当 然 、 出来上が
り の杯 な ど に使用段階の書 き 込み が さ れ る 温書土器 と は 、 だ い ぶ意味合い が こ と な る も の で あ り 、 製造段階での
特定の意味 を込め た 書 き 込み と 思わ れ る が 、 そ の意 と す る と こ ろ は現段階では十分 に 明 ら か に し え な い。 2 点 目
の ヘ ラ 書資料 は 、 65号住居 か ら 出土の上師器杯の小破片で、 そ の体部内面に絵画的 な 要素 を 持つ 、 焼成前の ヘ ラ
書 が 見 ら れ る 。 ヘ ラ 状工具 に よ る 線の運びは絵画の 一部 で あ る と し か思 え な い が 、 何分小破片の た め何 を 描 い た
も の で あ る の か な ど 詳細 な こ と は い え な い。

以上、 概略的 に 本遺跡に お け る 墨書土器 と ヘ ラ 書土器の在 り 方 に つ い て 整理 を 行 っ た 。 畢書土器 は な ど は 、 日
常の什器 と し て 用 い る 土師器の 杯や皿に 一定の意図、 目 的 を も っ て墨で文字 を 書 き 付 け た も の で あ る か ら 、 そ の
意味す る と こ ろ が問題に な る 。 ほ と ん ど が 1 字程度の断片的 な文字情報の た め 、 書かれた文字 そ の も の か ら そ う
し た 意味合い を把握す る の は な か な か 困難で あ る 。 あ え て考 え れば、 わずか に I - 11 グ リ ッ ド で確認 さ れた 「上
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' 94. 1 0.27付調査速報『北 中 原遺跡調査だよ り 08』掲載図を再構成した
第90図 40号住居跡に お け る 墨書土器の状況

門 ヵ 」 と読める墨書な どは、 2 字 目 が 「門」 であったと して、 上門と呼ばれる施設的なものか、 あるいはそ れが
あった地名な どを意味するかとも見られるが、 具体的にはよ くわからない。

そこでつ ぎ に出士状況な ども合わせ見ていくなかで、 そ の在り方 に 有意性を認められるのではないかと し て注
目 されるのが、 40号住居跡における第 一段階の墨書土器 3 点である。 第90図 に そ の出土状況を示 し た。

40号住居跡は、 北中原①期の竪穴住居で、 確認面からの深さが40数cmと比較的深く、 し っかりと し た竪穴住居
であったが、 南西側の上部に③期の54号住居跡が15cm ほ どの床面 レ ベ ル差をもって菫複 し 、 また北辺東寄りを85
号上坑が、 40号住居跡の床面から20cm ほ どまで切り込 んでいる状況にあった。 ど ち らの遺構も40号住居跡の床面
まで若干の間隔を置いて切り込んでいたので、 床面近くに確認された 3 点の墨書土器は、 そ れらから全く影響を
受けず に確認されている。 調査段階でまず最初 に 「大」 の黒書のある杯が北東 コ ー ナ 一 部で壁 にもたれる よ う に
内面を上 に し て斜め に発見された。 続いて南東 コ ー ナ 一 部でも 「有」 の墨書杯が、 これは壁を離れやや内寄りの
位置 に 正位で検出された。 これ に よ り残りの北西、 南西の隅を精査 し たところ、 北西 コ ー ナ 一 部で 「三」 の墨書
のある杯が、 「大」 の杯と同様な状態で確認されたが、 南西隅では墨書土器はおろか他の遺物も確認されなかっ
た。

この よ うに南西隅を除いて三つの コ ー ナ 一 部から、 3 点の底部外面に墨書の施された杯が見いだされたのであ
るが、 記載された文字と そ れ ぞれの発見された位置との関係や相互の関連な ど を読みとることはで き なかったも
のの、 墨書土器をあ え て 3 方向 に 配 したという意図的なものが見られるのでないかと思われる。 ど の よ うな 目 的
があってこの よ うな配置がなされたの だろうか。 単 に 推測で しかないのだが、 竪穴住居を遺棄すると き の祭祀の
現れではないかと想像される。 ほかに 同様な、 あるいは類似 し た事例があるのか ど うかは、 いまのところ確認 し
き れていない。 し か し 、 こう し たあり方は、 文字情報と し てはかなりの蓄積 になっていても、 なかなか具体的な
土器への墨粛行為の全体像を解明 し き れないでいる現状の中で、 一定の手がかりとなるのではないかと考 え られ
るものである。
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第 2 節 注意 を ひ い た 平安時代遺物
前節では平安時代遺物の中でも中心となる士器について検討したが、 つ ぎには土器以外の資料で注 目 すべきも

のをいくつか見ておきたい。

( 1 ) 古代瓦
竪穴住居内から26点、 土坑から 1 点、 遺構外より 5 点、 計32点の瓦を検出している。 50号住居跡の完形の丸瓦

1 点 （第77図 12) 以外は、 大部分が破片資料である。 住居跡からの出上についても詳細に見ると、 カ マ ド 内部か
ら出土した も のは 7 点を数え、 住居内出士の点数に 占める割合は27%で、 さらに カ マ ド 付近 1 点というのも加え
るとその割合はさらに増す こ とになる。 また複数の住居間で接合したものも 2 例ある こ とが 目 をひいた。

種類 ごとに見ると、 丸瓦21点 (66% ) 、 平瓦 9 点 (28%) となっており、 ほかに軒平瓦の瓦頭部と接合する部
位に当たる平瓦部分かと思われるもの 1 点 （第76図 4 ) と、 平瓦が変形したような特異なもの （ 第79図25) が 1
点が確認されている。 住居跡よりの出土に限って年代的に見ると、 北中原③期と④期の住居跡にほ ぼ同じくらい
の割合となっている。

こ れらの古代瓦をどう見るかということになるが、 今回の調在範囲の中では村落内寺院を想起させるような遺
構は見られず、 出土した瓦はみな国分寺に供給される 目 的で作られた物であり、 何かの事情でこの国分寺近隣の
集落に流れた物と見るのが 自 然であろう。 それにしても小破片が中心ながら結構な鼠が認められたのであるが、
それは本遺跡が甲斐国分寺跡から直線で500 m あまりの至近距離にあるために、 こうした数が確認されている、
というのが第 一議的な説明になろうかと思われる。 しかし国分寺との空間的な位閥関係だけで瓦の存在は説明し
きれないのではないか。 ほ ぼ同程度に距離をおいた笠木地蔵遺跡 ( 1980-81年に約 1 万 而 を調査） や北堀遺跡
( 1980-81年に約 1 万 4 千 m' を調査） などでは、 今回以上に広範囲の調査にもかかわらず量的には本遺跡を下 回
っていることなどを併せ見ると、 国分寺とのかかわり方 （時期や関係の深さ） などにおいて一定の事情があった
のではないかと推測される。 今後さらに詳細な年代的物差しと国分寺周辺遺跡群の出土情報の悉皆確認とによっ
て定量的に分析し、 国分寺と周辺集落との関係を浮き彫りにする作業が必要となり、 そうした中であらためて こ
こ での瓦のあり方の評価が定まることになろう。

( 2 ) 鉄製品 ・ 砥石 • 鉄滓 ・ 輔羽 口
こ の調査で確認された鉄製品の豊富さについても注 目 される。 第80図に図示しただけでも32点があり、 図化す

るほどにいたらなかった小片まで含めればさらに 多くなる。 全体的に見て、 こ れは近隣の遺跡でのあり方と比べ
ても多いといえるのではないかと思われる。 その鉄製品について、 帰属する住居から年代を推定できるもので見
れば、 ②期から④期にまとまっており、 とくにその60%は③期に集中している。

内容的に見ると、 刀子 ・ 鎌 • 斧 • 鉄鏃などの利器や、 釘、 その他いくつかの性格未詳の形態のものなどがある。
それらの中で出土状況の上で注意されたのは、 31号住居跡から1点の刀 子 （ 第80図 10) で、 住居北西寄り壁際の
貼り床下から検出されたものである。 これは豊富な利器のう ち の一つを竪穴住居の構築過程で、 貼り床の下に埋
め込みながら行われた地鎮めの祭祀の跡、 と理解されるのではないかと思われる。 また30号住居跡の西壁寄りの
床面直上から出土した三 日 月 形の板状の鉄製品 1 点 （ 同図 11 ) は、 類例の見られない用途未詳のもので、 類例の
追加を待 ち ながら性格を考えていくべき資料である。

も とより古代において鉄は貴重で、 痛んでも小鍛治などで補修して使い続けたり、 打 ち 直して別な製品とし再
利用されたりするものと考えられていて、 なかなか簡単に廃棄されるものではないと見られている。 という こ と
で、 遺跡から出土する鉄製品の量がそのまま当時の鉄の使用量と見る こ とはできない。 こ うした前提に立って本
遺跡の出土鉄製品を見るれば、 あらためて比較的多めの出土のし方に注意が向くのである。

しかし鉄製品の豊富さばかりではなく、 利器としての鉄を研 ぐのに用いる砥石の量も、 図化されたもので20点
（ 第82 · 83図 ） という数にのぼっている こ とも特筆されよう。 大部分がにぶい黄橙色をした砂岩製で、 ほかに凝
灰岩、 緑色凝灰岩、 花岡岩類などを用いて作られている。 総数20のう ち 18点は住居跡出土で、 それぞれの住居の
年代によって分析すると、 ①期から④期に及んでいるが、 50%は③期に属し、 28%は④期のものとなっている。
こ うした点は鉄製品のあり方と相関性を持つものと思われる。

つ ぎにとりあげるのは、 鉄滓と翰の羽 口である。 まず鉄滓は十分に出土星を把握し切れていないが、 住居の覆
土中や遺構外に多く散見されている。 その中で第81図 4 に実測図を掲出したものは、 ③期の13号住居跡から出土
したもので、 碗形をしている。 何か取瓶のような容器におさまって固まった状況を想起させるものである。

また羽口は、 ②期の45号住居跡覆土から 1 点 （第81図 1 ) 、 ④期の74号住居跡覆土から 1 点 （同 図 2 ) 、 遺構外
で 1 点 （同 図 3 ) の 3 点が確認されている。
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( 3 ) 50号住居跡 に お け る 「被熱土塊」
50号住居跡は、 北中原①期の竪穴住居で、 同じ①期でありながら50号住居跡より新しい49号と、 こ れと床面 レ

ベ ルをほぼ同 一にしながら切り合 う 、 ③期の48号の 2 軒の竪穴住居の張り床下に確認されたものである。 すなわ
ち 、 重複する 2 軒の寄り新しい住居に、 床面から30cm程度までが封じ込まれた状況が50号住居の検出状況であり、
その住居内の東半部の覆土中に、 床面に対し間層をそ う 置く こ となく、 注 目 すべき多量の 「被熱土塊」 （仮称、
以下同じ） は存在したのである。 伴出した士師器の杯 は、 9 世紀代前半の年代に位置づけられるもので、 以下 に
見る被熱土塊の年代も、 平安時代の初め頃の西暦820-30年前後の所産になるものと理解される。

被熱土塊と仮称したのは、 発掘調査段階で、 ス サなど入れながら土を固めて何らかの高熱を扱 う 施設付近にあ
り、 それがやがて解体され、 その施設を構成していたと思われる土のかたまりが、 50号住居内 に 廃棄されともの
と予想されていた。 しかし、 本来どのよ う なものであったかがまった ＜ 想像もつかなかったため、 整理調査段階
で、 つ ぎに見るよ う な観察要点に碁づいて暫定的にその呼称を考えた結果である。 当 然 こ れは、 今後の類例等を
検証して適切な名称に改められるべきものであるが、 現時点では こ こ で こ の呼称する こ とにより報告を行 う こ と
を許されたい。

さて、 被熱土塊の検出状況を見ると、 住居の東寄りに 積み上げられるよ う にまとまって見られ、 一方向から竪
穴内に投棄されたよ う な状況を呈していた。 それを覆 う 土層には、 と こ ろど こ ろに焼土が混じっており、 伴出遺
物の多くも焼土に紛れていた。

住居覆土に混じて確認された時点で、 被熱土塊は、 施設の一部として高温下で溶融し冷却後に固まり、 結果的
にかなりの強度を持ったものも一定の割合で見られたが、 多くは脆弱で崩壊しやすい状態であった。 いくつかの
ブ ロ ッ ク に分けて取り上げを進めたが、 取り上げたばかりの時点では水分が多く、 取り上げ後は第 一に十分な 自
然乾燥をお こ なった。 乾燥の後は、 ブ ラ シ と写真器材の ブ ロ ワ ー で ク リ ー ニングし、 適宜酢酸 ビ ニ ル 樹脂系の接
着剤の水溶液を時間をかけて塗布 ・ 含浸させ、 固定をはかった。

こ う した取り上げ処理の結果、 17cm大から 1 cm大まで、 大小421点の被熱土塊が確認され、 その総重量は29,637
グ ラ ム となった。

こ れらの被熱土塊を観察すると、 つ ぎのよ う な諸点が認められた。
①平らな面を有するもの• … • • … … … … … … … … … … 26点 ( 6 % )  

• しかもそれが平滑な状態のもの… … … … … … 13点 ( 3 % )  
②曲面を有するもの· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 29点 ( 14%)
③指頭による調整痕を有するもの … … • • … … … … … · 55点 (13%)

④溶融面を有する も の… … … … … … … … … … … … …221点 (52%)

・ しか も それに ガ ラ ス 化が見られるもの… … … … 34点 ( 8 % )  

⑤鉄錆が見られるもの ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . 63点 ( 15% ) 
⑥ス サが入るもの ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・294点 (70%) 
⑦ス サの入らなし ヽ被熱土塊… … … … … … … … … … … 127点 (30%)

上記の観察要点に対し、 あわせて該 当 する資料の点数および総量に対する割合を示したが、 それらは重複 カ ウ
ン ト された数字である。

こ こ で確認されたそれぞれの点について踏み込んでみると、 何かの構造体の一部であった こ とを示す平らな面
または局面をもつものが20%程度ある こ と。 全体の 3 % ほどのものに何かの型の一部であった こ とを窺わせる平
滑 に 仕上げられた状況が見られる こ と。 また表面に指頭による整形のための痕跡を有するものが13%ある こ と。
ほ ぼ半分の資料 に は溶融面が見られ、 しかもその う ち の15% ほどのものには ガ ラ ス 化が認められる こ と。 全資料
の15%に鉄分の付着が観察される こ と。 7 割の被熱土塊にス サの混入が見られる こ と、 などが所見としてあげら
れるのである。

つ ぎに こ れらはいったい何であったのか、 を検討すると、 最初にいえるのは、 何かの構造体 （施設） を構成し

ていたものらしい、 とい う こ とだ。 しかも、 それはたいへん高い温度を扱 う ものと見られる。 別 にまた、 資料の
一部に型のよ う なものが存在する、 とい う こ とも注意される。

調査段階では、 土器を焼成する窯のよ う なものと考え、 窯胎が崩されたよ う なものである可能性を想定して処
理を進めたが、 ク リ ー ニング後の観察 により、 溶融面に ガ ラ ス 化した部分がかなりの割合で見られる こ となどか
ら、 窯の場合より高い温度を扱った可能性があり、 またそ う した溶融面に 鉄分の付着がまま見られる こ となど考
え合わせると、 一概に窯を想定するわけにも行かないと思われよ う になった。 そして結果的にど う かとい う と、
現時点では、 性格不明のまま被熱土塊として 暫定的な報告となったのである。 こ の段階で性格を見極める こ とは
困難であるが、 確実にいえる こ とは、 9世紀前半代 に、 住居の廃絶とともに、 近く に 存在した施設が解体され、
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投入されたという こ とで ある。

第 3 節 平安 時代集落の変遷と 位置づけ
前節まで 土器やそ の他の出 土辿物につ いて少々踏み込んで見てきたが 、 そ こ での検討結果を踏まえながら、 こ

の追跡の歴 史 的な位置づけ 、 あるい ば性格につ いて確認したい。

(1)集落内の変遷
今回調査の実施範囲において1 1) 」らかにな っ た平安梨落は、 上師器の年代検討から5段階の変遷をたどるものと

理解される。 なお 、 住居跡のなかには追物を伴わないなどで確実な時期を把握しがたいものも若 干 あ るが、 そ れ
らを除き、 北中原①段階から⑤段階までの変遷を、 第92· 9 3図に示した。 土師器の時期区分は50 年単位を 目 安と
しており、 こ のため躾落の動向の把押には十分とはいえないが 、 概略の傾向を掴 む こ とができると考える。

既にふれたように①期から②期に移行する間には50年前 後のブ ラ ンクが考えられ 、 梨落としては②期から⑤期
にいたる150年 余りの消長に 中心が あ る。 こ の間 、 各期のい く つかの住居の配樅に あ る程度の計画性をうかがえ
るように見受けられる こ と、 特定の場所に継続的に住居が‘陪まれる所があ る こ となどが気付かれる。 前者の点に
関しては 、 個々の住居を見たとき 、 それぞれの設営された場所が 、 地山の礫陪までが深 く 床面が安定しているも
のも あるが、 地山礫層が生活而近 く まで 上が っ ていて 、 l和(ijに礫の路頭が現れるようなものも多 く 見られ、 そ う
したものにつ いては 、 そ の背 後に、 竪穴の掘削に向かない状況でも あ えてその場所に設営する こ とを求めた意向
が存在した 、 と推定されるので あ る。
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第92図 北中原遺跡における平安 時代住居の変遷 ( 1 )
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北中 原遺跡 平安時代④期

第93図 北中原遺跡 に お け る 平安時代住居の変遷 ( 2 )
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( 2 ) 竪穴住居内の礫の問題
今回の調査で確認された竪穴住居の大部分の住居で、 覆土内、 とくに床面近くに 自 然礫の存在が認められた。

こうした礫の存在については、 甲斐国分寺跡周辺の平安遺跡では、 かなり一般的に見られるようで、 そ のためも
あってか、 そ の存在意義についてはあまり省みられることはなかった。 今回の調査においても、 途中までは何ら
特別な注意を払うことなく進んだが、 26号住居跡の調査段階で、 以下ような経過から、 礫の詳細観察の必要性を
認識するに至った。

26号住居跡は、 小振りの竪穴住居であったが、 石組み カ マ ド を東壁の南寄りに持 ち 、 そ の石組みの残存状況は、
両サ イ ド の袖石の上に架けられた前後の梁石まで残る、 たいへん良好なものであった。

そ して、 そ のほぼ原型をとどめる石組み カ マ ド の前面に床面に接して、 礫が積み上げられており、 詳細に観察
したところ、 そ れらの 自 然礫の中には煤の付着が見られるものがいくつか認められたことから、 カ マ ド を解体し
た際の、 構築材であった礫を投棄したものとの認識を持った。 問題は、 当該住居のカ マ ド の石組みは、 解体を受
けずにいるのに、 そ の カ マ ド 前に、 ほかの住居から抜き取られたと見られる カ マ ド 構築材の礫が積み上げられて
おれば、 そ の住居は廃棄されたも同前で、 これはすなわち 複数の住居の廃棄がなされていたことを意味するのか、
というものである。

調査段階の当初には、 ある程度 カ マ ド 解体の事例研究のことは念頭にあったが、 そ れは個々の住居の中で完結
することがらという程度に認識がとどまっていた。 しかしこの26号住居跡を契機に見方が変わった。 そ うした現
象はきわめて特異なものか、 そ れとも現象に程度の差はあれ一般的なことなのか。 そ れによっては集落像の現実
への理解がまったく変わってくることになる。 このため、 そ れ以後は状況を見て、 出来る限り竪穴住居内の礫の
存在に注意を払 い、 調森を進めてきた。

具体的には、 ①礫の出土位窟を平面図に書き込み、 ②ほぼ全てにナ ンバ ー を振り、 ③ レ ベル 等の記録後は、 ④
水洗いをして、 煤の付着の有無やひび割れ等の被熱の状況を観察した。 さらに カ マ ド との関係が良 好なものにつ
いては、 取り上げを行い、 ⑤再度洗浄し、 ⑥実測し、 煤の付着状況やひび割れなどの状況を書きとめた。

調査行程の後半でこうした観察を進めてきたが、 そ の成果の一部として第94-96図に、 34号、 37号、 42号住居
竪穴住居内での礫の観察結果を示した。 そ れぞれに カ マ ド の石組みにかかる礫と、 そ れ以外の礫とに分けて、 形
状や煤の付着状況、 ひび割れ等を記録した個々の礫の実測図を、 そ の出上位置と合わせてを示したもので、 これ
により、 先にあげた住居内の礫の問題に迫ってみたい。

まず34号住居跡 （第94図 ） から見る。 礫の番号は調査段階の取り上げ順を示しているもので、 欠 番もあって多
少わかりにくいが、 1 から16までの11点は カ マ ド 前面を中心に住居内に残された礫であり、 17から32までの15点
は カ マ ド の石組みを構成していたものと考えられる。 ここでのカ マ ド の石組みは、 左側袖石列の前よりの 2 石な
いし 3 石と前後の梁石を失っている状態である。 一方住居内の礫はというと、 7 と 8 は接合し、 そ の形状からす
ると明らかに カ マ ド 焚き口側の梁石である。 26号住居跡などでもそ うであるように、 焚き口側の梁石は強 い被熱
のため中央で割れる傾向がある。 結論は下せないが 7 と 8 の礫はこの住居のカ マ ド の槃石であったと見ることも
できる。 9 ·10·11·12·13·15·16などは カ マ ド の石組みの袖石に相当 する礫である。 この住居では、 いま見
たように欠失する袖石は多く見て 3 個と推定されるので、 住居内に分布する袖石と見られる礫は、 数の上で多す
ぎるといえ、 多い分は他の住居の石組み カ マ ドから供給されたとの見方が出てこよう。

37号住居跡 （第95 図 ） について見ると、 これも34号と同様な礫の遺存状況が見て取れる。 1 から19までの15点
は カ マ ド 付近の住居内に残された礫であり、 51から82までの22点は石組み カ マ ド を構成する礫 （ 同図の上段） と
やや原位置を離れた石組み関係の礫 （ 同 図中断） である。 図の上段に見るように、 この住居の カ マ ド 石組みは焚
き口側の槃石を失う程度でかなり良 好な遺りといえる。 カ マ ド 燃焼部に見られる69は支却に相当するものかと見
られ、 64·67·79などの小さめのものは、 石組みの隙間の詰め 石であったと考えられる。 さて、 カ マ ド 焚き口前
に横たわる55 の礫は形状と煤の付着状況から、 ここの梁石である可能性が高い。 しかし、 7 と14の礫もやはり焚
き口側梁石 そ のものと見られるので、 これだけでも 1 軒分のカ マ ド 部材としては多す ぎることがわかる。 34号住
居跡における袖石の場合と同じように、 他の住居からもたらされたものがあることの例示の一つとなろう。

つ ぎに42号住居跡の場合 （第96図） であるが、 これはこれまであげた 2 軒とは違 い、 必ずしも他から礫がもた
らされたとは限らない例である。 この住居跡の中 央には、 煤や被熱の痕もなく、 一人の力では持 ち 上がらない大
きな礫が床面直上で検出されている。 そ の近くに見られた 4 の礫は焚き口側梁石であり、 この住居のカ マ ド のも
のである確率が高い。

このように 3 軒の状況を見ると、 42号住居跡の場合のように、 そ の住居の中で カ マ ド 構築材の礫の解体が考え
られる ケ ー ス もあれば、 34、 37号住居跡の場合のように、 他の住居の カ マ ド の解体を前提にしなければ、 理解で
きないような例もあることが理解できよう。 こうした見通しは、 一歩進めて具体的に集落の動態的把握を進める
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- 139 -

り 僅 胃 璽，



ピ
こ :霊員］

． - b • 

凰
1 2  I 1 0  カ マ ド石組焚口側立面

゜ ーd

� �  

カ マ ド右袖石組の立面

� � 
． ． ． ． ー ！

飢賃 蝦カ マ ド石組平面

几� � 
カ マ ド左袖石組の立面

1 1  1 8  8 

42号住居平面 に お け る
礫等の分布

� J い
1 9  

(E) � t; ®  
4 

〉
3 

5 1 7  

6
 

9 引 O
2 

バ
い
｀

D

◎
 

A_ .JI 

ヘー一.-: ... ー 「
42号住居 A - B 断面

第96図 42号住居跡 に お け る 礫の状況

- 140 -



第97図 北中原遺跡周 辺の古代情報

材料として有効 だと思われるが、 さ らに検証を必要としていることでもある。

(3) 北中原古代集落の位置づ け
これまで、 集落の変遷と、 そ の細部に内在する住居の廃絶にかかわる事象としての住居内の礫の問題を見て き

た。 そ こで終わりに、 この北中原の平安集落の位置づけを考えてお き たい。
細かく見ると①期とした時期については、 躾落は さ らに北側に展開するのではないかと推定 さ れ、 ここにはそ

の一部が現れていると考えられる。 全体的な把握は難しいが、 50号住居跡に廃棄 さ れた被熱土塊の存在から、 こ
の段階の集落の中には、 高熱で処理を行う工房が存在していたとの推定もな さ れる。

また、 北中原③期から④期の時期を中心にした段階では、 国分寺所用瓦の破損品が集落内に多く持ち 込まれる。
また豊富な鉄製品と、 そ れを研 ぐ砥石、 輔羽口や鉄滓などが目に付 き 、 活発な生産力をもった集落像が浮かび上
がる。

さ らに踏み込 ん だ 詳細な関連性は明確にしがたいが、 いずれにしろ甲斐国分寺と有機的な関係の下に存在した、
国分寺周辺集落の一つとして位置づけて間違いない集落であろう。

第97図に平安時代の北中原の歴史的な位誼を示した。 西方 1 km足らずのところに甲斐国分僧寺が、 そ の北側に
国分尼寺が置かれていたことは、 第 2 章でもふれたとおりで、 この遺跡の位猶づけを考える上で、 繰り返すまで
もない重要なポ イ ン ト といえる。 また、 初め北西約 5 kmの春 H 居町国府に置かれた初期国府は、 こ の時代には西
方 3 kmの御坂町国面に移転していたと考えられている （ さ らに、 国分寺の北方 1 km 余りに移転したとする三転説
もあるが確証は得られていない） 。 そ の後期国府も考古学的に確認 さ れてはいないが、 後期国府推定地から国分
寺周辺まで、 二之宮 ・ 姥塚遺跡や大原遺跡、 狐原遺跡など、 いくつかの重要な集落遺跡が確認 さ れている。 これ
らは古代の甲斐国の中心地域に位置を 占める拠点的集落であり、 本遺跡のような国分寺周辺に散在する集落群も
それらに含めてとらえることも出来ようが、 こち らはとにかく国分寺との少なからぬ関連を第一に重視して見て
いく必要があるように思われる。 というのは、 本遺跡の南と東に隣接して発掘調査が行われた笠木地蔵遺跡や北
堀遺跡と対比してみたと き 、 それぞれの集落の年代が少しずつずれており、 集落の位置が徐 々 に移り変わってい
るように思われるのである。 平安期全体から見てたいへん早い動 き といえ、 そ れは時 々 の国分寺の置かれた状況
と結びつくのではないかと推測 さ れるからで、 今後この点を さ らに深めて見ていく必要があると思われる。
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第 4 節 中世遺構 に つ い て
今回の調雀においては、 主体となった平安時代の遺構群に混じって、 いくつかの中世の所産と見られる遺構が

確認 さ れた。 ここでは、 それらの性格を、 遺跡周辺に見られる中世の情報と関連 さ せながら若干の検討を試みる。
まずここで関連する成果を再度確かめておくと、 明確な遺構としては 1 号道路状遺構があり、 また状況的に中

世になると思われるものに 1 から 5 号までの溝状遺構と 1 号竪穴遺構がある。 ほかに 中 世の陶器片等が見られた
ことな ど から中世と判断 さ れた士坑が数甚ということで、 遺物では、 蓮弁文の青磁碗の破片や常滑や それ に類似
する焼き物の断片的資料、 若干の北宋銭といったところであった。

このう ち 、 もっとも注 目 さ れるのは、 調査区のやや東寄りのところを南北 に、 直線的に 横切るかた ち で確認 さ
れた、 1 号道路状遺構である。

その幅約 4 m で、 長 さ 約29 m 分が確認 さ れた。 南側の延長は調査区外 に続くと見られる。 北側 については途中
から確認できなくなったが、 おそらく真っ直 ぐ北に続いていたものと推定 さ れる。 部分的に 側溝が確認 さ れたが、
基本的には浅い皿状の断面形をしており、 幅の中 程では良 好な硬化面が認められたが、 両側寄りでは硬化が弱く
なるといった状況のものであった。 これを道路と見たのは、 道路以外の遺構としては考 え られないような長 さ と
幅をもち 、 加 え てほとん ど平坦な底面 に 強い硬化面が形成されているからで、 積極的に 道路跡と呼称してもよい
かとも思われる。

この道路状遺構の年代は、 一部で平安末ないし中世の初めと見られる土坑を覆うよう に 造られていることや、
硬化面近くで蓮弁文青磁碗片 （第74図 7 ) が出土していることな どから、 中世の所産で、 細かくは14世紀前後 <
らいではないかと推定 さ れる。 周辺地形に合わせて南から北 に傾斜を持つものの、 直線的に通過していく点に 特
徴があるとい え よう。

また 1 号溝 （ その延長である 3 号溝も含めて） と 2 号溝は、 平面的にのみ見ると相互に、 道路の側溝に 当たる
ような位置関係 にある。 両者の間 には 2 号が高く 1 号がやや低いという若干の高低差があるが、 道路の両側側溝
との推定を阻むほ ど ではない。 二つの溝の間 には硬化面などの確認はなく、 この点に関してい え ば直 ち に 道路遺
構とはいい難いが、 方 向は 1 号道路状遺構とほぼ同じようになる。

この周辺で道路の遺構というと、 地元の一宮町教育委員会が1991年に 調査した松原遺跡での調査例が参考にな
る。 これも出土遺物な どの状況から中世の所産で、 そこでは東西方向 に 延びる幅約 1 m 、 長 さ 約49 m にわたる硬
化面が検出 さ れている （ 一宮町教委 ほか1992) 。 幅 1 m とういのは調査が道路の拡幅 に 係る細長い調査区であっ
たことや並行するより新しい溝状遺構に切られていたためで、 本来はそれ以上の幅があった本格的な道路遺構で
あったと見られている。 報告ではこの道路遺構について、 確証はないながらも 「御幸道」 との関連を想定してい
る。 御幸道は、 甲斐一宮浅間神社から川 鎮め祭礼の折りに御輿が御幸する道路で、 1967年 に 刊行した 『一宮町誌』
や、 山 梨県教育委員会が1980年代に 調査を行い 『山梨県歴史の道調査報告書』 として刊行した成果を参考にする
と、 松原遺跡の道路状遺構については、 その蓋然性が高いと思われる。 本遺跡の道路状遺構も同じよう に 考 え る
と、 こち らは現在本遺跡の西側を掠めるように通過している 「同者街道」 に沿ったものもであり、 より古い段階
にはこれ が 同者街道であったと考 え ることが出来ないだろうかと考 え られる。 同者街道とは、 秩父方面あるいは
その先の北関東からの富士講の行者 （同者） が通ったと伝 え られている古道で、 「鎌倉道」 の支道の一つである。
もっとも中世の前半 に 「御幸道」 とか、 「同者街道」 などと呼 ばれ、 あるいは名称の由来となるような道路の性
格が定まっていたか ど うかはわからない。 それぞれの古道が一定の性格づけ による位置づけが定まってきたのは
中世後半のことではないかとみられるからで、 だが、 名称はともかくとして中世前半から往来の固定は民間ベ ー
ス で進んでいたことは想像に 難くない。 すなわち 第98図 に示したような状況が推定で復元 さ れる。

ところで、 この北中原遺跡の所在地は、 中世では塩田郷の中にあり、 古代末から中世にかけて、 かなり活発な
歴史的展開があったものと考 え られ、 それを物語る ‘‘塩田の長者 ” 伝説というのがよく知られている。 よくいわ
れることだが伝説はそれ そのものが事実ではないことが一般的だ が、 伝説の成立する背景 にはおおかた実際 に 存
在した事象が底流 に 横たわっているのであり、 塩田長者伝説に関しても、 国分寺 に隣接して繁栄した古代集落の
展開を下敷きに、 つ ぎの中世の枠組みの中でも新しい流れに乗った勢力がこの地域に 隆盛したことを示唆するも
のと考 え られる。 第98図 に 古道の展開と合わせてまとめたように、 この周辺に中世の遺物が比較的まとまって見
られることはよく知られている。

今回の発掘調杏では、 初めに課題づけられた平安期の遺構の把握 に 主眼がおかれ、 中世の遺構や遺物の把握 に
は焦点が定まらないまま進められてきたので、 道路状遺構にしても、 その他の遺構 ・ 遺物にしても、 今ふれた中
世塩田郷の実像に迫るにはなお不十分な成果であるが、 当 時のこの地域の隆盛 に 直接結びつくと考 え られる内容
がこれでまた一つ追加 さ れたことは間違いないと思われる。
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第 6 章 調査の ま と め 一 問題点 と 課題＿
県営住宅建設 に起因しての 2 年次にわたって発掘調査が実施された北中原遺跡 は 、 試掘調査以前 に もたれてい

た 当初の見込みをは る か に 上回 る ものとなった。 とい う のは 、 甲斐国分寺跡の近傍で あ りながら、 周知の遺跡と
して把握されていなかったことも あ り、 こ う した重要な中身をもつ遺跡が表面観察では 、 なかなか把握し得ない
とい う 限界が あったためであ る 。 そ う したなかで、 関係者の調整の末、 記録保存の措置がとられ、 結果的 に 大き
な成果を得られたことは幸いであった。

調査成果の中心 は 、 何と言っても平安時代の集落跡の状況がまた一つ具体的に 明らかとなった こ とにあ る 。 9 
世紀代から1 1世紀代までの77軒の竪穴住居からな る 古代の集落 は 、 地域の歴史の変化をつぶさ に 反映したものと
いえ、 9 世紀の前半 にわずかな竪穴住居がこのエ リ ア に 登場し、 半世紀ほどの空白 期をおいて、 10世紀から1 1世
紀半ば頃まで全面的な展開が見られた。 しかし、 1 1世紀後半 に は エ リ ア の中の集落 は急速 に 衰退していく。 その
消長 には何らかの歴史の必然性が込められてい る のであろ う が、 今回の調査とその成果報告の中だ けでは明らか
にし得なかった問題で あり、 今後の課題といえ る 。

出土土器について は 、 土師器杯を中心 にその変遷を5段階 に設定してみた。 さらに 詳細な段階設定が求められ
よ う が資料的にまた時間的にそれ以上は出来ずに終わってい る 。 墨書土器については 甲斐での出現～発展期 に 当
た る 第一段階と盛行期 に 当た る 第二段階の資料が確認されてい る が 、 その判読 について は課題を残すものもあ る 。

また土器以外 にも国分寺所用瓦が比較的多く見られたり、 鉄製品そのものや砥石 、 さら に鉄滓や輔羽 口など、
盛んな鉄の利用を う かがわせ る 資料も豊富に出土してい る など、 この遺跡の性格を考え る 上で注 目 され る デ ー タ
が多く得られて い る が、 それらを注意深く分析し、 十分な歴史的位置づ けを行 う ことも今後 に 残された。

今回の調査では 、 主体となった平安時代の遺構群に重複して、 いくつかの中世の遺構が確認され、 また将来品
と見られ る 青磁碗の破片資料なども併せ見て、 伝承され る 中世塩田郷の隆盛の一端を物語 る ものと考えたが、 と
りわけ 南北 に 延び る 道路状遺構は 、 現状でなかなか把握しえていない状況 に あ る 中世の遺構を見定めていく上で
注 目 されよ う 。 だが、 ここでも多くをこれからの該期の調査研究 に ゆ だね る 結果となってい る 。

調査では多 く の知見が得られたが、 またそこから多くの課題をかかえた こ とを確認して結びにかえたい。 最後
に 、 調査に関し ご支援 ご協力頂いた多くの方々に感謝の意を表し、 内容的に十分とは いえないまでもこの報告が
各方面 に利用され、 地城の歴史理解の一助とな る こ と願って報告を閉じ る ことにしたい。
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図版 1

発掘調査前の状況 （北西か ら ）

試掘調査作業状況



図版 2
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第一次調査全景 （ 北 か ら ）



図版 3

第二次調査の状況



図版 4

1 A ・ 2 B 号住居跡 （南か ら ） 2 号住居跡 （北 か ら ）

1 A 号住居跡 カ マ ド 2 号住居跡 カ マ ド

3 号住居跡 （右上は 2 号住居跡、北 か ら ） 2 号住居跡 鉄製品 ・ 釘

3 号住居跡 カ マ ド 1 8 • 2 •  3 号住居跡 （右よ り 、南東 か ら ）



図版 5
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4 号住居跡 （ 東 か ら ） 4 号住居跡

カ マ ド

5 A 号住居内土坑 土師器 ・ 皿 ( 3 ) 4 - 6 号住居周 辺の調査状況 '93. 1 1 .  25 

6 号住居跡 カ マ ド周辺 6 号住居跡 （北 か ら ）



図版 6

1 5号住居跡周 辺の床面下部の土坑

8 号住居跡 カ マ ド 1 5号住居跡 カ マ ド

8 号住居跡 鉄製品 · 鎌 1 5号住居跡 灰釉陶器 ・ 椀
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1 0号住居跡 カ マ ド 1 4号住居跡 カ マ ド
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1 2号住居跡 （西 か ら ）

必
1 3号住居跡 （ 西 か ら ）

1 3号住居跡 カ マ ド前遺物出土状況

図版 7
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1 1 号住居跡 カ マ ド

1 3号住居跡 調査状況 ( '93. 1 2. 1 )  



図版 8

1 6号住居跡確認状況 （ 南 か ら ） 1 6号住居跡 （ 東 か ら ）

1 8号住居跡 （ 東 か ら ） 1 8号住居跡 カ マ ド
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1 9号住居跡 （北東 か ら ）



図版 9

手前左よ り 21 • 22 • 23 • 24号住居跡 （ 南 か ら ）

22号住居跡 カ マ ド周 辺

24号住居跡 （北 か ら ）

こ '!"•

24号住居跡 カ マ ド 24号住居跡



図版1 0

25号住居跡 遣物出土状況 （ 東 か ら ）

25号住居跡 カ マ ド前の状況 25号住居跡 カ マ ド

26号住居跡 （ 西 か ら ） 26号住居跡

26号住居跡 カ マ ド 26号住居跡 調査状況
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28号住居跡 （東半 、 北 か ら ）

29号住居跡 （ 西 か ら ）

29号住居跡 カ マ ド

30号住居跡 （西半、 南西 か ら ）
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28号住居跡 （西半、 西 か ら ）

1, , -1. 
29 (中央） • 31 (中央奥） ・ 28 (右手前） • 30 (右奥） 号住居跡
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· 34 (左奥）
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· 35 (右） 号住居跡 （ 南 か ら ）

34号住居跡 カ マ ド前の状況
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33号住居跡 カ マ ド

36号住居跡 カ マ ド
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38号住居跡 （右） 30号住居跡 カ マ ド調査状況 ( '94. 9 .  28)  

38号住居跡 カ マ ド

.::.____: 
43号住居跡 カ マ ド

39号住居跡 （ 西 か ら ） 39号住居跡 A カ マ ド
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40 • 54号住居跡 （ 東 か ら ） 40号住居跡 カ マ ド

40号住居跡 土師器 ・ 坪

54号住居跡 カ マ ド 39 · 40 · 42号住居跡周 辺 （南 か ら ）

42号住居跡 （北 か ら ） 42号住居跡 カ マ ド
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44 • 45号住居跡 （南東 か ら ） 44号住居跡 カ マ ド周 辺遺物出土状況

カ マ ド 45号住居跡 カ マ ド

47号住居跡調査状況 （右手前は46号住の カマ ド、 北 か ら ） 46号住居跡 カ マ ド

- ←  ,,. 'ヽ

. · . · こ

47号住居跡 カ マ ド前の状況 47号住居跡 カ マ ド
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48号住居跡 A カ マ ド

• 安 _,,---

50号住居跡 調査状況

50号住居跡
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調査状況· 52号住居跡 （ 北 か ら ）（右）51 

53号住居跡周 辺 （南か ら ）

調査状況カ マ ド53号住居跡
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55号住居跡 調査状況
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57号住居跡 （ 中央上方、 東 か ら ） 58号住居跡 （ 南 か ら ）

B カ マ ド調査中58号住居跡
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A カ マ ド58号住居跡

58号住居跡周 辺鯛査状況A カ マ ド58号住居跡

遺物出土状況60号住居跡60号住居跡
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60号住居跡 礫の状況

60号住居跡 遺物出土状況 60号住居跡 カ マ ド

61 号住居跡 （ 東 か ら ） 61 号住居跡 カ マ ド

62号住居跡 （ 東 か ら ） 62号住居跡 カ マ ド
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64 · 65 •  73号住居跡 （北 か ら ） 64 • 65 • 73号住居跡 （南 か ら ）

66号住居跡 （ 西 か ら ） 66号住居跡 カ マ ド

67号住居跡 （北 か ら ）
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69号住居跡 （ 東 か ら ） 69号住居跡 カ マ ド

69号住居跡 調査状況 70号住居跡 （ 西 か ら ）

70号住居跡 （北 か ら ） 70号住居跡 カ マ ド

65 • 73号住居跡 （ 東 か ら ） 73号住居跡 カ マ ド付近 73号住居跡 カ マ ド
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74号住居跡 調査状況

カ マ ド

カ マ ド 75 · 76号住居跡 調査状況

75号住居跡 カ マ ド 76号住居跡 カ マ ド



図 雨 2 4

1 1 -% 廿 蔀

, 1  
10 �  廿 蔀

1 1 �
 廿 涅 廿 祠 墜 回



. . 、 ·.- - . , 

． ．  

1 5-22号土坑

1 8-21 号土坑

22号土坑
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1 4号土坑

1 5-1 7号土坑

1 7 · 1 8号土坑
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31 • 32号土坑 （右手前、 西 か ら ）29 • 30号土坑

34 • 35号土坑33号土坑



39号土坑

40号土坑周 辺調査状況;��、":o;二"� 

44-46号土坑 土層状況

52号土坑
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土坑群 と 1 号道路状遺構

41 -49 · 53-59 · 91 -93号土坑

51 号土坑
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60-62号土坑 （左 か ら ）

62号土坑

· '' 

70-84号土坑

90号土坑

62号土坑 調査状況

66 · 67号土坑

86-88号土坑 （ 右 か ら ）

ヽ 、;.. ヽ- .-. 
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95号土坑
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96号土坑

1 05-1 1 0号土坑

1 1 9-1 22号土坑

96-1 04号土坑

1 1 0号土坑周 辺調査状況

図版29

98号土坑

99号土坑

1 23-1 28号土坑

2 号特殊小坑
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1 号竪穴状遺構 （北東 か ら ）

1 号竪穴状遺構 礫の状況

1 号竪穴状遺構 （ 東 か ら ）

湯 ヽ

ぷb

1 号竪穴状遺構 完掘状況

1 号竪穴状遺構 調査状況

1 号柱穴群 （左 ： 南 か ら 中 ： 西 か ら 右 ： 東 か ら ）
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2 号溝 （西 か ら ）

3 号溝 （南 か ら ） 3 号溝 （南か ら ） 3 号溝 （南 か ら ）

遺物出土状況 4 号溝 （ 西 か ら ）

1 号道路状遣構 （ 右 ： 南 か ら 、 左 ： 北 か ら ）
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1 4住 ー 1

”よ
・

1 7住 ー 4

図版33

I • ノ ·. \....... . ' .  、、 .
·
、

1 0住ー 1

1 1 住ー 1

1 2住 ー 2

1 3住ー 5

1 3住ー 1 1

1 4住ー 2

1 7住 ー 9
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1 8住ー 1 1 8住ー 2 1 8住ー 5 1 8住ー 6

1 8住ー 7 1 9住ー 1 21 住ー 2 21 住ー 3

22住ー 1 22住ー 2 22住ー 4 22住 ー 7

22住ー1 2 24住ー1 24住ー 5 24住ー 6

24住ー 7 24住ー 8 25住ー 1 25住ー 2

25住ー 3 25住ー 5 25住ー 8 25住ー 9

25住ー 1 1 25住ー1 2 25住ー20 25住ー21

25住ー23 25住ー25 25住ー28

25住ー30 25住ー31 25住ー32 25住ー33
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26住 ー 2 26住ー 3 26住ー 2 29住ー 2
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29住ー 3 29住 ー 6 29住ー1 1 29住 ー1 2

30住 ー 3 30住ー 4 30住ー 5

31 住 ー 1 31 住ー 2 31 住ー 6 31 住 ー 6

32住ー 1 32住ー 8 33住ー 1

sグ

33住ー 3 33住 ー1 1 33住ー 1 4 33住 ー1 8
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34住 ー 4 34住ー 5 34住ー 6 34住ー 7

r
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34住 ー 9 34住ー1 2 35住ー 2 35住 ー 4

35住ー 9 36住ー 1 36住ー 2 37住ー 3
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38住ー 1

38住ー10

40住 ー 1

40住 ー 6

42住 ー5

fク ‘

42住 ー14

44住ー 6

44住ー20

44住 ー38

38住ー2

39住ー1

40住ー2

40住ー 7

42住ー 6

42住ー17

44住ー 8

44住ー32

45住ー10

38住ー15

39住ー2

40住ー 3

40住 ー 8

42住ー 7

44住ー 1

44住ー1 1

44住ー33

45住ー1 1

38住ー15

39住 ー5

40住 ー4

42住ー4

42住ー10
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44住 ー5

44住 ー12

44住ー35

45住ー13



45住 ー1 6

47住ー 2

48住ー 1
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50住ー 2

50住ー 9

51 住ー 3

54住 ー 1

56住 ー 2

58住ー 1 0

46住ー 1

47住ー 5

48住 ー 1

50住 ー 6

50住 ー1 0

53住ー 1

54住ー 2

56住ー 4

60住 ー 1

46住ー 2

47住 ー 7

50住 ー 7

50住 ー1 0

53住ー 2

55住 ー 3

58住ー 2

60住ー 8
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47住 ー 1

47住 ー 9

50住ー 1
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50住ー 8

51 住 ー 2

53住 ー 4

55住 ー 4

58住 ー 9

60住ー 9



図版38

61 住ー 1 61 住ー 4 61 住ー 7 61 住ー 1 0

61 住ー 1 1 61 住ー1 2 61 住ー1 3 61 住 ー1 5

61 住ー1 7 62住ー 1 62住ー 2 62住 ー5

62住ー 8 62住ー 9 63住ー 1 63住ー2

63住 ー 3 63住ー 5 63住ー 8 63住 ー 9
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岬.-.,:1m•.. ●●●● ,.,,.., …っ

.
. :,、a 、, ·

64住ー1 6 65住ー2 65住 ー 5

65住ー1 0 65住ー1 2 66住 ー2 66住ー 8

66住ー1 5 66住ー1 7 66住ー20 67住 ー 1
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67住 ー 2 67住 ー 4 68住 ー 1 68住 ー 2

68住 ー 3 68住 ー 6 70住 ー 1

70住 ー 4 71 住ー 1 71 住ー 1 72住 ー 1

73住 ー 2 74住ー 4 73住ー 5 73住 ー 1 0

74住 ー 5 74住 ー 6 74住 ー 8 74住ー 1 1

75住ー 2 75住 ー 3 75住ー 1 0 75住 ー 1 1

75住 ー1 2 75住 ー 1 4 75住 ー1 6 76住 ー 1

76住 ー 2 76住 ー 3 76住 ー 5 76住ー 6
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25住ー 5

25住ー27

40住ー 1

40住ー 4

44住 ー26

黒書土器 ( 1 )

7 住ー 1

25住 ー 6

28住 ー 5

40住ー 2

44住ー27
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45住ー13 45住ー14 45住 ー15

45住ー 1 3 45住ー14 45住 ー15
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45住ー13 45住ー 14 45住 ー15
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45住 ー13 45住 ー15
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1 1 A 住

4 8 住

7 34住

10 48 · 65 •  73住

2 7 住 3 8 住

5 11住 6 22住

8 39住 9 45住

11 48住
瓦 (1)
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1 2  50住

1 7  65住

21 65住

1 3  54住

1 5  65住

1 8  65住 1 9 65住

22 68、 73住 23 68住

瓦 (2)
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1 4  64住

1 6  65住

20 65住

25 69住
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鉄製品

鉄 滓
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フ イ ゴ羽 口 （表）

フ イ ゴ羽 口 （裏）

磨 り 石 • 石杵

銭 貨
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1 1 3住 2 22住

4 31 住 5 35住

7 39住 8 40住

1 0  43住 1 1  47住

1 2  58住 1 4  59住

1 6  66住 1 7  70住

1 9  K - 9 グ リ ッ ド 20 表採

-
3 25住

6 35住

9 45住

1 2  53住

1 5  66住

1 8  75住

住居跡等 出土の砥石

※ No.  は 第82 • 83図及び第1 9表 に

対応す る
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50号住居跡出土の被熱土塊 （ 一部） 面 を も つ被熱土塊

指頭に よ る 調整面 を も つ被熱土塊 同左 （裏）

溶融面 を も つ被熱土塊 同左 （裏 ・ ス サ が顕著）

羽 口 状の形態 を も つ被熱土塊 同左 （裏）
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古墳時代土器

青磁片
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鳴冒
中～近世陶磁器 • 土器

煙 管 土製人形
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報 告 書 概 要

遺 跡 名 北中原遺跡 （きたなか はら いせき）

山梨県東八代郡一宮町塩田585
遺 跡 所 在 地 緯度 ・ 経度 北緯35度38分04秒 東経138度41分32秒

地形図 名 国土地理院 5 万分の 1 「甲府」、 2 万 5 千分の 1 「石和」

主 な 時 代 平安時代

主 な 遺 構 竪穴住居跡77軒のほか、 竪穴遺構 ・ 掘建柱建物跡 ・ 土坑 • 溝状遺構 ・ 道路状遺構など

主 な 遺 物 土師器 ・ 須恵器 ・ 灰釉陶器 ・ 緑釉陶器 ・ 瓦

9 - 11世紀の竪穴住居群からなる集落跡で、 甲斐国分寺周辺遺跡群の一つ暴書士器 (35点）
特 記 さ れ る 事 項 • 刻書土器 ( 2 点） を含む豊富な生活遺物等が得られた。 中世の道路遺構 （南北方向の道

路と見られる） をも確認した。

調 査 期 間 1993 (平成 5 ) 年1 1 月 17 日 - 12 月 27 日 および 1994 ( 平成 6 ) 年 4 月 17 日 - 12 月 27 日
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